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利
根
川
提
防
に

い
ジ
ュ
ー
タ
ン
の

畑
を
元
気
に
か
け

ま
わ
り
、
春
ら
ん
ま
ん
を
楽
し
み

よ
う
。

子
ど
も
た
ち
は
、
そ

は
、
菜
の
花
が
い
っ
ぱ
ぃ
ー
ま

る
で
黄

の
菜
の

ま
す
。
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第331号 広 報 め い わ 平成元年 4 月 10 日

第 1 回村議会定例会は、

で開かれ一般会計をはじめ各種会計の平成元年度予算な

どが提案され、慎重審議の結果、いずれも原案どおり可

決承認されました。その主なものをお知らせします。

平
成
元
年
度
各
種
予
算
決
ま
る

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

小
平
勇
さ
ん
（
任
期
3

月

2
4日
）
が
再
度

同
委
員
に
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

横
塚
弥
一
さ
ん

一
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
村
公
平
委
員

会
委
員
に
、
横
塚
弥
一
さ
ん
（
千
津
井
）

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

村
職
員
の
懲
戒
免
除
、
賠
償

責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除

に
関
す
る
条
例
制
定

昭
和
天
皇
崩
御
に
伴
い
、
村
職
員
の
懲

戒
免
除
及
び
職
員
の
賠
償
責
任
に
基
づ
く

債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
大
赦
、
政
令
に
よ
り

昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
前
の
行
為
に
つ

い
て
、
ま
た
、
平
成
元
年
二
月
二
十
四
日

公
平
委
員
に

村
固
定
資
産
評
価
委
員
に

小
平
勇
さ
ん

前
に
減
給
、
戒
告
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

懲
戒
処
分
を
受
け
た
も
の
は
、
懲
戒
を
免

除
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
地

方
公
共
団
体
（
明
和
村
）
も
国
に
準
じ
て

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

明
和
村
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の
制
定

で
、
国
家
公
務
員
の
週
休
二
日
制
導
入
に

伴
い
、
国
に
準
じ
本
村
で
も
平
成
元
年
五

月
か
ら
第
二
、
第
四
土
曜
日
が
一
部
を
除

き
休
み
と
な
り
ま
す
。
（
詳
し
く
は
6

p

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

村
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
（
消
費
税
創
設
）

に
伴
う
、
村
税
条
例
の
改
正
で
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
村
た
ば
こ
消
費
税
が
村
た
ば
こ
税
に

名
称
変
更
▼
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年

者
、
家
ふ
の
非
課
税
限
度
額
百
万
円
が
百

二
十
五
万
円
に
▼
所
得
割
の
税
率
構
造
が

七
段
階
か
ら
三
段
階
に
▼
電
気
税
、
ガ
ス

税
が
廃
止
。
※
詳
細
は
前
月
号
2
p
参
照

消
費
税
創
設
に
伴
う

3 月 11 日から 20日までの会期

土
曜
閉
庁
条
例
化

第
2

、

第
4

の

西
小
大
規
模
改
造
な
ど
積
極
予
算

(2) 

投般の然積紀を合えし のきる社と時し民い孫水努全位 境も拡のし調
資行あに極に考計‘て平が役今会変代な一明に準め財の本下i=大緩てなわ
的政るつ的向え画更は成ご割日へわはけ丸和残の‘政ご村に蔑‘和厳成が
経経郷つにけ合をに‘元ざは‘とり昭れと村せ向よを指とあ多労やし長国
費費土ま推てわ基行こ年い誠政‘‘和ばな建る上り念導いりの働技い過経
にをづれ進確せ本政の度まに治日よかなつ設豊を高頭‘たま課時術状程済
可極くたし固‘と改よ予す大の々りらりてのか図度にごしす題間革況には
能力り‘ーた来し革う算゜な果発豊平ままたなりな村協ま゜をの新にあ‘
な抑←活健るる村大な編 るす展か成せいめ明‘文民力し か短のあるイ
限制を力康基べの綱諸成 もべすなへん進村る子化のをて か縮推りもン
りすめとと盤き実‘情に ゜ 福賜はえ等進‘のフ

寄呑こ長警百孟笠言苓亨 I 活力とうるおいのある 1 恐益彗 ：守霊呈蓉謳

］］］］］］口］［口］



(3) 平成元年 4 月 10 日 広 報 め い わ 第331号

水道料金 ※ 5 月分から適用

特別会計

用 途
基 本 料 金 超過料金

基本水量 1 カ月の料金 単位数量 料金

一般家庭用 1 カ月 10対まで
520 円

l m3 につき
62円

(500) (60) 

工業用 ク 20m' まで
1130 67 

(1100) 
4 

(65) 

官公署 1030 57 
ケ ク

学校病院等 (1000) (55) 

共用栓
1030 62 

ケ

(1000) 
,,, 

(60) 

臨時使用 1 カ月 10吋まで
930 93 

(900) 
ケ

(90) 

加 入 金※新規条例化 （）は改正前

※ 4 月 1 日適用

囀置Z’ 総額 3 億40,700千円

◎主な歳入

支払基金交付金

2 億38,603千円

国庫支出金

67,777千円

県支出金16,944千円

村負担金17,223千円

◎主な歳出

医療諸費（医療給付

費など）

3 億40,270千円

総額 4 億35,329千円

◎主な歳入

国民健康保険税

2 億30,322千円

国庫支出金

1 億44,268千円

療養給付費交付金

36,540千円

の
改
正

水
道
料
金
等

層□□
◎収益的収入

89,589千円

支出

88,743千円

◎資本的収入2,000千円

• /, 支出

33,496千円

• 

◎主な歳出

保険給付費

3 億21,118千円

老人保健拠出金

83,671千円

量水器の口径 加 入 金 の 額

13 ミリメートル 30,900 (30,000) 円

20 ケ 51,500 (50,000) 

25 ケ 72,100 (70,000) 

30 ケ 103,000 (100,000) 

40 ケ 154,500 (150,000) 

50 ,,, 257,500 (250,000) 

75 ケ 515,000 (500,000) 

貸付使用料
量水器のロ

13 ミリメートル

20 ,, 

25 ,, 

径

1)は改正前

※ 4 月 1 日適用

貸付使用料（月額）

5 0 円

1 0 0 円

1 3 0 円

税
制
改
正
（
消
費
税
導
入
）
に
伴
う
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
で
水
道
料
金

加
入
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
と
な
り
ま
す
。

資本的収入額が資本

的支出額に対して不足

する額31,496千円は過

年度分損益勘定留保資

金14,730千円。建設改

良積立金13,300千円等

で補てんする。

[>給水戸数 2861戸

[>年間総給水量 1635200m'

[>一日平均給水4480m'

九
―
一
三
六
万
八
千
円
追
加

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
九
二
三
六
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
二
四
億
八
七
―
―
万
二
千
円
に
し
ま

し
た
。

【
歳
入
】

▼
村
税
（
村
民
税
な
ど
）
一
億
0

一
七

四
万
三
千
円
増
額
し
て
総
額
を
八
億
九
六

0
―
一
万
五
千
円
に
▼
地
方
譲
与
税
四
五
〇

万
円
増
額
し
て
総
額
を
四
八
五

0
万
円
に

▼
利
子
割
交
付
金
―
1
0
万
円
減
額
し
て

総
額
を
七
九
0
万
円
に
▼
自
動
車
取
得
税

交
付
金
一
四
0
0
万
円
増
額
し
て
総
額
を

五
七
0
0
万
円
に
マ
地
方
交
付
税
七
八
一

四
万
六
千
円
増
額
し
て
総
額
を
六
億
六
二

三
三
万
六
千
円
に
▼
国
庫
支
出
金
一
四
七

二
万
九
千
円
増
額
し
て
総
額
を
八
七
六
二

万
四
千
円
に
▼
県
支
出
金
五
四
七
二
万
九

千
円
減
額
し
て
総
額
を
二
億
六
八
七
七
万

七
千
円
に
▼
財
産
収
入
二
五
二
万
六
千
円

増
額
し
て
総
額
を
一
七
一
五
万
に
▼
繰
入

金
九
0
九
一
万
七
千
円
滅
額
し
て
総
額
を

六
四
二
三
万
五
千
円
に
▼
繰
越
金
二
五
九

七
万
六
千
円
増
額
し
て
総
額
を
一
億

0
0

九
七
万
六
千
円
に
▼
諸
収
入
一
六
0
万
六

千
円
減
額
し
て
総
額
を
一
億
七
一
八
八
万

一
千
円
に
▼
村
債
九
0
万
円
減
額
し
て
総

額
を
三
六
一
0
万
円
に

【
歳
出
＿
】

▼
総
務
費
（
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積

立
金
な
ど
）
ニ
ニ
五
八
万
五
千
円
増
額
し

て
総
額
を
三
億
0
七
三
六
万
三
千
円
に
▼

民
生
費
四
七
万
六
千
円
増
額
し
て
総
額
を

三
億
七
一
七
四
万
一
千
円
に
▼
衛
生
費
一

0
四
万
八
千
円
減
額
し
て
総
額
を
一
億
四

三
九
七
万
七
千
円
に
マ
農
林
水
産
業
費
（
新

農
構
穀
類
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
建
設
補
助

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
、
一
億
円
が
各
市

町
村
に
一
律
交
付
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
明
和
村
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
所
得
割
の
税
率
1
0
0
分
の
四
・
八
三
が

七
．
0
に
、
資
産
割
1
0
0
分
の
三
七
•
四

0

が
五
O
·
O
に
、
均
等
割
の
額
六
五
0
0

円
が
七
0
0
0
円
に
、
平
等
割
の
額
七
四

0
0
円
が
八
0
0
0
円
に
マ
納
期
回
期
4

期
が
六
期
に
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
で
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
年
金
受
給
者
の
戸
籍
事
項
証
明
が
国

民
年
金
受
給
者
の
み
無
料
と
な
っ
て
い
た

も
の
が
厚
生
年
金
、
国
家
公
務
員
等
共
済

組
合
な
ど
四
組
合
に
係
る
も
の
も
無
料
と

な
り
ま
す
。
（
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
）

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
条
例
制
定

金
減
な
ど
）
五
五
ニ
ニ
万
四
千
円
減
額
し

て
総
額
を
三
億
八
九
三
九
万
七
千
円
に
▼

商
工
費
一
六
六
万
六
千
円
減
額
し
て
総
額

を
―
二
二
五
九
万
円
に
▼
土
木
費
（
工
事
請

負
費
追
加
な
ど
）
一
億
二
五
ニ
―
万
五
千

円
追
加
し
て
総
額
を
五
億
三
七
五
四
万
七

千
円
に
▼
教
育
費
二
0
三
万
円
追
加
し
て

総
額
を
三
億
五
三
八
九
万
円
に



第331号 広 報 め い わ 平成元年 4 月 10 日 (4) 

平成元年度予算（一般会計）

2
 

41意

:---------------------------------------i 

｛方境厳 年九額 ! 
: ‘整し村 I
I -,...  -

平
成
元
年
度
、
一
般
会
計
予
算
総

は
歳
入
、
歳
出
と
も
に
二
四
億
六

0
0
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
前

屯
七
・
一
％
増
で
す
。

で
は
国
と
同
様
に
財
政
事
情
は

厳
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
生
活
環

境
備
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
一

方
国
、
県
の
補
助
事
業
を
可
能
な

t
 

,
_
3
,
 

ゎ内税村
オ
且
軽
村
電

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー

9
9
9

ー

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
_

J

限
り
導
入
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
一

て
の
ま
ち
づ
く
り
の
諸
事
業
を
進
め
一

て
ま
い
り
ま
す
。
―

と
り
わ
け
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
~

で
は
住
民
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
ご
利
一

用
い
た
だ
け
る
緑
豊
か
な
総
合
公
園
一

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
~

6
 

, ゚
万゚円

税 357,340千円

【歳 入】 □D 税 371,911千円
税 11,491千円
税 33,288千円 5 偲円

税 4,000千円
税 2千円 村

; ; 
i 

諸 税

! : 収 1 個

入
5 千万円

:I : ] 1 憶円

万円 万晶1 万円

5 千万円

構成比
6 0 2.4 3.2 

7% ~: 

羞8 4.9 6.9 1 い 26.7 31.5% % % % % % % 伸び率

野 塁． 7 1% 11. 4 20.0 2.0 悶よ 15.8 1.4 ％減 ％減 % ％減

子ともは国の宝、次代の担い手一、子孫に残せる郷土づくりをめざします



(5) 平成元年 4 月 10 日 広 報 め い わ

※千円

ふるさと創生事業（公園費）

道路台帳異動修正委託料

道路補修・側溝新設整備費

測量調査委託料

道路改良・舗装工事費

住宅管理費

80,000 

4,000 

30,900 

15,500 

2 億56,480

6,663 

議会費 54,755
唸2.2% ◎8.6%

消防費
1 億03,464
*4.2 %• 8.3% 

衛生費
1 億42.243
*5.8% 
• 1. 7％減

第331号

合1.3%
24.893 
6.000 
3.537 

※単位千円
ヽ

7075 
成比20.5%
び率23.3%

農業委員会費

新農構・穀類乾燥調整貯蔵

施設建設補助金

農業近代化資金等利子補給金

測量調査委託料

用水・排水・農道改良等工事費

稲作請負防除補助金

6,893 

前年藝邑 業費
意83,933
15.6% 

◎12.9％減

1 億65,728

3,679 

19,380 

1 億41,300

2,500 

性質別経費内わけ

民生費

3憶72,662
*15.1% 
• 0.9% 

義
務
的
経
費

•人件費

●扶助費

●公債費

6 億33,034千円

56,054千円

1 億87,324千円

教育費
3憶80,217
*15.4% 
• 36:5% 

込
投
資
的
ノ
そ
の
／

冦
費
]
／
他
]

普通建設事業費など

8 億46,647千円

物件費・維持補修費など

7 億45,941千円

小学校費（西小大規模改造工事など） 1 億59,142

中学校費 49,569 

幼稚園費 41,728 

青少年育成対策費 6,260 

公民館費 18,144 

保健体育費（村体協交付金1600千円、社会体育館

光熱水費3260千円、利根川総合運動場維持管

理委託料など） 26,906 

国民年金費

敬老年金

老人保健特別会計繰出金

医療費扶助

老人クラブ育成助成金

老人福祉センター費

保育園費

1 億45,966

2,445 

17,223 

16,686 

1,586 

205,39 

1 億07,999

文書広報費（広報めいわ縮刷版発行など）

交通対策費（道路反射鏡設置工事など）

区行政交付金

住民情報オンライン使用料

参議院議員選挙費

13,003 

5,206 

1,625 

2,225 

2,458 

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

1 億04,591

82,733 

邑楽館林医療事務組合出資金

循環器検診等委託料

衛生害虫駆除用薬剤費

合併処理浄化槽設置補助金

保健センター費

廃棄物処理等委託料

粗大ゴミ最終処分地造成工事請負費

館林衛生施設組合負担金

11,471 

16,590 

1,027 

2,850 

3,030 

24,107 

2,500 

15,674 

館林地区消防組合負担金（常備・

非常備・施設費）

災害対策費

1 億00,685

2,779 

村商工会助成金

商業設備近代化資金等貸付金

4,300 

12,628 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..54, 755 

..................... 6,000 

..................... 3,573 
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わ
が
国
は
本
格
的
な
国
際
化
時
代
を
迎

え
、
国
際
的
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
労
働
時

間
水
準
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
の
情
勢
を
ふ
ま
え
、
国
で
は
本

年
一
月
か
ら
第
二
、
第
四
土
曜
日
閉
庁
（
休

み
）
を
実
施
、
更
に
銀
行
な
ど
金
融
機
関

も
二
月
か
ら
全
土
曜
日
閉
店
（
完
全
週
休

二
日
制
）
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

大
半
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
国

と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
国
に
準
じ
土
曜

閉
庁
（
四
週
六
休
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
村
で
も
先
の
三
月
村
議
会
定
例
会

で
議
決
さ
れ
次
の
よ
う
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
方
式
…
…
第
二
、
第
四
土
曜
日
閉
庁
「
休

み
（
四
週
六
休
制
導
入
）
」

〇
実
施
時
期
…
…
平
成
元
年
五
月
の
第
二

（
認
日
）
土
曜
日
か
ら

0
閉
庁
と
な
る
業
務
（
機
関
）

表
ー
①
の
と
お
り

0
今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
機
関

表
ー
②
の
と
お
り

5

月
第
2

土
曜
日
か
ら

7
ー

1

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

一
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
—

-
0
行
政
事
務
の
簡
素
・
合
理
化

-
0
窓
口
業
務
の
改
善
・
向
上

-
0
緊
急
業
務
体
制
の
充
実

―
な
と
に
努
め
ま
す
。
一

I
 _
_
_
 
1

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ー

1
1
_
1

ー

1

_
_
_
_
_
_
 
l
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ー

1
1
1
1
1

ー

1
1
1

ー

1
1
1
1

ー

1

_
_
_
_
_
_
 
1

ー

1
1
1
,

休みとなる業務・機関 （表一①）

◎窓口業務の一部を除くすべての業

務（死亡届の受理及び埋葬許可証

の発行は従来の日曜、祝日と同様

に行います）

次のところでは、第 2 、第 4 土曜日も

今までどおり業務を行います （表一②）

（
認
日
）

団
は
ぽ
ふZら
箪
2
~

◎「中央公民館」

月曜日が休館

◎「社会体育館」

月曜日が休館

◎「保育園」

今までどおり

◎「幼稚園」

今までどおり

◎「老人福祉センター」

第 2 、第 4 木曜日が休館

臼

1
E（
月
目
＂

箪
4

さ
っ
そ
く
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
係
員

l • 
スピードアップでサービス向上（住民課窓口）

窓口業務電算化

スピー ドアッ プ

住民票数分で……

現
代
は
正
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代

を
迎
え
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
0
A

|
ー
と
先
端
機
器
が
目
白
押
し
で
す
。

役
場
で
も
、
時
流
に
マ
ッ
チ
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
三
月
一
日

か
ら
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
導
入
、

住
民
票
を
は
じ
め
と
し
た
諸
証
明
発
行
の

窓
口
業
務
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
努
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
手
書

き
証
明
し
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
電
算
化

に
よ
り
、
ボ
ー
ト
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
だ

け
で
住
民
票
な
り
が
数
分
足
ら
ず
で
交
付

で
き
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
併
せ
て
省
力
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
票
交
付
の
ほ

か
に
、
転
出
証
明
書

交
付
、
転
入
、
転
出
｀

出
生
、
死
亡
等
の
住

民
異
動
事
務
、
国
民

健
康
保
険
資
格
及
び

国
民
年
金
資
格
の
得

喪
等
の
処
理
機
能
を

そ
な
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
は
水

道
料
金
、
税
務
関
係

諸
証
明
書
交
付
等
も

電
算
化
を
図
り
、
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
ま
す
。
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名前が決まってホットする生徒と先生（右）

か
つ
て
、
唱
歌
と
し
て
歌
わ
れ
親
し
ま

れ
た
青
い
目
の
人
形
が
村
内
で
発
見
（
確

認
）
さ
れ
た
の
が
八
年
前
の
昭
和
五
十
六

明
中
の
ア
イ
ド
ル

青
い
目
の
人
形

メ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん
に
決
定

年
、
明
和
中
学
校
家
庭
科
室
か
ら
み
つ
か

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
同
校
で
保
存
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ほ
ど
桐
生
市
（
明
治

館
）
で
県
下
一
堂
に
会
し
た
青
い
目
の
人

形
の
展
示
会
が
開
か
れ
話
題
と
な
っ
た
の

を
生
徒
た
ち
が
新
聞
等
で
知
り
、
本
校
に

も
青
い
目
の
人
形
が
あ
っ
た
は
ず
、
こ
の

機
会
に
名
前
を
つ
け
よ
う
|
ー
と
、
一
二
年

生
有
志
が
中
心
と
な
り
全
校
生
徒
に
呼
び

か
け
名
前
を
募
集
。
三
十
ほ
ど
の
応
募
の

中
か
ら
、
明
和
の
「
メ
」
に
ち
な
ん
で
、

同
校
の
ア
イ
ド
ル
「
メ
ア
リ
ー
」
ち
ゃ
ん

と
呼
ぶ
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

三
年
生
た
ち
は
、
「
一
味
ち
が
う
卒
業

記
念
に
な
り
ま
す
」
と
人
形
を
手
に
上
気

嫌
で
し
た
。

恩師、父母、在校生らの人垣の中を卒業証書と PTA

から贈られた「きんかん」の苗木をしっかりにぎりしめ、

晴れやかに母校をあとにする 203名の卒業生（％）。

卒業生進路状況

関東学園大附属高校32名（男 14 ・女18)

西邑楽高校 23名（男 11 ・女 12)

館林商工高校 22名（男 13 ・女 9)

館林女子高校 21名

館林高校 18名

大泉高校 15名（男 6 ・女 9)

太田東高校 12名（男 4 ・女 8)

板倉高校 11名（男 9 ・女 2)

足利学園高校 11名（男 4 ・女 7)

上岡学園専門高校 6 名（男 4 ・女 2)

常磐高校 5 名（男 2 ・女 3)

太田女子高校 3 名

足利短大附属高校 3 名（女 3)

太田高校 2 名

太田工業高校 2 名

美
し
い
郷
土
、
四
季
お
り
お
り
の
野

草
は
本
当
に
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
私

た
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
万
葉
の

む
か
し
か
ら
野
山
の
花
こ
と
ば
は
多
く

詩
ゃ
文
献
か
ら
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。三

月
の
彼
岸
を
前
後
し
て
、
い
っ
せ

い
に
動
き
は
じ
め
ま
す
。
当
地
方
の
花

は
何
ん
と
い
っ
て
も
数
千
本
の
つ
つ
じ

が
咲
き
ほ
こ
る
「
つ
つ
じ
が
丘
公
園
」

が
有
名
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
家
の
庭
に
も
こ
の

~ 

江森さん

（新里）

明中卒業式

卒業生203人母校を後に
- i遭-.... -ｷ-... ̀ ―·ヽ

館林高校定時制 2 名（男 1 ・女 1)

足工大附属高校 2 名（男 2)

ァャ文化服装専門学校 2 名

足利高校 l 名

足利南高校 l 名（男 1)

足利女子高校 1 名

小山城南高校 1 名（女 1)

太田高等養護学校 l 名（男 1)

館林高等技術専門校 1 名（男 1)

明和高校 1 名（女 1)

浦和学院高校 l 名（女 1)

創価高校 l 名（男 1)

文化学院 l 名

就職 1 名（女 1)

江森宅の「エビネラン」

趣 私

「
エ
ピ
ネ
ラ
ン
」
が
数
千
本

季
節
に
合
す
か
の
よ
う
に
草
花
が
咲
き

ほ
こ
り
ま
す
。
趣
味
で
栽
培
し
て
い
る

草
花
「
エ
ビ
ネ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の
。

四
月
下
旬
か
ら
五
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
、

手
づ
く
り
の
ハ
ウ
ス
内
（
遮
光
ネ
ッ
ト
）

に
純
白
の
エ
ビ
ネ
ラ
ン
の
花
が
と
こ
ろ

狭
し
と
咲
き
乱
れ
、
春
ら
ん
ま
ん
を
味

わ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

鉢
数
は
約
二
百
鉢
、
そ
れ
と
箱
に
二

0
1
三
0
本
植
込
み
し
て
あ
る
発
ぽ
う

ス
チ
ロ
ー
ル
箱
が
約
三
百
箱
、
そ
の
数

千
本
が
い
っ
せ
い
に
咲
き
は
じ
め
る
と

夜
で
も
周
辺
が
明
る
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

こ
の
と
き
が
私
の
感
激
の
瞬
間
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
花
は
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
唯
一
の
も
の
。
”
花
を
愛
す
る

も
の
に
悪
人
な
し
“
こ
れ
が
私
の
持
論

で
す
。

や
が
て
花
は
色
あ
せ
終
り
ま
す
。
花

よ
お
疲
れ
さ
ま
ー
。
ま
た
、
次
年
を

楽
し
み
に
、
消
毒
、
水
く
れ
に
丹
精
込

め
ま
す
。
植
物
は
デ
リ
ケ
ー
ト
、
心
を

込
め
て
接
し
な
い
と
き
れ
い
な
花
は
つ

け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
管
理
し
だ
い
で
次

年
の
成
果
を
左
右
し
ま
す
。
花
は
生
物
、

人
間
と
同
じ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
私

は
好
き
な
の
で
す
。
興
味
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
草
花
談

義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

江
森
精
治

※希望者には、 rエピネランJを差し上げるとのこと。ぜひ、ご観賞してみてはいかがですか。
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服かげんはしヽかが・・・・・・

’•ヘ
·し—•1l'ゞ

人気がある、はしご車体験乗車 自慢の芸花ざかり

郷土の義人

恩田佐古テーマに

児童らが熱演

すっかり定着した西小学校の「ふるさと劇」。今年も

六年生卒業のはなむけに一ーと、上級在校児童、教職

員、 PTA 役員らが熱演。青則を通してよりふるさとを

知ってもらおうと昭和五十二年度から始められ今年で

十二回を数えました。

今回は、江戸時代、年貢がきついため減免を求め藩

に強訴、その結果、年貢は半分になったものの強訴は

不届きとして処罰されてしまった郷土の名主の一人、

恩田佐吉をテーマにしたもの。脚本、舞台衣装、照明、

道具、音響にいたるまですべて手づくり。それだけに

親しみ、ふるさと感あふれる劇として好評、感銘を呼

んでいます。

その義人、恩田佐吉らの供養塔は教学院境内（中谷）

にあります。

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

親
し
ま
れ
る

「
公
民
館
ま
つ
り
」

公
民
館
メ
ー
ン
事
業
の
一
っ
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、
三
月

十
一
、
十
二
日
の
二
日
間
、
公
民
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

す
っ
か
り
村
民
の
間
に
定
着
、
「
今
年
は
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
か
楽
し
み
で
す
ー
」
と
待
望
の
声
が
あ
が
る
ほ
ど
み

ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
た
公
民
館
ま
つ
り
。
各
種
教
室
講
座
成

果
発
表
を
は
じ
め
、
バ
ザ
ー
、
わ
た
あ
め
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
手

づ
く
り
み
そ
実
演
、
消
防
は
し
ご
車
乗
車
体
験
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

教
室
、
そ
れ
に
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
茶
道
な
ど
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
盛
た
く
さ
ん
、
チ
ビ
ッ
コ
や
老
人
、
主
婦
ら

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
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いつも、 やさしい心で

善行少年表彰式

母
、
兄
、
本
人
の
三
人
家
族
。
母
が
働
い
て
い

る
た
め
、
兄
と
協
力
し
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と

は
す
べ
て
、
自
分
た
ち
で
処
理
。
家
事
も
自
分
た

ち
で
や
り
、
母
親
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
子
供

な
が
ら
に
考
え
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
母
も
暗
黙
の
う
ち
に
察
し
感
謝
、

心
の
支
え
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
学
校
生
活

で
も
、
人
の
い
や
が
る
事
を
進
ん
で
や
る
素
直
な

や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
。
だ
れ
に
対
し
て
も
分
け

ヘ
だ
た
り
な
く
接
す
る
態
度
は
り
っ
ぱ
で
、
級
友

か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
模
範
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

助
け
合
う

家
族
で

斎藤 暁ちゃん
（西小 6 年）

協力して人助けをした 6 人の生徒

7
ー

1
9
9
9
9
9

一
三
月
七
日
、
管
内
善
行
少
年
表
彰
式
が
館
林
警

一
察
署
で
行
わ
れ
、
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
三
十
二

一
人
が
受
賞
。
本
村
で
も
斉
藤
暁
ち
ゃ
ん
、
船
田

一
雅
子
ち
ゃ
ん
ら
八
人
が
喜
び
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

―
そ
の
善
行
児
童
、
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

―
（
い
ず
れ
も
学
年
は
表
彰
時
）

r
.
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ー

1
9

通
学
で
下
級
生
の
め
ん
ど
う
み
が
良
く

親
切
。
低
学
年
が
慣
れ
る
ま
で
く
り
返
し

手
を
と
り
交
通
マ
ナ
ー
を
指
導
、
安
全
歩

昨
年
十
二
月
、
夕
方
、
下
校
時
に
明
和

中
学
校
校
門
付
近
に
人
が
横
た
わ
っ
て
い

た
。
声
を
か
け
て
も
返
答
が
な
い
。
通
り

か
か
っ
た
六
人
は
、
交
通
事
故
に
で
も
あ

っ
た
ら
大
変
ー
と
協
力
、
手
分
け
し
て

何
人
か
が
学
校
へ
連
絡
、
一
方
は
道
端
に

そ
の
人
を
移
動
さ
せ
、
も
う
一
方
は
自
転

車
を
片
づ
け
る
な
ど
適
切
な
処
置
を
ほ
ど

こ
し
た
。

そ
の
結
果
、
ま
も
な
く
家
族
と
連
絡
が

と
れ
、
そ
の
人
は
無
事
帰
宅
で
き
た
。
そ

の
善
行
生
徒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

岡
安
真
紀
（
明
中

3

年
）
南
大
島

0

斎
藤
さ
お
り
（
ク
）
上
江
黒

0

小
暮
純
子
（
明
中

1

年
）
江
口

〇
磯
田
明
美
（
）
千
津
井

0

新
井
真
弓
美
（
）
斗
合
田

〇
康
沢
真
由
美
（
）
江

人
を
適
切
に
処
置

路
上
に
横
た
わ
っ
て
い
た

I 
I 
I 
I 

' 
I 
I 

' 
I 
l 
l 
l 

L----------------------------- 」

や
さ
し
い
心
で

通
学

船田 雅子ちゃん
（東小 6 年）

ヶ // // 

ロ

行
に
注
意
し
た
。

雨
天
な
ど
悪
天
候
時
に
は
荷
物
を
持
っ

て
あ
げ
た
り
、
重
い
場
合
は
教
室
ま
で
届

け
る
な
ど
や
さ
し
い
心
の
持
ち
主
。

地
域
の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
協
力

し
て
い
る
。
子
供
会
行
事
な
ど
に
一
人
で

も
多
く
参
加
す
る
よ
う
電
話
で
呼
び
か
け

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
、
輪
を
広
げ
て

い
る
。
お
年
寄
り
を
招
待
す
る
行
事
で
も

真
心
で
接
し
好
評
。
や
や
も
す
る
と
敬
遠

さ
れ
が
ち
な
事
に
も
率
先
し
て
取
り
組
み

模
範
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
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4

月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎

バ
ス
運
行
日
の
み
が
次
の
と
お
り
か
わ
り
、

時
間
、
停
留
場
所
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

0

火
曜
日
1
1

南
大
島
、
梅
原
、
中
谷

0

水
曜
日
1
1

川
俣
、
須
賀
、
大
輪

0

金
曜
日
1
1

矢
島
、
入
ケ
谷
、
大
佐
貫

送
迎
バ
ス
の
運
付
日

が
変
わ
り
ま
す

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

車
検
を
受
け
る
時
に
納
税
証
明
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
で
4

月

3
0

日
か
ら

5

月
中
旬
ま
で
に
車
検
を
受
け
る

方
で
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
役
場

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
が
必
要
な
方

申
し
出
を

0
井
上
昭
三
さ
ん
（
新
里
）
は
3

万
円
を

＊
石
村
美
喜
雄
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は5
万
円
を

圏
田
村
紀
夫
さ
ん
（
斗
合
田
）
は3
万
円
を

圏
福
島
義
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
は3
万
円
を

圏
松
本
仲
司
さ
ん
（
大
輪
）
は
3

万
3

千

円
余
を

圏
小
久
保
茂
さ
ん
（
南
大
島
）
は3
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0

土
曜
日
1
1

斗
合
田
、
下
江
黒
、
上
江
黒

0

日
曜
日
1
1

千
津
井
、
江
口
、
田
島

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

0

会
場
明
和
村
商
工
会
館
前

0

期
間

4

月

2
9
日
山
1
5月
5
日
⑥

午
前
9

時
1

午
後
6

時

〇
展
示
品
花
き
花
木
、
鉢
物
、
庭
木
な

ど
各
種
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
課
ヘ

桓
木
は

い
か
が
で
す
か

寄
付
あ
り
が
と
う

1ヤ．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿•一．＿．＿．＿．＿．＿•一•一•一•一ガ
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利
根
川
百
年
記
念
行
事
委
員
会
で
は
「
私

利
根
川
の
写
真
募
集

「
用
途
地
域
変
更
」
縦
覧
期

間
の
変
更
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た

は
一
定
の
期
間
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

前
納
す
る
と
、
毎
月
納
め
る
手
数
が
は

ぶ
け
、
納
め
る
額
も
安
く
、
納
め
忘
れ
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

ヽ

4
0

し※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験

0

日
時

6

月

1
1日
⑪
午
前

9

時
1

0

会
場
関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

〇
受
験
料
甲
種

5
0
0
0

円
、
乙
種
3

4
0
0

円
、
丙
種
2
7
0
0

円

〇
受
付
期
間

5

月
8

日
⑪
1
5

月

1
5日

同
ま
で
に
明
和
分
署
へ

な
お
、
こ
れ
に
伴
う
準
備
講
習
会
を
5

月

2
2日
同
の
午
前
9

時
か
ら
館
林
市
郷
谷

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署
（
6
8
4
_
3
1

3
1
)
へ

「
広
報
め
い
わ
」
三
月
号
掲
載
の
都
市

計
画
法
に
よ
る
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い

て
の
縦
覧
は
事
情
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
縦
覧
時
期
は
未
定
で
す
。

前
納
を利

用
し
ま
し
ょ
う

検
定
を
受
け
て

技
能
士
に
な
ろ
う

の
利
根
川
百
景
」
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
建

設
省
関
東
地
方
施
設
局
河
川
計
画
課
（
6

0
3

ー

2
1
1
|
6
2
6
1

内
線
3
6
1

〇
申
込
資
格
県
内
の
中
小
企
業
に
勤
務

す
る
従
業
員
で
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資

を
受
け
て
い
な
い
年
収

7
0
0

万
円
以

下
の
方

〇
融
資
利
率
年

6
.
4
8
1
6
.
7
0
%

〇
償
還
期
間
新
築
・
中
古
住
宅
…

2
0年

以
内
増
改
築
…

1
0年
以
内

※
詳
し
く
は
、
県
庁
労
政
課
（
6
0
2
7

2

闊
1
1
1
1
)
へ

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
元

年
度
の
訓
練
生
を
4

月

2
8日
②
ま
で
募
集

し
て
い
ま
す
。

訓
練
科
、
資
格
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
当
校

(
6
7
3

|
8
2
8
2

夜
間
の
み
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
付

4

月
3

日
同
1
4

月

1
7日
同

〇
職
種

4
1職
種
7
6作
業
の
技
能
検
定

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協

会
(
6
0
2
7
0
1
2
3
|
7
7
6
1
)へ

腕
と
知
識
を

身
に
つ
け
よ
う

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
資
金

7
)
へ

時

5

月

1
1日
困
午
前
1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

0
日

年
金
相
談

時

4

月

1
3日
困
午
前
1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

0
日

0

日
時

4

月

2
0日
困

5

月
2

日
因
午
前
9

時
3
0分
＼
1
0時
3
0分

受
付

0

会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談

0

日
時

4

月

1
7日
囲
午
前
1
0時

＼
午
後
3

時

0

会
場
役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

0
会

0
日

時

4

月

2
0日
困
午
後
1

時

\
2

時
受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

0

会
0
日

時

4

月

1
3日
困
午
後
1

時

1
2

時
受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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村 の ス
っ

—S 
L き

4 月

12 日

14 日

16 日

18 日

スポ 一ツ

// 

19 日

23 日

24 日

27 日

子ども会育成連絡協議会総会

区長会初会議

利根川総合運動場クリーン作戦

母子保健推進員協議会総会

老人クラブ連絡協議会総会

衛生協力会総会

春季バレーボール大会

農業委員会

村政功労者表彰式

※予定ですので変わる場合もあります

唖
小
学
生
低
学
年
の
部

▼
一
位
1
1

谷
津
大
介
（
館
林
剣
）
▼
二

位
1
1

須
藤
優
（
大
泉
剣
）
マ
ニ
位

1
1
泉

琢
郎
（
大
泉
剣
）
、
小
野
田
正
人
（
板
倉

尚
）

0
小
学
生
高
学
年
の
部

▼
一
位
1
1

森
英
仁
（
大
泉
剣
）
▼
二

第16回

明和村剣道大会結果

上位入賞者は次のとおり

▲明和の上位入賞者（左から寺内、堀口、江森くん）

位
1
1
堀
口
和
哉
（
大
泉
剣
）
マ
ニ
位
1
1
畠

中
孝
雄
（
邑
楽
剣
）
、
堀
口
貴
志
（
慈
光
神
）

〇
中
学
生
男
子
の
部

▼
一
位
1
1

高
際
春
樹
（
館
林
二
）
二
位

1
1

寺
内
恒
太
郎
（
明
和
）
三
位
1
1
鈴
木
雅

人
（
館
林
一
）
、
江
森
暉
茂
（
明
和
剣
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
少
女
の
時
期
を

健
全
に
成
長
す
る
事
を
願
っ
て
活
動
を
し

て
い
る
団
体
で
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
加
入
し
た
い
小
学

生
女
子
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
集
合
せ
よ
／
．

〇
日
時

1
1
4

月

2
3日
⑪
午
前

1
0時
＼

1
1
時
3
0
分

〇
場
所

1
1

中
央
公
民
館

楽
し
い
活
動
が
い
っ
ぱ
い
用
意
し
て
あ

り
ま
す
よ
。
気
軽
に
参
加
し
ょ
ぅ
ー
。

詳
し
く
は
中
央
公
民
館
へ
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

輪
を
広
げ
よ
う 仲

間
に

あ
な
た
も

〇
中
学
生
女
子
の
部

▼
一
位
1
1

延
山
貴
久
子
（
板
倉
）
二
位

1
1

荒
井
香
織
（
板
倉
尚
）
三
位
1
1
島
田
知

枝
（
館
林
一
）
、
舘
野
裕
美
（
板
倉
尚
）

〔
敬
称
略
〕

教
職
員
人
事
異
動

4

月
1

日
付
（

【
転
出
】

〇
板
倉
西
小
鈴
木
京
子
（
西
小
）

0

太
田
韮
川
小
井
野
口
芳
成
（
西
小
）

0

伊
勢
崎
殖
蓮
第
二
小
大
戸
和
子
（
西
小
）

0

薮
塚
本
町
中
村
山
聡
（
明
中
）

〇
館
林
第
一
中
久
保
口
喜
代
美
（
明
中
）

〇
館
林
第
九
小
侭
田
弘
之
（
明
中
）

【
転
入
】

0

東
小
荒
井
晃
（
館
林
養
護
）

0

東
小
岩
上
淳
子
（
嬬
恋
田
代
小
）

0

西
小
須
藤
京
子
（
榛
名
第
四
小
）

0

明
中
石
原
康
男
（
館
林
第
三
中
）

0

明
中
黒
岩
光
枝
（
館
林
第
一
中
）

0

明
中
端
井
和
弘
（
太
田
城
東
中
）

0

明
中
小
林
真
理
（
高
崎
倉
賀
野
中
）

【
転
補
】
（
管
内
異
動
）

0

東
小
落
合
栄
子
（
西
小
）

0

東
小
栗
原
好
子
（
西
小
）

0

東
小
青
木
良
穎
（
明
中
）

0

西
小
小
島
時
広
（
東
小
）

0

明
中
塩
田
明
（
西
小
）

【
新
採
用
】

0

西
小
堀
越
淳
子

0

明
中
古
暮
雅
夫

0

西
小
新
井
慶
之

【
退
職
】

0

金
子
康
一
（
東
小
）
館
林
教
委
指
導
主
事
へ

0

大
沢
新
一
（
東
小
）

0

宇
木
と
し
子
（
東
小
）

0

川
島
ス
ミ
エ
（
東
小
）

は
前
職

0

石
塚
弥
一
郎
（
明
中
）

0

黒
田
幸
恵
（
明
中
）

【
幼
稚
園
】

0

西
幼
稚
園
柿
沼
美
智
子
（
東
幼
）

〔
敬
称
略
〕

役
場
人
事
異
動

4

月
1

日
付
（

◎
税
務
課

課
長
藤
野
繁
（
昇
格
、
税
務
課
係

長
）
▼
係
長
田
端
栄
（
昇
格
建

設
課
主
任
）
▼
荻
野
康
男
（
企
画
開
発
課
）

◎
建
設
課

課
長
青
山
清
（
館
林
邑
楽
農
業
共

済
事
務
組
合
）
▼
柿
沼
憲
行
（
総
務
課
）

◎
企
画
開
発
課

吉
永
清
重
（
税
務
課
）

◎
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
派
遣

北
島
充
（
建
設
課
）

◎
出
納
室

立
岡
い
ち
子
（
教
育
委
員
会
）

◎
新
採
用

建
設
課
関
口
峰
之

企
画
開
発
課
荒
木
佳
代
子

教
育
委
員
会
田
部
井
文

◎
中
央
保
育
園

籾
山
富
美
江
（
西
保
育
園
）

◎
西
保
育
園

奈
良
京
子
（
中
央
保
育
園
）

◎
退
職
者

田
口
辰
（
税
務
課
長
）
柿
沼
清
吉

（
建
設
課
長
）
笠
原
澄
子
（
出
納
室
）

〔
敬
称
略
〕

は
前
職

※ 4 月は、地価公示普及月間です。



第331号 広 報 め い わ 平成元年 4 月 10 日 (12) 

村の人口
4 月 1 日現在

世帯数 2,592 戸

人口総数 10,402 人

男 5,207 人

女 5,195 人

(3 月中の動き）

出生 2 人死亡 8 人

転入40人転出 26人

地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 月日 科別 明和地区

4 月 16 日
真中医院原医院 森下医院ff (73)7776 礫川堂医院 館林地区が

曜 云（72) 1630 ff (72) 1936 清河堂医院云（72)3070 合 (74)0184 担当します

4 月 23 日
浜野医院川村医院 安楽岡医院 ff (72) 0572 永寿堂医院 竹越医院

当 合 (88)5678 ff (72) 1337 大島診療所 ff (77) 1503 ff (72) 4469 云（84)3137

4 月 30 日
横田医院川田（耳）医院 堀越医院云（73)4151 海云（宝74)医08院11 石山医院

番 ff (72) 0255 ff (72) 3314 云（82)0103

5 月 7 日
白沢医院後藤剛医院 後藤剛医院云（72)3975 津久井医院 館林地区が

医 云（72)1600 云（72)3975 合（72)3316 担当します

5 月 14 日
落合医院大神医院 田内医院ff (72)3855 岡田医院 館林地区が

云（72)3160 云（62)2200 阿久津医院 ff(72)3315 ff(72)3163 担当します

3 月の

救急車出動回数
•交通事故 1 件

•急病 5 件

•その他 3 件

•計 9 件

三。00
川
俣
•
4

歳
8

カ
月

せ
き
ぐ
ち
ゆ
み
こ

関
口
裕
美
子
ち
ゃ
ん

〇裕美子ちゃん…「自転車乗りが大好き、

お店屋さんごっこもするよ。テレビを見

て歌や踊ったりするのも大好きで～す。」

0 お母さん………「だれにでも愛想が良過

ぎるのがちょっぴり心配。保育園に入っ

てお友達と仲良く元気に育ってほしい。」

〔恵ー・陽子さんの長女〕

゜

゜

進入禁止皇一部交適規制

信号機設置村道（贔誓］］扁）

p：分

明莉面I含校

--------• 

ユ覚

女過亡子梅•

一方急行

＂年9渇行
茶

阜丙這入凍止

道
路
改
良
で
交
通
止
め
と
な
っ
て
い
た

「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
昭
和
」
北
側
の
村
道
が

三
月
二
十
三
日
開
通
し
ま
し
た
。
併
せ
て

国
道
1
2
2
号
に
接
す
る
交
差
点
と
西
小
学
校

西
側
村
道
と
の
交
差
点
の
ニ
カ
所
に
交
通

安
全
に
配
慮
し
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

一
方
、
一
部
車
両
進
入
禁
止
な
ど
交
通

規
制
も
加
わ
り
、
従
来
と
若
干
異
な
り
ま

打
遵
3
1
1
8
3

そ
J

ー
ロ

/ 

◎
大
佐
貫
地
内
か
ら
村
道
1
8号
は
、
ド
ラ

ィ
ブ
イ
ン
昭
和
北
1
0
0
い
い
の
間
は
車
両
進
入

禁
止
、
国
道
1
2
2
号
へ
の
進
入
は
で
き
な
い

◎
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
昭
和
北
か
ら
村
道
1
8号

は

1
0
0
ロ
い
の
間
は
一
方
通
行

◎
西
小
学
校
西
の
通
学
路
村
道
へ
は
、
四

ト
ン
以
上
の
貸
物
自
動
車
は
通
行
禁
止

◎
西
小
北
方
の
交
差
点
は
、
半
惑
応
押
ボ

タ
ン
信
号
機
の
た
め
、
西
小
学
校
西
の
通

学
路
村
道
で
の
通
行
は
歩
行
者
、
自
転
車
、

二
輪
車
は
押
し
ボ
タ
ン
を
押
し
て
信
号
を

「
青
」
に
変
え
て
通
行
す
る
。

一
方
、
自
動
車
は
停
止
線
で
止
ま
る
と

信
号
機
が
感
知
し
「
青
」
に
変
わ
り
通
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
。

吉齋小青小堀樽福
田藤菅野久口見島氏
き保
ぬら豊裕イ六
子＜治子ヱ平

64 72 77 42 68 88 88 85 : 

榮
伺
斗
合
田
％

長正
次繁茂
郎雄

高

ちぬ名
かし‘

清義世
帯

勇作雄主

大南梅南新矢南地
大大大

輪島原島里島島 区

% % % % % % % 甘琶

1
1

お
く
や
み
I
I

名

石
崎
悠
介

松
本
有
利
恵

氏

゜

保
護
者
続
柄

明
久
長
男

修
長
女

南矢地
大
島島 区

% ％闘

1
1

お
め
で
た
1
1

内さド校特す
容るラ時にの
はよイに南で
次うバ多方通
のお l くに行
と願ののはの
おい皆児西際
りしさ童小は
でまんが学ご
すすは通校注
＼゜゜十行が意
規分しあく
制注まりだ
の意す‘さ
主くの登い
なだで下゜

: お
め
で
た

`<
お
く
や
み

゜
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第332号 広 報 め Lヽ わ 平成元年 5 月 10 日 (2) 

受
賞
者
四
氏
と
村
長
。
左
か
ら
上
野
（
円
内
）
•
新
井
・
村
長
・
荻
野
・
薗
部
さ
ん
。

▽
明
和
東
小
校
医
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和

3
7年
4

月
か
ら
現
在
(
2
7

年
）

、
＼
ー
ー
／

上
野
安
定

□
繹

( 

館林市

村
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表
彰
す

る
「
村
政
功
労
者
表
彰
式
」
は
、
四
月
二

十
七
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
村
議
会
議
長
、
館
林
財
務
事

務
所
長
の
出
席
を
い
た
だ
き
功
労
者
四
人

を
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
東
小
校
医
の

上
野
安
定
さ
ん
、
農
業
委
員
の
荻
野
清

さ
ん
、
統
計
調
査
員
の
薗
部
忠
雄
さ
ん
、

西
小
薬
剤
師
の
新
井
喜
代
子
さ
ん
の
四
人

で
す
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

村
政
発
展
に
活
躍
さ
れ
た
方
々
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

I
I
I
I
l
 _
_
_
 1
9
9
9
9
9
9
 _

_

 1
9
9
9
9
9
 _
_
_
_
_
_
_
 
1
9
1
9
1
1

ー

1
1
,
-

一
受
賞
者
各
氏
の

―
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

文
か
欠
ロ

サ
句
手
囲

'

,

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

＼
ー
）
小
師

新
井
喜
代
子
西
”

(
_
_
¥
 

館林市

▽
農
業
委
員
1
1
昭
和
5
1年
7

月
か
ら
現
在

（
認
年8
カ
月
）

▽
下
江
黒
区
長
1
1
昭
和
4
8年
4

月
か
ら

5
0

年
3

月
(
2
年
）

▽
損
害
評
価
会
委
員
1
1

昭
和
4
7年
4

月
か

ら

4
8年
3

月
(
1
年
）

▽
消
防
団
分
団
長
1
1

昭
和
3
2年
5

月
か
ら

3
4年
3

月
(
1
年
1
0カ
月
）

▽
統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
4
5年
4

月
か
ら
現
在
(
1
5
年
）

▽
明
和
西
小
薬
剤
師
と
し
て
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和

4
4年
4

月
か
ら
現
在
(
2
0

年
）

＼
ー
ノ
計
員

薗
部
忠
雄
査
統
調
(

_

¥

 

荻
野

、
＼
ー
ー
ノ

業
員

清
農
委

( 

四
人
表
彰

政
功
労

千津井 下江黒

:® .. : ... 
ゞペ吝廷ざ・：！翠ク ..-')/‘\.. 

tが這苓＇；’店ヽ．．一
認鯰，．霜；’.．、、一9.,

勺マ＼·‘t-

ー［窃·\----­
図＼9＼一

-.-•以-,oンがス 1 ¥̀ ｷ̀ 

字

太
陽
光
線
に
含
ま
れ
る
人
体
に
有
害
な

紫
外
線
を
九
0
％
以
上
吸
収
し
て
い
る
の

が
、

I
Iオ
ゾ
ン
層
＂
で
す
。
地
上
か
ら
二

o
k
m以
上
、
四
0
k
m以
下
の
と
こ
ろ
に
、

オ
ゾ
ン
が
特
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
こ

う
呼
ば
れ
、
平
均
し
て
一

0
k
mぐ
ら
い
の

厚
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
地
球
を
直
経
一
m
の
ボ
ー

ル
に
た
と
え
る
と
、
そ
の
厚
み
は
一
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
ほ
ど
薄
い
層
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
は
、
地
表

で
も
松
林
、
海
岸
、
高
山
な
ど
の
空
気
中

に
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
て
、
か
す
か
に

青
く
見
え
ま
す
。
遠
く
の
山
が
青
み
か
か

っ
て
見
え
る
の
は
、
空
気
に
よ
る
こ
と
と

共
に
、
オ
ゾ
ン
の
働
き
に
も
よ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

紫
外
線
を
少
し
浴
び
る
こ
と
は
、
”
日

光
浴
＂
と
し
て
、
体
に
よ
い
こ
と
で
す
。

け
れ
ど
、
度
を
超
え
れ
ば
皮
膚
ガ
ン
に
な

り
や
す
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る

と
、
地
上
に
届
く
紫
外
線
の
量
が
飛
躍
的

に
増
え
、
皮
膚
ガ
ン
の
発
生
率
を
高
め
、

生
物
の
遺
伝
子
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と

0

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

＊
ゾ
ン
鵬
！



＂は適正ですか。

ト
イ
レ
の
水
洗
化
ー
ー
、
衛
生
的
で
快

適
な
生
活
を
営
む
う
え
で
必
要
な
の
が
浄

化
槽
で
す
。
適
正
な
維
持
管
理
を
行
わ
な

い
と
周
辺
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
浄
化
槽
を

設
置
し
、
使
用
す
る
場
合
は
法
定
検
査
な

ど
を
受
け
る
義
務
が
法
律
（
浄
化
槽
法
）

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
県
で
は
浄
化
槽

の
設
置
し
て
あ
る
家
庭
を
対
象
に
法
定
検

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
回
実
施
す
る

検
査
は
専
門
業
者
に
委
託
し
て
い
る
保
守

点
検
や
清
掃
と
は
異
な
る
県
の
指
定
検
査

機
関
が
実
施
す
る
検
査
で
す
。
近
日
中
に

担
当
者
が
う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

表ー① お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
検
査
（
浄
化
槽
法
第
1
1
条

検
査
）
は
、
指
定
検
査
機
関
以
外
は
実
施

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
際
は
身
分
証

明
書
等
を
提
示
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

検
査
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

卍
検
査
時
期
1
1
平
成
元
年
六
月
＼
十
一
月

ま
で
の
間
（
表
ー
①
）

〇
対
象
地
区
1
1
村
内
一
円
（
水
洗
ト
イ
レ

等
の
浄
化
槽
設
置
家
庭
、
事
業
所
げ
）

0
検
査
内
容
1
1
•
外
観
検
査
●
水
質
検
査

●
書
類
検
査
（
保
守
点
検
お
よ
び
清
浄

に
関
す
る
記
録
を
調
査
）

0
検
査
手
数
料
1
1
•
五
百
人
槽
以
下
、
四

0
0
0
円
●
五
百
人
を
超
え
る
槽
、
三

万
六
0
0
0
円

〇
指
定
検
査
機
関
1
1
群
馬
県
環
境
検
査
事

業
団
（
6
0
2
7
3

⑰
3
1
0
4
)

※
問
合
せ
は
役
場
保
健
課
ヘ

7
ー

1
1
1

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ー

1
1

ー
ー

1
1
1
1

ー

1
1
1

ー

1
1
1
1

J

浄
化
槽
法
第
1
1条

一
浄
化
槽
管
理
者
は
、
厚
生
省
令
で
一

二
疋
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
一
回
―

一
（
厚
生
省
令
で
定
め
る
浄
化
槽
に
つ
一

一
い
て
は
、
同
省
令
で
定
め
る
回
数
）
、
一

一
指
定
検
査
機
関
の
行
う
水
質
に
関
す
一

：
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

r

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

L

 

今
回
の
検
査
は
県
の
委
託
を
受
け
て
⑮

環
境
検
査
事
業
団
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

「
点
検
に
ま
い
り
ま
し
た
」
な
ど
と
言
っ

て
勝
手
に
検
査
し
、
法
外
な
料
金
を
請
求

し
た
り
す
る
悪
質
業
者
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
疑
わ
し
い
場
合
は

身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
昭
和
6
3
年
3
月
3
1
日
以
降
に
検
査
を
実
施
、
又
は
実
施
予
定

の
も
の
は
今
回
の
検
査
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
対
象
者

（
家
庭
、
事
業
所
な
ど
）
に
は
通
知
す
る
予
定
で
す
。

実施月 地区 浄化槽設置数

大輪 1 1 4 

6 月 入ケ谷 1 9 

須賀 8 0 

矢島 1 2 8 

7 月 大佐貫 1 0 7 

川俣 8 3 

梅原 1 1 0 
8 月

中谷 1 3 6 

9 月 新里 2 2 7 

南大島 1 3 2 

10 月 田島 1 0 0 

江口 8 8 

千津井 9 4 

上江黒 6 3 
11 月

下江黒 3 5 

斗合田 5 1 

ポ
イ
捨
て
の
散
乱
ゴ
ミ
の
中
で
も
、
と

り
わ
け
目
立
つ
の
が
空
き
缶
で
す
。
ビ
ー

ル
や
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
、
炭
酸
飲
料
や
果
実

飲
料
な
ど
の
缶
を
、
走
っ
て
い
る
車
の
窓

か
ら
放
っ
た
り
、
駐
停
車
中
に
ド
ア
を
開

け
て
路
上
に
放
置
し
た
り
し
て
い
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
三
年
の
「
環
境
美
化
行
動
の

日
」
の
期
間
中
、
全
国
の
市
町
村
が
一
斉

に
清
掃
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
で
約
六
万

八
千
ト
ン
ー
っ
ま
り
、
全
国
で
一
日
に

で
る
ゴ
ミ
の
量
の
約
半
分
が
集
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
空
き
缶
の
量
は
、
重
さ
で

約
五
千
四
百
ト
ン
、
空
き
缶
一
個
を
四
十

五
グ
ラ
ム
と
し
て
換
算
す
る
と
、
一
億
一

千
九
百
十
三
万
個
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
．

実
に
、
国
民
一
人
が
一
個
の
空
き
缶
を

捨
て
て
い
た
計
算
に
な
る
の
で
す
。

゜

わ

検査にうかがいますので

ご協力ください。

悪
質
業
者
に
注
意
／
．

ポイ捨て

国民一人

一個捨てている

豊
か
な
生
活

第332号

環
境
浄
化
で

と＝ジ

o:  

一
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0

斗
合
田
区
橋
本
亀
三
郎

0
下
江
黒
区
篠
原
嘉
一

0
上
江
黒
区
江
森
昇

0

千
津
井
区
酒
井
俊
明

0

江
口
区
柿
沼
釣
一

0

田
島
区
小
菅
政
男

〈
区

長
〉

....... ••••••• 
地域のリーダー、村とのパイプ

役として活躍、ご協力いただく行

政区の区長さんをはじめ、平成元

年度の役員さんが決まりましたの

で紹介します。それぞれの分野で

ご尽力いただきます。よろしくお

願い申し上げます。 〔敬称略〕

（
再
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
新
）

（
再
）

口

0

神
田

0

今
成

0
田
口

0

小
林

0

山
田

克
也

隆
夫

文
也

静
一明

（
下
江
黒
）

（
新
里
）

（
大
輪
）

（
大
佐
貫
）

（
南
大
島
）

再再再再再

〈
交
通
指
導
員
〉

ビ

►

1
6
区
の
区
長
さ
ん
方

村
と
の
パ
イ
プ
役

〇
柿
沼
光
（
江
口
）
再

0

石
川
俊
夫
（
矢
島
）
新

0
横
塚
寛
（
千
津
井
）
新

0

坂
登
清
松
（
中
谷
）
新

※
隊
長
1
1

小
林
克
也
、
副
隊
長
1
1
山
田

隆
夫
・
田
口
文
也

〈
統
計
調
査
協
力
員
〉

〇
砂
賀
良
夫

〇
蓮
見
功

0

川
辺
平
吉

0

小
林
正
敏

0

篠
原
喜
次

0

多
田
好

0

石
橋
登
志
男

〇
薗
部
忠
雄

〇
薗
部
正
男

0

野
本
敏
夫

〇
柿
沼
光

0

関
口
与
志
男

0

石
川
恵
一

0

福
島
一
男

〇
奈
良
貞
男

0

田
端
義
晴

0

岡
安
正
志

村
づ
く
り
に
こ
協
力
を

^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^’^ ^ ^. ̂  ^ ^ ^ 
南田 江千上下斗
大// クク// ヶヶ津ヶヶ江ヶ江ク合

島島 口井黒黒田
ー、·―/’ヽヽヽヽヽヽヽー、·―/‘ー、一ーー、~

再再再新新再再再再再再再再新再再再

副 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
会※中篠秋中金松早斎渡吉柴佐田坂吉細帆本小
長統島木野村子本川藤辺田崎藤部登田田足沢松

II 計 初井原
関調幸信正保竹義敏雅利義市勝政清修増圭春寅
口査一雄雄光雄一夫万夫昭郎味雄松一夫二雄雄
与協

志議＾ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 男会大矢入 大須川 梅中新
•長ヶ佐ヶ ケクク
薗 II 貫島谷 輪賀俣 原谷里
部砂ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一

忠賀
雄良
夫再再再再再新再再再再再再再再再再新新再

0

荒
川
保

0

後
藤
正
義

0

野
木
村
幸
良

□

0

野
本
貴
義

0
関
口
与
志
男

〇
奈
良
栄
一

0

森
尻
文
章

0

谷
津
好
一

0
川
田
誠
一

0

立
木
留
吉

0

早
川
芳
雄

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

（
田
島
）

（
南
大
島
）

（
新
里
）

（
中
谷
）

（
梅
原
）

（
川
俣
）

子
ど
も
会
育
成
団
体

<>

連
絡
協
議
会

新新再再新新再新新新再

春の行政相談週間

5 月14日～20日

親切で

行き届いた

行政サービスを

総務庁では、今年も 5 月 14 日から 20 日

まで「春の行政相談週間」を実施し、行

政サービスについてのご意見などを積極

的に受け付けることとしています。

日ごろ、行政サービスについて感じて

いること、ご意見、ご要望を行政相談委

員や最寄りの管区行政監察局・行政監察

事務局に寄せられてはいかがでしょうか。

ク ヶ // 

0

落
合
徳
一
（
須
賀
）
再

0

岩
上
淳
（
大
輪
）
新

〇
盛
勝
彦
（
入
ケ
谷
）
新

0

清
水
勝
哉
（
矢
島
）
新

0

田
村
守
（
大
佐
貫
）
新

※
会
長
1
1

関
口
与
志
男
、
副
会
長
1
1
谷

津
好
一
・
落
合
徳
一
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0
南
大
島
区
小
池
（
再
）

0
新
里
区
金
子
勇
（
再
）

0
中
谷
区
坂
上
源
次
（
再
）

〇
梅
原
区
神
谷
富
次
（
再
）

0

川
俣
区
藤
野
松
雄
（
新
）

0
須
賀
区
落
合
範
雄
（
新
）

0
大
輪
区
原
口
昭
一
（
再
）

0
入
ケ
谷
区
金
子
礼
次
郎
（
新
）

〇
矢
島
区
石
川
市
郎
（
再
）

0
大
佐
貫
区
中
島
米
吉
（
再
）

※
区
長
会
長
1
1

坂
上
源
次
、
副
会
長
1
1

小
菅
政
男
・
石
川
市
郎
、
会
計
1
1

金
子

勇
本
部
、
団
長
砂
賀
新
一
、
副
団
長

関
口
章
夫
、
石
川
淳
一

第
一
分
団
分
団
長
野
本
敏
夫
、
副

分
団
長
梁
瀬
雅
弘
、
班
長
蓮
見
知
宏
、

奈
良
和
則
、
団
員
小
林
一
雄
、
照
内
一

弘
、
石
橋
一
郎
、
木
村
秀
世
、
石
川
好
己
、

阿
部
博
、
篠
原
新
一
、
蓮
見
喜
美
、
川
辺

秀
幸
、
橋
本
一
夫
、
篠
原
和
浩
、
薗
部
哲

也
、
野
沢
直
、
荒
井
和
彦
、
奈
良
明
夫
、

木
村
行
男
、
新
井
義
久
、
奈
良
嵩
志
、
峯

〈
明
和
消
防
団
〉 新団長に就任した

砂賀さん（斗合田）

昇

〇
砂
賀
高
一

〇
照
内
一
郎

0
野
木
村
公
一

□
0

田
村
勝
司

〇
密
井
奎
二

崎
政
史
、
野
本
勝
利
、
奈
良
明
、
横
塚
保
、

今
成
隆
、
荒
井
利
幸
、
小
林
勉
、
須
藤
征

幸
第
二
分
団
分
団
長
始
沢
一
幸
、
副

分
団
長
岡
安
信
男
、
班
長
小
松
原
康

浩
、
柴
崎
正
成
、
団
員
町
田
良
雄
、
森

尻
富
雄
、
梅
沢
次
雄
、
小
磯
伸
二
、
本
沢

和
夫
、
島
田
高
志
、
小
松
原
義
男
、
森
尻

高
男
、
高
橋
正
幸
、
本
沢
広
司
、
蓮
見
和

久
、
本
沢
雅
樹
、
島
田
匡
史
、
吉
永
英
男
、

瀬
下
俊
章
、
野
本
能
大
、
坂
上
和
哉
、
吉

永
優
一
、
平
井
英
男
、
坂
上
和
之
、
立
川

祐
一
、
奥
沢
章
、
東
充
、
関
口
武
美
、

田
部
井
晋
一
、
島
山
純
一

第
三
分
団
分
団
長
斉
藤
徳
男
、
副

分
団
長
鯉
沼
紀
好
、
班
長
松
本
和
雄
、

金
子
功
、
団
員
奈
良
益
義
、
奈
良
義
正
、

斉
藤
栄
作
、
松
本
貢
一
、
松
本
貴
之
、
原

口
学
、
田
口
美
智
也
、
加
藤
浩
一
、
早
川

貴
詩
、
神
谷
明
人
、
柿
沼
康
修
、
藤
野
和

也
、
柿
沼
守
、
薗
田
義
則
、
栗
原
精
一
、

（
斗
合
田
）

（
下
江
黒
）

（
上
江
黒
）

（
千
津
井
）

（
江
口
）

衛
生
部
長

新新再新再

圏
婦
人
消
防
隊
連
絡
協
議
会

隊
長
島
田
幸
子
、
副
隊
長
関
根
ト

シ
子
、
瀬
下
節
子
、
書
記
磯
田
優
子
、

会
計
金
子
喜
多
子

〇
地
区
隊
長

斗
合
田
橋
本
悦
子
、
下
江
黒
照
内

ト
ミ
、
上
江
黒
野
木
村
節
子
、
千
津
井

長
谷
川
幸
子
、
江
口
関
口
良
子
、
田

島
小
菅
美
津
、
南
大
島
小
松
原
節
子
、

新
里
野
本
和
子
、
中
谷
坂
上
康
子
、

悔
原
黒
沢
君
江
、
川
俣
竹
越
千
恵
子
、

須
賀
渡
辺
和
子
、
大
輪
阿
部
ヨ
シ
子
、

入
ケ
谷
須
藤
げ
ん
、
矢
島
石
崎
正
子
、

大
佐
貫
篠
木
タ
イ

〈
婦
人
消
防
隊
〉

〇
奈
良
修
三
（
田
島
）
再

0
関
本
政
市
（
南
大
島
）
新

0
小
田
木
正
弘
（
新
里
）
新

0

坂
上
八
十
一
（
中
谷
）
再

0
永
野
好
（
梅
原
）
再

0

落
合
雄
二
（
川
俣
）
再

0
加
藤
助
治
（
須
賀
）
新

〇
駒
宮
政
雄
（
大
輪
）
新

0
金
子
多
勝
（
入
ケ
谷
）
再

0
大
野
茂
次
（
矢
島
）
再

0

栗
原
賢
吉
（
大
佐
貫
）
再

※
衛
生
協
力
会
長
1
1

野
木
村
公
一
、

薗
田
正
行
、
石
村
吉
久
、
橋
本
隆
、
石
崎

薫
、
小
暮
雅
信
、
薗
田
登
、
篠
木
好
一
郎
、

石
川
功
、
大
津
信
裕
、
大
津
一
夫
、
清
水

一
雄

7
ー
ー

1
1
9

ー

1

_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
 1
1
9
9
1
1
1
9
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
J
 

：
※
改
選
の
あ
っ
た
役
職
等
の
み
ご
紹
一

一
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

1

ー

7
ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
J

一
館
林
地
区
消
防
組
合

明
和
分
署
人
事
異
動

4

月
1

日
付
（
敬
称
略
）
一

一
【
転
出
】

:
 0
館
林
消
防
署
へ
荒
井
俊
―

-
【
転
入
】

:
 0
館
林
消
防
署
か
ら
松
本
光
正
一

:
 0
 

~
柳
沢
功
一
―

r
,
 

副
会
長
1
1

金
子
多
勝
・
坂
上
八
十

好
景
気
に
よ
る
人
手
不
足
で
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
ア
ル
バ
イ
ト
が
も

て
は
や
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
主
婦
な

ど
が
家
計
の
足
し
に
と
内
職
に
励
む

家
内
労
働
者
も
多
く
、
全
国
で
約
百

三
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
家
内
労
働
は
作
業

場
所
が
家
内
労
働
者
の
自
宅
に
分
散

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
労
働
条
件

の
改
善
が
遅
れ
が
ち
で
す
。

毎
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一

日
は
家
内
労
働
旬
間
。
こ
れ
を
機
会

に
自
ら
労
働
条
件
の
点
検
・
確
認
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

仕
事
を
依
頼
す
る
委
託
者
は
、
「
家

内
労
働
手
帳
」
を
交
付
し
て
、
エ
賃

の
単
価
、
支
払
い
日
な
ど
を
明
確
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
帳
の

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
交
付
を
受
け
、
後

で
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
な
ど

と
甘
い
言
葉
で
し
の
び
寄
る
イ
ン
チ

キ
内
職
も
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 イ

ン
チ
キ
内
職
に
は

要
注
意
：
·
·
:

守
ら
れ
て
い
ま
す
か

家
内
労
働
法
：
·
·
:

家
内
労
働
旬
間

5

月

2
1日
5
3
1
日
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明
和
に
も
待
望
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
発

足
ー
。
「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
一

団
」
結
団
式
が
四
月
二
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
場
に
は
、
新
し
く
組
織
さ
れ
た
明
和

第
一
団
の
メ
ン
バ
ー
、
カ
ブ
隊
（
小
学
―
―
­

ー
五
年
生
）
十
八
人
、
こ
の
隊
の
指
導
者

ら
十
三
人
合
わ
せ
て
三
十
一
人
を
は
じ
め

近
隣
の
太
田
市
、
館
林
市
な
ど
、
先
輩
の

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員
ら
約
五
百
人
も
出

席
、
そ
れ
ぞ
れ
団
の
個
性
あ
る
エ
ー
ル
で

発
団
を
祝
福
し
ま
し
た
。

新
隊
員
十
八
人
は
、
壇
上
で
一
人
ひ
と

り
、
団
の
シ
ン
ボ
ル
の
黄
色
い
ネ
ッ
カ
チ

ー
フ
を
首
に
ま
い
て
も
ら
い
雄
姿
を
披
露
、

会
場
の
仲
間
か
ら
、
ひ
と
き
わ
高
い
歓
声

と
祝
福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

隊
は
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
に
所
属
し
ま
す
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ー
ー
。
明
和
東
小
、
西
小
で
四
月
八
日
、
そ
れ
ぞ
れ
同

校
体
育
館
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
百
二
十
三
人
（
東
小
2

ク
ラ
ス

5
4

人
、
西
小
2

ク
ラ
ス

6
9人
）
の
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
一
年
生
が
誕
生
ー
—
°

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
、
胸

を
は
ず
ま
せ
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
六
年
生
の
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
が
出
迎
え
、

い
っ
た
ん
教
室
へ
案
内
し
た
後
、
式
場
ヘ
ー
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
ぎ
み
に
入

場
す
る
一
年
生
、
学
校
生
活
初
仕
事
と
も
い
え
る
担
任
の
先
生
の
呼
名
で
は
、

現
代
っ
子
ら
し
い
元
気
な
「
は
い
」
の
返
答
を
式
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
出
席

者
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
「
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
と
ち
が
い
時
間
表
が
で
き
、
一
時
間
、

一
時
間
し
っ
か
り
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
学
校
生
活
が
過
ご

せ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
お
話
に
何
ん
ど
も
う
な
ず
い
て
い
ま
し

こ
。t
 

フレッシュ 1 年生

楽しい学校生活を

1
8人
の
カ
ブ
隊
誕
生

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第

1

団
結
団
式

西小入学式



(7) 平成元年 5 月 10 日 広 報 め い わ 第332号

時
お
り
強
い
雨
が
降
り
し
き
る
な
か
、
四
月
十
六
日
早
朝
、

利
根
川
総
合
運
動
場
を
中
心
に
河
川
敷
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
、

村
体
育
協
会
登
録
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
例
年
、
建
設
省
な
ど
が
提
唱
し
て
い
る
「
河
川
美

化
月
間
運
動
」
に
合
わ
せ
て
同
団
体
が
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
い
つ
も
で
す
と
、
日
曜
日
と
い
う
こ
と
で
子

ど
も
連
れ
も
多
数
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
春
風
を
味
わ
い
な

が
ら
汗
を
流
す
の
で
す
が
今
回
ば
か
り
は
悪
天
候
に
た
た
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

参
加
者
も
例
年
ほ
ど
で
な
く
、
雨
カ
ッ
パ
を
着
て
の
活
動

|
。
そ
れ
で
も
三
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
、
ダ
ン
プ
カ
ー
一

台
分
ほ
ど
の
空
缶
ゴ
ミ
な
ど
を
収
集
。
「
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
出
る
の
か
」
と
皆
さ
ん
、
一
同
に
首
を
か
し
げ
て
い
ま
し

た
。
モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

四
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
”
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
輪
を

広
げ
よ
う
I
Iの
集
い
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
女
子
、
お
よ
そ
二

十
五
人
が
集
ま
り
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
指
導
員
か
ら
団
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
の
お
話
、
呼
び
か
け
を
う
な
づ
く
よ
う
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
み
ん
な
で
歌
を
う
た
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
な
ど
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
心
に
な
っ
て
呼
び
か
け
た
村
内
の
関
係
者
は
「
こ
の
機
が
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
発
団
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
の

で
す
が
…
…
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
既
に
組
織
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

活
動
し
て
い
ま
す
。
少
女
期
の
い
い
体
験
に
な
り
ま
す
よ

_
|
_
o

根
気
よ
く
呼
び
か
け
て
ぜ
ひ
、
実
現
し
た
い
で
す
ね
。
」
と
力
説
し

て
い
ま
し
た
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
問
合
せ
は
中
央
公
民
館
へ
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
輪

大
き
く
広
が
れ

窄｀、）
村スポーツ団体

利根川総合運動場清掃



第332号 広 報 め い わ 平成元年 5 月 10 日 (8) 

日

6

月
3

日
田
・
4

日
げ
の
1

親
子
で
自
然
と

ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か

企
画
「
尾
瀬
展
」

日
本
を
代
表
す
る
高
層
湿
原
の
尾
瀬
の

自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

0

期
間

4

月

2
2日
山
1
6

月

2
5日
佃

0

会
場
県
立
自
然
科
学
資
料
館

※
詳
し
く
は
、
当
館

(
6
0
2
7
4
|
6
2

_
2
0
4
2
)
へ
。

0

期泊
2

日

0

会
場
県
立
金
山
青
年
の
家

0

対
象
者
小
学
生
の
児
童
と
そ
の
家
族

※
詳
し
く
は
、
青
年
の
家

(
6
2
2
1
7
9

5
6
)
へ
。

児
童
手
当
は
、
国
、
県
、
村
と
事
業
主

が
費
用
を
持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育
す
る

人
に
児
童
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の

社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
及
び
資

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

卍
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
含
む

1
8歳

未
満
の
児
童
を
2

人
以
上
養
育
し
て
い
る

方
で
、
収
入
が
一
定
の
額
未
満
の
場
合
に

2

番
目
の
児
童
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
自
分
の
子
で
な
く
て
も
、
そ
の

児
童
を
監
護
し
、
一
定
の
生
計
関
係
が
あ

れ
ば
受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

0
支
給
額

2

番
目
の
児
童
…
…
月
額
2
5
0
0

円
、

3

番
目
以
降
の
児
童
…
1

人
月
額
5
0
0

0

円
（
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
支
給
）

な
お
、

2

月
、
6

月
、

1
0月
に
そ
れ
ぞ

れ
前
日
ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
申
請
方
法

印
鑑
と
振
込
先
明
示
の
う
え
住
民
課
ヘ

圏
い
ろ
い
ろ
な
届
出

●
養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
場
合
（
出
生
等
）

•
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
が
少
な
く
な

っ
た
場
合
•
特
例
給
付
受
給
者
の
方
で
、

会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
の
資
格
が

な
く
な
っ
た
と
き

経
済
的
な
理
由
な
ど
か
ら
、
ど
う
し
て

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
制
度

児
童
手
当二

人
目
の
子
供
か
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
親
し
も
う
／
．

票
民
文
化
大
学
開
放
講
座

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
申

請
を
す
れ
ば
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
免
除
を
受

け
た
期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
免
除
を

受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
納
付
し
た
期
間

よ
り
も
減
額
に
な
り
ま
す
。
）

•
免
除
に
は
次
の
2

つ
が
あ
り
ま
す
。

〔
法
定
免
除
〕

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
方
。

②
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者
年
金
の

障
害
年
金
（
1

．
2

級
）
の
受
給
権
者
な
ど
。

〔
申
請
免
除
〕

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ
で
経

済
的
に
お
困
り
の
方
。

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特

別
の
理
由
の
あ
る
方
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

7
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
1
1
1
ー
1
1
1

_

_

 
1
ー
1

_
_
_
_
_
_
 
1
ー
ー
1
1
ー
J

—— —— —— —— —— 
一
社
、
ー
'
-

鬱
—— —— —— 

r
 

0

期
日

5

月

3
0日
因
1
7

月

1
8日
因

の
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
後
7

時
1

0

会
場
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

0

対
象
者
及
び
定
員
県
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
1
8歳
以
上
の
男
女

4
0名

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）

〇
受
講
料
無
料

〇
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
5

月

2
0

日
田
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
村
教

育
委
員
会

(
6
8
4
|
4
4
9
1
電
話

で
も
可
）
へ

最
近
「
電
気
検
査
員
を
装
っ
た
男
」
に

よ
る
盗
難
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
電
力
で
は
、
お
客
さ
ま
の
屋
内
配

線
の
安
全
調
査
を
2

年
に
1

回
関
東
電
気

保
安
協
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。
調
査
員

は
、
腕
章
、
写
真
入
り
名
札
を
付
け
た
ユ

ニ
ホ
ー
ム
で
、
身
分
証
明
書
を
常
時
携
行

し
、
「
定
期
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ
」
を

お
客
さ
ま
へ
配
布
し
ま
す
。

不
審
な
点
は
、
東
京
電
力
閥
（
6
7
2ー

4
3
4
0
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

5

月
は
、
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
月
で
す
。

納
期
限
は
5

月

3
1日
因
で
す
。

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
早
め

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
税
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
の
方
は
、
5

月

3
1日
に
引
き
落
し
と
な
り
ま
す
の
で
預

金
残
高
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
忘
れ
な
く

自
動
車
税

ヽ

と
う
そ

ヽ

”
お
気
軽
に

東
京
電
力
か
ら
の

お
願
い

皇云 ] <0 —父• 会0 ] >0 年 会0 門贔 且 念 ゜ ゜ ゜ ゜ 胃会 3時0 日 健 会 2 毎第月 乳
場通場 場時· 場分時 場 付時受 2 JI日し

鬱
や

[ 時 舟3 事 [ 時§贔1 金 ; 室 時3 月5 行政・ I おつ
畠 10 5 康 保健 木曜
時月 gで、故 の日 15 ，心 セン 3 >0 1日8 相 セ の日 健の との相 日 配 ン にま

着相 ！：儡 （月） • 

タ（木） 夕

］診 どす
l 午前 談 l 

10 談 塁 10 談 午前品談 ; 雙時I ―雙I 10 , 
『環境月間』 5 月 30 日閲～ 6 月 29 日（木）「みんなで築く よりよい環境」
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軽
率
に
ひ
と
の
名
浮
か
ぶ

春
の
地
震
f
松
本
夜
詩
夫

名
草
の
芽

囲
の
中
に
育
め
り

連
憩
の
黄
を
目
標
に

訪
ね
行
く

つ
つ
が
・

い
さ
さ
か
の
恙
忘
る
る

花
衣

彼
岸
会
や
一

墨
新
ら
し
き
友
の
墓

荒
井
み
ね
子

野
沢

芳
子

高
橋
三
重
子

江
原

明
和
俳
旬
会

ヌ
ニ
婁

さ
い

幸

先
館

2
6

せ
育

4
6

わ
体
一

合
会

8
4

い
社

6

問

0

対
0

期
日
5
月
．
6
月
の
1
0
日
間
（
夜
）

0

場
所
中
央
公
民
館
（
学
科
）
・
ゴ

ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

象
一
般
（
男
・
女
）

風
光
る
風
炉
前
小
さ
き

野
点
か
な
日
名
子
春
実

た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
色
の
じ
ゅ
た
ん

利
根
の
土
手
森
戸

0

期を
使
っ
て
5
回

0

場
所
利
根
川
総
合
運
動
場

0

対
象
一
般
（
男
・
女
）

0

定
員
3
0
名

〇
費
有
料

〇
受

5
月
1
7
日
か
ら

啄
木
忌
風
が
も
た
ら
す

知
恵
ひ
と
つ

始
め
て
の
野
点
に
寄
る
や

風
薫
る

帰
省
ら
ず
に
娘
は
ス
キ
ー
場
に
行
く
と
い
ふ
遠
き
男
体
は
冠
雪
の
冴
ゆ

も
く
れ
ん

白
木
蓮
の
咲
く
を
見
つ
け
て
み
あ
げ
を
り
日
課
と
な
り
し
散
歩
な
し
つ
つ

え
ん

幼
稚
園
に
急
ぐ
孫
の
髪
椀
き
に
つ
嫁
ぐ
ま
で
来
世
か
た
り
つ
霜
深
き
朝
を

ひ
と
み
す
が
た

幾
百
年
人
々
浄
め
て
は
う
つ
つ
へ
と
立
ち
帰
ら
せ
ま
す
慈
顔
の
仏
像

国
訛
り
旅
の
想
ひ
も
二
つ
三
つ
客
に
語
り
つ
土
産
も
の
売
る

お
の

痛
い
ほ
ど
脊
中
に
視
線
を
感
じ
を
り
己
が
主
張
を
強
く
言
ひ
し
日

友
の
語
り
に
得
る
こ
と
多
き
今
日
の
合
ひ
風
雨
激
し
き
野
の
道
帰
る

そ
の
熟
き
八
ツ
手
の
葉
脈
ふ
る
わ
せ
る
裸
木
の
澪
春
ま
つ
と
ふ

平
成
と
は
じ
め
て
書
い
た
家
計
簿
の
今
年
は
い
か
な
る
暮
し
に
な
る
か

吹
き
だ
ま
る
枯
葉
の
下
に
樫
の
実
の
息
づ
く
命
か
し
つ
と
り
と
あ
り

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

コ
ル
フ
し
ま
せ
ん
か

（
初
心
者
対
象
）

"" 

田
芝
支
部

ひ
ろ

付用

石
村
艶
子

始
沢
良
子

篠
木
よ
し

砂
賀
久
美
子

立
川
ツ
ヤ
子

立
川
ふ
さ

立
川
文
子

野
ロ
タ
カ

野
村
初
枝

涌
川
千
枝

山
下
冨
治

山
下

日

ふ
で 岳

0

定
員
2
0
人
．
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

〇
費
6
0
0

円

〇
受

5
月
1
7
日
か
ら

5
月
．
6
月
中
の
日
曜
日

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

付用

村 の ス
っ

—‘‘ 
し

き
0
日

5 月

11 日

14 日

17 日

社会福祉協議会理事会

危険物収集（金属）

寿学級開講式

18 日｛老人クラブゲートボール大会

（決勝）

19 日

21 日

22 日

23 日

24 日

婦人健康大学開講式

危険物収集（ガラス・セトモノ

・乾電池）

村議会定例会

農業委員会

ゴルフ教室（開講式）

毎
週
水
曜
日

太
田
市
合
同
庁
舎
（
藤
阿
久

7
5
1

ー

1
6
3
1
|
3
2
6
1
)

0

開
設
時
間
午
前
1
0
時
1

正
午
午
後

1

時
1
3

時

※
詳
し
く
は
、
県
庁
旅
券
事
務
室
（

6
0

2
7
2

ー

2
3
|
1
1
1
1
)へ

時
5
月
2
6
日
②

分
1

午
後
3
時

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
5
5
名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
前
1
0
時
3
0

献
血
に
ご
協
力
を

0

開
設
日

0

会
場 パ

ス
ポ
ー
ト
窓
口

毎
週
開
設

寄
付
あ
り
が
と
う

※予定ですので変わる場合もあります

今月の納め…固定資産税、自動車税、水道料、国民年金

圏
斎
藤
長
次
郎
さ
ん
（
大
輪
）
は
3
万
円
を

＊
井
上
昭
三
さ
ん
（
新
里
）
は
2
万
円
を

0
田
村
作
治
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
5
万
円
を

屯
館
林
商
工
高
校
6
3
年
度
卒
業
生
は1
万

2
千
円
余
を

蒼
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
元

し

伊
藤
道
男
）
は
1
0
万
円
を
ょ

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ま

め

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
納

I
 

J
 

で

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

9ま限月甘1ハ
·

す゚で日一

3
 

月5
 

限期納



第332号 広 報 め い わ 平成元年 5 月 10 日 (10) 

女 5,196 人

(4 月中の動き）

出生 6 人死亡 7 人

転入40人転出43人

地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 月日 科別 明和地区

5 月 14 日
落合医院大神医院 田内医院云（72)3855 岡田医院 館林地区が

曜 ft (72) 3160 ft (62) 2200 阿久津医院 ff (72) 3315 ff (72) 3163 担当します

5 月 21 日
根岸医院小倉医院 増田医院ff(72) 1387 宇沢病院 小西医院

当 ff (72)3262 云（72)0606 須田医院云（72)0862 ff (72) 8761 ff (86) 2261 

5 月 28 日
古屋（恒）医院川田（耳）医院 多々良診療所云（72)3060 最上医院 館林地区が

番 云（63)6161 ff (72) 3314 大塚医院ff (72)0176 云（74)3763 担当します

6 月 4 日
真中医院原医院 記念病院云（72)3155 館林医院 竹越医院

医
ff (72) 1630 ff (72) 1936 神尾医院云（75)1288 ff (74) 2112 ff (84) 3137 

6 月 11 日
佐々木医院川村医院 後藤内科云（72)0134 寺内医院 橋本医院

ft (62) 2623 ft (72) 1337 ゆたか医院 ff (73)7308 云（72)3031 云 (82)1150 

....参加した人々

こ
の
た
び
、
明
和
村
や
明
和
村
遺
族
会

等
の
推
せ
ん
を
得
て
、
昭
和
六
十
二
年
度

群
馬
県
遺
族
の
会
、
海
外
戦
跡
慰
霊
巡
拝

事
業
の
第
二
回
派
遣
団
員
と
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
四
カ
国
訪
問
に
旅
立
た
せ
て
い
た
だ

い
た
。

参
加
者
は
県
内
各
郡
市
遺
族
の
会
代
表

二
十
五
名
と
来
賓
、
そ
れ
に
関
係
者
合
わ

せ
て
三
十
名
。
結
団
式
に
あ
た
り
参
加
者

全
員
代
表
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
言

動
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と
な
ど
申
し
合

わ
せ
出
発
し
た
。
今
度
の
巡
拝
慰
霊
に
あ

た
り
、
県
、
郡
、
市
町
村
当
局
の
ご
高
配

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
こ
こ
に

そ
の
見
聞
記
を
記
し
た
い
と
思
う
。

滞
在
期
間
は
六
十
三
年
二
月
十
日
か
ら

〈
若
者
が
群
が
る
〉

参
加
し
て
。
ー
見
聞
記
ー

十
六
日
ま
で
。
専
用
バ
ス
に
て
高
崎
駅
前

を
始
発
、
前
橋
、
伊
勢
崎
、
太
田
、
館
林

と
各
集
合
場
所
で
参
加
者
乗
車
、
暦
の
上

で
は
立
春
、
冷
気
厳
し
い
訪
問
先
は
夏
と

い
う
の
で
真
夏
の
仕
度
、
バ
ス
を
待
つ
間

か
な
り
の
寒
さ
で
あ
っ
た
の
が
印
象
深
い
。

バ
ス
は
館
林
イ
ン
タ
ー
か
ら
一
路
成
田
空

港
へ
—
_
o

最
初
の
訪
問
先
、
マ
ニ
ラ
ヘ
向
か
っ
た
。

三
時
間
ほ
ど
で
到
着
、
空
港
ロ
ビ
ー
に
は

驚
い
た
こ
と
に
現
地
の
若
者
の
多
い
こ
と
、

だ
れ
を
迎
え
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
群

が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
も
な
く
チ

ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
に
て
市
内
観
光
へ
。

日
本
語
に
堪
能
な
中
年
男
性
の
ガ
イ
ド

さ
ん
。
日
本
で
の
在
住
経
験
も
あ
る
と
の

こ
と
。
諺
や
洒
落
を
入
れ
て
の
ガ
イ
ド
は

と
て
も
好
感
が
も
て
た
。
そ
の
主
旨
は
こ

う
で
あ
る
。
「
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の

関
係
は
、
過
去
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が

4 月の

救急車出動回数
•交通事故 2 件
●急病 4 件

•その他 3 件

•計 9 件

こジ
海
外
戦
跡
慰
霊
巡
拝
に

吉永吉治

墓参する吉永さん

今
は
日
本
の
莫
大
な
援
助
に
よ
っ
て
助
か

っ
て
い
る
。
大
変
あ
り
が
た
い
。
し
か
し

一
般
国
民
の
生
活
は
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
。

戦
時
中
は
軍
隊
が
日
本
か
ら
来
た
が
、

今
は
日
本
製
の
物
質
が
上
陸
。
フ
ィ
リ
。
ヒ

ン
に
と
っ
て
は
大
事
な
こ
と
。
日
比
親
善

は
不
可
欠
」
と
力
説
し
て
い
た
。

自
動
車
と
い
え
ば
、
米
軍
ジ
ー
プ
を
改

造
し
た
ジ
プ
ニ
ー
タ
ク
シ
ー
、
ひ
と
む
か

し
の
日
本
製
の
三
輪
車
な
ど
ー
ー
。
ド
ギ

つ
く
塗
り
た
く
っ
た
派
手
な
車
、
こ
ぼ
れ

ん
ば
か
り
の
客
を
乗
せ
、
ス
ピ
ー
ド
は
最

大
限
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
鳴
ら
せ
ど
お
し
、

日
本
の
暴
走
族
も
顔
負
け
と
い
っ
た
具
合

で
一
様
に
突
走
っ
て
い
る
。
交
通
シ
ョ
ー

で
も
見
て
い
る
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

マ
ニ
ラ
湾
は
か
つ
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
米

国
、
日
本
な
ど
が
上
陸
し
た
戦
跡
を
秘
め

て
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
て
い
る
。

一
部
で
は
湾
の
埋
め
立
て
も
行
わ
れ
て
い

る
。
日
本
の
大
手
建
設
企
業
が
や
た
ら
と

目
に
つ
く
。
こ
れ
等
の
企
業
進
出
が
失
業

救
済
の
―
つ
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

か
つ
て
戦
い
の
砦
で
あ
っ
た
、
サ
ン
チ

ャ
ゴ
要
砦
な
ど
に
は
生
々
し
い
弾
痕
の
戦

跡
が
…
…
。
し
か
し
今
は
全
く
静
か
、
平

和
の
館
、
資
料
館
と
し
て
過
去
を
黙
っ
て

語
り
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
城

内
を
歩
く
女
子
大
生
も
花
の
微
笑
を
満
面

に
嬉
嬉
と
し
て
、
三
々
五
々
歩
い
て
い
る

の
は
平
和
の
極
み
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
一
日
も
早
く
政
情
が

安
定
し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ

う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
失
業
率
は

五
0
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。

氏
名

田
村
ひ
で
子

井
上
さ
わ

本
澤
喜
次

田
部
井
三
郎

金
子
照
男

香
山
正
雄

矢
島
吉
次
郎

64 78 62 78 86 93 82 儡

修勝静富隆昭作世
久帯

江世次三治主ー利

南
大
島

新
里

地
区

斗
合
田

新
里

梅
原

梅
原

入
ケ
谷

% % % % % % ％開

1
1

お
く
や
み
I
I

氏
名
保
護
者

石
崎
理
恵
邦
幸

恩
田
朋
枝
晴
巨

新
井
智
史
守

吉
永
真
純
光
一

小
林
恵
輔
一
雄

小
島
大
樹
美
喜
男

長
男

長
男

続
柄

長
女

長
女

長
男

長
女

新下梅江梅矢地
江

里黒 原 口原島区

% % % % % % 闘堂

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
たc
 

`<
お
く
や
み
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第333号 広 報 め い わ 平成元年 6 月 10 日 (2) 

第 2 回村議会定例会は、 5 月 22 日（会

期 1 日）開かれ、報告・専決処分を含む

村税条例一部改正など 7 件（村長提出）

について審議が行われ、いずれも原案ど

おり可決承認されました。その主な内容

をお知らせします。

第2
 

回村議 会定例 会

►

謙
会
風
景

/’4 

七
議
案
を
可
決平

成
元
年
度
明
和
村

土
地
開
発
公
社
予
算

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

〇
収
入
（
総
額
四
億
―
二
九
万
六
千
円
）

▼
事
業
収
益
…
四
億
一
0
五
万
三
千
円

▼
事
業
外
収
益
（
受
取
利
息
）
…
二
四
万

三
千
円

圏
支
出
（
総
額
四
億
一
九
万
六
千
円
）

▼
事
業
原
価
…
三
億
八
二
八
二
万
三
千

円
▼
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
…
一
六
二

四
万
三
千
円
ア
事
業
外
費
用
…
―
一
三
万

円

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

圏
収
入
（
総
額
七
六

0
0
万
円
）

▼
短
期
借
入
金
…
六
0
0
0
万
円
▼
長

期
借
入
金
…
一
六
0
0
万
円

圏
支
出
（
総
額
七
六

0
0
万
円
）

▼
短
期
借
入
金
償
還
金
…
六
0
0
0
万

円
▼
長
期
借
入
金
償
還
金
…
一
六
0
0
万

円

村
土
地
開
発
公
社
予
算
な
ど

平
成
元
年
度

群
馬
県
要
綱
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
融
資
期
間
最
高
7

年
が
1
0年
に
（
新

築
に
準
ず
る
も
の
に
限
る
）
▼
融
資
対
象

業
種
に
、
警
備
業
が
新
た
に
加
え
ら
れ
ま

し
た
。村

税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
で
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

商
業
設
備
近
代
化

資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
改
正

▼
個
人
村
民
税
均
等
割
の
非
課
税
限
度

額
2
4万
8

千
円
が
2
5万
6

千
円
に
、
同
じ

く
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額

3
1万
円
が
3
2

万
円
に
▼
軽
自
動
車
税
の
電
気
自
動
車
に

係
る
軽
減
措
置
の
適
用
限
度
が
平
成
2

年

度
ま
で
延
長
▼
み
な
し
法
人
課
税
の
特
例

規
定
適
用
期
限
の
平
成
元
年
度
が
平
成
6

年
度
ま
で
延
長

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
で
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
課
税
限
度
額
4
0万
円
が
4
2万
円
に
▼\ 

上程議案

0平成元年度村土地開発公社予算

0村商業設備近代化資金融資促進条例の

一部改正（専決処分）

0村税条例の一部改正（専決処分）

0 国民健康保険税条例の一部改正（専決

処分）

0 村道路線の廃止

0村道路線の認定

0一般会計補正予算

※いすれも原案どおり可決承認



(3) 第333号 広 報 め い わ 平成元年 6 月 10 日

゜
冑

忘れないでください

児童手当・現況届

児童手当または、児童手当の特別給

付を受けている人は、 「現況届」を提

出してください。

提出期限は今月 30 日までです。

現況届は手当が受けられるかどうか

を確認する大切な手続きです。提出し

ませんと、手当が受けられなくなりま

すので注意しましょう。

なお、該当者には役場から通知する

予定です。詳細は住民課に問合せくだ

さい。

64歳までの人は、 国民

年金に加入できます。

60歳になっても、年金を受ける資格

期間を満たしていない人や、過去に保

険料を納めなかった期間があるため年

金額が減額される人などは60歳から 65

歳に達するまで、引き続き国民年金に

加入することができます。

ただし、厚生年金や共済組合の加入

者と老齢基礎年金の繰上げ支給を受け

ている人などは加入することができま

せん。

60歳になったら、自分の年金加入期

間を確かめてください。

なお、詳細は住民課に問合せくださ

しヽ。
゜

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
七
三
万
二
千
円
滅
額
し
て
総
額
を

ニ
四
億
六
六
二
六
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

【
歳
入
〕

▼
繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）
ニ

七
三
万
二
千
円
減
額
し
て
総
額
を
一
億

一
七
二
七
万
円
に

[
歳
出
〕

▼
教
育
費
（
退
職
に
よ
る
職
員
給
料
不
用

額
な
ど
）
二
七
三
万
二
千
円
減
額
し
て

総
額
を
三
億
七
七
四
八
万
五
千
円
に

六
四
号

大
輪

五
八
五
番

三
—
三
0
0
号
線

大
輪

五
四
七
番

三
ー
三
―
二
号
線
―大

輪

四
一
五
番

三
ー
三
一
四
号
線
―大

輪

三
八
一
番

三
—
三
一
五
号
線

大
輪

三
五
二

三
ー
三
一
六
号
線

大
＂

三
ー
三
一
七
号
線
阜

線
ー
大
輪
二
八
三

四
七

路
三
ー
三
一
八
号
線

三
ー
三
一
九
号

るす止
三
ー
三
三
九
号

廃
三
ー
三
四
0
号

三
ー
三
五
五
号

①
 

表
三
ー
一
五
九
号

次
の
村
道
、
認
路
線
が
廃
止
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
明
和
村
工
業
団
地
造
成
関

連
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
（
表
ー
①
）

―
―
四
七
番
地
先

冬糸

一
三
七
〇

一
四
五
番
地
先

1
0
七
七
·

六
七
四
番
地
先

五
七
六
•
一

九
一
四
番
地
先

ニ
八
九
．
0

四
四
五
番
地
先

四
三
ニ
・
七

五
四
二
番
地
先

四
七
0
•
三

五
二
0
番
地
先
一

五
四
三
•
六

四
七
二
番
地
先
一
線

四
八
三
番
地
先
―
―
四
・
九
路

る

四
0
ニ
・
ニ

四
五
二
番
地
先
ー
す
‘
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四
割
軽
減
の
基
準
額
2
1
万
円
が
2
1
万
5
千

円
に

村
道
廃
止1

3路
線

次
の
村
道
、
9
路
線
が
村
道
に
認
定
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
和
村
工
業
団
地

造
成
関
連
に
よ
る
も
の
で
す
。
（
表
ー
②
）

村
道
認
定9

路
線

屯
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7
月

1
4日
ま
で
に

゜

役
場
住
民
課
ヘ

6
0歳
以
上
を
対
象
に

見
舞
金
が
で
ま
す

村
で
は
「
特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
支
給

要
綱
」
を
定
め
患
者
ま
た
は
、
そ
の
家
族

に
対
し
見
舞
金
を
支
給
し
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の

増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
を

持
っ
て
役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
（
昨
年
、
見
舞
金
の
支
給
を
受

け
た
者
も
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

0
支
給
対
象
者
1
1
県
の
特
定
疾
患
医
療
給

付
を
受
け
て
入
院
ま
た
は
、
通
院
し
て

治
療
を
受
け
て
い
る
者
で
村
内
に
住
所

を
有
す
る
者

0
支
給
金
額
1
1
1
回
5
0
0
0
円
年
2
回

l
t
l
受
付
期
間
1
1
7

月

3
1
日
ま
で
に
役
場
住

民
課
ヘ「

隈
老
人
大
学
」
開
校

圏
対
象
1
1
県
内
居
住
者

衡
期
日
1
1
9
月
1

日
1
1
1月
2
8
日
ま
で

の
1
5
回

衡
費
用
1
1
無
料

屯
募
集
人
員
1
1
1
7
人
（
明
和
村
の
定
員
）

＊
内
容
1
1
講
話
、
見
学
、
各
種
教
室
な

ど 特
定
疾
患
患
者
に

゜
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口

麗口」
に所蔵＝

ロ

戦
国
時
代
（
鎌
倉
・
江
戸
）
に
南
大
島

の
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

鰐
口
（
仏
具
の
一
種
、
綱
が
つ
る
し
て
あ

り
、
参
詣
者
が
打
ち
鳴
ら
す
も
の
）
が
、

長
野
県
川
上
村
の
金
峯
山
神
社
（
里
宮
）

に
あ
る
と
の
便
り
に
、
昭
和
五
十
五
年
五

月
、
当
時
の
南
大
島
区
長
、
栗
原
牛
一
さ

ん
が
神
社
総
代
や
区
の
有
志
二
十
六
名
と

共
に
川
上
村
に
出
向
き
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
は
昨
年
、
郷
土
史
研
究

家
、
川
島
維
知
氏
（
館
林
市
）
や
横
山
栄

一
氏
（
邑
楽
町
）
、
そ
れ
に
館
林
地
方
史
研

究
会
員
二
十
四
名
も
、
折
か
ら
の

N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
武
田
信
玄
」
ブ
ー
ム
に
の

り
、
川
上
村
を
訪
ね
た
の
で
し
た
。

い
ず
れ
も
そ
こ
で
、
わ
が
地
方
に
縁
の

あ
る
鰐
口
と
対
面
ー
。
古
代
の
ロ
マ
ン

を
味
わ
っ
た
の
で
し
た
。
「
貴
重
な
遺
宝

を
手
に
し
た
と
き
の
感
動
は
生
涯
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
そ
の
感
激
の
便

り
を
本
村
郷
土
史
研
究
会
に
寄
せ
ら
れ
た

の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
本
村
研
究
会
と
し
て
も
、
ぜ

ひ
、
金
峯
山
神
社
を
視
察
学
習
し
た
い
と

念
願
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
村
教
育
委
員
会

の
配
慮
に
よ
り
、
四
月
二
十
六
日
、
待
望

の
鰐
口
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
で
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
川
上
村
教
育
委
員
会
に
立
寄
る

と
、
上
田
貢
先
生
（
元
、
川
上
村
公
民
館

長
）
が
迎
え
ら
れ
、
現
地
を
案
内
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
途
中
、
標
高
千
三
百
ッ
い

に
お
け
る
農
業
を
車
窓
よ
り
な
が
め
、
減

反
が
契
機
と
な
っ
て
、
水
田
を
二
毛
作
野

菜
栽
培
に
転
作
し
、
十
年
間
の
う
ち
約
四

百
二
十
口
の
農
地
か
ら
年
間
、
百
四
十
億

川上村所蔵の鰐口

円
の
売
上
げ
を
ほ
こ
る
ま
で
の
野
菜
特
産

地
に
成
長
し
た
と
川
上
村
概
要
の
一
端
を

説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
現
地
に
到
着
。
区
長
の
井
出

幸
信
さ
ん
（
林
野
保
護
組
合
理
事
長
）
が

同
席
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
、
貴
品
の
あ
る
桐

箱
の
中
の
話
題
の
鰐
口
を
拝
見
ー
。
と

た
ん
参
加
者
一
同
、
「
あ
れ
…
…
」
と
声

を
発
し
感
動
。
「
郷
土
の
鰐
口
が
こ
こ
に

大
切
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
な
ん
て
名
誉
な

こ
と
で
す
。
」
と
口
ず
さ
み
、
そ
れ
ぞ
れ
に

鰐
口
を
手
に
し
た
り
、
抱
き
か
か
え
た
り

し
て
感
激
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
鰐
口
は
、
直
経
二
十
三
店
、
円
形

で
真
ち
ゅ
う
製
。
鋳
造
者
名
は
不
詳
で
し

た
が
次
の
よ
う
な
刻
名
が
あ
り
ま
し
た
。

上
州
佐
貫
庄
大
島
郷
厳
島
鰐
口
也

,------------------------------------------------------------

{ この鰐口、なぜ川上村（長野県）に存在するのか｝
｛一。郷土史研究家によりますと、当時、武田信！
｛玄勢がこの関東（上州地方など）まで攻めよってき：
｝た際、厳島神社（南大島）に奉納してあった鰐口をi
！何んらかの理由で持ち帰ったのではないかと推測i
｛しています。
L-------------------------------------------------------------' 

檀
那
同
所
住
人
六
郎
三
郎
出
吉

享
徳
元
年
十
二
月
十
三
日

こ
の
刻
名
か
ら
、
本
村
と
縁
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

今
か
ら
五
百
三
十
七
年
前
の
歴
史
を
秘

め
た
、
わ
が
村
に
縁
の
あ
る
遺
宝
の
存
在

は
け
っ
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
私
た
ち
一
行
は
金
峯
山
神
社

を
参
拝
し
、
上
田
さ
ん
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
上
田
さ
ん
は
「
厳
島
神

社
（
明
和
村
南
大
島
）
で
生
ま
れ
た
文
化

財
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
保
存
し
ま
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

た
ち
も
氷
遠
に
所
蔵
を
お
願
い
し
、
こ
れ

を
機
に
両
村
（
明
和
村
と
川
上
村
）
の
親

交
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
希
望
し
て
川
上

村
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
す
。明

和
村
郷
土
史
）

（
研
究
会
寄
稿
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わたしたち

平成元年 6 月 10 日

‘、、投票風景
'--------------------------

一人ひとりの手で

現
職
の
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
や

立
候
補
の
意
思
の
あ
る
人
が
、
選
挙
区
内

の
人
に
す
る
寄
付
は
、
親
族
に
対
す
る
場

合
な
ど
特
別
な
ケ
ー
ス
を
除
い
て
、
い
か

I
I三
な
い
運
動
I
Iか
ら

き
れ
い
な
選
挙
は

近
々
、
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
の
一
票
が
正
し
く
政
治
に

生
か
さ
れ
る
た
め
に
は
選
挙
は
公
正
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
公
正
で
明
る
い
選

挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、
基
本
的
ル
ー
ル
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
近
年
、
有
権
者
の
選
挙
ば
な
れ
が
進
み
、

特
に
若
年
層
の
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
の
＿
票
は
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
の
責
重
な

1
1意
思
表
示
“
な
の
で
す
。

な
る
名
義
で
あ
ろ
う
と
も
、
い
っ
さ
い
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
も
寄
付
を

求
め
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
は
い
け

な
い
の
で
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
「
寄
付
の
禁
止
」
は
、
選
挙
に
関

す
る
も
の
と
否
と
を
問
わ
ず
、
日
常
の
あ

ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
寄
付
」
と
は
、
お
金
や

品
物
を
贈
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
財
産
上

の
利
益
を
提
供
し
た
り
、
約
束
す
る
場
合

も
含
ま
れ
ま
す
。
具
体
的
な
例
を
あ
げ
る

と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

飲
食
物
の
提
供

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し
て

飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
い

か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
…
…

①
候
補
者
が
、
選
挙
運
動
員
の
慰
労
の

た
め
に
酒
や
ビ
ー
ル
を
与
え
る
こ
と

②
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
い

と
し
て
候
補
者
に
酒
や
料
理
を
提
供
す
る

こ
と
ー
な
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
い
っ

さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
選
挙
事
務
所
開
き
に
酒
や

ビ
ー
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
、
違
反
に

な
り
ま
す
。

た
だ
、
普
通
の
お
茶
や
、
お
茶
受
け
程

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票
を
依

頼
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、
「
戸
別

訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず
し

も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工
場
も
含

ま
れ
ま
す
。

戸
別
訪
問

度
の
お
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
比
選
挙
違
反
で
す

◎
お
中
元
や
お
歳
暮
、
出
産
、
入
学
、
卒

業
、
開
店
な
ど
の
祝
い
を
贈
る
こ
と

◎
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輪
な
ど
を
出

す
こ
と

◎
祭
り
や
催
し
物
に
お
金
や
酒
な
ど
を
提

供
す
る
こ
と

◎
団
体
旅
行
な
ど
に
寄
付
す
る
こ
と

候
補
者
や
政
治
家
な
ど
の
寄
付
に
つ
い

て
は
、
選
挙
の
と
き
は
も
と
よ
り
、
常
日

ご
ろ
か
ら
”
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受

け
取
ら
な
い
＂
の
三
な
い
運
動
で
き
れ
い

な
選
挙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

開
く
演
説
会

選
挙
運
動
の
た
め
の
演
説
会
の
開
催
は

候
補
者
自
身
が
行
う
個
人
演
説
会
以
外
は
、

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、

0
0

会
等
が
演
説
会
を
主

催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
は
こ
の
よ
う
な
演

説
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

候
補
者
以
外
が

禁
止

有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
自
動

車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊
列
を
組
ん

で
往
来
し
た
り
、
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
た
り
、
チ
ン
ド
ン
屋
を
雇
う
な
ど
、

選
挙
運
動
の
た
め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

署
名
運
動
の

あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投
票

依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

0
0

さ
ん
に
投
票
し
な
い
と
い
う
趣
旨
の

署
名
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
署
名
簿
を
回
覧
し
て
行
う
場
合
、

街
頭
で
行
う
場
合
I

そ
の
他
、
方
法
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
に
関
す
る
署
名
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

張
る
行
為

気
勢
を
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事業主の皆さんが、規模を拡大したり、経営改善を

図るには資金が必要です。村には、その事業主の皆さ

んのために融資制度があります。

その目的に応じて用意してありますのでご活用くだ

さい。

希望される場合は、あらかじめ経済課商工係または、

明和村商工会で相談されてから申請していただくこと

が賢明と思われます。

通常ですと、申請してからーカ月程度で認定となり

ます。

◎村が実施している融資制度

制度名 融資対象 資金使途

①小売業・サービス業

資本金 1,000 万円以下、従

業員 50人以下の会社・個人

②卸売業

資本金 3,000 万円以下、従 運転資金｝にも使える小口資金
業員100人以下の会社・個人 設備資金

③その他の業種

資本金 1 億円以下、従業員

300 人以下の会社・個人

④中小企業団体

①村内で同一業種を 3 年間以 ①店舗の増改築、店内施設の

上営む者 新設・改善のための資金

②資本金 1 億円（小売業・サ ②企業の近代化・合理化に必

中小企業設備 ービス業 1,000 万円、卸売 要な機械設備資金

近代化資金 業 3,000 万円）以下、従業 ③公害防止の設備資金

員 300 人（小売業・サービ

ス業50人、卸売業 100 人）

以下の会社・個人

①小売業・サービス業 ①店舗の新築、増改築（新築

資本金 1,000 万円以下、従 に準じる場合に限る）

商業設備近代 業員50人以下の会社・個人 ②店舗の増改築、駐車場設置

化資金 ②卸売業 ③店内外施設の改造・増設

資本金 3,000 万円以下、従 （ウインドー・ショーケー

業員100人以下の会社・個人 ス、飾棚、看板、冷凍機等）

①小売業・サービス業 ①労働福祉施設（従業員宿舎、
資本金 1,000 万円以下、従 食堂、休憩室、娯楽室•更
業員 50人以下の会社・個人 衣室、幼児ハウス等）の設

②卸売業
中小企業労慟 資本金 3,000 万円以下、従

置、改善

②①の設置に直接必要な土地
福祉施設資金 業員100人以下の会社・個人

の購入
③その他の業種

③①の施設に省エネルギーエ資本金 1 億円以下、従業員

300 人以下の会社・個人 事を行う場合

④中小企業団体

沙吐ャン以

融資限度額

700 万円以内

500 万円以内

2,000 万円以内

①②は 1,500 万

円以内

③は 500 万円以

内

村の融資制度

融資期間

運転 3 年以内

設備 5 年以内

5 年以内

（内据置 1 年以内）

①10年以内

（内据置 l 年以内）

②③ 7 年以内

（内据置 1 年以内）

7 年以内

（内据置 1 年以内）

※枠いっぱいになり

しだい締切りとな
ります。

利率 申込時期
取 扱
金融機関

年間随時 ●銀 行

年 ●信用金庫
6.0 枠いっぱいに ●信用組合
% 
以

なり次第メ切 ●商工中金

内 り

•銀 イ／丁ー

年 枠いっぱいに •信用金庫
5.2 なり次第メ切 •信用組合% 
以

り •商工中金

内

年間随時
年 •銀 イ／丁一

5.2 枠いっぱいに ●信用金庫
% 

なり次第メ切 ●信用組合
以
内 り ●裔工中金

4 月 1 日～

12 月 28 日 •銀 行

•信用金庫年
5.2 枠いっぱいに •信用組合

% なり次第メ切 ●商工中金
以 り
内
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圏
金
子
建
一
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
三
万
円
を

圏
香
山
勝
利
さ
ん
（
南
大
島
）
は
十
万
円
を

圏
矢
島
修
一
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円
を

屠
中
村
孝
さ
ん
（
川
俣
）
は
二
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

I
I注
意
I
I

自
動
車
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素

酸
化
物
と
ガ
ス
状
の
炭
化
水
素
が
太
陽
光

線
の
紫
外
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
化
学
反
応
を

お
こ
し
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
酸

化
性
物
質
を
生
成
し
ま
す
。

こ
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、

オ
ゾ
ン
等
の

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

農休日は 7 月 7 • 8 • 9 日です

今年の「農作業標準賃金」

区分 作業種目 単 位 標準額

育苗 1 箱 500円
（種子代含む稚苗）

耕 起 10当アールり 5,000 
水 （トラククー）

代 か き ク 6,000 
（トラクター）

田植え 1 機（苗持ち械) ,,, 16,000 
稲

1 機（苗別械) ,,, 6,500 

刈 り 取 り ,, 16,000 
作 （コンパイン）

脱 穀 ケ 10,000 

（セ刈り取り脱穀ッ・乾燥・モミすりト) 
ヶ 28,000 

業
乾燥・調整のみ l (f6表0k当g)り 1,500 

モ ミ す り ク 700 

耕 起 10当アールり 7,000 
（トラクター）

麦 施（耕肥起播・肥種料（ 種ド子リ代ルは播別）) ヶ 4,500 

作 覆 土 ,, 2,800 
（トラクター）

刈 り 取 り ケ 15,000 
業 （コンパイン）

セ ツ 卜 ,, 26,000 
（刈り取りから乾燥）

労 農繁期労賃 1 日当り 6,000 

賃 農繁期以外の労賃 ケ 5,000 

村 の （
つ

‘
、こ き

6 月

13 日

16 日

17 日

18 日

21 日

ク

25 日

26 日

27 日

7 月

23 日

明和工業団地安全祈願祭

納税表彰式

スポーツ少年団代議員会

会長杯争奪野球大会

農業委員会

体育施設協会総会

グラウンドゴルフ講習会

社会を明るくする運動実施委員

会

交通安全運動推進連絡会議

参議院議員選挙投票日 （予定）

予定ですので変わる場合もあります

健
康
相
談

0

毎
月
第
3

木
曜
日
の
午
前

1
0時
1

午
後

3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

而
日

午
前
1
0時
か

、
'
、

‘,‘ 
ヽ

ヽ

＇ヽ
、
、
‘‘‘• 

' ゜

ー
、
＇
，
ク

ヽ

、

d

ヽ

I
 

平
成
元
年
度
群
馬
県
職
員
採
用
試
験
が

行
わ
れ
ま
す
。
上
級
試
験
、
初
級
試
験
、

警
察
官
等
試
験
で
す
。
受
検
資
格
、
試
験

日
、
受
付
期
間
等
に
つ
い
て
は
試
験
種
類

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
※
問
合
せ
先
1
1

群
馬
県
人
事
委
員

会

(
6
0
2
7
2四
1
1
1
1

内
線
3
9

特
設
人
権
行
政
相
談

時
1
1
6

月

1
5且
困

ら
午
後
3

時

蒼
会
場

1
1

役
場
会
議
室

圏
相
談
員
1
1

法
務
局
の
専
門
担
当
官
お
よ

び
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

5
5
)
へ

乳
児
健
診

※消防庁消防官募集…くわしくは消防庁人事課（03(212) 2111) にお問合せください。

0

目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
と
き
は
、

洗
眼
、
う
が
い
な
ど
を
す
る

〇
ぜ
ん
そ
く
、
呼
吸
器
疾
患
、
特
異
体
質

な
ど
を
有
す
る
人
は
外
出
を
控
え
る

群
馬
県
職
員
募
集

年
金
相
談

〈
植
物
に
異
常
を
発
見
し
た
ら
〉

〇
館
林
保
健
所
(
6⑭
5
1
2
1
)
又
は

役
場
企
画
開
発
課
に
連
絡
を

酸
化
性
物
質
を
主
体
と
し
、
ス
モ
ッ
グ
と

な
っ
て
目
を
刺
激
し
、
チ
カ
チ
カ
し
た
り

ク
シ
ャ
ミ
や
涙
を
誘
発
す
る
ほ
か
植
物
の

葉
を
白
く
枯
ら
し
た
り
し
ま
す
。
発
生
は

陽
射
し
の
強
い
夏
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

〈
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
〉

0

不
要
、
不
急
の
車
の
運
行
を
控
え
る

0

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
で
は
屋
外

運
動
等
は
し
な
い

〇
館
林
農
業
改
良
普
及
所

(
6閻
2
2
5

7
)
又
は
役
場
企
画
開
発
課
に
連
絡
を

む
し
歯
予
防
教
室

圏
日
時

1
1
6

月

2
3日
⑥

か
ら
1

時
2
0分

圏
会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

蒼
対
象

1
1

ニ
歳
児
と
保
護
者

圏
持
参
品
1
1

母
子
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

申
込
み
は
役
場
保
健
課
ヘ

受
付
P
M
1時

0

日
時

1
1

毎
月
第
2

木
曜
日
の
午
後
1

時
＼
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

日
時

1
1
6

月

1
5日
困

7
月

4

日
囮

午
前
9
時

3
0分
1
1
0時
3
0分
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

毎
月
第
1

木
曜
日
の
午
前

1
0時
1

午
後

3

時
（
休
日
の
と
き
は
翌
週
）

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

時
1
1
6

月

1
5日
困

午
後
3

時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

0
日

午
前
1
0時
1

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

〈
被
害
に
あ
っ
た
ら
…
…
〉

各

種

相

＝火
詠
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-—9---胚
江
口
子
ど
も
会

o
l
 

柿
の
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

江
口
子
ど
も
育
成
会
（
会
長
、
関
口
与

志
男
さ
ん
）
で
は
、
五
月
七
日
、
区
集
落

セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
た
ち

9
6人
に
柿
の
苗

木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
発
足
二
十
五
周
年

と
新
時
代
、
平
成
元
年
を
迎
え
た
記
念
に

と
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
。
「
ど
の
位
し

た
ら
食
べ
ら
れ
る
か
な
」
と
、
子
ど
も
た

ち
早
く
も
食
を
想
像
し
て
大
は
し
ゃ
き
で

し
た
。

こ
の
ほ
ど
東
保
育
園
に
ミ
ニ
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
が
完
成
ー
。
園
児
た
ち
を
喜
ば
し

て
い
ま
す
。
こ
の
遊
具
、
ス
ベ
リ
台
や
ロ

ー
プ
を
使
っ
て
登
り
下
り
が
で
き
る
用
途

多
用
な
高
さ

2
2

J
e
ほ
ど
の
木
製
の
遊
具
で

す
。園

児
た
ち
は
、
連
日
、
ス
リ
傷
を
つ
け

な
が
ら
も
元
気
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は

6
3年
度
卒
園
児
の
保
護
者
会
（
会
長

砂
賀
光
子
さ
ん
）
が
「
よ
り
体
力
を
つ
け

て
丈
夫
で
元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」

と
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

-
J
L
気
な
子
に

木
製
遊
具
で

゜
上江黒地区で 「花祭り」

こ
の
ほ
ど
、
上
江
黒
地
区
の
宝
寿
寺
で

通
称

I
I花
祭
り
I
f
と
い
わ
れ
る
仏
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
行
っ
た
の
は
老
人
会
（
代

表
松
本
静
一
さ
ん
）
の
人
た
ち
3
0人
。
子

ど
も
会
に
も
呼
び
か
け
合
わ
せ
て
5
0人
ほ

ど
が
参
加
。

こ
の
花
祭
り
は
、
平
た
く
い
う
と
花
で

飾
っ
た
小
堂
を
つ
く
っ
た
り
し
て
お
釈
迦

様
の
誕
生
を
祝
う
仏
事
を
い
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
老
人
か
ら
ふ
だ
ん
聞
い
た
こ

と
の
な
い
お
話
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

ぉ
菓
子
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
上
機
げ
ん
で

し
た
。

゜
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遠
富
士
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

野
本
み
ね
子

原
口
美
津
子

原
□

文
江

福
田
初
江

泉
田
政
子

奈
良
照
子

誌
議
纏
鱗

村
内
、
東
・
中
・
西
の
三
つ
の
保
育
園
児
が
「
い
ち
ご
狩
り
」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
い
ち
ご
栽
培
を
し
て
い
る
大
佐
貫
の
鯉
沼
兵

吉
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
園
児
に
と

っ
て
は
、
こ
の
日
ば
か
り
は
”
腹
い
っ
ぱ
い
、
い
ち
ご
の
食
べ

ら
れ
る
日
と
あ
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
”
食
器
片
手
に
、
甘
い
香
り

が
い
っ
ぱ
い
の
「
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
」
ヘ
一
目
散
ー
。
「
こ
こ

に
も
あ
っ
た
／
．
」
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
ち
っ
ち
ゃ
な
手
で

真
赤
な
い
ち
ご
を
楽
し
そ
う
に
―
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
摘
ん

で
い
ま
し
た
。

め
っ
た
に
味
わ
え
な
い
、
自
分
で
と
っ
た
真
赤
な
い
ち
ご
を

「
お
い
し
い
ね
」
を
連
発
し
な
が
ら
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

(
5月
中
旬
）

招
き
受
＜
娘
の
受
話
器
よ
り
混
声
の
「
大
き
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
春
休

み
を
つ
げ
る

か
げ

置
き
ざ
り
の
洋
蘭
の
花
芽
咲
き
出
で
し
孤
独
の
蒻
に
汝
を
恋
ひ
ゐ
つ

納
屋
の
裏
に
日
溜
り
浴
び
し
八
重
椿
送
り
彼
岸
に
一
輪
咲
く
を
剪
る

ぶ
ら
下
る
円
錐
遊
具
は
珍
ら
し
く
ぐ
る
ぐ
る
回
ゎ
す
を
子
ら
繰
り
返
す

さ
ら
さ
ら
と
葉
音
雨
音
終
り
湯
に
節
高
き
手
を
丹
念
に
洗
ふ

「
消
費
税
」
混
惑
の
声
ス
ー
パ
ー
の
籠
拾
ひ
込
む
年
末
顕
た
す

7

,

_

I

J
 

一
広
報
係
で
は
、
み
な
さ
ま
一

一
か
ら
の
話
題
を
募
集
し
て
い
一

―
ま
す
。
ご
家
庭
・
近
所
な
ど
一

一
日
常
で
の
出
来
事
、
話
題
な
一

一
ん
で
も
結
構
で
す
。

―
身
近
か
な
も
の
を
ど
し
ど
一

一
し
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
待
一

一
ち
し
て
い
ま
す
。
一

rlllIIIIIIII

•

I
• 

お
い
し
い
な
／
．

自
分
で
摘
ん
だ
い
ち
ご

゜
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地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

千代田

日 月日 科月IJ 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

6 月 11 日
横田医院川村医院 後藤内科云（72)0134 寺内医院 橋本医院

曜 云（72)0255 合（72)1337 ゆたか医院云（73)7308 云（72)3031 ft (82) 1150 

6 月 18 日
浜野医院川田医院 上野医院ff (72)3330 礫川堂医院 小西医院

当 云 (88) 5678 云（72)3724 森下医院云（73)7776 云（74)0184 ~ (86) 2261 

6 月 25 日
白沢医院後藤（康）医院 後藤（康）医院 ff (72) 3975 永寿堂医院 井上医院

番 ff (72) 1600 云（72)3975 云（72)4469 云（82)1131 

; ; 話でで: 7 月 2 日
落合医院小倉医院 清河堂医院云（72)3070 最上医院 増田医院

医
云（72)3160 ff (72) 0606 安楽岡医院云（72)0572 云 (74)3763 云 (82)2255 

7 月 9 日
根岸医院大神医院 大島診療所云（77)1503 津久井医院 竹越医院

云（72)3262 云（62)2200 大石医院云（74)2362 ff (72) 3316 云（84)3137

►

明
和
西
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

太
田
邑
楽
支
部
大
会
で
三
位

第
9

回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生

大
会
太
田
邑
楽
支
部
大
会
で
「
明
和
西
バ

「
明
和
西
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

5 月の

救急車出動回数
•交通事故 5 件

●急病 7 件

•その他 3 件

•計 15 件

幸

問合せ先

社会体育館

云84-4626

レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
代
表
、
長
谷
川
保
）
」
が

健
闘
、
三
位
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
支
部
代
表
と
し
て
今
月
二
十

五
日
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

(
5月
1
4
日
、
会
場1
1

館
林
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
）
。

な
お
、
同
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
、
よ

り
戦
カ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
部
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
社
会
体
育
館

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム
募
集東

毛
林
間
・
臨
海
学
校

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で

は
、
次
の
よ
う
に
東
毛
林
間
・
臨
海
学
校

の
一
般
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど

し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圏
使
用
で
き
る
期
間

0

林
間
学
校
1
1

▼
7

月

2
2日
田
P
M
1時
か

ら

8

月

1
1日
②
A
M
1
1
時
▼
8

月

1
7日
困

隈
1

時
か
ら
8

月

3
1日
困
A
M
1
1
時

0

臨
海
学
校
1
1

▼
8

月
1
4
日
同P
M
1時
か

ら

8

月

2
3日
困
A
M
1
1
時

卍
使
用
で
き
る
人

東
毛
広
域
圏
内
（
明
和
、
館
林
、
太
田

な
ど
）
に
居
住
す
る
個
人
又
は
団
体

仝
対

夏
休
み
、
家
族
で
利
用

象
1
1

村
内
在
住
の
既
婚
者
で
編
成

す
る
チ
ー
ム

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

圏
期
日

1
1
6

月

2
5日
佃

亜
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

圏
参
加
費
1
1
3
0
0
0

円

※
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
6

月

2
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ
。

圏
参
加
資
格
1
1
村
内
在
住
の
人
。
市
町
村

対
抗
。
（
個
人
・
団
体
戦
）

屯
参
加
人
数
1
1

明
和
村
代
表
と
し
て
3

名

卍
期
日

1
1
8

月

2
9日
因

屯
会
場

1
1
王
村
ゴ
ル
フ
場

圏
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
6

月

1
7日
ま
で
に

社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ

蒼
使
用
料
金
（
一
泊
）

T
小
・
中
学
生
三
百
円

T
高
校
生

五
百
円

T
一
般
千
円

雀
食
事
料
金

い
ず
れ
も
一
食
四
百
円
か
ら
六
百
円
位

亜
受
付
開
始
日
（
先
着
順
）

T
林
間
学
校
（
群
馬
県
赤
城
山
）
6

月

2
0日
因
よ
り

T
臨
海
学
校
（
新
潟
県
出
雲
崎
）
7

月

4

日
因
よ
り

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
当
組
合

(
6⑮
8

1
8
1

⑮
3
4
9
)
へ

票
下
市
町
村
対
抗
コ
ル
フ

選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

゜

中阿
村部氏

ー

i
 冒

二

あ
き

年
齢
世
帯
主

7
9
繁
美

8
0

孝

1
1

ロ
天

){ 

量名
平

田地

島 区

% ％開

1
1

お
く
や
み
I
I

氏
名
保
護
者
続
柄

小
野
佑
介
順
市
三
男

永
山
拓
也
清
隆
長
男

阿
部
尚
樹
浩
之
長
男

島
田
春
香
晴
夫
二
女

北
島
花
梨
浩
長
女

奈
良
徳
紳
徳
男
三
男

田 田

島島

地
区

南
大
島

中
谷

斗
合
田

田
島

% % % 封 % % り堂

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

。
へ
〖
[

こ
~
[

お
く
や
み
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”{i, 

「
お
父
さ
ん
ガ
ン
バ
レ
」
、
「
お

母
さ
ん
ガ
ン
バ
レ
」
、
「
そ
れ
っ
、

0
0

ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
ッ
テ
…
…
」

ー
と
び
交
う
声
援
。
親
子
の
さ

わ
や
か
笑
顔
が
園
庭
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
し
た
。
（
記
事
p8
参
照
）

薗
繕
●
u`
_
＿
纏
動
拿



第334号 広 報 め い わ 平成元年 7 月 10 日 (2) 

村
民
の
皆
様
、
誠
に
失
礼
と
は
存

じ
ま
す
が
広
報
「
め
い
わ
」
を
通
じ

ま
し
て
村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
去
る
六
月
三
十
日
を
も
ち
ま

し
て
村
長
職
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
私
は
昭
和
三
十
年

三
月
一
日
新
村
明
和
村
の
誕
生
と
同

時
に
教
育
委
員
に
就
任
し
、
昭
和
三

十
八
年
八
月
に
は
議
会
議
員
と
な
り
、

其
の
後
二
期
五
年
間
議
員
と
し
て
村

政
に
参
画
し
、
昭
和
四
十
三
年
八
月

に
は
助
役
に
選
任
さ
れ
、
爾
後
昭
和

四
十
九
年
九
月
ま
で
小
松
原
前
村
長

の
補
佐
役
と
し
て
村
政
の
執
行
に
当

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
、
振
り

返
っ
て
強
く
印
象
に
残
る
こ
と
は
、

私
が
助
役
に
就
任
し
た
翌
年
、
即
ち

昭
和
四
十
四
年
度
の
予
算
編
成
に
当

し過年栄無当競のは四 ままの予実いり
こたなのに競選争後小十そすつ改算にう
の゜＜長浴争さに任松九し゜た良を前こ日
問 今期し当せてと原年て 訳エ編年と極

日に乍選て村し前十‘ で事成対で的
をならと項長て村月昭 あがし比土な
迎り村いきに無長に和 り始‘二木道
えま長う‘ ..,. 

l冒□□言
私
は
前
任
者
の
遺
志
を
体

と ヰ
う 間
一‘ ヽ

し一 つ‘

ざ し一

‘｛‘皿日
し、

情
ま ヽ

し マ‘
し一

た 支

゜ 援

前・明和村長

奈 良 刃 松

ごあいさ つ l

し
て
産
業
経
済
の
発
展
、
教
育
文
化
の

向
上
、
村
民
福
祉
の
充
実
、
道
路
並
び

に
用
排
水
路
の
整
備
、
消
防
、
交
通
安

全
対
策
な
ど
、
総
合
的
な
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
去
る
昭
和
五

十
九
年
に
は
、
群
馬
県
最
後
の
新
設
高

校
「
館
林
商
工
高
等
学
校
」
を
誘
致
し

青
少
年
教
育
の
充
実
等
「
明
る
＜
住
み

よ
い
、
し
か
も
活
力
の
あ
る
郷
土
づ
く

り
」
の
推
進
に
全
力
を
尽
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

然
し
乍
ら
今
と
な
っ
て
過
去
十
五
年

間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
き
、
果
し
て

村
民
各
位
の
ご
期
待
に
十
分
応
え
る
こ

と
が
出
来
た
か
ど
う
か
危
惧
の
念
で
一

杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
助
役
就
任
以

来
約
二
十
一
年
間
と
い
う
長
い
間
、
浅

学
非
才
し
か
も
、
微
力
な
私
の
た
め
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
村
民
各
位
の
ご
温
情

と
ご
支
援
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
只
々

頭
の
下
る
思
い
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

長
い
間
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
様
に
な

り
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
、
館
林
市
と
の
合
併
問
題
も
私

の
力
不
足
か
ら
不
調
に
終
り
ま
し
た
が
、

他
面
、
館
林
、
明
和
三
農
協
の
合
併
に

つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
予
備
契
約
の

締
結
も
終
了
し
平
成
二
年
三
月
に
は

間
違
い
な
く
合
併
出
来
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
又
懸
案
の
明
和

工
業
団
地
（
約
四
十
一
に
）
も
平
成

二
年
三
月
に
は
造
成
工
事
も
完
了
致

し
ま
す
。

今
後
間
も
な
く
一
万
村
民
の
良
識

に
よ
っ
て
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
、
抜
群
の
政
治
力
と
実
行
力
を

持
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
新
村
長
も
選

任
さ
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

際
、
人
心
の
一
新
を
計
り
新
村
長
を

中
心
と
し
て
、
今
後
よ
り
一
層
、
明

和
村
の
発
展
を
は
か
っ
て
項
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
村
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
村
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

一
投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外

一
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

一
り
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

一
め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不

一
在
に
な
る
予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
で

~
自
分
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

一
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投

一
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投

一
票
が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で

―
す
。

―
＊
期
間
1
1

▼
参
院
選
…
7

月
5
日
か
ら

-
7

月
2
2
日
▼
村
長
選
…7
月

1
8日
か

一
ら

7

月
2
2
日
。
い
ず
れ
も
午
前
8

時

-
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
。

―
＊
場
所
1
1

明
和
村
役
場
の
特
設
不
在
者

一
投
票
所

―
＊
携
行
品1
1

投
票
所
入
場
券
•
印
か
ん

i
代
理
投
票

＿
身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、

ー
自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

：
は
、
投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申
出
て

―
い
た
だ
け
れ
ば
代
理
投
票
す
る
こ
と
が

二
で
き
ま
す
。 一



(3) 平成元年 7 月 10 日 広 報 め い わ 第334号

虐
F

参議院議員通常選挙

村

［よく見よく聞き、よく考えて
、
-

◎投票所（表一①）
今回は、第 5 投票区（大輪）の投

票所が「松林寺」に変ります。

• 弟• • • • 弟・． ・． r 弟-~ ~ •. 、弟一9 9 -_ . 弟• • •’、 • 弟•. •. ｷ 弟•. •. 
投

7 6 5 4 3 2 1 示苧

筐醤 目示区 筐饂 目筐 示翡区 示翡区 翡示区 区

名

入 Jil 

ヽ 口 悶 上

よ国ケ 俣 閾ヽ欠ロヽ の

巴只 贔 の 虐、
投

羹 旦 よ升 : の

贔 讐
示珪: の

の 江 旦贔 ロ 区
の

贔 塁 域
の

鳳
大 西 大 ! 商 東 下

佐 4ヽ 輪 小 江 投
貫 工 黒

体 松 体 示華
東 セ

ノ云\ 集
コ円 林 ン コ円

光 夕 イ’可’ 所

寺 館 寺 I 館 館 所

―
七
月
二
十
三
日
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
一

一
と
、
奈
良
村
長
辞
職
に
伴
う
、
村
長
選
挙
の
投
一

＿
票
日
で
す
。
国
の
方
向
を
決
め
る
国
政
選
挙
、
一

―
一
方
、
最
も
身
近
か
な
村
の
カ
ジ
取
り
と
な
る
一

＿
首
長
を
選
心
村
長
選
挙
|
し
い
す
れ
も
わ
た
一

ー
し
た
ち
に
と
つ
て
大
切
な
選
挙
で
す
。
わ
た
し
一

ー
た
ち
の
一
票
は
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
の
貴
一

―
重
な

I
I意
思
表
示
I
I

。
し
つ
か
り
と
見
極
一

ー
め
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。
一

r
 _

_

 1
9

9

 _

_

_

_

_

_

_

_

_

_

 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 _
_
_
_
_
_
_
_
 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
l
l
_
L
 

投
・
開
票

投
票
所

1
1

七
カ
所
（
表
ー
①
）

投
票
時
間
1
1

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

開
票
所

1
1

一
カ
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7
時
か
ら

※
以
上
村
長
選
、
参
院
選
と
も
同
じ

〈
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
〉

7
月
5
日
公
示

7
月
2
3
日
投
票
日

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
平
成
元
年
7
月
4
日
。
た
だ

し
年
齢
は
選
挙
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
4
年
7
月
2
4

日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
元
年

4
月
4
日
以
前
（
4
月
4
日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

〈
村
長
選
挙
〉

7
月
1
8
日
告
示

7
月
2
3
日
投
票
日

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
平
成
元
年
7
月
1
7
日
。
た
だ

し
年
齢
は
選
挙
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
4
年
7
月
2
4

日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
元
年

4
月
1
7
日
以
前
（
4
月
1
7
日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
（
参
院
選
、
村
長
選
と

も
同
じ
）
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て

各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か
な
い

人
は
早
め
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

0
投
票
順
序

＊
入
口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
）
↓
参
院

選
選
挙
区
の
投
票
用
紙
を
受
け
る
↓
記

載
台
で
記
入
↓
投
票
箱
へ
↓
参
院
選
比

例
代
表
の
投
票
用
紙
を
受
け
る
↓
記
載

台
で
記
入
↓
投
票
箱
へ
↓
村
長
選
の
投

票
用
紙
を
受
け
る
↓
記
載
台
で
記
入
↓

投
票
箱
へ
↓
出
口

衡
投
票
用
紙
の
色
1
1

参
院
選
選
挙
区
…

薄
黄
色
。
参
院
選
比
例
代
表
…
白
色
。

村
長
選
…
白
色
。

長 選 挙

投
票
午
前
7

時
か
ら

〔明和村有権者数• H 元． 7. 4 現〕
※参院選登録

地区名
有 権 者 数
ヵ曰ヨ 女 計

斗合田 151人 145人 296人

下江黒 134 120 254 

上江黒 194 199 393 

千津井 225 230 455 

江 口 235 238 473 

田 島 220 201 421 

新 里 365 382 747 

中 クロ 255 259 514 

梅 原 322 338 660 

南大島 448 457 905 

大 輪 333 339 672 

JI I 俣 151 151 302 

須 カ貝ロ 181 193 374 

入ケ谷 44 48 92 

矢 島 252 257 509 

大佐貫 210 221 431 

計 3,720 3,778 7,498 

\ 両下肢、体幹、 心臓、じん臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸、
移動機能の障害 小腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

不
在
者
投
票

一
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、

｀
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

□
か
で
き
ま
す
。

―
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障

｀
舌
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、
又

口
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

ロ
叉
で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一
定
の

｀
卒
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。

一
（
表
A
参
照
）

―
郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

―
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、

-
”
郵
便
投
票
証
明
書
I
Iの
交
付
を
受
け

二
よ
き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票

ー
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
す

一
る
期
間
も
考
慮
し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ

゜

—
う、

I

ノ

-
A
 

]
衣
-
(
 

一
人

二
〇

一
き

]
で

‘‘ ー
カ一
票

ら
投

」
る

一
よ

—
I 

J
 

一
ー
い
『[

伎
〗
郵

郵
便
に
よ
る
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餐
¢

ず9,.....

疇て ふ、

川辺で遊んでいたら“危ないよ”と

一声かけてあげましょう゜

回
目
口
如
四
＇

来
春
め
ざ
し
て
急
ピ

群
馬
県
企
業
局
が
大
輪
地
内
に
進
め

て
い
る
「
明
和
工
業
団
地
造
成
事
業
」

が
、
こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
、
一
日
の
ベ

五
百
台
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
往
来
、
来
年

三
月
完
成
を
め
ざ
し
急
。
ヒ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
、
地
権
者
説
明

会
を
皮
切
り
に
工
業
団
地
造
成
事
業
の

具
体
化
ー
。
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な

会
合
を
経
て
、
意
見
調
整
等
が
行
わ
れ
、

以
来
、
地
権
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
着
工
の
運

事故のない

楽しい夏休みを

過ごそう
もうすぐ夏休み一、海・山・花火と心が

はずみます。でも、ちょっと待ってください
水の事故・交通事故・花火による事故が急増
するのもこの時期なのです。家庭・地域ぐる
みで互いに注意し合って楽しい夏休みを過ご
しましょう。

び
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
明
和
工
業
団
地
」
は
、
六
十

三
年
度
事
業
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
規
模
を
誇
り
ま
す
。
西
側
は
「
千
代

田
工
業
団
地
」
と
接
続
し
団
地
化
し
て

い
る
な
ど
工
業
立
地
に
は
好
条
件
、
既

に
大
手
企
業
数
社
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

造
成
面
積
は
お
よ
そ
四
十
一
ヘ
ク
タ

ツ
ー
ル
、
そ
の
中
に
は
公
園
も
計
画
さ
れ
。

る
な
ど
、
ま
さ
に
二
十
一
世
紀
を
展
望

し
た
、
工
業
化
が
急
速
に
進
む
東
毛
地

方
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
工
業
団
地
と
い

え
ま
す
。

村
で
は
、
こ
れ
を
活
性
化
の
第
一
歩

と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
を

ー
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ー

▼
安
全
な
場
所
を
考
え
る

▼
気
象
状
況
を
考
え
る

主:..:.： ーデ―:::.ニ

► 子どもだけで遊ばせない ► ほぐした

り、まとめて点火しない ► 水入りのバ

ケツを用意する

[ 7 月は社会を明るくする運動です
ヽ
ノ

七
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、
法
務
省
な
ど
が
主
唱
し
、
全

国
一
斉
に
「
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

「
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。

家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
努
め
よ
う
。

' /‘ 
'-~—` ` 9 

己" -三
夏の喋民交通安全運動

7 月 1 日～ 7 月 10日

I
-
1

馴
9
“

配
駅
＂
り
、

◎11139回
期心：，，，
主S ：法

底くする運動―
7月JB~3IB

ー

J
 

.

.
 j
 

ぅ
非
行

防
f
J

助
け
よ
う

立
ち
直
り

●,’’ビ

暑い夏．／疲労、気のゆるみ、解放感などか

ら事故が急増します。中でも、若者や、老人

子どもに関係した事故が目立ちます。ルール

を守り、事故にあわない、起こさないようみ

んなで注意しよう。

〔運動重点事項〕

►若者の暴走運転の防止 ► 子ども

と高齢者の交通事故防止 ► 過労運

転等の防止
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没全＋ ［第一一
r万顆工業［団函冨成古面

□菟！主＂＂歪正町•一"[1 号雨＃建願：冦 2Bi ：河本工業
ら分篇3匿ー～厘エ叉二紅訟約直蜆旦
i]坦臣庄諷：~1-＾ーーに［

▲建設重椴で急ピッチの造成現場

◄ 造成中の工業団地

案内略図

゜昭和63年度組合別税額及び完納回数

区分 収 入 済 額 連 続

組合名 組合員 税 額 完納回数

斗合田 87人 23,275,400円 26回

下江黒 83 23,965,100 25 

上江黒 136 25,613,500 17 

千津井 142 32,224,300 1 

江 口 151 29,840,800 19 

田 島 142 27,315,400 29 

南大島 306 60,682,900 12 

新 里 281 53,147,500 

中 公ロ 200 30,628,800 13 

梅 原 220 39,361,100 

111 俣 113 16,350,000 22 

須 カ貝ロ 119 22,831,500 17 

大 輪 217 34,573,600 3 

入ケ谷 34 8,085,600 30 

矢 島 160 42,622,800 22 

大佐貫 153 25,376,700 11 

計 2,544 495,895,000 

1 村（県）民税（特徴・法人分除く）

※対象とした税｛〇軽自動車税
0国民健康保険税〇固定資産税

l （村外、法人分除く）

昭
和
6
3年
度
納
税
完
納
表
彰
式
が
六

月
十
六
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

►

表
彰
式
風
景

し
た
。
村
内
十
六
納
税
組
合
長
、
館
林

税
務
署
長
、
館
林
財
務
事
務
所
長
、
村

議
会
議
長
ら
二
十
人
ほ
ど
が
出
席
。

今
回
は
十
四
組
合
が
完
納
さ
れ
ま
し

た
。
三
十
二
回
連
続
完
納
最
高
記
録
を

も
つ
梅
原
が
ス
ト
ッ
プ
、
新
里
は
前
回

同
様
完
納
な
ら
ず
で
し
た
。
代
っ
て
入

ケ
谷
が
連
続
3
0
回
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で

田
島
2
9回
、
斗
合
田

2
6回
、
下
江
黒

2
5

回
…
…
…
と
続
き
ま
す
。

こ
れ
等
の
成
果
は
、
納
税
者
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
に
よ
り

達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
式
で

は
、
こ
れ
等
の
ご
苦
労
に
対
し
、
村
長
、

来
賓
の
方
よ
り
祝
辞
、
感
謝
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
村
か
ら
完
納
さ
れ

た
組
合
に
表
彰
状
と
金
一
封
が
、
そ
の

ほ
か
の
組
合
に
は
努
力
賞
を
贈
り
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

入
ケ
谷
、

3
0回
連
続
で
ト
ッ
プ

納
税
完
納
表
彰
式
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ほ
く
た
ち
へ

I 
；｛い、后云点了ふ4』 II

中
谷
・

城
詰
和
弘
く
ん
の
絵
(
9歳
）

芸

術

千
津
井
・

奈
良
原
誠
く
ん
の
絵

(
1
2歳）

ミ
ニ

ミ
ニ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
父
母
、
お
友
達
、
ま
ん

が
、
イ
ラ
ス
ト
、
風
景
な
ど
何

ん
で
も
い
い
よ
／
．
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
役
場
広
報
係
に
送
っ
て
ね
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
も
忘
れ
ず

書
い
て
ね
／
．

「
お
父
さ
ん
」

....ふれあう母と子

松メ＂ル•一
、がJタンし 1 

な，
'.-• 

• -,ｷ /''<~ 

/ V,.  

J
,
 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

奈
良
原
き
く
の

江
森
政
美

瀬彗
下｛口

ーま
江つ

「
か
ほ
や
が
沼
」

グ
ル
ー
プ
名

グ
ル
ー
プ
名

帰
り
来
る
人
な
き
宵
を
玄
関
の
ド
ア
押
せ
ば
遠
き
ラ
イ
ト
に
真
対
ふ

福
寿
草
の
花
可
愛
け
れ
ど
毒
持
つ
か
秘
め
し
思
ひ
は
我
に
も
あ
れ
ど

う
れ
わ
ら
ペ

吾
が
短
歌
に
共
鳴
せ
し
と
ふ
村
人
の
共
に
憂
ふ
る
童
ら
の
こ
と

工
場
の
拡
張
と
ふ
子
に
一
徹
が
庭
師
に
つ
づ
き
地
下
足
袋
を
は
き
を
り

咲
き
誇
る
梅
林
の
小
径
を
縫
ひ
な
が
ら
友
と
選
び
ぬ
記
念
の
苗
木

帰
り
待
つ
孫
ら
へ
の
土
産
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
時
刻
気
に
し
つ
つ

あ
れ
も
こ
れ
も
と

た
よ
り

孫
息
ら
の
消
息
話
題
に
気
も
和
む
し
の
び
寄
る
夜
気
も
夜
半
も
気
付
か
ず 坂

上
千
枝
子

立
岡
正
夫

山
形
ト
メ

「
明
和
歌
会
」

戸 9
I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 
I 

I 

I 

こ
の
会
は
子
育
て
真
最
中
の
お
母

さ
ん
を
中
心
に
十
四
人
で
、
月
に
二

回
の
定
例
会
を
公
民
館
で
開
い
て
い

ま
す
。
他
に
保
育
園
や
児
童
館
の
「
お

た
の
し
み
会
」
に
出
向
い
た
り
、
移

動
図
書
に
同
行
し
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
集
ま
る
子
ど
も
達
に
読
み
き
か
せ

を
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
の
感
動
し
た
本
。

子
ど

鰭
よみきかせの会

代表

浦上

~~•{.. ~~~嗜こ想だ名

紀子

も
に
読
ん
で
あ
げ
た
い
絵
本
、
親
子

で
楽
し
む
本
…
…
そ
ん
な
も
の
に
巡

り
合
え
た
ら
、
お
互
い
に
交
換
発
表

を
行
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
皆
素
人
で

す
。
で
も
テ
レ
ビ
や
フ
ァ
ミ
コ
ン
の

画
面
で
は
味
ゎ
え
な
い
温
か
い
体
験

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

先
日
の
会
で
は
、
お
し
っ
こ
に
行

っ
た
子
が
な
か
な
か
戻
ら
ず
他
の
子

ど
も
達
が
待
ち
き
れ
な
い
の
で
、
絵

本
を
開
い
て
ニ
ペ
ー
ジ
程
読
み
進
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

や
っ
と
戻
っ
た
そ
の
子
は
、
「
最

初
か
ら
／
．
」
「
は
じ
め
っ
か
ら
”
~
」

と
読
み
手
に
要
求
し
ま
し
た
。
そ
の

お
母
さ
ん
は
表
紙
に
戻
し
て
、
題
名

か
ら
読
み
直
し
で
す
。
こ
ん
な
子
ど

も
達
が
た
く
さ
ん
／
＼
広
が
っ
て
い

く
事
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
な
く
て

は
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

• 

• 

⑤
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◎
対
象

1
1
村
内
在
住
・
在
勤
者
（
ダ

ブ
ル
ス
）

◎
期
日

1
1
8

月
6
日
⑪

か
こ
う
／
．
“

◎
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
の
既

婚
者
（
原
則
と
し
て
）
で
編
成
す

る
チ
ー
ム

◎
期
日

1
1
7

月
1
6
日
⑪

◎
会
場

1
1
社
会
体
育
館

◎
参
加
費
1
1

一
五
0
0
円

◎
申
込
み
・
問
合
せ
1
1

社
会
体
育
館

ヘテ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

◎
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

◎
参
加
費
1
1

一
組
に
つ
き
一
0
0
0
円

◎
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7

月
2
2
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
員
募
集

村
教
育
委
員
会
で
は
、
い
ま
す
き
間

世
代
に
人
気
急
上
昇
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
一
本
と
ボ
ー
ル
一
個

あ
れ
ば
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

講
習
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ち
が
っ
た
良
さ
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
ー

|
0

あ
か
ぎ
国
体
の
盛
上
が
り
を
い
つ
ま

で
も
ー
と
昭
和
5
9
年
か
ら
開
か
れ
て

い
る
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

大
会
が
今
年
も
五
月
二
十
八
日
、
県
営

陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
行
わ
れ

七
十
市
町
村
が
一
堂
に
集
い
ス
ポ
ー
ツ

等
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

村
か
ら
も
、
恩
田
義
雄
体
育
協
会
長

を
団
長
と
し
て
役
員
、
選
手
合
せ
て
百

人
近
く
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
さ

砂賀雅彦くん

（斗合田）

石井洋介くん

（南大島）

第
6

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

町
村
別
対
抗
）
結
果

（
市

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
村
の
部
、
総
合
五
位
で
し
た
。

〔
役
員
・
選
手
団
〕

▼
団
長
1
1

恩
田
義
雄
、
▼
旗
手
1
1

江

森
清
、
▼
役
員
1
1

始
沢
重
信
、
野
本
和

市
、
市
村
正
男
（
敬
称
略
）

▼
監
督
1
1

新
井
恒
夫
、
選
手
1
1

飯
塚

徳
重
、
大
谷
直
子
、
久
保
口
喜
代
美
、

小
平
弘
、
笠
井
健
雄
、
石
川
季
代
、
石

崎
義
弘
、
新
井
美
佳
、
新
島
邦
彦
、
黒

沢
美
幸
、
川
島
睦
男
、
江
森
清
、
瀬
下

蒼
小
学
校
1
.
2
年
の
部

優
勝

1
1

砂
賀
雅
彦
（
東
小

2
)

〇
小
学
校
5
.
6
年
の
部

3

位
1
1

北
堀
智
久

※
入
賞
し
た
三
人

（
西
小5
)

北堀智久くん

（中 谷）

（
村
入
賞
者
の
み

参
加
チ
ー
ム
募
集

叩

か
い
た
／
．
“

第
7

回
館
林
警
察
署
管
内

少
年
剣
道
大
会
結
果

I
l
l
中
学
2
年
の
部

2

位
1
1

石
井
洋
介

（
明
中2
)

〔
敬
称
略
〕

8
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ぃ
I
Iい
い
汗

幸

※申込み・問合せは

社会体育館へ

I
Iい
い
汗

1
2
0
0

メ
ー
ト
ル
]

〖
予
選1位
、
決
勝
2
位

嘉
彦

〔
綱
引
き1
回
戦
〕 （

敬
称
略
）

▼
監
督
1
1

蓮
見
行
雄
、
選
手
1
1

野
本

貴
義
、
吉
田
元
紀
、
立
木
留
吉
、
黒
沢

幸
雄
、
関
口
武
美
、
本
沢
久
雄
、
本
沢

正
、
本
沢
稔
、
飯
野
元
文
、
篠
原
喜
次
、

森
尻
富
雄
、
島
田
高
志
、
立
川
祐
一
、

峯
崎
正
春
、
奈
良
文
男
、
田
村
好
雄
、

橋
本
敏
男
、
原
島
重
夫
、
上
野
正
博
、

高
橋
一
弘
、
阿
部
繁
美
、
武
井
英
夫
、

石
村
吉
久
、
島
田
幸
保
、
黒
沢
千
枝
子
、

吉
永
栄
子
、
黒
沢
君
江
、
黒
沢
美
代
子
、

石
丸
和
子
、
杉
田
み
や
子
、
森
尻
悦
子
、

島
田
勝
子
、
島
田
英
子
、
小
島
愛
子
、

森
原
け
い
子
、
多
田
勝
江
、
江
森
や
よ

江
、
関
口
博
子
、
高
野
静
江
、
田
村

ト
ヨ
子
、
長
谷
川
幸
子
、
野
本
幸
子
、

野
本
厚
子
、
峯
崎
京
子
、
秋
野
公
江
、

奈
良
原
紀
美
恵
、
阿
部
利
江
、
岩
瀬

佳
子
（
敬
称
略
）

年
代
混
合
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〗

〖
2
回
戦

▼
監
督
1
1

岡
安
勇
、
選
手
1
1

岡
安

勇
、
鯉
沼
実
、
金
子
勇
、
岡
安
み
や

子
、
秋
野
公
江
、
本
沢
寒
次
、
早
川

幸
男
（
敬
称
略
）

4
 

2
 

ー

4
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第334号 広 報 め い わ 平成元年 7 月 10 日 (8) 

親
子
の
ふ
れ
合
い
を
も
っ
と
深
め
よ
う
ー
—
と
、
中
央
幼
稚
園

と
東
幼
稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ニ
運
動
会
（
保
育
参
観
）
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
、
綱
引
き
、
遊
戯
、
親
子
リ
レ
ー
な
ど
十
種
目
に
笑
顔

と
歓
声
が
園
庭
（
館
内
）
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

主
と
し
て
父
親
が
参
加
。
一
っ
ひ
と
つ
ゲ
ー
ム
に
ぴ
っ
た
り
呼

吸
を
合
わ
せ
親
子
そ
ろ
っ
て
、
半
日
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講
習
会
が
六
月
二
十
五
日
、
利
根
川
総
合
運
動

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

希
望
者
（
主
に
婦
人
層
）
3
0
人
ほ
ど
が
参
加
。
「
あ
ら
あ
…
…
」
、
「
あ

れ
れ
」
を
連
発
し
な
が
ら
も
「
気
軽
に
や
れ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
」

と
楽
し
そ
う
に
村
体
育
指
導
委
員
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
鳥
取
県
泊
村
が
発
祥
地
。
ス
テ
ィ
ッ

ク
一
本
と
ボ
ー
ル
が
あ
れ
ば

0
k

、
気
軽
に
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、
た

だ
い
ま
中
年
層
を
中
心
に
人
気
急
上
昇
中
で
す
。

親
子
そ
ろ
っ
て

さ
わ
や
か
な
汗

ジャンボカボチャづくりに

みんなでチャレンジ。西小

西
小
学
校
児
童
が
「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
」
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
小
さ
い
子
も
大
き
い
子
も
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
（
異
年
齢
集
団
活
動
）
と
通
学
班
単
位
で
の
試
み
で

す
。
六
月
四
日
、
苗
木
二
百
本
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ネ
を
無
料
提
供
し
た
坂
上
明
和
農
協
長
や
育
苗
し
た

斉
藤
雅
万
さ
ん
か
ら
、
い
わ
れ
や
栽
培
ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ

に
一
個
5
0
k
g
以
上
に
も
な
る
と
聞
き
ビ
ッ
ク
リ
す
る
児
童

た
ち
。
秋
に
は
出
来
栄
え
コ
ン
テ
ス
ト
も
計
画
さ
れ
、
夢

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

気軽なグラウンドゴルフ
中年層に人気。



(9) 平成元年 7 月 10 日 広 報 め い わ 第334号

壽
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広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事など一なんでも結構

です。情報をお寄せください。
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館
林
地
区
消
防
組
合
で
は
、
梅
雨
、
集
中
豪
雨
な
ど
ー
、
出

水
期
を
迎
え
た
六
月
四
日
早
朝
、
有
事
に
備
え
水
防
工
法
講
習
会

を
大
輪
地
先
の
利
根
川
提
防
で
行
い
ま
し
た
。
明
和
消
防
団
を
は

じ
め
管
内
の
班
長
ク
ラ
ス
以
上
の
団
員
な
ど
百
四
十
七
人
が
参
加
。

館
林
土
木
事
務
所
職
員
の
指
導
で
、
積
土
の
う
、
月
の
輪
、
五

徳
縫
い
な
ど
九
工
法
を
実
演
。
本
番
さ
な
が
ら
、
習
得
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

消防団員有事に備え

水防工法講習会

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」

村
教
育
委
員
会
主
催
で
恒
例
の
ゴ
ル

フ
教
室
が
館
林
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
五
・
六
月
の
夜
間
の
ベ

十
日
間
。
勤
め
帰
り
の
O
L

や
主
婦
が

多
く
、
受
講
生
二

0
人
中
半
数
以
上
が

女
性
と
あ
っ
て
華
か
に
進
め
ら
れ
ま
じ

た
。

「
レ
ッ
ス
ン
生
も
そ
う
多
く
な
く
、

わ
か
り
や
す
く
親
切
に
お
教
え
て
も
ら

え
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
早
く
本
コ
ー

ス
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す

ね
」
と
意
欲
的
な
参
加
者
た
ち
—

|
0

今
回
も
ゴ
ル
フ
ベ
テ
ラ
ン
の
飯
塚
正
弘

さ
ん
（
江
口
）
の
指
導
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
教
室



第334号 広 報 め い わ 平成元年 7 月 10 日 (10) 

募
集
し
ま
す

役
場
職
員

平
成
2

年
度

明
和
村
役
場
で
は
、
平
成
2

年
度
採

用
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
。

〇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

昭
和
4
1
年4

月
2
日
か
ら

4
7年
4
月
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
（
平
成
2

年
4

月
1

日

現
在
で
、
満
1
8
歳
か
ら
2
3
歳
）
で
、

高
卒
以
上
の
学
歴
の
あ
る
者

〇
申
し
込
み
期
間
1
1

元
年
8

月
1
日
か

ら

8
月

3
1日

〇
申
し
込
み
先
1
1

役
場
総
務
課

〇
採
用
予
定
人
員
1
1

若
干
名

0

試
験

1
1

県
の
統
一
試
験
（
第
一
次
）

試
験
日
1
1
1
0
月
1
日
⑪

会
場

1
1

県
立
前
橋
商
業
高
等
学
校

申
し
込
み
用
紙
等
は
、
役
場
総
務
課

0

テ
ー
マ
▽
作
文
1
1
生
涯
学
習
に
関
す

る
内
容
で
、
題
名
は
自
由
。
4
0
0
字
詰

原
稿
用
紙
3
枚
程
度
▽
標
語
1
1

生
涯

生
涯
学
習
作
文
・
標
語

ご
応
募
く
だ
さ
い

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

教
養
を
高
め
よ
う

票
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

0

初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
夜
間
コ
ー
ス
）

▽
内
容
1
1
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
基
礎
▽
期

日

1
1
8

月
1
0
日
1
9
月
7
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
6
時
3
0
分
1
9
時
3
0

分
▽
対
象
1
1
初
心
者
3
0
人
▽
費
用
1
1

無
料
▽
申
し
込
み
期
間
1
1
7
月
1
6
日

凹
1
7

月

2
3日
佃

0

芸
術
文
化
専
門
講
座
（
水
彩
画
）

▽
内
容
1
1

静
物
、
人
物
、
風
景
画
を

通
し
て
の
水
彩
画
の
描
き
方
▽
期
日

1
1
9
月
7
日
1
1
0
月1
9日
の
毎
週
木

曜
日
午
後
1
時
3
0
分
1
3
時
3
0
分

▽
対
象
1
1
県
民
一
般
3
0
人
▽
費
用
1
1

3
0
0
0
円
▽
申
し
込
み
期
間
1
1
7

月
2
5
日
因18

月
2
2
日
因

0

夏
休
み
親
子
映
画
会
（
ス
タ
ー
ウ
ォ

ー
ズ
）

▽
期
日
1
1
7
月
2
9
日
田
午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
▽
定
員
1
1
7
2
人
▽

費
用
1
1

無
料

会
場
は
い
ず
れ
も
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
(
6
0

2
7
2
|
2
4
1
5
7
0
0
)
へ

学
習
の
意
義
、
実
践
方
法
、
参
加
の

あ
り
方
な
ど
。
1
人
3
点
以
内

0

対
象
▽
作
文

1
1

県
内
に
在
学
、
在

住
、
在
勤
す
る
小
学
4
年
生
以
上
の

方
▽
標
語
1
1
県
内
に
在
学
、
在
住
、

在
勤
す
る
高
校
生
以
上
の
方

〇
応
募
方
法
1
1

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学

校
名
、
学
年
を
添
え
て
9
月
5
日
因

ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
送
付
先
1
1〒
3
7
1
前
橋
市
文
京
町
二

丁
目
1
9ー

1
8
闘
群
馬
県
教
育
文
化

事
業
団
「
生
涯
学
習
作
文
・
標
語
募

集
」
係

※
詳
し
く
は
、
事
業
団
（
6
0
2
7
2

|
2
4
|
3
9
6
0
)へ

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
県
政
参

加
と
、
よ
り
開
か
れ
た
県
政
の
実
現
を

目
指
し
、
昭
和
6
1
年
度
か
ら
情
報
公
開

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
基

づ
き
、
県
が
保
有
す
る
公
文
書
の
閲
覧
、

写
し
の
交
付
を
行
う
も
の
で
す
。

公
開
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
十
分
保
護
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、

行
政
相
談
、

各
種
行
政
案
内

情
報
公
開
し
て
い
ま
す

群
馬
県
は

•• サ
聞詳 7
紙し月マ
上く 17 I 
には日ミ）
発‘（月）ヤ

9 h 阜か 訊胃れ 17
ま日約

す° （新の月) 付受

お
年
寄
り
や
そ
の
家
族
の
方
が
、
日

常
生
活
の
中
で
か
か
え
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
る
「
高
齢
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

I
.

0

な
ん
で
も
相
談
午
前
9
時

1

午
後

5
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

〇
専
門
相
談
午
後
2
時
1
4
後
（
医

療
に
つ
い
て
は
午
後

1

時
1
3
時
）

◆
年
金
・
保
険
毎
週
火
曜
日

◆
介
護
毎
週
水
曜
日

◆
医
療
毎
週
木
曜
日

◆
法
律
毎
週
金
曜
日

た
だ
し
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
認
月
2
9
日
1
1
月
3
日
）
と
第
2
.

第
4

土
曜
日
は
休
み
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
高
齢
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
(
6
0
2
7
2
|
3
3
|
3

1
1
1
)
へ

に
お
応
え
し
ま
す

心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と

も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
、
館
林
財
務
事
所

地
域
振
興
室
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
財
務
事
務
所
地
域

振
興
室
（
6
7
2
|
4
4
6
1
)
へ

0

毎
月
第
3
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

＼
午
後
3

時

0

会
場

1
1
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

年
8
月
は
、
都
合
に
よ
り
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 金

相

談

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

0

日
時
1
1
7
月
1
4
日
②

1
0
時
ー
午
後
3
時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

午
前

0

日
時
1
1
7
月
2
0
日
困
午
前

9
時
3
0
分
＼
1
0
時
3
0
分
受
付

8
月
1
日
閲
午
後
1
時
＼
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

0

毎
月
第
2
木
曜
日
の
午
後
一
時

1
2
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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バ
イ
ク
に
も

ご
存
じ
で
す
か

建
設
業
退
職
金
制
度

建
設
業
を
営
む
方
、
建
設
現
場
で
働

＜
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た
「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和

3
9年
に
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
作
ら
れ
た
制

度
で
す
。
特
色
は
、
一
般
の
退
職
金
の

よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た
時

支
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業

と
い
う
―
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
限
り
、

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
全
部
を
通
算
し

て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
、

確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め
て
有
利
な

利
回
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で

1
2万
の
事
業
主
、
1
7
0

万
人
の
労
働
者
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、

退
職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す
で
に

4
7万
人
の
労
働
者
が
退
職
金
を
受
け
取

り
、
そ
の
額
は
1
0
9
1

億
円
を
超
え

て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
建
退
共
群
馬
支
部

(
6
0
2
7

2
|
5
2
|
1
6
6
9
)
へ

自
賠
責
保
険
を

原
動
機
付
自
転
車
（
バ
イ
ク
）
に
は
、

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
へ
の
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
は
、

6
5
.
6％
と
極
め
て
低
く
全
国
で
ワ
ー

ス
ト

4

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
①
新
車
購
入
時

に
は
加
入
す
る
が
、
そ
の
後
更
新
し
な

い
で
乗
っ
て
い
る

(
1
5
%
)
②
廃
車
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
廃
車
手
続
き

を
し
な
い

(
2
0
%
)
以
上
の
2

点
が
街
頭

検
査
の
実
績
等
で
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
救
済

を
図
る
た
め
に
も
、
必
ず
自
賠
責
保
険

（
共
済
）
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

写
真
貼
替
が
必
要

平
成
元
年
4

月
1

日
か
ら
、
危
険
物

取
扱
者
・
消
防
設
備
士
に
関
す
る
法
令

が
改
正
さ
れ
、
1
0年
に
1

回
の
写
真
の

貼
り
替
え
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
平
成
元
年
3

月

3
1日
ま
で

に
交
付
さ
れ
た
免
状
を
お
持
ち
の
方
は
、

1
0年
以
上
経
過
し
て
も
、
平
成

4

年
3

月

3
1日
ま
で
に
写
真
を
貼
り
替
え
れ
ば

良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
閲
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
群
馬
支
部

(
6
0
2
7
2
|
2
1
|

4
9
1
3
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ì

o
 

し

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

ホ
ッ
ク
ニ
ー
展

0

名
称

1
1

「
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ホ
ッ

ク
ニ
ー
展
」

0

期
日

1
1
7

月

1
5日
田
1
8

月

1
3日

⑪
（
月
曜
日
は
休
館
）

0

開
館

1
1
午
前
9

時
3
0分
1

午
後
5

時
（
入
館
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で
）

0

会
場

1
1
県
立
近
代
美
術
館

※
詳
し
く
は
、
美
術
館

(
6
0
2
7
3

ー

4
6
|
5
5
6
0
)
へ

危
険
物
免
状
等
に

板
倉
町
で
は
、
ナ
マ
ズ
の
生
態
と
、

動
向
を
調
査
を
す
る
た
め
、
谷
田
川
に

背
び
れ
に
標
識
を
つ
け
た
ナ
マ
ズ
を
放

流
し
ま
し
た
。

採
捕
さ
れ
た
方
は
、
年
月
日
、
場
所
、

尾
数
（
全
長
、
体
重
）
を
板
倉
町
役
場

つ
い
て
た
ら
、
ご
連
絡
を

ナ
マ
ズ
に
標
識
が

〇
資
格

1
1

警
察
官
A
.
B

…
昭
和
3
7

年
4

月
2

日

1
4
7年
4

月
1

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、

A

は
大
学
卒

業
（
見
込
み
含
）
、B
は
、
そ
れ
以
外

の
方

交
通
巡
視
員
…
昭
和

4
1年
4

月
2

日

\
4
7年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た

女
子

〇
受
付

1
1
7

月

1
7日
向
＼
8

月

2
5日

②
 

※
詳
し
く
は
、
館
林
警
察
署
（
6
7
2
|

5
4
5
4
)
へ

0

名
称

1
1

「
岩
宿
遺
跡
4
0年
ー
赤
土

に
ひ
そ
む
文
化
ー
」

0

期
日

1
1
7

月

2
1日
②
1
8

月

3
1日

⑪
（
月
曜
日
は
休
館
）

0

開
館

1
1

午
前
9

時
3
0分
1

午
後
5

時
（
入
館
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で
）

0

会
場

1
1

県
立
歴
史
博
物
館

※
詳
し
く
は
、
博
物
館

(
6
0
2
7
3

|
4
6
|
5
5
2
2
)
へ

ご
紹
介
し
ま
す

岩
宿
遺
跡
の
4
0年

あ
な
た
も
警
察
官
に

な
つ
て
み
ま
せ
ん
か

村 の ス
っ

ーゞ

し
き

7 月

11 日 文化財保護調査委員会議

子ども会指導者研修会

投票総参加推進大会

危険物収集（ガラス・セ

トモノ・乾電池）

青少年健全育成連絡会議

農業委員会

23 日｛参議院議員通常選挙

明和村長選挙

14 日

15 日

16 日

18 日

21 日

ヶ

8 月

1 日

6 日

胃の集団検診 (2 • 4 • 

17 日）

夏休み優良映画会（子ど

も向き）

午
前
1
0
時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

0

期
日

1
1
7

月

2
2日
田
1
9

月

1
0日

凹
（
月
曜
日
は
休
館
）

0

開
館

1
1
午
前
9

時
3
0分
1

午
後
5

時
（
入
館
午
後
4

時
3
0分
ま
で
）

0

会
場

1
1

県
立
自
然
科
学
資
料
館

※
詳
し
く
は
、
資
料
館

(
6
0
2
7
4

ー
6
2
ー2
0
4
2
)
へ

0

日
時

1
1
7

月

2
8日
②

3
0分
＼
午
後
3

時

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
5
1名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
の
納
め

固
定
資
産
税
、
国
民
年
金
、

で
す
。

納
期
限
は
、
7

月

3
1日
で
す
。

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
料

期
限

企
画
展

「
世
界
の
虫
・
群
馬
の
虫
」

農
政
課
（
6
8
2
|
1
1
1
1
)

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
で
ご

予定ですので変わる場合もあります。

屯
樽
見
清
作
さ
ん
（
矢
島
）
は
三
万
円
を

＊
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
は
一
万

円
を

卍
泉
田
廣
さ
ん
（
須
賀
）
は
五
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

塁てからし ; 更; 1冬— 

千代田

日 月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

7 月 16 日
古屋（恒）医院川田（耳）医院 堀越医院云（73)4151 岡田医院 橋本医院

曜 云（63)6161 ff (72) 3314 増田医院云（72)1387 云（72)3163 云（82)1150 

7 月 23 日
横田医院原医院 阿久津医院云（72)3315 宇沢病院 館林地区が

当 ff (72) 0255 云（72)1936 田内医院云（72)3855 云（74)8761 担当します

7 月 30 日
真中医院川村医院 須田医院云（72)0862 海宝医院 小西医院

番 云（72)1630 ff (72) 1337 多々良診療所 云（72)3060 ff (74) 0811 云 (86)2261 

8 月 6 日
浜野医院川田医院 大塚医院ff(72) 0176 館林医院 増田医院

医
云 (88)5678 ff (72) 3724 ゆたか医院云（73)7308 云（74)2112 云 (82)2255 

8 月 13 日
白沢医院後藤（康）医院 後藤（康）医院ff (72)3975 寺内医院 竹越医院

ff (72) 1600 ff (72) 3975 云（72)3031 云 (84)3137 

6 月の

芦｀
救急車出動回数
●交通事故 8 件

●急病 6 件

•その他 2 件

•計 16 件

三00°゜
7 月は

r青少年を非行から守る
全国強調月間立了す。

新
里
・
2

歳

松；

原；

さ
ゆ
み
沙
由
美
ち
ゃ
ん

〇沙由美ちゃん「救急箱が大好き一ー。大き

くなったら看護婦さんになって、ケガした

人や病気の人をみてあげるの……」。

〇お母さん………「好き、きらいをしないで

なんでも食べて、元気に、のびのびと明る

くやさしい子になってほしいですね」。

〔松原一雄・芳江さんの長女〕

※広報係では、「わが家の華」の登場者を募集

しています。どしどし応募、ご連絡ください。

七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月

間
」
で
す
。
夏
休
み
に
入
る
と
、
解
放
感
か
ら
子
ど
も

の
心
が
ゆ
が
み
、
非
行
に
は
し
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

小
・
中
・
高
校
生
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
ご
両
親
に
は

頭
の
痛
い
季
節
で
す
。

少
年
非
行
は
、
戦
後
第
三
の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
て
久

し
く
、
こ
こ
数
年
、
高
い
状
態
で
稚
移
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
か
「
い
じ
め
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
新

た
な
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
、
法
の

改
正
、
警
察
の
取
締
り
強
化
な
ど
で
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
暴
走
族
が
近
年
、
再
び
急
増
し
始
め
た
こ
と
が
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
約
三
万
七
千
人
と
い
わ
れ
る

暴
走
族
—
ー
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
長
期
休
暇
、
気
の
ゆ
る
み

と
い
う
具
合
に
、
や
や
も
す
る
と
非
行
に
走
り
や
す
い

環
境
が
整
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
が
―
つ
の
分
岐
点
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
関
心
を
持

ち
、
非
行
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

韻
5
箇
止
に
讐
め
よ
う
！

゜
゜

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
開

阿
部
竹
次
郎

7
2
隆
雄
斗
合
田
％

篠
木
久
司

8
7
久
四
郎
大
佐
貫
％

泉
田
千
代
吉

8
5

廣
須
賀
％

今
成
三
郎

6
1

茂
美
千
津
井
％

大
野
ち
ゃ
う

9
2
茂
次
矢
島
知

早恩小柿関石蓮青酒
川田林沼口村見木井氏

1
1

お
く
や
み
I
I

瑠る 里魯 真辞綾佳か敏将昇名
美み翼臼底守実み香里訂申達と

文敬秀宏 敏知 成保
隆幹護

之次夫行 文宏 樹者

長ニニ長ニニ長長二続
女男女男女女女男男柄

大川南田下大斗新中地
大 江佐合

輪俣島島黒貫田里谷区

％：％％％％％％％％闘

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

`<
お
く
や
み
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こ
の
八
月
一
日
に
明

村
民
の
皆
様
、
大
変
失
礼
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
広
報
紙
を
通
じ
、
村
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。前

村
長
が
去
る
六
月
三
十
日
を
も

っ
て
辞
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
七
月

二
十
三
日
執
行
さ
れ
ま
し
た
明
和
村

長
選
挙
に
あ
た
り
、
皆
様
か
ら
格
別

な
る
ご
支
援
と
温
か
い
ご
指
導
等
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ
。t
 お陰

を
も
ち
ま
し
て
不
肖
私
無
競

争
当
選
と
い
う
輝
か
し
い
栄
誉
に
浴

す
る
こ
と
が
で
き
、
感
激
に
た
え
ま

せ
ん
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民
各
位
の
熱

烈
な
る
ご
声
援
と
ご
鞭
撻
ご
協
力
に

よ
り
、
成
し
遂
げ
ら
れ
た
成
果
で
あ

り
ま
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、

和
村
長
と
し
て
初
登
庁
い
た
し
、
今
更

な
が
ら
責
務
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

身
に
感
じ
、
一
万
有
余
の
明
和
村
民
の

代
表
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
り
浅
学
非

オ
、
し
か
も
初
め
て
の
大
任
に
て
、
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

危
惧
の
念
を
い
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す

が
幸
い
、
皆
様
の
理
解
あ
る
ご
協
力
と

ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、
全
力
を
傾
注

し
村
政
発
展
と
住
民
福
祉
の
た
め
努
力

を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
も

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
村
民
の
皆
様
、
前
任
者
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
ご
厚
情
と
同
様

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
村
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

----, 

づ活
くカ
り と
L—っ..,. 
をる
骨お
子い
にの
全あ
力る
を ‘ 

値郷
注土

明和村長

斎藤 憲

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
私
は
十
五
年
間
、
立
派
に
成

し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
奈
良
村
政

を
継
承
し
、
前
村
長
に
対
し
深
い
感

謝
と
敬
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
前

村
長
が
推
進
し
て
き
た
「
活
力
と
う

る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
骨

子
と
し
て
、
国
道
―
二
二
号
線
を
主

体
と
し
た
道
路
網
の
整
備
、
農
業
振

興
、
工
業
団
地
造
成
、
優
良
企
業
の

誘
致
、
住
宅
団
地
造
成
な
ど
に
よ
り

明
和
村
の
躍
進
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
、
私
は
健
康
に
恵
ま

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
内
の
隅
々

ま
で
足
を
運
び
、
よ
く
こ
の
目
で
見

極
め
、
肌
で
感
じ
、
生
の
声
を
拝
聴

し
皆
様
と
の
対
話
に
よ
る
、
活
力
あ

る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
、

温
か
い
血
の
通
っ
た
行
政
を
進
め
て

◄

初
登
庁
し
た
村
長

一

斎藤村長、 初登庁
_~ 

乙►`

村
職
員
ら
が
出
迎
え

明
和
村
長
に
当
選
さ
れ
た
斎
藤
憲
村
長
は
、

八
月
一
日
、
初
登
庁
ー
|
°
庁
用
車
で
役
場
玄

関
前
に
到
着
。
村
議
会
議
員
、
関
口
助
役
、
宮

沢
収
入
役
、
野
木
村
教
育
長
、
明
和
分
署
員
、

村
職
員
ら
百
人
ほ
ど
が
出
迎
え
る
な
か
、
後
援

会
関
係
者
ら
と
一
緒
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

出
迎
え
の
人
た
ち
か
ら
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
祝
福
の
こ
と
ば
や
女
子
職
員
か
ら

の
花
束
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
笑
顔
で
こ
た
え
、
盛
大

な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
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消
費
税
、
政
治
改
革
な
ど
を
争
点
に

し
た
第
十
五
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
七
月
五
日
公
示
、
二
十
三
日
投
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
選
挙
区
で
は
、
二
議
席
を
め

ぐ
り
七
人
が
立
候
補
、
か
つ
て
な
い
激

1IIIIIIIIIIIIIIIIIIII9111111_1

•

IIIIIIIIIII

J 

一
明
和
村
長
に

一
斎
藤
憲
さ
ん
—

一
無
投
票
当
選
―

一
奈
良
村
長
辞
職
に
伴
う
、
村
長
一

一
選
挙
は
七
月
十
八
日
告
示
、
二
十
一

―
三
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
｛

一
た
が
、
立
候
補
者
は
、
斎
藤
憲
さ
―

―
ん
一
人
で
あ
っ
た
た
め
無
投
票
当
一

ー
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

＿
斎
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
四
年
八
―

＿
月
、
明
和
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
一

一
以
来
、
平
成
元
年
七
月
ま
で
議
員
一

―
と
し
て
活
躍
。
そ
の
間
、
副
議
長
、
一

―
議
長
、
邑
楽
郡
議
長
会
副
会
長
な
一

一
ど
を
歴
任
し
議
会
人
と
し
て
村
政
一

一
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

一
斎
藤
さ
ん
は
歴
代
、
五
代
目
の
一

一
村
長
と
な
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
一

―
ご
ざ
い
ま
し
た
。

r
1
1
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
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1
1
1
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1
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L

角
田
氏
．

参院選比例代表上位15
※明和村分

A 兄 名 得票数

自 由民主党 2,325票

日 本社会党 1,910 

公 明 た兄ら 535 

民 社 乎兄 187 

税 金 乎兄 162 

日本共産党 159 

スポーツ平和党 105 

年 金 乎兄 77 

第二院クラブ 68 

サラリーマン新党 60 

社会主義労働者党 39 

進 歩 乎兄 33 

エイズ根絶性病撲滅
28 

国民運動太腸新党

新自由クラブ 27 

u F 

゜
叫兄 18 

0
参
院
選
（
選
挙
区
・
比
例
代
表
）

〈
明
和
村
の
投
票
結
果
〉

梅
沢

参
院
選
終
わ
る

し
い
選
挙
載
を
展
開
ー
。
そ
の
結
果
、

角
田
義
一
氏
と
山
本
富
雄
氏
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

一
方
、
投
票
率
（
県
下
）
は
、
前
回
昭

和
六
十
一
年
七
月
の
衆
・
参
同
時
選
挙

よ
り
九
．
―
-
％
低
か
っ
た
も
の
の
、

前
々
回
五
十
八
年
六
月
の
参
院
選
単
独

よ
り
三
・
五
七
％
高
い
七
一
・
ニ
三
％
。

本
村
で
は
、
八
四
・

0
四
％
と
六
十

一
年
の
衆
・
参
同
時
選
挙
よ
り
六
•
三

九
％
低
く
、
ま
た
、
五
十
八
年
六
月
の

参
院
選
単
独
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。

本
村
は
邑
楽
郡
内
で
は
も
ち
ろ
ん
、

全
県
下
で
も
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
、
今

回
も
県
平
均
七
一
・
ニ
三
％
を
―
ニ
・

八
一
％
も
上
回
る
好
成
績
で
し
た
。

上
村 参

院
選
選
挙
区
]

〖
群
馬
県
下

山
本
氏
当
選

〇
当
日
有
権
者
数

0

投
票
者
数

（
有
効
票

（
無
効
票

（
不
受
理

〇
棄
権
者
数

0

投
票
率

※投票率 84.04% 

七
四
九
二
人

六
二
九
六
人

六
一
〇
九
票
）

一
八
六
票
）

一
票
）

―
―
九
六
人

八
四
．

0
四
％

〇
候
補
者
別
得
票
数

®
角
田
義
一
⑫
・
社
新

四
四
万
二
八
九
七
票

⑤
山
本
富
雄
闘
・
自
前

ニ
四
万
0

一
五
二
票

®
最
上
進
⑬
・
自
前一

三
万
0
二
八
一
票

駒
井
実
⑱
・
無
新―

二
万
四
五
八
二
票

小
野
寺
慶
吾
詞
・
共
新

四
万
0
七
四
七
票

勝
男
⑭
・
無
新

三
七
九
七
票

道
喜
⑬
・
諸
新

三
0
四
七
票

（
敬
称
略
）

参院選明和村地区別投票状況

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 296人 263人 33人 88.85% 3 位

下江黒 255 231 24 90.59 2 

上江黒 393 331 62 84.22 8 

千津井 454 399 55 87.89 5 

江口 474 384 90 81.01 14 

田島 420 352 68 83 81 10 

南大島 903 739 164 81.84 13 

新里 744 623 121 83 74 11 

中谷 517 402 115 77 76 16 

梅原 659 532 127 80.73 15 

川俣 301 262 39 87.04 7 

須賀 372 326 46 87 63 6 

大輪 670 555 115 82.84 12 

入ケ谷 92 87 5 94 57 1 

矢島 511 430 81 84.15 , 
大佐貫 431 380 51 88 17 4 

計 7,492 6,296 1,196 84.04 

＼邑楽郡内投票結果（群馬県選挙区）
角田、山本、最上、駒井……の順

投票率

゜

咀和村がトッフ

旧：――~~—竺者 梅沢道喜 最上進 角田義一 小野寺慶吾 山本富雄

明 和 村 23票 1,201票 2,166票 163票 1,797票

板 倉 町 39 1,241 2,664 249 3,751 

千代田町 36 1,200 2,634 190 1,906 

大 泉 町 82 1,981 9,200 511 3,614 

邑 フン白く 町 67 1,485 6,125 386 3,248 

計 247 7,108 22,789 1,499 14,316 

元者 上村勝男 駒井実 計 投票率

明 和 村 28票 731票 6,109票 84.04% 

板 倉 町 55 1,158 9,157 80.62 

千代田町 43 426 6,435 80 20 

大 泉 町 138 1,828 17,354 67.33 

邑 禾）白く 町 165 1,203 12,679 73.94 

計 429 5,346 51,734 74.36 



第335号 広 報 め い わ 平成元年 8 月 10 日 (4) 

危険物収集は

奇数月の「第 2

年 6 回集めま～す……

危険物持ち出し場所一覧表（表ーA)

、第 3 日曜日」です。

行政区 持 ち 出 し 場 所

斗合田 斗合田集落センター

下江黒 下江黒集荷所

上江黒 宝寿寺
千津井 千津井集落センター

江 D 江口隼荷所

田島 田島長良神社

南大島 七軒集荷所、南大烏集会所、稲荷山集荷所

新里 新里天神様

中谷 中谷教学院

梅原 梅原下集会所、三島神社

川俣 川俣公民館

須質 須賀公民館

大輪 大輪下公民館、大輪上公民館

入ケ谷 入ケ谷集会所

矢島 矢島公民館

大佐貫 大佐貫農構改善センター

危
険
物
収
集
|
|
。
従
来
、
年
三
回

で
し
た
が
今
年
度
か
ら
年
六
回
収
集
す

る
こ
と
に
な
り
、
先
月
二
回
目
の
収
集

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
属
類
の
収
集
日
は
、
す
べ
て
奇
数

月
の
第
二
日
曜
日
、
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ

ノ
・
乾
電
池
は
す
べ
て
奇
数
月
の
第
三

日
曜
日
と
な
り
定
期
の
年
間
計
画
が
決

ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
持
ち
出
し
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

0
金
属
類

9
月
1
0
日
国
、
1
1
月
認
日
⑪
、
平
成

2
年
1
月
1
4
日
⑪
、
3
月
1
1
日
凹
゜

持
ち
出
し
時
間
は
午
前
8

時
3
0分
か

ら
午
後
5

時
（
冬
季
4

時
）
ま
で
。

0
ガ
ラ
ス
・
セ
ト
モ
ノ
・
乾
電
池

9

月
1
7
日
閲
、
1
1
月
1
9
日
⑪
、
平
成

減
星
に
ご
協
力

2
年
1

月

2
1日
⑪
、
3
月
1
8
日
⑪
。

持
ち
出
し
時
間
は
午
前
8
時
3
0分
か
ロ

ら
午
後
5

時
（
冬
季
4

時
）
ま
で
。

〇
収
集
場
所
別
表
I
A
の
と
お
り

こ
れ
は
、
も
っ
と
収
集
回
数
を
増
し

て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
等
を
受
け
、
衛

生
協
力
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
合
議
、

協
力
を
い
た
だ
き
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

金
属
類
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
粗
大

ゴ
ミ
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
、
節
約
、
物
を

大
切
に
す
る
—
—
な
ど
減
量
作
戦
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
効
果
が
い
ま
ひ
と
つ

あ
が
り
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
独
自
で
処
理
す
る
施
設
が

な
い
た
め
で
き
る
だ
け
村
民
の
皆
様
に

減
量
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
処

理
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
事
情
を
ご
理
解
の
上
、
今

後
と
も
危
険
物
収
隼
に
つ
い
て
は
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

に
は
ビ
ッ
ク
リ

一
ヽ
ー
外
戦
跡
慰
霊
巡
拝
に

-
O
O

加
し
て
。

五
月
号
に
続
い
て
、
群
馬
県
遺
族
の
会
、

海
外
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
、
第
二
回
派
遣

団
員
と
し
て
参
加
し
た
、
村
遺
族
会
の
吉

永
吉
治
さ
ん
の
見
聞
記
を
紹
介
し
ま
し
ょ

ス
ノ

日
本
〈
止
業
の
進
出

次
は
第
二
の
訪
問
先
、
タ
イ
で
あ
る
。

マ
ニ
ラ
空
港
で
の
三
回
に
わ
た
る
税
関

チ
ェ
ッ
ク
に
は
ま
い
っ
た
。
ど
う
な
る

こ
と
か
不
安
が
つ
の
る
。
時
間
は
ル
ー

ズ
、
ロ
ビ
ー
に
た
む
ろ
す
る
若
者
の
刺

す
よ
う
な
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
眼
光
に
お
び

え
な
が
ら
の
出
発
風
景
ー
ー
。
い
さ
さ

か
う
ん
ざ
り
し
た
。

よ
う
や
く
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
に
到
着

し
た
。
男
性
の
ガ
イ
ド
で
比
較
的
若
く

日
本
の
大
学
で
学
ん
だ
と
い
う
知
識
人

だ
。
日
本
と
の
歴
史
上
の
か
か
わ
り
な

ど
を
説
明
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
相
異

し
て
落
着
い
た
風
情
で
街
を
走
る
車
も
、

バ
イ
ク
も
日
本
製
に
変
わ
り
な
い
が
比

較
的
年
式
は
新
し
い
。
街
並
み
の
看
板

広
告
も
日
本
か
と
思
わ
せ
る
も
の
ば
か

り
。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、

自
動
車
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
が
目
白
押

し
。
日
本
企
業
の
進
出
ぶ
り
に
は
驚
い

た
。
ち
ょ
っ
と
ユ
ニ
ー
ク
な
一
節
を
紹

介
し
て
み
よ
う
。

タ
イ
の
一
日
の
生
活
を
日
本
の
会
社

名
に
置
き
か
え
て
…
…
「
毎
朝
ラ
イ
オ

ン
で
歯
を
磨
き
、
カ
オ
ー
で
髪
を
洗
っ

て
一
日
が
始
ま
る
。
タ
イ
の
密
柑
を
シ

ャ
ー
プ
の
ミ
キ
サ
ー
で
作
り
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
の
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
飲
む
の
が

ー
見
聞
記
ー

く
だ
さ
い
。

〈吉永吉治〉



(5) 平成元年 8 月 10 日 広 報 め い わ 第335号

一
般
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
七
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
二
四
億
六
七
九
八
万
円
に
し
ま

し
た
。
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

〇
繰
越
金
…
一
七
一
万
一
一
千
円
（
八
一

七
一
万
二
千
円
）

言
出
】

0

総
務
費
（
村
長
選
挙
費
）
…
一
七
一

万
二
千
円
（
三
億
0
四
五
九
万
九
千

円
）

冗
年
度

第
2

回
村
議
会

申
請
、

大
佐
貰
地
内

昨
年
の
年
末
か
ら

話
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
、
大
佐
貫
地
内

へ
の
「
パ
チ
ン
コ
店
」

出
店
の
件
は
、
こ
の

ほ
ど
事
業
主
か
ら
「
事

取
り
下
げ
る

パ
チ
ン
コ
店
、
出
店

前
伺
い
取
り
下
げ
書
」
が
関
係
機
関
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事

実
上
パ
チ
ン
コ
店
出
店
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

話
題
に
な
っ
て
以
来
、
地
域
住
民
を

中
心
と
し
て
出
店
反
対
運
動
が
起
こ
り

多
数
の
方
々
の
ご
署
名
を
い
た
だ
き
ま

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

同
条
例
中
改
正
と

な
っ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
）
は
改
正
前

▽
投
票
管
理
者

7
5
0
0

円
（
7
0
0
0

円
）

▽
開
票
管
理
者

7
5
0
0

円

(
7
0
0
0円
）

▽
選
挙
長7

5
0
0

円

(
7
0
0
0
円
）

▽
投
票
開
票
選
挙
立
会
人

6
1
0
0

円

(
5
7
0
0
円
）

※
い
ず
れ
も
日
額

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

臨
時
会
開
か
れ
る

ご
協
力

... 

一

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
た
。こ

う
し
た
、
皆
様
か
ら
一
連
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
に
よ
り
、

こ
の
度
、
意
に
添
う
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
環
境
浄
化
推
進
協
議
会
）

一
番
お
い
し
い
…
…
」
と
い
っ
た
具
合

い
で
あ
る
ー
。

一
様
の
視
察
を
終
え
て
宿
舎
に
着
。

ま
ず
は
お
風
呂
と
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
っ
た

が
お
湯
は
出
な
い
、
水
は
出
た
も
の
の

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
黄
色
の
濁
り

水
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
日
本
軍
を
悩

ま
せ
た
水
と
直
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

明
日
早
い
の
で
床
に
つ
い
た
。

〈
第
二
日
目
〉

眺
望
随
所
に
ワ
ッ
ト
（
寺
）
の
塔
（
チ

ュ
デ
ィ
ー
）
、
貸
切
り
バ
ス
で
の
視
察
、

街
を
走
る
日
本
製
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
改
造

の
タ
ク
シ
ー
、
バ
イ
ク
が
走
る
光
景
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
同
じ
、
唯
一
ち
が
う
の

は
市
民
の
生
き
生
き
と
し
た
、
そ
し
て

の
び
の
び
と
し
た
姿
だ
。
タ
イ
国
総
人

口
は
五
千
万
人
、
そ
の
一
割
の
五
百
万

人
が
こ
の
バ
ン
コ
ク
に
居
住
。
そ
し
て

常
夏
の
国
で
あ
る
。

黄
金
に
輝
や
く
伝
統
寺
院
、
新
し
い

白
亜
の
近
代
建
築
の
調
和
、
そ
し
て
緑

西
小
校
舎
内
部
大
規
模
工
事
多
き
新
旧
共
存
の
美
麗
な
調
和
、
中
で

も
通
称
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
と
い
わ
れ
る

河
本
工
業
園
と
請
負
契
約
寺
院
、
金
箔
宝
石
を
惜
し
み
な
く
用
い
、

西
小
学
校
南
校
舎
内
部
大
規
模
改
造
そ
の
荘
厳
さ
格
式
の
高
さ
、
そ
し
て
エ

工
事
を
す
る
た
め
、
建
設
業
者
五
社
に
メ
ラ
ル
ド
を
刻
ん
で
造
っ
た
仏
院
寺
に

よ
る
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
は
思
わ
ず
感
嘆
の
声
が
も
れ
た
。
九
十

六
千
四
百
八
十
九
万
円
（
消
費
税
百
八
五
％
の
仏
教
信
仰
の
あ
つ
い
タ
イ
国
、

十
九
万
円
含
む
）
で
河
本
工
業
株
式
会
さ
す
が
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

社
（
館
林
市
大
字
成
島
）
と
工
事
請
負
□

こ
の
寺
は
現
王
朝
（
ラ
ー
マ
九
世
）

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
の
祖
、
ラ
ー
マ
一
世
の
一
七
八
二
年
以

.. --..--
議会風景｛
____________ _) 

喜 散

オ
ア
シ
ス
・
・
・
・
・
・

日
泰
両
国
と
も
、
長
い
独
立
自
尊
の

国
と
い
う
点
で
あ
る
。
民
族
一
心
国
難

を
き
り
抜
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
タ
イ
国
民
に
は
兵
役
義
務

二
年
と
坊
さ
ん
（
最
低
三
カ
月
）
の
義

務
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
民
と

し
て
の
覚
悟
、
人
間
と
し
て
の
教
え
が

確
立
さ
れ
る
。

と
に
か
く
仏
教
の
日
常
化
、
生
活
化

が
具
現
さ
れ
、
寺
院
は
信
仰
の
オ
ア
シ

ス
で
あ
り
、
人
間
修
行
の
場
で
も
あ
る

タ
イ
は
「
自
由
」
と
い
う
意
味
、
即
ち

「
タ
イ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
「
自
由
な
土

地
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
何
れ
の
国

も
氷
久
共
通
の
念
願
は
平
和
で
あ
る
。

戦
争
賛
美
の
国
な
ど
は
あ
り
得
な
い
、

も
し
、
あ
り
と
す
る
な
ら
そ
の
国
は
亡

び
ゆ
く
運
命
を
背
負
っ
て
い
る
固
で
あ

る
と
考
え
る
。

寺
院
は
信
仰
の

来
五
十
年
目
毎
に
修
復
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
王
朝
自
ず

か
ら
礼
拝
し
、
タ
イ
国
民
の
安
寧
を
祈

っ
て
い
る
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
日
本
の

天
皇
の
伊
勢
皇
太
神
宮
を
尊
崇
し
、
ニ

十
年
目
毎
に
建
替
え
て
国
家
の
長
久
、

国
民
の
幸
福
を
祈
念
す
る
と
い
う
行
為

に
全
く
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目

せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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―
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
一

―
ゃ
ん
、
父
母
、
お
友
達
、
ま
ん
一

―
が
、
イ
ラ
ス
ト
、
風
景
な
ど
何
一

一
ん
で
も
い
い
よ
。
ハ
ガ
キ
に
書
一

―
い
て
役
場
広
報
係
に
送
っ
て
ね
。
一

：
住
所
、
氏
名
、
年
齢
も
忘
れ
ず
一

』
E
lい
て
ね
。
ま
っ
て
ま
ー
す
。
一

r
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芸

術

ミ
ニ
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ミ
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江
ロ
・

柿
沼
淳
子
ち
ゃ
ん
国
の
絵

梅
原
・

荒
明
美
和
ち
ゃ
ん
⑧
の
絵

戸' 
' I 
I 

I 

I 

' 
' ' I 
I 

' 
`— 

' 
, 

吾
が
孫
と
同
じ
位
か
す
れ
ち
が
ふ
抱
か
れ
ゐ
し
幼
児
の
せ
ん
べ
い
匂
ふ

梅
雨
の
晴
間
に
洗
濯
物
干
す
ひ
と
と
き
を
赤
き
電
車
は
走
り
行
き
た
り

ギ
ヨ
ウ
ザ
の
皮
料
理
半
ば
で
ス
ー
パ
ー
に
夕
暮
傘
を
さ
わ
蓉
た
て
ゐ
る

若
萌
え
の
樹
海
に
挑
む
か
点
景
の
緋
鯉
稚
鯉
の
は
げ
し
く
尾
を
振
る

飼
ひ
馴
れ
し
金
魚
も
亀
も
病
め
る
嫁
に
替
え
が
た
し
と
て
利
根
に
放
せ
り

孤
独
ゆ
え
に
酒
に
溺
れ
て
涙
し
つ
「
悲
し
き
酒
」
を
唱
ひ
し
か
ひ
ば
り
は

咲
き
初
め
し
鉢
の
花
ば
な
切
り
揃
へ
束
ね
て
今
宵
来
る
嫁
を
待
つ

草
ぬ
け
る
畑
を
か
そ
け
く
風
に
添
ふ
麦
笛
悲
し
思
慕
に
泣
け
る
か

朝
露
を
集
め
て
鎌
と
ぐ
畦
草
の
今
刈
ら
れ
む
と
す
母
子
草
の
ゆ
れ

咲
き
の
ぼ
る
葵
の
花
に
雨
走
る
あ
と
い
く
つ
咲
き
つ
ぐ
夏
日
待
ち
つ
つ

「
お
と
う
さ
ん
」

「
い
も
う
と
」

広

ら̀ 

石
村
艶
子

始
沢
良
子

篠
木
よ
し

砂
賀
久
美
子

立
川
ツ
ヤ
子

立
川
ふ
さ

立
川
文
子

野
ロ
タ
カ

野
村
初
枝

涌
川
千
秋

報 め い わ

「
田
芝
」

平成元年 8 月 10 日

J
子
会
士
舞
富
詩
崎
剣
表
松

9

代

わ
た
し
た
ち
は
詩
舞
を
愛
す
る
人

た
ち
で
つ
く
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
簡
単
に
い
う
と
詩
吟
に
合
わ
せ

て
舞
う
こ
と
を
基
本
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

月
二
回
、
中
央
公
民
館
で
の
練
習

は
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
家
事
や
仕

事
を
忘
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
又
、
動

鰭

き
ま
わ
る
の
で
健
康
に
と
て
も
良
く

仲
間
は
い
た
っ
て
全
員
さ
わ
や
か
元

気
で
す
。

せ
、
ろ
う

指
導
は
榊
原
静
浪
先
生
。
静
浪
先

生
の
師
匠
は
日
本
詩
舞
界
屈
指
の
榊

原
帰
逸
先
生
。
「
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
音
頭
」
の
作
詞
、
振
付
け
を
手

が
け
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
両
氏
は
海
外
に
も
遠
征
、
友

好
文
化
交
流
使
節
団
の
一
員
と
し
て

国
際
親
善
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
名
誉
あ
る
先
生
に
ご

指
導
い
た
だ
き
大
変
光
栄
で
す
。
か

と
い
っ
て
、
会
の
雰
囲
気
は
け
っ
し

て
か
た
く
な
く
と
っ
て
も
和
や
か
な

明
る
い
ム
ー
ド
で
す
。
十
人
ほ
ど
の

会
員
で
す
が
一
人
ひ
と
り
充
実
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
型
、
詩
舞
に
打
込
ん
で

い
ま
す
。

精
神
統
一
ー
、
健
康
維
持
に
も

最
適
で
す
。
我
と
思
う
方
は
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

練
習
日
は
月
二
回
、
毎
月
第
一
・

第
二
の
金
曜
日
、
夜
六
時
か
ら
八
時

姿
ま
で
の
二
時
間
、
そ
の
ほ
か
近
隣
で

雄の
の
発
表
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

ち
加
。
費
用
は
月
五
千
円
位
で
す
。
お

た員
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
連
絡
先
…
松
崎
ま

心
で
（
闘
4
1
7
0
)。

• 

• 

令
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ボ
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大
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t
i
参
加
チ
ー
ム
募
集

広
'
[
◎
期
日

1
1
9月1
日

~
、

1

ヘ
ヨ
＿
刀
利
根
川
総
合
運
動
場

一
般
村
民

8
月

2
0
日
ま
で
に
社
会

ー
ホ
ー
ル
大
会

O
B
1

ム
募
集

ー

9

月

3
.
l
C
日

月8
 
年
利
根
川
総
合
運
動
場

一
刀
村
民
又
は
村
内
の
事
業

成平
し
た
チ
ー
ム

7
 

か
こ
う
I
I

I
Iい
い
汗

※申込み・問合せは

社会体育館合 (84) 4626ヘ

c．．ー・・・一-ー· - -—r^ 

▲優勝した男子バレーボール部

ロ

絹韻川誠合灘蝕編は

拿んな0も0

邑
楽
郡
中
学
校

夏
季
大
会
、
明
中
活
躍

邑
楽
郡
中
学
校
夏
季
大
会
で
明
中
が

活
躍
。
中
で
も
次
の
部
が
上
位
入
賞
し

ま
し
た
。

(
7月
2
1
.
2
2日）

0

一
位
1
1

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

0
一
位
1
1

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

0

一
位
（
団
体
の
部
）1
1
剣
道

。大“にしましょう……
ロ

m 

◎
期
日

1
1
9

月
1
0日

◎
会
場

1
1

社
会
体
育
館

◎
対
象

1
1

一
般
村
民

◎
申
込
み
1
1
8

月
2
5日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

参
加
チ
ー
ム
募
集

／第33回ママさんバレーボール大会結果／

A ブロック

\ 明和クラブ キャッツ愛 大佐貫つくし 勝数 順位

明和クラプ

\ ` ゜ ゜
2 1 

キャッツ愛 X 
|\、

゜
1 2 

\ ヽ

大佐貫つくし X X ¥ ゜
3 

B ブロック

\ \ チェリーズ 江口新生C ウイングス ムーン l券数 順位

チェリーズ \ X 0 

゜
2 1 

江口新生C

゜ \ X 

゜
2 2 

ウイングス X 

゜ \ X 1 3 

ムーン X X 

゜ \ 1 4 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

向

か
い
た
“

◎
申
込
み
1
1
8

月
2
5日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

I
Iい
い
汗

サ
ッ
カ
ー
大
会
開
催

みとなよ ま口な口備来
植置つりまし l い l の事先
木いて‘たたプ何プた 1 日
なたし芝‘°は者をめ ‘消芝
ど週まが禁 切か張→゜利え生

｀も刊いけ止 断につ立グ根る‘
時誌まずし よて入ラ川？植
々大すらて なつ置りン総 え
何の゜れい くてい禁ド合 込
者芝そたる な看た止や運 み
か生のりゴ つ板と←芝動 植

虚にや補‘ル てはこの生場 木 ｰ °卍大普
持植強うフ し壊ろ看養で C • ▼国校日会期会及村
ちえ用す等まさ‘板成の 沢小中学： ををサ

ょ去込にくに いれ心‘整出 3 学学院館程場日次図ッ
チ校校栃林 II II II のるカ
のの木高▼利 8 とた l
部部高校高根月おめ協
・・校‘校川 21 り ‘会
2.6 2.5‘ 西の総日開第で
日日花邑部合（月）催ーは
‘‘咲楽：運＼し回‘
参参徳高 21 動 26 ま明村
加加栄校・場日す和内
チ校高 ‘22 （土） °力外
l :校佐・ ツの
ム明沢野 23 プサ
：中日日 サッ
明沢 大‘ ッカ
和 3 高参 力 l
F 校校加 l の

一

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

回
明
和
カ
ッ
フ

8 月 21 日
~26日
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七
・
八
月
は
夏
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
「
ピ
ッ
ヒ
ラ
、
ピ
ッ
ヒ
ラ
」
と
各

地
区
か
ら
お
は
や
し
が
聞
え
て
き
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
姿
、
ゆ
か
た
、
花
火
、
夜
店
、

カ
キ
氷
、
子
供
み
こ
し
、
さ
さ
ら
ー
—

な
ど
な
ど
ど
れ
も
夏
祭
り
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
最
近
で
は
自
慢
の
の
ど
を
披

露
す
る
カ
ラ
オ
ケ
ほ
祭
り
気
分
を
盛
上

げ
ま
す
。
熟
唱
に
、
か
け
声
や
声
援
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
一
層
深
ま
り
ま
す
。

（
各
地
区
夏
祭
り
に
て
）

カ
ナ
ダ
か
ら
の
訪
問
者
、
ジ
ョ
ス
リ

ン
・
ス
ミ
ス
さ
ん
が
七
月
十
二
日
、
館

林
商
工
高
校
の
先
生
、
生
徒
さ
ん
ら
と

役
場
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
職
務
代
理
の
関
口
助
役
が
応
対

し
、
村
の
概
要
や
来
日
目
的
、
印
象
な

ど
に
つ
い
て
懇
談
。
村
か
ら
の
タ
ヌ
キ

の
置
物
に
上
機
嫌
で
し
た
。
ジ
ョ
ス
リ

ン
さ
ん
は
、
日
本
で
い
う
と
こ
の
九
月

で
高
校
一
年
生
に
な
り
ま
す
。

日
加
文
化
交
流
委
員
会
を
通
じ
て
来

日
、
高
校
生
な
ど
同
世
代
の
人
た
ち
と

の
文
化
交
流
が
目
的
。
約
一
週
間
、
同

校
在
学
で
太
田
市
在
住
の
久
保
田
実
恵

さ
ん
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
。

「
学
校
が
大
き
い
の
に
驚
い
た
。
辞

書
を
使
い
、
手
・
身
振
り
を
交
え
英
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
ろ
う

と
す
る
生
徒
さ
ん
の
心
、
努
力
に
感
銘

し
た
。
み
ん
な
と
て
も
親
切
。
一
生
の

記
念
に
な
る
。
役
場
の
方
に
は
、
お
み

や
げ
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
将

来
は
公
共
に
尽
く
す
仕
事
に
つ
き
た
い

で
す
」
と
明
る
＜
話
す
ジ
ョ
ス
リ
ン
さ

ん
。
七
月
い
っ
ぱ
い
の
約
一
カ
月
、
日

本
の
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

►

一
位
入
賞
の
入
ケ
谷
・
矢
島
子
ど
も
会

（
野
球
）

T2 位入賞の大輪子ども会（野球）

村
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
、
少
年
野
球
、
少
女
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
大
会
が
七
月
二
十
三
・
ニ
十
四
日
の

両
日
、
社
会
体
育
館
、
明
中
校
庭
を
会

場
に
行
わ
れ
、
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
の
元
気

な
声
が
会
場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〇
少
年
野
球
…
▼
一
位
1
1

入
ケ
谷
・

失
島
子
ど
も
会
▼
二
位
1
1

大
輪
子
ど
も

会
▼
三
位
1
1

中
谷
・
江
口
子
ど
も
会

〇
少
女
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
…
▼
一
位
1
1

新
里
A

子
ど
も
会
）
一
位
1
1

川
俣
・
須

賀
子
ど
も
会
マ
ニ
位
1
1

千
津
井
A

子
ど

も
会
、
田
島
B

子
ど
も
会
。
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曹
広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事なと一ーなんでも結構

です。情報をお寄せください。

七
月
い
っ
ぱ
い
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
一
日
、
村
更

生
保
護
婦
人
会
の
皆
さ
ん
も
、
川
俣
駅
な
ど
村
内
数
カ

所
で
「
明
る
い
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

と
通
勤
・
通
学
者
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
呼
び
か
け
ま
し

こ
。t
 

東
幼
稚
園
で
、
七
月
五
日
、
寿
学
級

生
の
お
年
寄
り
と
園
児
た
ち
が
、
世
代

を
こ
え
て
「
ま
こ
も
馬
」
づ
く
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

「
む
か
し
は
、
七
夕
に
な
る
と
ど
の

家
で
も
、
こ
の
ま
こ
も
馬
を
飾
っ
た
ん

だ
よ
|
|
」
と
、
語
り
聞
か
せ
な
が
ら
園

児
と
お
年
寄
り
は
、
意
気
投
合
し
、
一

年
に
一
度
の
珍
ら
し
い
体
験
に
満
足
し
、

楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

>— 
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第335号 広 報 め い
ロ

募
集
し
ま
す

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
で
は
、

平
成
2
年
度
採
用
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

〇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1

館
林
市
・
邑

楽
郡
内
に
本
人
ま
た
は
家
族
が
住
ん

で
い
る
高
校
卒
業
以
上
（
見
込
み
含
）

の
男
子
で
、
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
の
方
。

〇
申
し
込
み
期
間
1
1

元
年
8
月
7

日
⑪

\
8

月

2
8日
向

〇
職
種
・
人
員
1
1

事
務
員
、
若
干
名

0

第
一
次
試
験
1
1
1
0
月
1

日

□

館
林

市
役
所

願
書
等
は
、
役
場
総
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
職
員
平
成
2

年
度

わ 平成元年 8 月 10 日
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(10) 

ロ

消
防
署
員
募
集

館
林
地
区
消
防
組
〈
＿o

〇
応
募
資
格
及
び
要
件
1
1
消
防
組
合
管

内
に
住
ん
で
い
る
高
校
卒
業
以
上
（
見

込
み
含
）
の
方
で
、
昭
和
4
0
年4
月

2
日
1
4
7
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。
（
但
し
、
管
外
に
住
ん
で

い
て
も
、
家
族
が
管
内
に
住
ん
で
い

れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。
）

〇
募
集
人
員
1
1
若
干
名

〇
申
し
込
み
期
間
1
1
8
月
1
5
日
因
1
8

月
2
8日
同

0

第
一
次
試
験
1
1
1
0
月
1

日
⑪

村
で
は
時
代
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変

っ
た
の
に
伴
い
‘
―
つ
の
区
切
り
と
し

て
平
成
元
年
度
事
業
で
「
広
報
め
い
わ
」

縮
刷
版
第
二
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

住
民
と
村
と
の
か
け
橋
、
パ
イ
プ
役

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
「
広
報
め

い
わ
」
ー
。
「
△
月
号
の
広
報
に
載

っ
た
ね
」
、
「0
0

の
表
彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
ご

近
所
、
茶
の
間
の
話
題
に
、
ま
た
と
き

に
は
調
べ
物
の
資
料
に
ー
と
利
用
い

た
だ
け
る
身
近
か
な
情
報
誌
、
村
の
足

跡
を
ひ
も
と
く
に
も
最
適
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
総
務
課
庶
務

係

(
6⑫
3
1
7
1
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

消
防
庁

消
防
官
募
集

東
京
消
防
庁

〇
応
募
資
格
1
1

昭
和
3
7
年
4
月
2
日
1

4
7
年
4
月1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
（
大
学
卒
業
者
及
び
卒
業
見
込
み

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

〇
募
集
人
員
1
1
約
8
0名

〇
申
し
込
み
期
間
1
1
8
月
2
8
日
聞
1
9

月
5

日
因

※
詳
し
く
は
、

(
6
0
3
(
2
1
2
)
2
 

三
千
五
百
円
で

1
2年
分
の
「
広
報
め
い
わ
」

皆
様
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
、
思
い

出
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に

一
冊
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

限
定
販
売
で
す
の
で
限
り
が
あ
り
ま

す
。
お
早
め
に
ど
う
ぞ
ー
。
申
込
み

等
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
予
定
と
し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

0

体
裁
I
iB
5

版
、
約
闊
ペ
ー
ジ
ー
（
上

・
下
巻
）

〇
掲
出
内
容
1
1

昭
和
5
1年
4
月
1
6
3年

認
月
ま
で

〇
価
格
1
1
三
五0
0
円
（
七
一
0
0
円

の
内
約
1
_
2
三
六
0
0
円
村
が
負
担
し

ま
す
。
）

0

発
行
予
定
平
成
元
年
1
2
月

〇
申
し
込
み
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

隣
組
単
位
毎
に
購
入
申
し
込
み
一
覧

表
を
回
覧
い
た
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
総
務
課
広
報
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

1
1
1
)
 ヘ

ご
応
募
く
だ
さ
い

交
通
安
全
作
文

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
作
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
身
近
な
交
通
安
全
等
に

つ
い
て
の
考
え
や
、
話
し
合
っ
た
こ
と

を
作
文
に
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
し
込
み
期
間
1
1
9
月
2
0日
因
ま
で

0

区
分

1
1

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、

母
親
・
一
般
の
部

※
応
募
・
資
格
等
に
つ
い
て
は
、
区
分

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
総
務
庁
（
6

0
3
(
5
8
1
)
6
3
6
1
)

へ

0

毎
月
第
3
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

＼
午
後
3

時

0

会
場

1
1
館
林
市
役
所

健

0

日
時
1
1
8
月
1
7
日
困
9
月

5
日
因
午
前
9
時

3
0分
1
1
0

時
3
0分
受
付

0

会
場
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
1

木
曜
日
の
午
前
1
0
時

ー
午
後
3
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

8
月
は
、
都
合
に
よ
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

康

相

吾火
咄

〇
偶
数
月
第
3
木
曜
日
の
午
後
1

時
1
2

時
受
付

0

会
場
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

0

毎
月
第
2
木
曜
日
の
午
後

1

時

\
2
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

朧鵬誠刊お

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

※ 2 夜連続家族映画会＝ 8 月 24 日（木）・ 25 日（金） ► 会場＝中央公民館限 7 :30~ ► 上映＝白旗の少女・オバケちゃん
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制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

手
当

児
童
扶
養

特
別
児
童
扶
養

〇
児
童
扶
養
手
当

◎
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
、
ま
た
は
、
父
が
一
定
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
児
童
等
の
母
ま
た
は
養
育

者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

んさ
長
松
寸
丑
木前
良奈

前
、
明
和
村
長
の
奈
良
丑
松
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
社
会
福
祉
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
五
十
万
円
、
ま
た
、
村
職
員
で
組

織
す
る
「
職
員
ク
ラ
ブ
」
に
当
ク
ラ

ブ
の
活
動
資
金
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
五
十
万
円
、
合
わ
せ
て
百
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
さ
ん
は
6
月

3
0日
、
村
長
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
4
9
年
9
月

助
役
就
任
以
来
、
助
役
6
年
、
村
長

1
5
年
合
わ
せ
て
2
1
年
間
、
村
政
発
展

の
た
め
村
政
執
行
の
ト
ッ
プ
と
し
て

ご
尽
力
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
、
二
つ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
額

寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
使
途
は
氏
の

l
,
9
 

こ
f 高

額
寄
付

泉田広さん

（須賀）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

0

他
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
、

前
年
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で

あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当

◎
精
神
ま
た
は
身
体
に
、
障
害
を
も
つ

満
2
0
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監
護
す
る
父

若
し
く
は
母
ま
た
は
、
父
母
に
代
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

〇
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公

意
に
そ
う
よ
う
慎
重
に
決
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

須
賀
の
泉
田
広
さ
ん
は
、
こ
の
ほ

ど
父
、
千
代
吉
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
、

そ
の
供
養
に
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
五
十
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

泉
田
さ
ん
は
、
酪
農
を
営
む
エ
リ

ー
ト
農
家
、
村
内
唯
一
の
酪
農
家
で

す
。
通
称
「
泉
田
牧
場
」
と
し
て
知

ら
れ
、
泉
田
牧
場
の
搾
乳
は
良
質
絶

品
と
メ
ー
カ
ー
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、
私
た
ち
に
お
い
し
い
牛
乳
を
提

供
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9

、

”
ル
，
．
~
~
．

~
Lー
ニ

ぶ
詈
齋
羞

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
•
9
9
9
,

金
婚
者
は
該
当
届
を

昭
和
1
4年
結
婚
者

村
で
は
、
今
年

1
0月
に
社
会
福
祉
大

会
を
行
う
予
定
で
す
が
、
そ
の
席
で
金

婚
者
顕
彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
者

は
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
該
当
す
る
方
は
、
昭
和
1
4
年
1

月
1

日
か
ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
結

婚
し
た
方
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
8
月
3
1
日
ま
で
に

役
場
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
は
お
気
軽
に

0

開
設
期
日
1
1
8
月1
日
因
1
8
月
3
1

日
因

0

時
間
1
1
午
前
9
時

1

午
後
5
時
（
土

曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日
を
除
く
）

0

会
場
1
1
群
馬
県
警
察
本
部
鑑
識
課

働
き
に
出
た
ま
ま
消
息
が
わ
か
ら
な

的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
り
、
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合
ま
た
は
、
前
年
の

所
得
が
定
め
ら
れ
た
額
以
上
で
あ
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
要
件
を
満
し
な
が
ら
、
ま
だ
支

給
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
役
場
住
民

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

村 の ス
っ

ー·.

<- き

8 月

11 日

ヶ

19 日

20 日

22 日

ヶ

24 日

ケ

24 • 25 日

27 日

9 月

3 日

6 日

10 日

成人式代表者会議

例月出納検査

婦人消防隊応急救護訓練西部

体育施設利用団体協議会

婦人消防隊応急救護訓練中部

ふるさと見学会

老人福祉講演会

婦人消防隊応急救護訓練東部

家族映画会

防災訓練リハーサル

防災訓練

三種混合予防接種（一期）

危険物収集（金属類）

予定ですので変わる場合もあります。

い
、
旅
行
な
ど
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い

な
ど
で
、
ご
心
配
、
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ビ
テ
オ
テ
ー
プ
が

完
成
し
ま
し
た

郷
土
誌
の
伝
統
行
事
、
歴
史
ビ
デ
オ

等
の
第
4
段
「
ふ
る
さ
と
明
和
の
文
化

財
…
V
H
S
3
0分
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

前
3
巻
（
斗
合
田
の
さ
さ
ら
、
矢
島

遺
跡
、
大
佐
貫
の
念
仏
講
）
同
様
希
望

者
に
、
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
中
央
公
民
館

(
6闘
4

4
9
1
)
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
に
つ

い
て
、
今
年
度
よ
り
納
期
の
増
加
で
再

振
替
が
事
務
的
に
困
難
と
な
り
、
納
期

月
に
1

回
だ
け
の
依
頼
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
残
高
不
足
な
ど
で
納
付
に

な
ら
な
い
場
合
に
は
、
現
金
で
役
場
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
末
の
残
高
確
認
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

卍
大
野
茂
次
さ
ん
（
矢
島
）
は
五
万
円

0

期
日
1
1
9
月
2
3
日
（
秋
分
の
日
）
〇
田
口
二
郎
さ
ん
（
新
里
）
は
三
万
円

0

会
場
1
1
中
央
公
民
館
〇
奈
良
丑
松
さ
ん
（
田
島
）
は
五
十
万
円

0

該
当
者
1
1
昭
和
4
4
年
4
月
2

日

1
4
5
0

坂
上
茂
さ
ん
（
中
谷
）
は
五
万
円

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
〇
矢
島
子
ど
も
会
は
五
千
円
余

在
住
で
な
い
方
も
出
席
可
能
（
村
出
身
）
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
6闘
4
て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

4
9
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

成
人
式
に
ご
出
席
を

国
民
健
康
保
険
税
の

口
座
振
替
方
法
が

変
わ
り
ま
す

※今月の納め＝村（県）民税•国民健康保険税•国民年金・水道使用等です。納期限は 8 月 31 日です。期限までに納めましょう。



第335号 広 報 め い わ 平成元年 8 月 10 日 (12) 

戸
人
人
人
人
人

地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉
千代田

日 月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

8 月 13 日
落合医院川村医院 新橋病院合（75)3011 寺内医院 竹越医院

曜 合 (72)3160 ff (72) 1337 云（72)3031 云 (84)3137 

8 月 20 日
白沢医院小倉医院 記念病院ff(72) 3155 礫川堂医院 橋本医院

当 合 (72) 1600 合 (72)0606 神尾医院合（75)1288 合 (74)0184 合 (82) 1150 

8 月 27 日
根岸医院大神医院 後藤内科合（72)0134 永寿堂医院 小西医院

番 合 (72)3262 ff (62) 2200 上野医院合 (72) 3330 云 (72)4469 云 (86)2261 

盃話: でで: 9 月 3 日
古屋（恒）医院川田（耳）医院 森下医院合 (73) 7776 海宝医院 井上医院

医
合 (63) 6161 合（72)3314 清河堂医院 ff (72) 3070 ff (74) 0811 合 (82) 1131 

9 月 10 日
横田医院原医院 安楽岡医院合（72) 0572 津久井医院 竹越医院

合 (72)0255 ff (72) 1936 大島診療所合（77)1503 合（72)3316 合 (84)3137 

三~o0゜

` :... -ヘ

゜

南
大
島
・
1

歳
2

カ
月

福：

島ょ

み美
央
ち
ゃ
ん

0 美央ちゃん…「あたい、どうぶつが大好き

なの、とくにネコとイヌがとっても好き」

〇お母さん……「ちょっぴり、甘えん坊でわ

がままをいいだすようにもなった今日この

ごろです。だれからも愛され、素直なやさ

しい子になってほしいです」

照美・恵子さんの二女

※広報係では、「わが家の華」の登場者を

募集しています。お気軽に応募ください。

8 月は電気安全月間

点
検
は

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

責

7 月の

一賣ク

救急車出動回数
•交通事故 5 件

•急病 8 件

•その他 1 件

●言t 14 件

電気の安全は

使う、あなたが主役です。

八
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間
で
す
。
こ

の
月
間
は
、
電
気
知

識
の
普
及
と
電
気
災

害
に
対
す
る
認
識
向

上
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、

臭
夏
の
電
気
事
故
絶

滅
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

電
気
災
害
防
止
の

た
め
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ろ
う
電
遮
断
器
と

ア
ー
ス
を
つ
け
て

ろ
う
電
に
よ
る
感

電
や
火
災
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
タ
コ
足
配
線
は
事

札
章

名

関東電気保安協会

館林営業所ff (72)4340

故
の
も
と
、
や
め
ま
し
ょ
う

◎
安
全
器
に
は
正
し
い
ヒ
ュ
ー
ズ
を
入

れ
ま
し
ょ
う

◎
素
人
工
事
は
危
険
、
絶
対
や
め
ま
し

ょ
rつ

◎
雷
や
台
風
な
ど
で
切
れ
た
電
線
は
絶

対
に
さ
わ
ら
な
い
で
、
東
京
電
力
へ

ご
連
絡
を

0

詳
細
は
、
東
京
電
力
昧
館
林
営
業
所

(
6四
4
3
4
0
)
に
問
合
せ
く
だ
さ

、

T
O

し

ぬれた
電気を扱うのは危険です．／

忌塁
ぢ

堀奈坂小田
口良上久口氏

保
た壁嘉逸や名
か晶吉子す

82 16 89 45 89 贔

菊義 二世
茂勝帯

治行 郎王

新田中千新地
津

里島谷井里区

狐狐召：％：％ ll琶

1
1

お
く
や
み
I
I

氏
名

藤
沢
佑
香
里

坂
登
章
宏

高
塚
宏
美

須
藤
広
之

今
成
千
明

春
日
健
太
郎

川
辺
智
美

続
柄

三
女

二
男

長
女

長
男

長
女

四
男

二
女

1
1

お
め
で
た
1
1

保
護
者

正
之

勝
博勝

宏
―
―

美
喜
男

孝
夫

秀
幸

下新江江矢矢南地
江大
黒里口口島島烏区

砂％％元％鱗知閏翡．

■無断転用はやめましょう。農地転用（宅地など）は許可が必要です。詳細は農業委員会へ

゜ お
め
で
た

ら
`<

お
く
や
み

゜



⑤ 
広輯

0議長に栗原・副議長に始沢さん決まる…… 2 p~ 
0 長寿おめでとう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 4 p~ 
0 カメラスポッ ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.... 6 p~ 
〇ふれあしヽアング）レ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •8 p~ 
0 お知らせ・ わが家の華・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 P~  
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第336号 広 報 め い わ 平成元年 9 月 10 日 (2) 

〔上程議案〕

0議長の選挙

〇常任委員の選挙

〇農業委員会委員の推薦

〇邑楽館林医療事務組合議会議員の

選挙

〇館林衛生施設組合議会議員の選挙

〇館林邑楽交通災害共済市町村組合

議会議員の選挙

〇館林地区消防組合議会議員の選挙

〇館林邑楽農業共済事務組合議会議

員の選挙

0東毛広域市町村圏振興整備組合議

会議員の選挙

0平成元年度一般会計補正予算

0平成元年度老人保健特別会計補正

予算

〇監査委員の選任
9ミ-·· _,_  ••••• 

ヽ
ー
、会時臨

；

L
[
r
作
ー

会

[
l
.
.
“
1
E

名

議

l
.
9
岱
；

;
§
に
つ
＇
累
ク
O
I

村
[
:
i
し
て

回

:
T
h
i
つ

l

[
§
ぷ
g
の
し
て

3

．
ャ
累
＊
竹
こ

[
•
氾
累
i
f

9

～
付
ー

r
い
て

第
i
．
勾
全
f
r
ぽ
切
I
f
l
i
f
し
g
I
f

9

(
/
助

^
“
“
9

（
打l与

）
平
成
元
年
第
三
回
明
和
村
議
会
臨
時

会
が
、
八
月
九
日
開
か
れ
、
議
長
選
挙

な
ど
人
事
案
件
を
は
じ
め
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
栗
原
利
夫
さ
ん

（
南
大
島
•
6
3歳
•
四
期
）
、
副
議
長
に

始
沢
三
郎
さ
ん
（
梅
原
•
6
3歳
•
四
期
）

が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
種
人
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。

各
種
の
人
事

0

は
副
委
員
長

（
敬
称
略
）

卍
議
長
•
…
・
・
栗
原
利
夫

〇
副
議
長
…
…
始
沢
三
郎

0
総
務
常
任
委
員
会
（
四
人
）

◎
小
松
原
一
好
、
0

島
田
誠
司
、

石
崎
栄
一
、
始
沢
三
郎

圏
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
（
四
人
）

◎
泉
田
公
一
郎
、

0

関
根
慎
市
、

小
平
喜
章
、
栗
原
利
夫

衡
土
木
・
経
済
常
任
委
員
会
（
三
人
）

◎
石
村
嘉
男
、

0

海
老
原
金
平
、

◎
は
委
員
長

泉
田
和
作

蒼
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員

石
村
嘉
男
、
栗
原
利
夫

＊
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

島
田
誠
司
、
関
根
憧
市
、
始
沢

三
郎

蒼
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組

合
議
会
議
員

石
村
嘉
男
、
泉
田
公
一
郎

衡
館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

海
老
原
金
平
、
石
崎
栄
一
、
泉
田

公
一
郎

圏
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
長
栗
原. 
湖
議
長
始
退
涵
ん

-—
\-l-

]

-

議
員

始
沢
三
郎
、
栗
原
利
夫

＊
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

議
会
議
員

小
松
原
一
好
、
栗
原
利
夫

〇
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

泉
田
和
作
、
小
平
喜
章
、
栗
原

利
夫
、
斎
藤
憲

監
査
委
員
に

泉
田
和
作
さ
ん
選
任

村
監
査
委
員
に
、
泉
田
和
作
さ
ん
（
矢

島

•
6
1歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

避
妊
手
術
と
い
う
と
、
自
然
の
摂
理

避
妊
で
近
所
迷
惑
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

動
物
の
避
妊
」

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫

に
避
妊
手
術
す
る
の
は
か
わ
い
そ
う
1

飼
い
主
の
多
く
は
そ
う
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
本
当
に
か
わ
い
そ
う
な

の
は
、
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
た
た
め
に

捨
て
ら
れ
た
り
、
行
政
施
設
に
引
き
取

ら
れ
た
り
す
る
子
犬
や
子
猫
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
生
ま
れ
た
子
す
べ
て
を

飼
え
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
人
は
、

そ
う
多
く
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
や
は
り
、
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い

子
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
て
や
る
こ

と
、
こ
れ
が
飼
い
主
に
と
っ
て
も
、
ペ

ッ
ト
に
と
っ
て
も
一
番
望
ま
し
い
こ
と

な
の
で
す
。

r動物愛護週間•9 月 20 日～26 日」

こ二＞
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鬱観匿纏欝櫃負置襲騎或

トップは入ケ谷94.57%

二位下江黒、 三位斗合田の順

七
月
二
十
三
日
行
わ
れ
た
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
成
績
優
良
地
区
表

彰
式
（
村
内
行
政
区
単
位
）
が
、
八
月

十
日
、
十
六
行
政
区
の
区
長
、
安
見
村

▲表彰式のようす

行政区別投票状況 表一①

行政区 投票率
順 前回 (S 61衆参同時選挙）

位 投票率増減順位

入ケ谷 94.57% 1 96.77% • 2.20% 1 

下江黒 90.59 2 95. 00 • 4.41 2 

斗合田 88.85 3 91. 84 • 2.99 6 

大佐貫 88.17 4 91. 35 • 3.18 8 

千津井 87.89 5 91. 33 • 3.44 , 
須賀 87.63 6 92. 39 • 4.76 3 

川俣 87.04 7 92. 20 • 5.16 4 

上江黒 84.22 8 90.28 • 6.06 12 

矢島 84.15 9 91. 46 • 7.31 7 

田島 83.81 10 92.14 • 8.33 5 

新里 83.74 11 88.90 • 5.16 15 

大輪 82.84 12 91.30 • 8.46 10 

南大島 81.84 13 90.91 • 9.07 11 

江口 81.01 14 90.02 • 9.01 13 

梅原 80.73 15 89.31 • 8.58 14 

中谷 77.76 16 81.12 • 3.36 16 

計 84.04 90.43 • 6.39 

栗原さん

/-—` 

議
栗長
原に
利当
夫選
さし
んた
＼--一―

始沢さん

[
副
議
長
に
当
選
し
た
]

始
沢
三
郎
さ
ん

一
般
会
計
補
正（

）
は
補
正
後
総
額

既
定
の
予
算
総
額
は
変
化
な
し
。

【
歳
入
】1
1

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

繰
入
金
―
二
六
万
円
増
額
（
―
二
六
万

二
千
円
）
▼
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
一

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
ら
二
十
人
ほ

ど
が
出
席
し
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。投

票
率
一
位
の
入
ケ
谷
、
二
位
1
1

下

江
黒
、
三
位
1
1

斗
合
田
の
区
長
に
安
見

委
員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念

品
代
の
金
一
封
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
区
長
に
も
記
念
品
代
と
し

（
）
は
補
正
後
総
額

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
―
二
七
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
三
億
四
一
九
七
万
円
に
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】1
1

▼
支
払
基
金
交
付
金
一

0
八
万
七
千
円
（
二
億
三
九
六
九
万
円
）

▼
国
庫
負
担
金
一
四
万
七
千
円
（
六
七

九
二
万
四
千
円
）
▼
県
支
出
金
三
万
六

千
円
（
一
六
九
八
万
円
）

【
歳
出
】1
1

▼
諸
支
出
金
―
二
七
万

円
（
―
二
七
万
五
千
円
）

て
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
贈
り
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

一
方
、
前
回
の
投
票
率
を
上
回
っ
た

区
に
贈
ら
れ
る
努
力
賞
は
、
前
回
が
衆

参
同
時
選
挙
と
い
う
こ
と
も
あ
り
該
当

す
る
区
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
行
政

区
別
の
投
票
状
況
は
表
ー
①
の
と
お
り
ロ

で
す
。 老

人
保
健
特
別
会
計
補
正

二
六
万
円
減
額
（
一
億
一
六
0
0
万
八

千
円
）

を
冒
し
て
い
る
よ
う
な
感
情
を
覚
え
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

人
間
社
会
の
な
か
で
、
調
和
の
と
れ
た

形
で
共
存
す
る
た
め
に
は
、
や
む
を
得

な
い
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。避

妊
を
す
る
こ
と
で
、
発
情
期
に
雄

が
集
ま
っ
た
り
、
な
き
声
を
上
げ
た
り

し
て
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
も
防
止
で
き
ま
す
。

人
間
が
犬
や
猫
に
対
し
て
避
妊
を
求

め
る
以
上
、
そ
の
動
物
に
対
し
て
は
よ

り
以
上
の
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
、

I
I終

生
飼
養
＂
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
年
、
数
多
く
の
ペ
ッ
ト
が
、
行
政

施
設
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
か
わ
い
そ
う
な
動
物
を
一
匹
で

も
減
ら
す
た
め
に
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、

ペ
ッ
ト
の
避
妊
を
真
剣
に
考
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

飼
う
こ
と
が
大
切
で
す



.g" 

....ヘルストロンでくつろぐおばあちゃんたち（老人福祉センター）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

長
寿
お
め
で
と
う

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
、
二
十
一
日
ま
で
の
一
―

週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿

を
祝
う
国
民
の
祝
日
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
昭
和
六
十
二
年
で
男
子
七
十

五
・
六
歳
、
女
子
八
十
一
•
四
歳
と
世
界
最
高
の
水
準

で
す
。
高
齢
化
社
会
は
着
実
に
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。

若
い
人
も
、
い
ず
れ
三
十
年
・
五
十
年
後
は
お
年
寄
り

に
ー
。
一
年
一
年
確
実
に
年
を
と
る
私
た
ち
み
ん
な

の
課
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ

る
老
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

l

を
、
こ
の
機
会
に
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
本
村
の
高
齢
者
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
は
千
四
百
十
一
人
で
総
人
口
の
一

三
・
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
七
十
五
歳
以
上
は
五
百

三
十
九
人
（
五
・
ニ
％
）
、
九
十
歳
以
上
に
な
る
と
十
九

人

(
0
・
ニ
％
）
と
い
う
状
況
で
す
。
い
ず
れ
も
微
増

で
す
が
前
年
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
の
進
展

が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
等
の
高
齢
者
に
対
し
、
長
寿
を
祝
い
、
今
年
九

十
・
九
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
、
群
馬
県
か
ら
記
念

品
が
、
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
村
と
村
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
記
念
品
が
、
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
方

に
は
村
か
ら
敬
老
年
金
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
を
機
に
、
一
層
敬
老
福
祉
に
関
心
を
持
ち
、
み

ん
な
で
生
き
が
い
の
あ
る
福
祉
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

平成元年 9 月 10 日

. 
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ベ
ス
ト

1
0位

村
内
長
寿

＠神谷たけさん •98歳 IO恩田万吉さん •99歳

7
ー

1

ー

1

ー

1
9
9
1
,

一
村
内
長
寿
ー
、
ベ
ス
ト

1
0位
一

一
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
―

―
ん
た
ち
で
す
。
そ
の
方
々
に
「
長
一

｛
寿
の
秘
け
つ
は
な
ん
で
す
か
」
と
一

一
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
み
な
さ
ん
―

-
「
食
事
は
腹
八
分
、
肉
、
野
菜
に
一

―
限
ら
ず
好
き
な
も
の
を
少
し
、
三
―

一
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る
こ
と
、
そ
し
一

一
て
家
庭
円
満
で
毎
日
を
和
や
か
に
一

一
過
ご
す
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
一

一
い
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
一

一
と
が
秘
け
つ
と
い
え
る
よ
う
で
す
。
一

一
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一

◎日比野和吉さん •92歳 I ◎細田金次郎さん •92歳 10冨塚みやさん •95歳 I®藤野しまさん •97歳

4[,篠木正名さん •92歳 l ◎渡邊もとさん •92歳 I ⑥原口房二さん •92歳 1-@泉田丹次郎さん •92歳
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※同年齢の場合は、誕生月日の早い方を上位とし、ベスト 100人をご紹介します。



第336号 広 報 め い わ 平成元年 9 月 10 日

親子で折り紙に挑戦一ー。新聞紙や色紙、

折り込み広告などを使い、元幼稚園長の長沼

恵与さん（館林市）の指導で、鉄砲、風船、

カブトなどをつくり、親子のふれ合いを深め

ながら楽しい一日を過ごしました。 (8 月中央公民館事業）

村内の農家生活改善グループ連絡協議会が

自慢料理交流会を開催し近隣の同種グループ

を招待。カボチャポタージュなど19種のメニ

ューに舌つづみを打ちながら料理を通じて交

流を図りました。 (8 月、中央公民館）

八
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し

て
「
木
工
教
室
」
が
小
学
生
を
持
つ
親
子
を
対
象
に

開
か
れ
ま
し
た
。

本
村
須
賀
で
が
ん
具
製
造
し
て
い
る
松
本
利
一
さ

ん
に
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
本
さ
ん
は
、
木
工

が
ん
具
づ
く
り
二
十
五
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

親
子
二
十
人
ほ
ど
が
参
加
。
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方

な
ど
木
工
大
工
の
基
本
を
勉
強
。
親
子
の
ふ
れ
合
い

を
高
め
な
が
ら
、
「
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
ご
ま
」
な
ど
動

く
お
も
ち
ゃ
を
一
日
が
か
り
で
仕
上
げ
、
「
や
っ
た

あ
」
の
歓
声
を
あ
げ
、
つ
く
る
喜
び
を
か
み
し
め
ま

し
た
。
〔
親
子
夏
休
み
教
室
〕
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明
和
1

私
が
邑
楽
地
方

（
昭
和
二
十
一
年
）

高
島
村
（
現
邑
楽

業
者
代
表
福
地
鉄

ほ
し
い
と
の
要
請

地
に
出
張
し
た
。

田
裏
作
小
麦
が
鉱
.. 

無
に
な
っ
た
の
で
供
出
対
象
面
積
．
7

ら
免
除
し
て
ほ
し
い
と
の
懇
請
で
あ

っ
た
。
そ
の
場
で
大
字
渋
沼
、
石
打
、

藤
川
の
被
害
田
を
一
筆
毎
に
農
家
立

会
い
の
も
と
に
、
調
査
を
開
始
し
た
。

被
害
状
況
は
水
田
の
水
口
を
中
心

と
し
て
扇
状
に
ニ
ー
三
ア
ー
ル
位
が

銅
イ
オ
ン
の
作
用
に
よ
り
立
毛
皆
無

で
あ
り
、
戦
後
初
め
て
の
現
象
で
あ

っ
た
。
調
査
の
結
果
、
皆
無
の
実
面

積
を
供
出
対
象
か
ら
除
外
し
た
の
で

大
勢
の
農
業
者
が
納
得
し
て
く
れ
た
。

因国, 
そ
の
後
、
旧
山
田
郡
毛
里
田
村
（
現

太
田
市
）
の
小
暮
寛
次
氏
（
県
食
糧

調
整
委
員
）
が
訪
ね
て
来
た
。
足
尾

鉱
害
根
絶
期
盛
同
盟
を
結
成
し
た
い

利
に
も
関
係

事
務
所
職
員
当
時
か
ら
邑
楽
郡
も
同
調
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
の
事
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
関
係

町
）
の
石
打
（
農
者
と
緊
急
会
議
を
開
き
加
盟
す
る
こ

夫
氏
）
か
ら
来
て
と
に
決
ま
っ
た
。

が
あ
っ
た
の
で
現
対
策
費
を
町
村
毎
に
割
当
て
お
願

そ
の
人
達
か
ら
水
い
し
た
が
、
千
江
田
、
梅
島
、
佐
貫

毒
の
た
め
立
毛
皆
村
は
利
根
水
系
で
あ
り
、
渡
良
瀬
水

へ
』

P

系
に
関
係
な
い
と
し
て
除
い
た
郡
内

の
町
村
が
同
盟
本
部
に
納
入
し
た
。

鉱
毒
の
被
害
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
の
は
、
米
麦
の
供
出
の
こ
と

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

戦
時
中
の
物
質
不
足
（
肥
料
工
場

が
軍
需
工
場
に
転
換
）
に
よ
り
、
土

壌
改
良
資
材
が
全
く
無
く
な
っ
た
た

め
鉱
毒
の
中
和
作
用
が
計
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
邑
楽
郡
と
し
て
は
被
害
を

大
き
く
し
て
い
た
。



(7) 平成元年 9 月 10 日 広 報 め い わ 第336号

曹
広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事なと一ーなんでも結構

です。情報をお寄せください。

人
生
八
0
年
時
代
、
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
い
つ
ま
で
も
若
さ
を

保
ち
、
生
き
が
い
の
あ
る
日
々
を

送
っ
て
も
ら
お
う
と
、
村
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
主
催
の
福
祉
講
演
会

「
私
の
生
き
が
い
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。講

師
は
大
洋
航
空
昧
会
長
の
大

西
勇
一
さ
ん
（
館
林
市
）
。
飛
行
機

や
ろ
う
の
心
意
気
な
ど
、
大
西
さ

ん
の
航
空
関
係
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
体
験
な
ど
の
熱
弁
に
、
受
講

し
た
老
人
二
百
人
は
う
な
ず
き
聞

入
り
感
銘
し
て
い
ま
し
た
。

（
％
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

当時の鉱毒被害状況-------------------------------------

千江田村

梅島村

佐貫村

計

538.0町歩

263.4町歩

140.8町歩

942.2町歩

515戸

331戸

5戸

851戸

21万8246円 7 銭

8 万1927円84銭

2 万8716円48銭

32万8890円39銭

鉱毒運動負担金
ー------------------------------------

千江田村

梅島村

佐貫村

計

明治30年

0 円

45円

0 円

45円

明治33年

0 円

30円55銭

32円02銭

62円57銭

明治35年

12円

12円

12円

36円

※いずれも明治30年 2 月 20 日、四県連合
事務所資料による。

み
の
り
生
石
灰
の
配
給

翌
年
、
期
盛
同
盟
会
の
運
動
に
よ

り
戦
後
初
め
て
、
昭
和
二
十
二
年
十

二
月
十
九
日
付
で
県
よ
り
生
石
灰
の

配
給
四
五
四
ト
ン
の
割
当
が
あ
り
、

直
に
被
害
町
村
に
配
分
し
た
。
こ
う

し
て
昭
和
三
十
三
年
頃
ま
で
邑
楽
と

し
て
は
対
策
が
続
い
た
。
そ
の
間
に

お
い
て
工
場
の
復
旧
も
な
り
、
土
壌

改
良
剤
や
化
成
肥
料
も
出
回
っ
た
の

で
さ
わ
ぎ
は
少
く
な
っ
た
。
但
し
、

太
田
地
区
で
は
昭
和
四
十
九
年
ま
で

続
き
、
そ
の
後
も
渡
良
瀬
川
の
水
質

監
視
を
続
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

運
動
が

ー
、

｀
と
の

すうよの
今
．
害

い
被

5
の寺En" 

マ
｛
当

f
 

ど
▲

今
年
、
明
和
村
教
育
委
員
会
主
催

に
よ
る
郷
土
誌
講
座
が
、
館
林
の
布

川
先
生
を
招
き
、
「
足
尾
鉱
毒
」
と

題
し
た
講
義
が
開
か
れ
、
受
講
し
て

初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の

資
料
の
中
で
明
和
村
に
も
足
尾
鉱
毒

が
あ
っ
た
と
明
示
さ
れ
た
の
で
驚
い

た
次
第
で
あ
る
。

渡
良
瀬
川
が
氾
濫
し
水
位
が
谷
田

川
よ
り
ニ
ー
三
メ
ー
ト
ル
も
上
が
り

逆
流
し
た
こ
と
が
何
回
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
明
和
村
の
水

田
に
流
入
し
鉱
毒
が
沈
積
し
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
（
注
、
現
在
は
樋
門
が

あ
り
、
谷
田
川
に
逆
流
す
る
こ
と
は

な
い
。
）

渡
良
瀬
川
の
沿
岸
で
も
な
い
の
に

明
和
村
に
足
尾
鉱
毒
被
害
が
あ
っ
た

こ
と
は
意
外
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
明

治
三
十
三
年
二
月
十
三
日
、
渡
良
瀬

川
両
岸
被
害
民
が
四
回
目
の
大
挙
請

願
の
途
中
利
根
川
の
川
俣
の
渡
し
で

警
官
隊
（
一
八
0
名
）
や
憲
兵
（
一

0
名
）
と
衡
突
、
そ
の
弾
圧
を
受
け

流
血
の
惨
事
と
な
り
、
川
俣
事
件
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
足
尾
鉱
毒
の
問

題
は
我
が
明
和
村
に
も
直
接
関
係
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
村
郷
土
史
研
究
会
員
、
福
島

1
1

寄
稿
）
。

明
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友
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、
イ
ラ
ス
ト
、
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一
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よ
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ガ
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一
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い
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役
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川
俣
．

藤
野
清
美
ち
ゃ
ん
⑪
の
絵

一笞ご唸

千
津
井
・

藤
野
ひ
と
み
ち
ゃ
ん
⑧
の
絵

『
讐
と
う
さ
ん
」ヽ

▲大きく羽ばたく「ウイングス」の皆さん

ふ-’笠ど＇―：

母
送

る

道
一
筋
門
火
焚

も
軍
服
も
来
盆
の
道

仏
説
く
膝
の
く
づ
さ
ざ
る

の

< 

甲
冑

夏
の
僧

流
灯
や
ま
た
遠
く
な
る
仏
た
ち

大
ま
か
と
な
り
た
る
夕
餡
夏
休
み

ひ
ぐ
ら
し
や
一
家
揃
い
し
夕
鮪
時

夏
木
立
道
の
坂
な
す
中
尊
寺

絶
勝
の
摩
周
湖
望
む
夏
の
れ
ん

蝉
鳴
く
や
芭
蕉
句
碑
読
む
奥
秩
父

て

松
本
夜
詩
夫

高
橋
三
重
子

野
沢
芳
子

山
下
ふ
で

日
名
子
春
実

荒
井
み
ね
子

山
下
富
治

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

『
お
虐
息
乞
疇
ん
』

: 

こ
れ
か
ら
は
、
欠
点
で
も
あ
る
サ

ー
ブ
練
習
に
重
点
を
置
き
、
ね
ば
り

の
な
い
気
の
弱
さ
も
克
服
し
、
ま
ず

一
勝
の
初
心
を
忘
れ
ず
”
翼
よ
“
大

き
く
ー
ー
と
、
今
日
も
、
明
日
も
和

気
あ
い
あ
い
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
私
た
ち
と
一
緒
に
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
愛
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
た
い
と
思
う
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
加

入
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
い
つ
で
も

待
っ
て
い
ま
す
。
（
連
絡
先
、
奈
良

明
子
宅
6
闘
3
9
5
2

へ
）

戸

「
ウ
イ
ン
グ
ス
」
は
会
員
十
一
人

の
気
さ
く
で
明
る
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
愛
す
る
人
達
で
つ
く
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。
楽
し
く
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
、
若
さ
と
健
康
保
持
を

モ
ッ
ト
ー
に
週
一
回
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

会
の
悲
願
（
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー

か
な
）
と
も
い
え
る
大
会
で
の
、
ま

一
勝
の
初
心
忘
れ
ず

真
グループ名

「ウイングス」

代表

奈良 明子

ず
一
勝
を
期
し
て
チ
ー
ム
を
改
名
、

早
く
も
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

練
習
不
足
、
試
合
経
験
の
浅
さ
等

が
重
っ
て
、
い
つ
も
も
う
一
歩
と
い

う
と
こ
ろ
で
勝
利
で
き
ず
、
一
勝
の

壁
は
破
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
の
七
月
遠
方
で
の
練
習

試
合
で
白
星
を
収
め
、
そ
れ
に
自
信

を
つ
け
、
七
月
の
村
民
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
悲
願
の
一
勝

を
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
、
会
員

一
同
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
地
道
な

練
習
、
努
力
を
重
ね
れ
ば
そ
の
努
力

が
自
信
と
な
り
勝
利
に
結
び
つ
く
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
ー
。

• 

• 

⑤
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ー

第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
参
加
者
募
集

＊
期
日

1
1
1
0
月

1
0日
因

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1

一
般
村
民
(
5
0
歳
以
上

の
部
及
び
5
0
歳
未
満
の
部
）

＊
内
容

1
1

個
人
プ
レ
ー

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月
末
日
ま

で
に
社
会
体
育
館
へ

第
9
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

J
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

＊
期
日

1
1
1
0
月
1
5
日
⑪

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1
4
0
歳
以
上
の
人
で
編
成

第
4

回
村
民
テ
ニ
ス

大
会
結
果
（
硬
式
）

卍
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

▼
一
位
1
1

原
口
享
•
吉
永
清
重
組

マ
一
位
1
1

小
松
修
・
坂
上
敏
幸
組
▼

三
位
1
1

篠
木
好
一
郎
・
芝
崎
賢
司
組

（
敬
称
略
）

三
か
い
た
I
I

I
Iい
い
汗

長
谷
川
保
（
川
俣
）

払%i疇
スボーツ繍

＾沙

か
こ
う
I
I

し
た
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1

三
0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
5
日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

第
8

回
事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

雨
天
等
に
よ
り
順
延
と
な
っ
て
い
ま

し
た
事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
改
め
て
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

＊
期
日

1
1
1
0
月
2
2
日
⑪

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1

村
内
事
業
所
単
独
で
編
成

し
た
チ
ー
ム

＊
参
加
費
用
1
1

三
0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月

1
2日
ま
で

に
社
会
体
育
館
へ

ス
ポ
ー
ツ
信
条

私
は
現
在
、
村
内
の
小
学
校
中
・
高

年
生
の
女
子
を
対
象
に
「
明
和
西
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
」
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
指
導

と
い
う
か
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

私
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
は

中
学
生
の
時
、
明
中
時
代
で
し
た
。
当

時
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
い
う
よ
り
、

愛
好
会
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
発
足
し

た
ば
か
り
の
ク
ラ
ブ
で
、
部
員
数
も
や

っ
と
紅
白
試
合
が
で
き
る
程
度
だ
っ
た

よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
の
、

フ
ァ
イ
ト
「
ガ
ッ
ツ
」
が

めいわ

ームー

` I
Iい
い
汗

幸

先
館

2
6

せ
育

4
6

わ
体
＿

合
会

8
4

い
社

6

問

村内のスポーツ団体、 50人ほどが 7 月 30 日早朝、

利根川昭和橋付近から上流約1. 5 kmの河川敷のクリ

ーン作戦を展開。

そこには私たち、ふれ合いの拠点、利根川総合運

動場があり、みんなの施設はみんなできれいに一と

例年、河川美化月間に合わせて自主的に行っていま

す。この日もみんなで快い汗を流しました。

もれががのとーも勝 て負ァのま
役‘バあフしフのとそいにイ連まそ
立青レりアてアで除のきこ卜続なん
て少 l まイいイす々かまだだでらな

` ば年ボせ卜ま卜゜にいしわけしずこ
本の l んにすーそ勝あたらはた‘と
望健ル°欠゜をん数つ゜ずお°試で
と全をそけ現スながて 全うで合す

, 思可募嘉カノノヽ笞亭謬言：］ 皇蓋／ミ賃合；a／／ど：［］：！：：：さ：：：：：］：円］ど］ど］［〉：｝：：／／
-

第34回村民体育祭
------------------------------------------------

0期日

0場所

10月 8 日（日）予定

明和中学校々庭
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票
有
施
設
見
学
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

0

日
時

1
1

十
月
十
九
日
因

民
館
七
時
四
十
分
集
合

0

定
員

1
1

五
十
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
に
よ
り
決
定
）

0

対
象

1
1

十
八
歳
以
上
の
方
（
子
ど

も
同
伴
は
不
可
）

0

見
学
先
1
1

下
久
保
ダ
ム
発
電
所
、
群

馬
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
県
立
女
子
大
学

〇
申
し
込
み
1
1

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に

二
名
連
記
可
）
で
十
月
五
日
困
ま
で

に
〒

3
7
4館
林
市
仲
町
十
一
番
十
号

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
へ

※
詳
し
く
は
、
財
務
事
務
所

(
6⑫
4

4
6
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ロ

危
険
物
資
格
の
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
す

〇
準
備
講
習
会

中
央
公

涵

(10) 

ロ

日
時

1
1

十
月
十
三
日
⑧

時
か
ら

会
場

1
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

受
講
料
1
1

六
五
四
0
円

0

試
験
日
時

1
1

十
一
月
十
二
日
⑪
午
前

九
時
か
ら

会
場

1
1

関
東
学
園
大
学
（
太
田
市
）

受
講
料
1
1

甲
種
五
0
0
0
円
、
乙
種

三
四
0
0
円
、
丙
種
二
七
0
0
円

〇
申
し
込
み
1
1

十
月
二
日
同
＼
十
月
六

日
②
ま
で
に
明
和
分
署
へ

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署

(
6闘
3
1

3
1
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
し

手
話
通
訳
士
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

0

試
験
日
1
1
第
一
次
十
一
月
二
十
六

日
⑪
第
二
次
二
年
二
月
四
日
⑰

〇
応
募
資
格
1
1

二
十
歳
以
上
で
、
手
話

通
訳
経
験
が
三
年
程
度
の
方

〇
申
し
込
み
1
1

九
月
三
十
日
田
ま
で
に

的
聴
力
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

ヘ
0

手
数
料
1
1

一
八
五
四
0
円
（
消
費
税
含
）

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6闘
3
5
6

1
6
3
4
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳

県
海
外
協
会
で
は
、
県
民
と
外
国
人

と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
国
際
交
流
、

国
際
親
善
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通

訳
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
、
溝
十
八
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
海
外
協
会

(
6
0
2

午
前
九

午
後
＿
特
か
ら
七
時

館
林
厚
生
病
院

患
者
さ
ん
に
は
、
良
い
環
境
の

な
か
で
適
切
な
治
療
を
受
け
、
十

分
な
静
養
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

指
定
時
間
外
の
面
会
は
、
ほ
か

の
患
者
さ
ん
に
も
迷
惑
と
な
り
ま

す
の
で
、
時
間
外
の
面
会
は
お
断

わ
り
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
と
う
そ

リ
ウ
マ
チ
相
談

0

日
時

1
1

十
月
六
日
②

ー
五
時

0

会
場

1
1

館
林
保
健
所

0

対
象
者
1
1

リ
ウ
マ
チ
患
者
及
び
家
族

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
館
林

保
健
所

(
6⑫
3
2
3
0
)
へ

面
会
時
間
は

技
術
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か

〇
募
集
科
目
1
1

機
械
製
図
科

〇
募
集
人
員
1
1

二
十
五
名

〇
応
募
資
格
1
1

高
校
卒
業
し
た
方
（
見

込
み
含
）

〇
申
し
込
み
1
1

九
月
二
十
五
日
囲
ー
十

月
三
十
一
日
閲

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校

(
6⑫
0
2
2
9
)
へ
。

午
後
二
時

7
2

闘
1
1
1
1

内
線
2
4
5
3
)
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
は
、
大
切
に

バ
イ
ク
に
必
す

自
賠
賣
保
険
を

九
月
は
、
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ

ィ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月

間
で
す
。

•
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

油
断
は
禁
物
。
無
保
険
（
無
共
済
）
で

死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
大
変
で
す
。

●
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、
最
寄

り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ
イ

ク
店
・
自
転
車
店
等
）
、
農
協
で
契
約
の

手
続
き
を
済
せ
ま
し
ょ
う
。

”
忘
れ
る
な

事
故
の
こ
わ
さ
と
自
賠
責
“

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
と
き
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
記
号
番
号
は
、

加
入
の
記
録
を
管
理
す
る
た
め
の
も
の

で
、
一
生
を
通
じ
変
わ
ら
な
い
も
の
で

す
か
ら
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
手
帳
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
り
、

異
な
っ
た
記
号
番
号
の
手
帳
を
何
冊
も

持
っ
て
い
る
方
は
、
役
場
住
民
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 日

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
三
木
曜
日
の
午
前
十
時

＼
午
後
三
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

0

毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
前
十
時

ー
午
後
三
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

健

0

日
時

1
1

九
月
二
十
一
日
困

午
前
九
時
三
十
分
＼
十
時
三
十

分
受
付
十
月
三
日
因
午
後

一
時
＼
二
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

0

日
時

1
1

九
月
十
八
日
⑪

前
十
時
＼
午
後
三
時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

午

康

相

二火
畝

0

毎
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
一
時

ー
ニ
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

※国際理解セミナーヘのお誘い＝10月 14 日出・ 15 日（日） 1 泊 2 日 申し込み＝ 9 月 30 日出までに金山青年の家（云22 -7956) へ。
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老人医療該当者等一覧表

対 象 に な る 人 手続に持参するもの

満70歳以上の人 〇印鑑・医療保険証

満65歳から 69歳までのねたきり老人で次に

該当する人

0 国民年金法障害年金 1 • 2 級の人
〇厚生年金保険法等障害年金 1 • 2 級の人 〇印鑑・医療保険証

〇身体障害者手帳 1~3 級の人 ・身体障害者手帳

〇身体障害者手帳 4 級で次の人 •各年金証書

イ）音声・言語機能障害 〇転入者については

ロ）両下肢のすべての指を欠く障害 障害認定証明書

ハ）一下肢を下腿の 2 分の 1 以上欠く障

害

二）一下肢の著しい障害

〇労働者災害補償保険法等障害補償年金 1

~4 級の人

福祉医療制度該当者等一覧表

都
市
計
画
案
き
ま
る

八
月
十
五
日
告
示

明
和
工
業
団
地
を
市
街
化
区
域
に
編

入
し
、
用
途
地
域
を
指
定
す
る
館
林
都

市
計
画
の
変
更
が
計
画
案
ど
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

圏
市
街
化
区
域
・
調
整
区
域
の
変
更

告
示
番
号
群
馬
県
告
示
第
七
一
九
号

医
療
助
成

該
当
者
は
手
続
き
を

医
療
助
成
制
度
に
は
、
老
人
医
療
、

乳
児
等
福
祉
医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、

役
場
住
民
課
で

種 類 対 象 に な る 人 手続に持参するもの

乳児
〇印鑑・医療保険証

医療費
乳児 (0 歳児） 〇転入者は、市民税の課

税証明書

幼児入院 1 歳から 3 歳になる誕生月の末日まで入院治 0 印鑑・医療保険証・医

医療費 療を必要とする幼児 師の診断書

0 国民年金法施行令 l 級の障害に該当する人 〇印鑑・医療保険証・各

重度心身
0特別児童扶養手当 1 級の障害に該当する人 年金証書•特別児童扶

障害（児）者
〇身体障害者手帳 1 、 2 級（ただし、片上肢 養手当証書・身体障害

医療費
障害を除く）の障害に該当する人 者手帳・療育手帳など

〇療育手帳の交付を受け、判定が「A 」(J)人 の障害の程度を証明す

るもの

〇母子家庭で18歳に満たない児童を扶養して
〇印鑑・医療保険証・母

母子家庭等
いる母とその児童

子年金証書・児童扶養

医療費
0父母のいない18歳未満の児童

手当証書

〇転入者は、所得証明書

平
成
元
年
八
月
十
五
日

事
清
水
一
郎

0

市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
区
域

明
和
村
大
字
大
輪
の
一
部

衡
用
途
地
域
の
変
更

告
示
番
号
群
馬
県
告
示
第
七
―
1
0号

平
成
元
年
八
月
十
五
日
群
馬
県
知

事
清
水
一
郎

0

新
た
に
工
業
専
用
地
域
に
指
定
す
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
老
人
医
療
、
福
祉
医
療
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
で
、
会
社
に

就
職
し
た
り
、
退
職
な
ど
で
医
療
保
険

が
替
わ
っ
た
と
き
は
必
ず
新
し
い
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
住
民
課
へ
届
け
出

群
馬
県
知

交
通
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

村
で
は
、
県
と
国
と
共
同
で
、
九
月

下
旬
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
交
通
実
態

調
査
（
両
毛
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
ま
せ
ん
と
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
福
祉
係
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

区
域

明
和
村
大
字
大
輪
の
一
部

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

約
四
十

村 の ス
っ

‘
、こ き

9 月

11 日

12 日

13 日

15 日

17 日

17 日

20 日

21 日

23 日

10月

8 日

土地開発公社理事会

敬老慰問（村内）

ゲートボール大会決勝

ガールスカウト発団式

総合福祉スポーツ大会

危険物収集（ガラス類）

村議会定例会 (22 日まで）

農業委員会

第35回成人式

村民体育祭

プ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
と
は
、
交

通
の
流
れ
の
基
本
と
な
る
人
の
一
日
の

動
き
の
実
態
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
対
象
は
、
両
毛
都
市
圏
に
在
住

の
方
で
、
そ
の
中
か
ら
二
万
世
帯
を
無

作
為
選
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
募
集
人
員
1
1

若
干
名

〇
申
し
込
み
1
1

九
月
二
十
日
困

※
詳
し
く
は
、
調
査
実
施
本
部

(
6⑳

0
3
5
4
)
へ
。

ご
存
じ
で
す
か

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
制
度

寝
た
き
り
老
人
等
を
抱
え
る
介
護
者

が
介
護
疲
れ
な
ど
の
た
め
に
介
護
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
老
人

ホ
ー
ム
で
お
預
り
す
る
短
期
保
護
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
）
制
度
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料
は
、
一
日
当
た
り
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
一
八
九
0
円
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
一
四
七
0
円
で
す
。

申
請
書
は
、
役
場
に
用
意
し
て
あ
り

＊
堀
口
菊
治
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀

行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

予定ですので変わる場合もあります

※今月の納税＝固定資産税•国民健康保険税・国民年金・水道料

0

日
時

1
1

九
月
二
十
二
日
②

十
時
三
十
分
＼
午
後
三
時

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
四
十
三
名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
前

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

敬
老
の
日
開
館
し
ま
す

九
月
十
五
日
②
は
、
国
民
の
祝
日
で

通
常
で
す
と
休
館
と
な
り
ま
す
が
、
敬

老
の
日
の
た
め
開
館
し
、
翌
日
十
六
日

山
が
休
館
と
な
り
ま
す
。
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。

羊
し
く
よ
、

ニ
＝
ロ
ー
し
＇

だ
さ
い
。

納期隈は 10月 2 日です。納期限までに納めましょう。

住
民
課
に
お
た
ず
ね
く



第336号 広 報 め い わ 平成元年 9 月 10 日 (12) 

こ
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

受診てからし 変更に；※なる 〇耳科隕鼻に産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

9 月 17 日
真中医院川村医院 大石医院云（74)2362 海宝医院 館林地区が

曜 云（72)1630 云 (72)1337 堀越医院云（73) 4151 云（74)0811 担当します

9 月 24 日
浜野医院川田医院 阿久津医院云（72)3315 宇沢病院 館林地区が

当 云 (88)5678 ff (72) 3724 増田医院云（72)1387 云（74)8761 担当します

10月 1 日
白沢医院後藤（康）医院 後藤（剛医院云 (72) 3975 最上医院 小西医院

番 ff (72) 1600 ff (72) 3975 ff(74)3763 云 (86)2261 

; : 10 月 8 日
落合医院小倉医院 館林医院 井上医院

医 合（72)3160 云（72)0606 田内医院云（72)3855 ff (74)2122 云 (82)1131 

10 月 15 日
根岸医院大神医院 多々良診療所合（72)3060 寺内医院 竹越医院

ff (72)3262 云（62)2200 大塚医院合（72)0176 ff (72) 3031 云 (84)3137 

8 月の

鱈｀
救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 12 件

•その他 5 件

●計 22 件

三。00

ｫ,.., 
‘`鼻
• ^• 

ｵt. 

廷

〇啓くん…「ぼく、お兄ちゃんが大好き。鉄

砲やプールで遊ぶの、とってもおもしろい

ょ。みんなといろんなことして遊ぶのが好

きなんだ。早く保育園に行きたいな…。」

0 お母さん…「最近とっても良く食べるよう

になったので喜んでいます。お兄ちゃんの

やること何んでもまねするのでハラハラの

連続ー。元気いっぱいの甘えん坊なんで

すよ。たくましく育ってほしいですね。」

〔修一・かすみさんの二男〕

※広報係では、「わが家の華」の登場者を

募集しています。お気軽に応募ください。

゜

1

歳
1
1カ
月
・
新
里

沢：

浦；

ひ
ろ
む啓
v

ん

(;®(

C 

®@®(® 

「みんなで築こう、群馬の交通安全」

をスローガンに 9 月 21 日から 30 日まで

秋の全国交通安全運動が展開されます。

あなたは“交通ルールを守っています”

と断言できますか一ー。この機にもう

一度再確認してみましょう。

〔運動重点〕

0高齢者の歩行中、自転車乗用中

の交通事故防止

0若年運転者の交通事故防止

0正しい方法によるシートベルト

着用の徹底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

カ
チ
ッ
と
締
め
よ
う

小新島
林井田氏

浦な芳名
治つ恵

68 87 56 贔

喜久義世
帯

一雄男主

下江大地
江
黒口輪区

% % % りを

1
1

お
く
や
み
1
1

野金澤谷大福
本子浦島木井氏

麻ま
欣t百 和梨学
徳脅耐薫舞美奈な 1

1

お
め
で
た
1
1

保
護
者
続
柄

孝
至
長
女

久
史
二
女

暁
長
女

修
一
長
女

道
勝
長
男

勝
利
二
男

千新新中川新地
津
井里里谷俣里区

％％6% ％％％闘

`<

※ 9 月 10日…「全国下水道促進デー」… I'愛されるまちにしたいね、下水道”

お
め
で
た

0

へ
〖
[
お
く
や
み
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第337号 広 報 め い わ 平成元年10月 10 日 (2) 

0
6
3年
度
村
土
地
開
発
公
社
事
業
及
び

決
算
の
報
告

0

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

0

村
道
路
線
の
廃
止

0

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

0

元
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

上
程
議
案 63 

゜ 第 8恒］
;';...l 

L•ノ

四

し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

種
特
別
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
の

三
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各

日
の
三
日
間
開
か
れ
、
昭
和
六
十

月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二
十
二

第
3

回
村
議
会
定
例
会
は
、
九

門
上
地
開
発
公
社

一
業
·
決
算

『
業
務
と
し
て
は
、
県
企
業
局
の

委
甜
を
受
け
「
公
有
地
の
拡
大
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
明
和
工
業
団

地
造
成
受
託
事
業
（
大
輪
地
内
）
を
実

施
し
ま
し
た
。

収
益
的
総
収
入
は
、
受
託
な
ど
の
事

業
収
益
の
二
二
億
四
四
五
九
万
二
五
〇

二
円
と
受
取
利
息
二
六
万

0
五
五
六
円

合
わ
せ
て
ニ
ニ
億
四
四
八
五
万
三
0
五

八
円
。

収
益
的
総
支
出
は
、
土
地
代
金
の
二

二
億
三
四
七
二
万
八
九
六
四
円
、
一
般

管
理
費
（
人
件
費
等
経
常
的
経
費
）
の

四
五
三
万
一
三
二

0
円
、
支
払
利
息
六

六
一
万
八
六
三
四
円
合
わ
せ
て
ニ
ニ
億

▲議会風景

r
 ；

主
な
内
容
一

r
ー
ー

四
五
八
七
万
八
九
一
八
円
。
不
足
額
一

0
二
万
五
八
六
0
円
は
前
期
繰
越
準
備
ロ

金
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
…
…
▼
収
入
1
1

借
入
金

一
八
億
二
六
八
一
万
三
千
円
▼
支
出
1
1

借
入
償
還
金
一
八
億
二
0
八
一
万
三
千

円
で
し
た
。

村
教
育
委
員
に

早
川
久
美
さ
ん
再
任

任
期
満
了
に
伴
う
、
村
教
育
委
員
会

委
員
に
、
早
川
久
美
さ
ん

(
6
8
歳
・
大

輪
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

元
年
度
一
般
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
三
二
九
万
四
千
円
を
追
加
し

総
額
を
二
四
億
八
―
二
七
万
四
千
円
に

し
ま
し
た
。

圏
主
な
歳
入

マ
村
税
（
村
民
税
）
五
0
七
万
二
千
円

〔
七
億
八
三
一0
万
四
千
円
〕
▼
分
担

金
及
び
負
担
金
五
万
八
千
円
〔
四
三
四

一
万
三
千
円
〕
▼
国
庫
支
出
金
一
四
三

万
円
〔
八
七
五
六
万
一
千
円
〕
マ
県
支

出
金
五
七
三
万
四
千
円
〔
二
億
八
0
四

0
万
二
千
円
〕
▼
寄
付
金
一
0
0
万
円

〔
一0
0
万
一
千
円
〕

衡
主
な
歳
出

▼
総
務
費
（
共
済
費
g
)
九
二
四
万
八

千
円
〔
三
億
一
三
八
四
万
七
千
円
〕
▼

民
生
費
ニ
ニ
万
四
千
円
〔
三
億
七
二
八

八
万
六
千
円
〕
▼
衛
生
費
一
七
八
万
四

千
円
減
〔
一
億
四
0
四
五
万
九
千
円
〕

▼
農
林
水
産
業
費
二
九
万
三
千
円
〔
三

億
八
四
ニ
ニ
万
六
千
円
〕
▼
土
木
費
一

一
三
万
二
千
円
〔
五
億
0
八
二
0
万
七

千
円
〕
▼
消
防
費
二
九
0
万
円
〔
一
億\ 

本
格
的
な
農
業
国
際
化
を
迎
え
大
同

団
結
ー
ー
。
本
村
の
明
和
村
農
協
、
千

江
田
農
協
、
そ
れ
に
館
林
市
農
協
の
三

つ
の
農
協
が
九
月
十
七
日
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
臨
時
総
会
を
開
き
、
来
年
三

月
に
合
併
す
る
こ
と
が
議
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
六
十
二
年
か
ら
県
農
協

中
央
会
が
進
め
て
い
る
農
協
合
併
推
進

の
一
環
と
し
て
実
現
す
る
初
め
て
の
ケ

ー
ス
。
県
下
の
関
係
者
か
ら
期
待
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
、
合
併
研
究
会
を
発
足
さ

せ
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
問
題
点
を

検
討
ー
|
°
さ
ら
に
今
年
二
月
に
は
三

農
協
と
市
、
村
の
行
政
関
係
者
か
ら
な

る
「
館
林
、
明
和
地
区
農
協
合
併
推
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
研
究
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

館
林
市
農
協
は
現
在
で
も
、
貯
金
額
、

販
売
額
な
ど
事
業
実
績
で
県
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
を
誇
る
農
協
、
そ
こ
に
中
堅
の

二
農
協
が
加
わ
り
合
併
と
な
る
と
、
ご

く
一
部
を
除
く
、
事
業
面
で
断
然
ト
ッ

プ
の
規
模
と
な
り
全
国
で
も
有
数
の
総

合
農
協
と
な
り
十
分
、
国
際
化
に
対
応

スケールメリット

国際化に対応

明和・千江田・館林市

の 3 農協

来年 3 月合併決まる



(3) 平成元年10月 10 日 広 報 め い わ 第337号

老人保健事業

0歳入 2 億9,896万 6 千円

0歳出 2 億9,896万 6 千円

0差引き 0 円

歳出の99.9％を占める医療諸費は、嵩齢化社会を反映

して、老人人口の増加や入院費の増加などにより、前年

と比較して 1,278 万 6 千円 (4. 5%) の増となりました。

゜ ゜
国民健康保険事業

0歳入 4 億3,075万 5 千円

0歳出 3 億8,880万 4 千円

0差引き 4,195万 1 千円

歳出の大部分を占める医療費の伸びは、前期 (4~9

月）が前年比11.4％の減と順調でしたが後期(10~11 月）

に入って前年比14.5％増となり、年間 0.7 ％の伸び。全

体的には落ち着いた伸びでしたが歳入不足になり、一般

会計より 3,500 万円の繰入れを行いました。

幸いにして、医療費が伸びなかった事から 4,195 万円

の黒字決算となりました。しかしながら、国保財政は依

然として厳しい状態にあります。今後ともより一層の医

療費適正化にご協力下さい。

゜
゜

水道事業

〇収入 9,353万 7 千円

0支出 7,622万 6 千円

0差引き 1 I 731 万 1 千円

9,353万 7 千円（水道料金％）の収入に対して 7,622 万

6 千円（電気料など）で差し引き 1,731 万 1 千円の純利

益でした。

収益的収支

〇収入 175万円

0支出 1,522万 9 千円

0差引き△1,347万 9 千円

175万円（他会計負担金）の収入に対して、 1,522 万 9

千円の支出で差引き不足する額 1,347 万 9 千円は過年度

分損益勘定留保資金及び減債積立金で補てんした。

主な事業として、斗合田ほか 4 地内の配水管布・移設

工事及び消火栓 5 基などの整備を図りました。

資本的収支

0
6
3年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

0
6
3年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算
の

認
定

0
6
3年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定

0
6
3年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

| I | 路

線

: : /' ‘ > 名

; 七七七 大島南 四六ー 南大島 二五＝ 南大島 起

: : ‘占’‘‘ 

; 七六七 南大島 四；八石 南・烏人 ニ五 南大島 糸冬

< "占ヽヽ

ノ＇‘ 
/゚' ‘ 

延

m 

ノ＇‘ 九 長

＾巾.. ..  .. m 
五五 五五 五五 ー員

/ 
0
六
三
六
万
四
千
円
〕
▼
教
育
費
―
二

八
万
一
千
円
〔
三
億
七
八
七
六
万
六

千
円
〕

平
成
元
年
度

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
六
六
万
一
千
円
を
追
加
し
総

額
を
四
億
二
六
九
九
万
円
に
し
ま
し
た
。

I
l
l
主
な
歳
入

▼
国
民
健
康
保
険
税
八
ニ
ニ
万
九
千

円
減
〔
二
億
ニ
ニ
0
九
万
三
千
円
〕
▼

繰
越
金
九
八
九
万
円
〔
一
九
八
九
万
一

千
円
〕

。
I
l
l
主
な
歳
出

▼
諸
支
出
金
一
六
六
万
一
千
円
〔
一

六
六
万
八
千
円
〕

次
の
三
路
線
の
村
道
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
南
大
島
地
内
土
地
改
良

総
合
整
備
事
業
に
伴
う
整
備
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

廃
止
さ
れ
る
路
線

廃
止

村
道
の
三
路
線

平
成
元
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正

〇
資
本
的
収
・
支

▼
資
本
的
収
入
（
他
会
計
負
担
金
な

ど
）
二
四
九
八
万
四
千
円
〔
二
六
九
八

万
四
千
円
〕
▼
資
本
的
支
出
（
建
設
改

良
費
）
二
四
六
二
万
七
千
円
〔
五
八
一

二
万
三
千
円
〕7

 ｛
昭
和
六
十
三
年
度
一

}
一
般
会
計
な
ど
各
種
一

一
会
計
決
算
認
定
に
つ
一

―
い
て
は
、

3
1
5

ペ
一

一
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
一

ヽ
4
0

し

r
 __
_
_
_
_
_
_
 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
L
 

で
き
る
団
体
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
平
成
元
年
二
月
現
在
の
三
農

協
の
概
要
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
明
記
以
外
は
平
成
元
年
2

月
末
現
在

I
l
l
:
·

…
正
組
合
員
戸
数

0

明
和
村

8
1
8

戸

0

千
江
田

4
7
7

戸

〇
館
林
市

3
4
1
5

戸

0
：
…
．
準
組
合
員
一
戸
数

0

明
和
村

1
0
8

戸

0

千
江
田

6
5

戸

〇
館
林
市

1
4
8
1

戸

Ill:' 
... 

耕
地
面
積
（
田
・
畑
）

0

明
和
村

5
1
4

ヘ
ク
タ
ー
ル

0

千
江
田

3
2
7

ヘ
ク
タ
ー
ル

〇
館
林
市

3
3
3
6

ヘ
ク
タ
ー
ル

Ill:' 
... 

米
生
産
高

0

明
和
村

1
2
7
3

ト
ン

0

千
江
田

7
1
5

ト
ン

〇
館
林
市

6
6
1
5

ト
ン

0
：
●
●
,
．
麦
生
産
高

0

明
和
村

6
3
8

ト
ン

0

千
江
田

1
3
5

ト
ン

〇
館
林
市

5
5
4
5

ト
ン

I
l
l
:
：
：
野
菜
出
荷
額

0

明
和
村

7
7
2

万
円

0

千
江
田

7

億
7
7
0
0

万
円

〇
館
林
市

6
4

億
7
0
0
0

万
円

蒼
…
…
貯
金
高

0

明
和
村

9
8

億
5
0
0
0

詞

0

千
江
田

6
3

億
1
0
0
0

加

〇
館
林
市

6
3
7

億
2
0
0
0

訥

圏
…
…
職
員
数
（
元
．
8

．

3
1現
）

0

明
和
村

2
8

人

0

千
江
田

2
0

人

〇
館
林
市

2
4
8

人



第337号 広 報 め い わ 平成元年10月 10 日 (4) 

1 24町， 719万円 4 

口
25億4,512万円

村 税 9 億3,515万円 構成比36.7%

地方交付税 7 億5,225万円 29.6% 

県l支出金 2 億7, 191 万円 10.7% 

昭
和
6
3年
疫

ー
▼
村
民
税
：

4

億
4
1
0
4

万
円
▼
固
定
資
産
税
…

t
 

わ内
一
3

億
7
2
1
3

万
円
ご
社
自
動
車
税
…
l
1
7
2

万
円

の
▼
村
た
ば
こ
消
費
税
…
3
9
3
5

万
円
▼
電
気
税
…
6

寸

0
5
6

万
円
▼
特
別
土
地
保
有
税
…
1
0
3
5

万
円

税木

諸
繰

入 1 億5,703万円 6.2% 

越 金 1 億0,098万円 4.0% 

国庫支出金

自動車取得
税交付金

地方譲与税

分担金及び
負担金

村 債

そのほか

◎村有財産の状況

5,961 万円

5, 181 万円

4,295万円

2,900万円

5,450万円

3.5% 

（平成元年 3 月 31 日現在）

2.3% 

決
算
の
あ
ら
ま
し

土 地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 110,589m' 

（小・中学校や村営住宅などの敷地）

建 物·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,977rri 

（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

有 価 証 券・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •84万円

（電信電話債券他）

基 金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 6 億5,428万 9 千円

（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金）

出 資 金 等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 494万 5 千円

（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

◎
性
質
別
歳
出
内
わ
け

義務的経費

その他の経費

内

人
＿
扶
＿
公 費

等
費
金
金
金
金
費

冬
資
業

費
1
1

出
事
額

ゎ
一
件
＿
助
一
債
一
計
件
補
付
び
立
出
計
設

助
寺
及
建

才
資
通
総

物
補
維
貸
投
積
繰
普

一
費
＿
費
一
費

ナ．、

投資的経費

歳出

金額

595,362 

53,704 

203,005 

852,071 

342,713 

196,110 

62,505 

3,579 

5,037 

34,094 

56,471 

700,509 

864,609 

2,417,189 

（単位千円）

構成比（％）

24.6 

2.2 

8.4 

35.2 

14.2 

8.1 

2.6 

0.2 

0.2 

1.4 

2.3 

29.0 

35.8 

100.0 

国
の
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
は
、
前
年
度
末
の
公
債
残
高
が
百
五
十
兆
円
を
超
え
、
国
債
の
利
払
費
が

歳
出
予
算
の
約
二
割
を
占
め
る
な
ど
財
政
を
圧
迫
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
急

速
に
進
展
す
る
高
齢
化
、
国
際
化
の
下
、
わ
が
国
の
果
す
べ
き
役
割
り
、
責
任
の
重
大
性
な
ど
、
社
会
、

経
済
情
勢
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
し
、
民
間
と
一
体
と
な
り
、
内
需
拡
大
等
の
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
厳
し
い
情
勢
の
中
、
国
と
同
一
基
調
に
立
ち
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
、
西
小
南
校
舎
窓
枠
等
大
規
模
改
造
事
業
、
大
輪
工
業
団
地
用
地
等
買
収
事
業
、
館
林

市
と
の
合
併
に
関
す
る
村
民
意
識
調
査
な
ど
各
般
に
わ
た
る
施
策
を
推
進
す
る
と
共
に
、
「
健
康
と
豊
か

な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
環

境
・
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
産
業
・
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
各
分
野
の
発
展
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。そ

の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け

て
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
昭
和
六
十
三
年
度
決
算
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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玄構成比

ト 使ったお金 ••『:•I
9 土木費

0工事請負費（道路改良・側溝整備など）

3 億4 123万円

2,567万円

2,219万円

1,690万円

など

5 億3,609万円

〇測量設計委託料

0都市計画費

0桜並木路舗装工事など

含22.2%
多農林水産業費

0新農構事業カントリーエレベーター建

設費補助金 1 億4,711万円

0 工事請負費（ほ場整備、農道整備等）

1 億5,108万円

など

ヽ
・

基
盤
整
備
事
業

3 億8,736万円 *16.0% 

＇民生費 3 億4,662万円

*14.3% 

0社会福祉総務費 3,126万円

0 国民年金費 1 億3,849万円

〇医療福祉費 1,386万円

〇老人福祉センター費 1,953万円

〇保育園費 9,914万円

など

今
、
•
^
-9.
 

、

U
高
齢
化
対
策
な
ど

タ公債費
0元

〇利

金
子

2 億0,302万円

玄8.4%

1 億1,470万円

8,831万円

など

五｛（．みJソ I..

幻翠巧仁ず

9教育費

る議会費
5,057万円 *2.1% 

0小学校費

0 中学校費

〇幼稚園費

0 公民館費

0体育施設費

＇衛生費

3 億4,436万円

*14.3% 

1 億4,844万円

4,266万円

3,960万円

1,659万円

2,161万円

など

-•9' 
三·....

一置●r--•‘’ : [ 
1 億3,724万円

*5.7% 

〇胃集団検診など各種検診

委託料 1,069万円

〇保健センター費 260万円

〇じん芥処理費 2,548万円

〇し尿処理費 1,651万円

ュ—. î--1,l 

◇商工費
1,440万円 玄0.6%

夕総務費

参諸支出金
281 万円

2 億9,836万円

玄12.3%

0 交通対策費 443万円

0 ふるさとづくり基金積立

2,000万円

0一般管理費 1 億5,069万円

〇税務総務費 4,543万円

0 戸籍住民基本台帳費

1,809万円

など

合0.1% 
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社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち

が
一
同
に
集
い
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
老
人
、

身
障
者
、
母
子
家
庭
の
人
た
ち
お
よ
そ

三
百
人
が
参
加
、
福
祉
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。地

区
対
抗
で
、
玉
入
れ
、
パ
ン
食
い

競
走
、
リ
レ
ー
な
ど
二
十
種
目
を
行
い

南
大
島
の
森
尻
茂
さ
ん
の
野
菜
畑
の

コ
ン
ニ
ャ
ク
に
種
が
つ
き
、
こ
の
辺
で

は
珍
し
い
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
上
七
十
名
ほ
ど
の
茎
の
先
端
に
長

さ
二
十
名
、
直
径
五
巧
く
ら
い
の
大
き

さ
。
つ
け
た
の
は
こ
の
一
本
だ
け
。
「
栽

培
し
て
十
年
に
な
る
が
種
を
つ
け
た
の

は
初
め
て
、
例
年
春
先
に
は
白
い
花
が

咲
き
ま
す
が
…
…
。
か
つ
て
は
自
家
用

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
つ
く
っ
た
の
で
す
が
今

は
、
ま
っ
た
く
つ
く
ら
ず
放
っ
て
お
い

た
の
が
要
因
で
し
ょ
う
か
」
と
不
思
議

そ
う
に
話
す
森
尻
さ
ん
。

な
し

村
安
全
協
会
は
、
村
特
産
の
梨
で
、

.. 

「
事
故
な
し
運
転
」
を
と
ド
ラ
イ
バ
ー

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
両
脇
に
梨
園
が
な
ら

ぶ
田
島
地
内
の
県
道
で
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

一
種
目
、
一
種
目
に
地
区
か
ら
の
声
援

と
歓
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た

り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
村
長
ら
が
二
班
で

一
長
寿
者
宅
を
慰
問

一
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
九
月

一
十
二
日
、
村
内
の
長
寿
者
、
八
十
五
歳

一
以
上
の
九
十
九
人
宅
を
敬
老
慰
問
し
ま

一
し
た
。
村
長
、
助
役
、
社
協
長
ら
が
二

一
班
に
分
か
れ
「
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

一
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生

i
き
を
|
|
」
と
記
念
品
や
敬
老
年
金
を

一
贈
り
祝
福
し
ま
し
た
。

一
今
年
白
寿
を
迎
え
た
最
高
齢
者
、
恩

一
田
万
吉
さ
ん
宅
で
は
「
と
て
も
九
十
九

一
歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
ね
。
来
年
い
よ
い

―
よ
百
歳
の
大
台
、
ぜ
ひ
、
テ
レ
ビ
に
で

7
 

『
＇
-

'

 

記
念
品
を
受
け
る
恩
田
さ
ん
（
右
）

も
出
演
し
、
万
吉
さ
ん
の
元
気
、
健
康

ぶ
り
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い

わ
れ
る
と
、
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
答

え
る
万
吉
さ
ん
。
愛
用
の
自
転
車
で
街

に
買
物
に
行
く
ほ
ど
の
元
気
さ
。
た
だ

最
近
は
、
危
な
い
の
で
家
族
に
禁
止
さ

れ
て
い
る
と
か
。

わ
ご
う
だ
応
ご
う

万
吉
さ
ん
の
口
ぐ
せ
は
「
和
合
整
合
」

家
庭
が
円
満
で
三
食
と
も
家
族
全
員
で

食
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
と
力
説
し
て

い
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
で
敬
老

片
岡
一
夫
さ
ん

九
月
十
日
、
梅
原
の
片
岡
一
夫
さ
ん

は
、
地
元
梅
原
区
の
お
年
寄
り
五
十
人

ほ
ど
を
区
集
落
セ
ン
タ
ー
に
招
き
、
お

菓
子
袋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
若
葉
カ
ラ

オ
ケ
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
敬

老
の
宴
を
催
し
ま
し
た
。

片
岡
さ
ん
は
数
年
前
、
父
を
亡
く
し

た
こ
と
か
ら
、
好
き
だ
っ
た
カ
ラ
オ
ケ

を
な
ん
か
の
か
た
ち
で
ー
と
思
案
の

計
画
。
い
わ
ば
父
の
供
養
が
動
機
と
い

う
。
今
年
で
五
回
目
。

片
岡
さ
ん
ら
の
会
員
の
美
声
に
合
わ

せ
、
広
間
で
ダ
ン
ス
を
踊
る
お
年
寄
り

た
ち
、
合
唱
し
た
り
口
ず
さ
ん
だ
り
、

皆
さ
ん
楽
し
そ
う
で
し
た
。
「
毎
年
招

待
を
受
け
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
敬
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広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事など一なんでも結構

です。情報をお寄せください。

今
年
五
月
発
団
し
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
に
続
い
て
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
も
発
団
、

そ
の
「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
県
第

7
7

団
（
明
和
）
」
結
団
式
が
九
月
十
五
日
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
7
7団
の
メ
ン
バ
ー
十
四
人
、
指
導

員
ら
三
十
人
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て

村
長
、
村
議
会
議
長
、
村
教
育
長
、
小

・
中
学
校
長
な
ど
多
数
が
出
席
。

ん
ま
た
、
館
林
市
の
近
隣
の
三
団
体
お

さ皆
よ
そ
百
人
も
出
席
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ

員
ー
ジ
や
合
唱
、
エ
ー
ル
で
発
団
を
祝
福

の導
し
ま
し
た
。
緊
張
ぎ
み
の
新
団
員
に
シ

旨才とゞ
ヽ

ーンメ

ン
ボ
ル
で
あ
る
ピ
ン
が
授
与
さ
れ
る
と
一

一
段
と
高
い
歓
声
と
拍
手
ー
。
少
女
一

た
ち
の
雄
姿
に
”
ガ
ン
バ
レ
“
の
声
援
一

が
飛
び
交
い
、
新
団
員
も
真
剣
な
表
情
一

で
決
意
を
ひ
め
て
い
ま
し
た
。
―

団
委
員
長
1
1

砂
賀
敏
子
さ
ん
、
書
記
一

1
1
中
村
幸
子
さ
ん
、
会
計
1
1

小
池
万
里
一

子
さ
ん
。

0

0

 

-gF
 

.rT”4 

ｷ
 

一
."!‘, 

." 皿̀
 、

＂
り
／
i
―

口
船
P
•
I

峯

.
i
,
t

‘
r

、
一
り
｀
―

宅
＇
r
-

、
い

し

1

1

1

-

.

,

l

`

9

-
]
匹
ー
員
]

村
内
関
係
者
や
助
役
、
副
議
長
、
社
一

会
福
祉
協
議
会
長
、
役
場
職
員
ら
百
人
一

ほ
ど
が
役
場
前
庭
で
出
迎
え
、
メ
ッ
セ
一

ー
ジ
、
激
励
の
こ
と
ば
を
交
換
さ
れ
理
一

解
を
高
め
ま
し
た
。
（
％
日
）
―

゜ ダンスで楽しむ.... 

老
の
日
が
近
づ
く
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
ニ
コ
ニ
コ
顔
の
お
年
寄
り
た
ち
で
し

こ
。t
 

◄ 進行役の片岡さん

南
大
島
で
は

主
婦
が
手
づ
く
り
料
理
で

南
大
島
（
新
田
）
の
主
婦
、
新
和
会

（
会
長1
1
香
山
ク
ニ
さ
ん
）
は
、
地
区

の
お
年
寄
り
を
招
き
、
手
づ
く
り
料
理

で
も
て
な
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
を
代
表
し
て
、
森
尻
重
作

さ
ん
が
、
「
こ
の
日
が
来
る
の
を
、
み

ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

心
の
こ
も
っ
た
料
理
で
も
て
な
し
て
く

れ
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
の

こ
と
ば
を
の
べ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。
「
日
頃
、
み
な
さ
ん
が
家
庭
で
食

べ
て
い
る
料
理
ば
か
り
で
す
が
、
ど
う

ぞ
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
会

長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
カ
ラ
オ

ケ
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま

し
た
。
（
％
集
会
所
に
て
）

` 

゜ .~ 
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台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
第
1
0
回
村
防
災
訓
練
が
九
月
三
日
、

明
和
中
学
校
校
庭
で
開
か
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
消
防
団
、
婦
人

消
防
隊
、
危
険
物
安
全
協
会
な
ど
七
団
体
、
約
三
百
人
が
参
加
。

震
度
6

、
家
屋
倒
壊
、
火
災
発
生
の
想
定
で
初
期
消
火
訓
練
、

危
険
物
火
災
・
建
物
火
災
消
火
訓
練
、
救
出
訓
練
、
そ
れ
に
一
般

観
客
も
参
加
で
き
る
煙
道
通
過
体
験
な
ど
が
本
番
さ
な
が
ら
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
参
加
団
体
に
よ
る
分
列
行
進
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
装

で
、
さ
っ
そ
う
と
行
進
す
る
雄
姿
に
来
賓
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
防
災
の
向
上
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

九
月
三
日
、
村
防
災
訓
練
と
併
せ
て

村
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
有
事
の
際
、
消
火
活
動
に
際

し
て
最
も
基
本
と
な
る
一
連
の
動
作
の

迅
速
、
正
確
さ
を
タ
イ
ム
で
競
う
も
の

で
す
。
団
員
の
真
剣
な
表
情
、
キ
ビ
キ

ビ
し
た
動
作
に
、
来
賓
や
一
般
観
客
か

〈
第1
0回
村
防
災
訓
練
〉

三
百
人
が
本
番
さ
な
が
ら
に

▲自動車ポンプ団体優勝の 1 分団 1 班

ポンフ操法競技会

迅速、正確さを

追求……！

i 小型ポンプ団体優勝の 3 分団 2 班▲

ゞ~~J、“l-:;動

ー，ナこン。
個個

優優

i ~り‘-―-～三喜喜
皆皆

ー~-:・｀ーニ→ー > ん ー雹aEと3墨暴ご〗k置r』·心亀 i 
L ---------- -•--- --ｷ-----------------------------------------------------------------------------------------------、--------------------------'----—上—----l 

ら
感
心
の
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

I
l
l
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
…
一
分
団
一
班
▽
二
位
：
·
三

分
団
一
班
▽
三
位
…
二
分
団
一
班

I
l
l
同
（
個
人
）

▽
優
秀
賞
1
1

指
揮
者
…
川
辺
秀
幸
（
下

江
黒
）
、
一
番
員
…
柿
沼
守
（
大
輪
）
、

二
番
員
…
薗
部
哲
也
（
上
江
黒
）
、
三
番

員
…
篠
原
和
浩
（
下
江
黒
）
、
四
番
員
…

小
松
原
義
男
（
南
大
島
）

0
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）

▽
優
勝
…
三
分
団
二
班
▽
二
位
…
一

分
団
二
班
▽
三
位
…
二
分
団
二
班

I
l
l
同
（
個
人
）

▽
優
秀
賞
1
1

指
揮
者
…
小
暮
雅
信
（
大

佐
貫
）
、
一
番
員
…
須
藤
征
幸
（
江
口
）
、

二
番
員
…
篠
木
好
一
郎
（
大
佐
貫
）
、
三

番
員
…
奈
良
高
志
（
田
島
）

〔
敬
称
略
〕
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例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
村
審

2
0点
、
県
審
査
へ

村
審
査
パ
ス

「明るい選挙啓発

ポスターコンクール」

査
を
パ
ス
し
た
作
品
（
者
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
県
審
査
に
送
付
）

屠
小
学
生
の
部
（
応
募
数
8
5
7
点
）

▼
立
岡
賢
持
（
東1
)
▼
渡
辺
裕
文
（
西

1
)
▼
久
保
口
優
喜
（
東2
)▼
鈴
木
征

人
（
西2
)▼
須
藤
千
奈
津
（
東3
)▼
江

森
野
歩
（
西
3
)
▼
堀
口
千
恵
子
（
西
4
)

マ
橋
本
裕
司
（
東5
)▼
田
部
井
雅
子
（
東

6
)
▼
福
沢
英
俊
（
西6
)

〇
中
学
校
の
部
（
応
募
数
5
2
2
点
）

▼
柿
沼
弘
康
（
1
）
▼
田
口
明
美
（
1
）

▼
関
口
夏
美
（
1
）
▼
田
村
和
美
（
2
）
▼

木
島
由
布
子

(
2
)▼
磯
田
明
美
（2
）
▼

大
川
貴
子
(
3
)▼
石
崎
裕
子
(
3
)▼
柿

沼
純
一
(
3
)▼
根
岸
磨
佐
代
(
3
)

〔
敬
称
略
〕

い
ま
、
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
発

刊
を
め
ざ
し
「
昔
ば
な
し
」
集
の
編
集

に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
村
内
の
お
年
寄
り
た
ち
か
ら

そ
の
地
域
、
地
域
に
伝
わ
る
伝
説
、
民

話
を
一
っ
ひ
と
つ
聞
き
と
り
、
ま
と
め

あ
げ
文
集
本
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。こ

の
日
も
、
村
内
の
主
婦
数
人
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
編
集
作
業
に
知
恵
を

し
ぼ
っ
て
い
ま
し
た
。

一
文
一
句
吟
味
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
文
、
い
い
ま
わ
し
に
す
る
作
業
、
料

理
で
い
え
ば
盛
付
け
の
部
分
ー
。
子

ど
も
向
け
と
あ
っ
て
な
か
な
か
大
変
な

作
業
で
す
。

表一①

塁田 塁り
お 大査: ] 砂 ; ; 堂 っ

に ヶ か 題
入 岡 の み のエ
つ 主 [ 

竜ル
だ た の
ん

` 
油` ‘‘ 名し一

塁
矢

蓋; 中

` 
大梅

占 よ井i 島 欠ロ 輪原

査様 嘉t ヽ せ 八 [ 
i 

つ ツ

上 か ; 題
の の 人

>: と, , と 力

儡 閾 ツ

ノぐ

け
だ 名
ん
•‘ ヽ
し—ー

<嘉<
新 大 江 大 須 [ 里 輪 黒 輪 カ只ロ

成
人
、
お
め
で
と
う

百
三
十
三
人
、

I
I派
手
な
服
装
よ
り
心
を
飾
る
成
人

式
I
Iを
モ
ッ
ト
ー
に
、
九
月
二
十
三
日
、

中
央
公
民
館
で
第
3
5
回
明
和
村
成
人
式

「
一
日
か
け
て
五
話
、
ま
と
め
る
の

が
精
い
っ
ぱ
い
ね
」
と
い
い
な
が
ら
も

「
こ
こ
は
漢
字
よ
り
、
ひ
ら
が
な
の
ほ

う
が
…
…
、
こ
の
比
喩
は
ど
う
か
し
ら
、

文
脈
が
い
ま
ひ
と
つ
ね
、
こ
の
助
詞
は
、

接
続
詞
は
…
…
」
と
い
っ
た
具
合
に
、

額
に
汗
し
な
が
ら
も
文
オ
を
発
揮
、
奮

主
婦
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

文
集
つ
く
り
に
熱
中

入

男性代表答辞

奥村健二さん

決
意
新
た

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
で
は
昭
和
三
t

三
年
か
ら
こ
の
秋
分
の
日
に
行
っ
て
い

ま
す
。
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖
先

闘
し
て
い
ま
す
。
収
録
は
「
ガ
マ
ガ
エ

ル
の
油
」
な
ど
三
十
話
の
計
画
で
す
。

ま
た
、
関
連
し
て
教
育
委
員
会
で

は
こ
の
「
昔
ば
な
し
」
集
に
取
入
れ

る
”
さ
し
絵
“
を
小
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
B
4
版
画

用
紙
、
水
彩
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な

ど
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
次
の
題
名

表
ー
①
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ど
し

ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は

教
育
委
員
会

(
6闘
4
4
9
1
)
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

女性代表答辞

奈良佳洋子さん

に
報
告
、
感
謝
す
る
意
も
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

男
性
は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ッ
ツ
、
女
性

は
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
姿
と
簡

素
で
す
。
男
性
五
十
六
人
、
女
性
七
十

七
人
合
わ
せ
て
百
三
十
三
人
が
出
席
、

村
長
、
村
議
会
議
長
、
県
教
育
長
ら
の

多
数
の
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
新

成
人
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
奥
村
健
二
さ
ん
（
大
輪
）
と

奈
良
佳
洋
子
さ
ん
（
田
島
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
男
・
女
性
を
代
表
し
て
「
私
た
ち

の
た
め
に
盛
大
な
式
を
あ
げ
て
く
だ
さ

り
、
感
激
で
す
。
こ
の
感
激
を
忘
れ
ず

社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
、
答
辞
を

行
い
式
を
終
了
。
そ
の
後
、
全
員
で
記

念
撮
影
し
て
解
散
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
と
あ
っ

て
中
学
時
代
な
ど
の
過
去
談
義
に
花
を

咲
か
せ
、
思
い
思
い
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲
優
勝
し
た
大
沢
（
左
）
•
島
田
さ
ん
（
右
）

精
一
杯
清
し
く
着
飾
る
式
服
の
指
の
さ
さ
く
れ
農
婦
の
勲
章

熟
れ
梅
の
ま
ろ
び
て
甘
き
香
を
放
っ
た
す
き
掛
け
な
る
祖
母
顕
た
し
む
る

二
年
経
る
プ
ラ
ム
の
記
念
樹
十
五
粒
を
草
刈
り
止
め
て
葉
陰
に
数
ふ

菜
園
に
丹
精
込
め
し
ト
マ
ト
鈴
成
り
赤
く
熟
れ
き
と
夫
の
声
は
も

警
報
機
上
下
線
を
ゆ
っ
く
り
と
優
先
さ
せ
る
間
の
車
の
列
長
か
り

窓
奔
る
水
も
透
か
し
見
ゆ
深
海
の
妖
岩
の
彩
珍
目
に
追
ふ

九
月
―
―
一
日
か
ら
四
日
間
、
北
海
道
（
函

館
市
）
で
開
か
れ
た
第
4
4回
国
民
体
育

大
会
夏
季
大
会
で
、
館
林
商
工
高
校
の

i--ーーて
..,... •• 

—`==— 
_:__=---―ラニ

大
沢
光
則
さ
ん
(
3年
・
新
里
）
が
カ
ヌ

ー
レ
ー
シ
ン
グ
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ

ア
で
優
勝
に
痺
き
ま
し
た
。

大
沢
さ
ん
は
、
同
校
カ
ヌ
ー
部
に
所

属
、
同
部
の
島
田
英
和
さ
ん

(
3年
・

館
林
市
）
と
組
ん
で
の
快
挙
。
同
部
は

以
前
に
も
国
体
出
場
し
た
こ
と
が
あ
り

上
位
入
賞
す
る
な
ど
各
種
大
会
で
活
躍
、

全
国
屈
指
の
高
校
で
す
。

二
人
と
も
何
ん
と
な
く
乗
っ
て
み
た

い
な
と
い
う
感
じ
で
始
め
た
の
が
動
機
。

練
習
は
放
課
後
、
一
日
三
時
間
以
上
、

千
代
田
町
地
先
の
利
根
川
ま
で
行
っ
て

の
練
習
で
す
。

二
人
は
昨
年
の
国
体
に
も
出
場
、
上

位
入
賞
を
果
た
す
、
そ
の
時
「
来
年
は

い
け
る
と
手
ご
た
え
を
感
じ
、
こ
の
一

年
間
練
習
に
打
込
ん
だ
。
そ
の
成
果
が

み
の
り
本
当
に
う
れ
し
い
、
指
導
く
だ

さ
っ
た
先
生
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
部

員
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の
優
勝
は
、
み

ん
な
の
お
か
げ
で
す
」
と
喜
び
を
語
り

ま
す
。二

人
と
も
進
学
希
望
、
そ
こ
で
カ
ヌ

ー
を
お
も
い
き
り
や
っ
て
み
た
い
と
意

欲
的
で
す
。
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会
・
遠
富
士
支
部
》

第12回村民‘ノフトボール大会結果

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

゜

3 0 

ソ

フ

8
 

新
里
ウ

須
賀

［
中
谷
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

0
（
キ
ケ
ン
）

6

江
ロ
ソ
フ
ト

M
S
C

イ
ー
グ
ル
ス

大
佐
貫
ク
ラ
ブ

（
三
位
）

リ
カ
ー
ズ

矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

千
津
井

（
三
位
）

田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

（
キ
ケ
ン
）

川
俣
愛
好
会

千
津
井

s
c

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

ス
ナ
ガ
ボ
ー
ト
販
売
昧

（
キ
ケ
ン
）

大
沢
•
島
田
組
（
事
闘
）

れ

:
 

カ
ヌ
ー
で
優
勝

ィ

ン

グ

7 、`―,... 
‘I し1...”

-•. -,.  

` 
, l
r
,
 

-- - -— -｀土ー『f
1 位の南大島 B チームの皆さん

奈泉原福原野
良田口田口本

美み
照政文初津ね
子子江江子子

第 8 回村民ゲートボール

大会結果 28チーム参加

1 位

2 位

3 位

lI 

南大島 B （代表岡安勇）

新里・中谷A （代表金子勇）

南大島 C （代表本沢寒次）

Jll 俣 B （代表石川孝ー）

第 2 回老人福祉センター

ゲートボール大会結果

31 チーム参加

1 位

2 位

3 位

江口 B （代表

大輪A （代表

梅原A （代表

新井繁二郎）

駒宮栄次）

高沢茂雄）

1 位の江口 B チームの皆さん
卜

ス
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参
加
チ
ー
ム
募
集

＊
期
日

1
1
1
1
月

1
9日
⑪

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

登
録
チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1

一
五
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
末
日
ま

で
に
社
会
体
育
館
へ

7
 _
_
_
_
 I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 _
_
_
_
_
_
 1
9
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
J
 

一
み
る
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
一

参
加
す
るス

ポ
ー
ツ
ヘ
i

r
 _
_
_
_
 I
I
I
I
I
I
I
I
 

秋
季
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
大
会

, 
か
こ
う
“

問い合わせ先

社会体育館

合84-4626

第
1
5回
村
民
庭
球
大
会

結
果
（
タ
フ
ル
ス
）
敬
称
略

圏
一
般
の
部
（
男
子
）

▼
一
位
1
1

小
和
田
明
仁
・
薗
田
明
彦

マ
一
位
1
1

平
林
和
雄
・
高
際
実

マ
ニ
位
1
1

新
井
和
彦
・
武
田
和
幸

屯
同
（
女
子
）

▼
一
位
1
1

清
水
み
ゆ
き
•
吉
田
真
紀

マ
一
位
1
1

天
ケ
谷
和
美
・
長
谷
川
ひ

か
り第

1
2回
邑
楽
夏
季
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
男
子
の
部

B

フ
ロ
ッ
ク
優
勝

M
S
C

イ
ー
グ
ル
ス

（
代
表
石
川
龍
亮
さ
ん
）

゜村ソフトボール協会旗争奪リーグ戦結果
新里 (A リーグ）

実カナンバー 1 位は ．、に輝く
須賀 (B リーク）

ヽ
＞
ヽ
’
`

、

..&.A リーグ優勝の新里ウイングス

B リーグ優勝の須賀‘ノフト▼

"‘‘f 
し
し
、
＞
、
．

〔 A リーグ〕

〔 B リーグ〕

0勝、口不戦勝、●敗、 ■不戦敗、

0勝、口不戦勝、●敗、 ■不戦敗、

※両リーグとも、同勝点の順位は得失点による

` か
い
た
“

”‘‘f 
し
し
、
＞
、
．

4 月 25 日から 9 月 8 日までの夜間のべ21 日間にわ

たり、村内小・中学校校庭を会場に14チームがニリ

ーグでそれぞれ総当り、実カナンバーワンを決める

協会旗争奪の熱戦が展開されました。結果は左のと

おりでした。優勝チームおめでとうございます。皆

さん、お疲れさまでした。

新 や M JI I 田 大 ス 勝 敗 弓 I 減 勝 順
ま s 

<
ナ

咸物
C ガ
イ R 

里 I 島 輪 シ 数 数 ノ刀\ ‘占’‘‘ ヽ占9 1 ヽ 位

新 里 \ 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 0 12 1 

やまう漬物 • \ 口

゜ ゜
口

゜
5 1 10 2 

MSC イー . . I¥ 
゜ ゜
. ゚3 3 6 3 

川俣愛好会. . . \ 
゜ ゜ ゜

3 3 6 4 

田 島. . . . \ 
゜ ゜
2 4 4 5 

大 輪. . 口 . . \ 
゜
2 4 4 6 

スナガR シ . . . . . . \ 6 0 
゜
7 

讐只 江 千 中 矢 リ

』井
勝 敗 弓 I 減 勝 順

力
ソ 津

I フ s 
トロ 井 クロ 島 ズ C 数 数 ノ刀\ 

9 占9 9 ヽ ‘占’‘‘ 位
須賀ソフト \ 

゜
口 口

゜
口

゜
6 0 12 1 

江 口 . |¥ 口 口

゜ ゜ ゜
5 1 10 2 

千津井 . . ＼、
゜
. 
゜ ゜
3 3 6 3 

中 公ロ . . . \ 
゜ ゜ ゜

3 3 6 4 

矢 島. . 口 . |¥ 口
゜
3 3 6 5 

リカーズ . . . . . \ 口 1 5 -2 

゜
6 

千津井SC . . . . . . \ 
゜
6 

゜
7 
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ロ

相
談
は

お
気
軽
に
と
う
そ

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
を
お
聞

き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
月
十
八
日
因
明
和
村
役
場

ヶ
十
九
日
困
明
和
農
協
第
一

ヶ
ニ
十
日
②
東
部
児
童
館

相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

お
誘
い

レ
ク
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
研
修

0

日
時

1
1

十
一
月
二
十
六
日
⑪
十

二
月
三
日
凹
十
二
月
十
日
同
の
三

回
午
前
九
時
＼

0

受
講
料
1
1
無
料
（
食
事
代
別
）

0

対
象
者
及
び
人
員
1
1

県
内
青
少
年
団

団
田
i

阻

(12) 

ロ

体
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
レ
ク
リ

ー
ダ
ー
を
志
す
方
五
十
名

〇
申
し
込
み
1
1

十
一
月
十
一
日
田

※
詳
し
く
は
、
金
山
青
年
の
家

(
6四

7
9
5
6
)
へ

午
前

緑
化
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

0

日
時

1
1

十
一
月
十
二
日
⑪

十
時
1

正
午

0

会
場
1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

〇
募
集
人
員
1
1

五
十
名

0

参
加
費
1
1
無
料
（
雨
天
決
行
）

0

テ
ー
マ

1
1

庭
木
の
整
技
、
剪
定

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6闘
7

1
8
8
)
へ

お
い
で
く
だ
さ
い

探
鳥
会

0

日
時

1
1

十
一
月
十
二
日
閲
午
前

九
時
多
々
良
沼
船
着
場
駐
車
場

0

会
場

1
1

多
々
良
沼

〇
持
ち
物
1
1

昼
食
、
雨
具
、
防
寒
具
、

双
眼
鏡
（
あ
れ
ば
）
、
傷
害
保
険
料
一

人
2
0円

※
詳
し
く
は
、
邑
楽
館
林
地
区
分
会

飯
塚
克
己
(
6
⑬
3
0
7
0
)
方
へ

交
通
事
故
相
談
は

お
気
軽
に
（
無
料
）

0

相
談
日
1
1

午
前
九
時
三
十
分
1

午
後

四
時
四
十
分
（
月
曜
日
1

金
曜
日
）

〇
弁
護
士
相
談
日
1
1

毎
週
水
曜
日
午

後
一
時
1

四
時

0

電
話
相
談
1
1
0
2
7
2

⑬
6
4
7
9

※
詳
し
く
は
、
前
橋
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2
7
2⑬
6
4

6
0
)
へ

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

I
I十
月
は
雇
用
保
険
適
用
促
進
月
間
“

で
す
。

雇
用
保
険
で
は
、
一
部
の
事
業
（
農

林
水
産
業
の
う
ち
労
働
者
五
人
未
満
の

事
業
等
）
を
除
く
全
て
の
事
業
が
適
用

と
な
り
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
者
が
希
望
す
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
の
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

雇
用
保
険
で
は
高
年
齢
者
等
の
雇
い

入
れ
に
対
し
各
種
の
助
成
措
置
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6⑫
4
3
6
5
)
へ

7
ー

1
9
1
9
1
9
9
9

_

_

_

 
IIIIIIIIIIIIII

•
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二
]

ご
協
力
く
だ
さ
い

共
同
募
金
運
動

I
I困
っ
た
と
き
は
お
互
い
助
け
あ
っ
て
、

温
か
い
手
を
＂
人
の
や
さ
し
さ
を
象
徴

す
る
も
の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
根
で
す
。

そ
の
赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」

が
十
月
一
日
か
ら
今
年
い
っ
ぱ
い
展
開

さ
れ
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民

生
委
員
の
方
が
各
家
庭
や
事
業
所
に
お

伺
い
し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
／
．

十
月
は
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
。

I
Iま
じ
め
で
責
任
感
旺
盛
I
Iな
高
年

齢
者
を
あ
な
た
の
職
場
で
雇
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

高
年
齢
者
（
五
十
五
歳
以
上
）
を
安

定
所
の
紹
介
で
常
用
雇
用
し
て
い
た
だ

く
と
、
国
の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6⑫
4
3
6
5
)
へ

財
形
住
宅
融
資
の

ご
案
内

0

受
付

1
1

二
年
三
月
二
十
三
日
②

〇
資
格

1
1

財
形
貯
蓄
を
一
年
以
上
行

い
五
十
万
円
以
上
残
高
が
あ
る
方

〇
返
済
期
間
1
1

新
築
・
木
造
の
場
合
…

二
十
五
年

※
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店

(
6
0
2
7
2⑫
6
6
5
6
)
へ

教
養
を
高
め
よ
う

〇
講
座
名
1
1

書
道
、
俳
句
、
短
歌
、
ゴ

ル
フ
、
料
理
等
五
十
七
講
座

〇
受
付

1
1

十
月
三
十
一
日
因

※
詳
し
く
は
、
N
H
K

学
園
（
6
0
4

2
5

⑫
3
1
5
1
)
へ

「
群
馬
県
民
の
日
」
で
す

県
内
各
地
で
、
い
ろ
ん
な
催
し

物
が
行
わ
れ
ま
す
。
”
と
も
に
豊

か
な
郷
土
を
築
き
ま
し
ょ
う
I
i

十
月
二
十
八
日
は

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
三
木
曜
日
の
午
前
十
時

＼
午
後
三
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

0

毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
前
十
時

＼
午
後
三
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

午

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

健

0

日
時

1
1

十
月
十
九
日
困

十
一
月
七
日
閲
午
前
九
時
三

十
分
＼
十
時
三
十
分
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

日
時

1
1

十
月
十
八
日
因

前
十
時
1

午
後
三
時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

康

相

官人
成

0

日
時

1
1

十
月
十
九
日
困
午

後
一
時
＼
二
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

健
診

0

毎
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
一
時

入
一
時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳

1日
ノし

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

毎
月
や
っ
て
い
ま
す
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平
成
元
年
度
に
制
度
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
元
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
い
た
遺
族
（
戦

没
者
等
の
妻
、
父
母
等
）
が
失
権
し
た

場
合
に
残
さ
れ
た
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
支
給
対
象
者

一
、
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
を
受
け
た
方

二
、
戦
没
者
の
子

三
、
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
平
成
元

年
四
月
一
日
現
在
氏
が
変
わ
っ
て
い

る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
）

四
、
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な
か
っ
た

か
ま
た
は
三
に
該
当
し
な
か
っ
た
①

父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

五
、
三
及
び
四
以
外
の
三
親
等
内
親
族

▲工場全景

戦
後
、
強
制
抑
留
さ
れ
、
日
本
に
帰

還
さ
れ
た
方
々
に
は
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

慰
労
品
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
が
、
新

た
に
、
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

の
地
域
で
強
制
抑
留
中
に
死
亡
（
帰
還

途
中
死
亡
さ
れ
た
方
も
含
む
）
さ
れ
た

方
の
遺
族
に
も
慰
労
品
（
書
状
・
銀
杯
）

を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
求
書
類
は
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
（
6
0
3
(
9
4
5
)
4
7
0
3
)

へ

興
隆
株
式
会
社
（
川
俣
）

村
に
百
万
円
寄
付

本
村
川
俣
地
内
の
興
隆
株
式
会
社
（
代
来
事
業
を
通
じ
て
、
村
発
展
に
寄
与
さ

表
取
締
役
森
山
奉
桁
さ
ん
）
は
、
こ
れ
て
い
る
企
業
で
す
。

の
ほ
ど
村
に
、
百
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
。村

で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し

上
げ
検
討
の
結
果
、
教
育
費
（
公
民
館

図
書
購
入
）
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

同
社
は
、
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
工
場
を
開
業
以

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

軍
人
恩
給
に
該
当
し
な
い
方
で
、
外

地
等
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
加
算

年
数
を
含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上
（
日

本
国
籍
を
有
す
る
）
の
方
に
書
状
を
、

更
に
、
七
十
歳
以
上
の
方
（
年
齢
順
）
に

銀
杯
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
求
書
類
は
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金

(
6
0
3
(
9
4
5
)
4
7
0
4
)

へ

恒
例
の
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
が
十
一
月

二
十
三
日
困
に
開
か
れ
ま
す
。

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、

今
年
も
開
か
れ
ま
す

福
祉
バ
ザ
ー

村 の ス
っ

‘
、こ き

10月

12 日

15 日

17 日

22 日

明中運動会

第 1 回壮年ソフトボール大

会

村民文化大学（今井通子）

第 9 回事業所対抗ソフトボ

ール大会

農業委員会

社会福祉大会

村民文化大学（金子辰雄）

軍
人
恩
給
に

該
当
し
な
い
方
へ

23 日

24 日

27 日

11 月

9 日 村民文化大学（海老名香葉

子）

な
お
、
第
四
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

の
対
象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

請
求
は
、
平
成
四
年
六
月
二
十
七
日

ま
で
に
役
場
住
民
課
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

皆
様
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
、
日
用

品
等
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
持
ち
し
て
い
ま

す
。寄

付
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
追
っ

て
広
報
紙
等
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

強
制
抑
留
者
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

〈地区別集計表〉

地区名 金 額

斗合田 10,150 円

下江黒 9, 8 0 0 

上江黒 14,540 

千津井 16,900 

江 口 15,200 

田 島 19,500 

南大島 2 9, 8 0 0 

新 里 37,200 

中 欠ロ 25,936 

梅 原 24,600 

JI I 俣 12,810 

須 カ只ロ 13,700 

大 輪 23,600 

入 ケ 欠ロ 5, 0 0 0 

矢 島 16,000 

大佐貫 16,800 

計 291,536 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
集
計
結
果

募
金
総
額
二
十
九
万
円
余

今
月
の
納
め

※予定ですので変わる場合もあります

村
側
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
利

根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年
金
、
水
道

料
で
す
。

納
期
限
は
、
十
月
三
十
一
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

一
寄
付
あ
り
が
と
う
一

卍
大
西
勇
一
さ
ん
（
館
林
市
）
は
一
万
円
余

0
坂
上
光
弘
さ
ん
（
南
大
島
）
は
五
万
円

邑
岡
田
清
さ
ん
（
江
口
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。



第337号 広 報 め い わ 平成元年10月 10 日 (14) 

村の人口
10月 1 日現在

世帯数 2,626 戸

人口総数 10,470 人

男 5,224 人

女 5,246 人

(9 月中の動き）

出生 6 人死亡 6 人

転入46人転出17人

`: 
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

10 月 15 日
真中医院大神医院 大塚医院云（72)0176 寺内医院 竹越医院

曜 ff (72) 1630 云（62)2200 云（72)3031 云 (84)3137 

10 月 22 日
古屋（恒）医院川田（耳）医院 記念病院ff(72) 3155 礫川堂医院 館林地区が

当 云（63)6161 云（72)3314 神尾医院ff(75) 1288 ff (74) 0184 担当します

10月 29 日
根岸医院原医院 後藤内科云（72)0134 永寿堂医院 橋本医院

番 ff (72) 3262 ff (72) 1936 ff (72)4469 ~ (82) 1150 

; 』話でで; 11 月 5 日
横田医院川村医院 上野医院云（72)3330 津久井医院 小西医院

医
ff (72) 0255 ff (72) 1337 森下医院ff(73) 7776 ff (72) 3316 云（86)2261

11 月 12 日
浜野病院川田医院 清河堂医院云（72)3070 海宝医院 井上医院

云（88)5678 ff (72) 3724 安楽岡医院云（72)0572 ff (74) 0811 ft (82) 1131 

9 月の

芦｀
救急車出動回数
•交通事故 3 件
●急病 10 件

•その他 1 件
●計 14 件

゜

三］。00
藤t

2

歳
・
川
俣

野の

未ひ
プで

み美
ち
ゃ
ん

〇秀美ちゃん・ー・・「お兄ちゃんとお姉ちゃんの

まねをな～んでもしちゃうの。一人で空き

箱遊びをするのが好きだけど、早くお兄ち

ゃんたちと一緒にお外で遊びたいな……。」

〇お母さん…「甘えん坊で、人みしりなんで

すよ。お兄ちゃんたちが大好きで、いつま

でも兄弟仲良く、心やさしく元気に育って

ほしいですね。」

〔泰博・敬子さんの三女〕

※広報係では、「わが家の華」の登場者を

募集しています。お気軽に応募ください。

堂々と演奏する明中ブラスバンド部の皆さん

倉
＝
＝
―
―
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忌
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多

明中プラスパント99

群馬0欠奏楽コンクール

こ
の
ほ
ど
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
関

東
大
会
、
代
表
選
考
会
を
兼
ね
た
第

3
1回
群
馬

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
県
民
会
館
（
前
橋

市
）
で
、
の
べ
七
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
も
、
中
学
校

C

組
の
部

(
2
5人以
下
）
に
出
場
し
銀
賞
に
入

賞
。
出
場
二
回
目
で
、
こ
の
名
誉
に
輝
き
ま
し

た
。同

部
は
発
足
数
年
と
比
較
的
若
い
ク
ラ
ブ
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
入
賞
の
喜
び
は
、
ひ

と
し
お
で
生
徒
を
は
じ
め
関
係
者
は
大
喜
び
ー
。

部
員
は
三
十
一
人
、
顧
問
の
正
田
恵
子
先
生

の
指
導
の
も
と
部
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
の
練

習
の
た
ま
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
練
習
に
励

み
、
私
た
ち
に
す
ば
ら
し
い
吹
奏
楽
を
き
か
せ

て
く
だ
さ
い
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

尾本田野本関
花澤中本澤口氏

友ゅ

悠閃 t佳か悠閃佑閃和詞名
介訂阿里喩謬恥真ま II 
正恒則昌博邦保をう

護
久夫之弘幸久者況）
長―長長長長続で
男勇女男男男柄↑こ

II 

1
1

お
く
や
み
I
I

氏
名
年
齢
世
帯
主

阿
部
越
治

5
8
清
一

坂
上
新
一

7
9
光
弘

村
田
直
喜

4
6
千
恵
子

岡
田
喜
伊
一

8
5

清

坂
上
伊
喜
雄

7
7
清
司

奈
良
原
平
次
郎
8
6

訂
正
と
お
詫
び

九
月
号
の
長
舟
ベ
ス
ト

1
0
0
人
の
中

.

.
 

で
、
木
村
か
う
さ
ん
に
、
駒
宮
は
る

さ
ん
女
に
訂
正
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
津
い
ち
さ
ん
が
除
か
れ
ま
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
た

C
□
 千中江大南斗地

津 大合
井谷口輪島田区

%% ％6 ％封： ％開

大南川千梅江地
大津

輪島俣井原口区

％：％％％％：％闘

`<
お
く
や
み
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み
ん
な
が
ん
ば
っ
た
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金婚者村長（中央）を囲んで記念撮影

平成元年11 月 10 日

会大祉炉
＾社

(2) 

老
人
扶
養
模
範

家
庭
表
彰

圏
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

0

森
田
由
男
（
世
帯
主
）

上
江
黒

0

町
田
新
太
郎
（
世
帯
主
）

I
l
l
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

0

野
木
村
勝
江
・
下
江
黒

（
介
護
年
数
9
年
1
0
カ
月
）

カ
ク
・
上
江
黒

（
介
護
年
数
4
年
3
カ
月
）

〔
敬
称
略
〕

〇
船
田

明
和
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
五
回
社
会
福
祉
大
会

が
十
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
苦
楽
を
共
に
五
十

年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
十
二
組
の
顕
彰
を
は
じ
め
、

ね
た
き
り
老
人
を
か
か
え
献
身
的
な
介
護
を
し
て
い
る
老
人
扶
養

模
範
家
庭
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
表
彰
に
入
り
表
彰
を
受
け
る
金
婚

者
ら
が
次
々
と
壇
上
へ
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
お
よ
び
社
協
会
長

か
ら
該
当
の
感
謝
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
邑
楽
郡
選
出
県
議
会
議
員
ら
多
数
の

方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
堀
口
節

さ
ん
が
、
「
こ
の
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
席
上
で
表
彰
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
今
後
も
健
康
に
注
意
し
て
楽
し
く

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
行
い
式
を
終
了
。

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
元
上
毛
新
聞
社
副
社
長
の

金
井
彦
三
郎
先
生
に
よ
る
講
演
「
時
事
問
題
と
福
祉
に
つ
い
て
」

が
行
わ
れ
わ
か
り
や
す
い
講
話
に
う
な
ず
き
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

こ
。t
 

金
婚
者
1
2組
な
ど
顕
彰

苫
楽
を
共
に
半
世
紀

南
大
島

ロ

し事り いのまさた

、 1 注方すとま和コが 0て ‘ーま場ざを゜火 禾失q)含訃国少g災う祁方週計動

生゜意反°しでら夕恋 11 月 9 日～15日まで
命火を面 てすげツし
財災怠‘ 重°る‘く
産なたち 要時ラたな
をどつよ なにイきる
失でたっ 役はフ火季
いいりと 割家ス 節かつすま を族夕 1 と
ねしるち 果のイなな
まゆとが た団ルどり
せん一え しらは‘ま
んに大た てんさ寒し

杞き穴
、----

天ぷらナベに嚢慮！

特
に
、
た
き
火
、
天
ぷ
ら
ナ
ベ
は
要

注
意
／
．
常
に
火
災
出
火
原
因
の
ワ
ー
ス

ト
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
十
一
月
九
日
か

ら
十
五
日
ま
で
「
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
」
が
行
わ
れ
、
各
地
域
で
い
ろ
ん

な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
村
で
も
関
係
機
関
に
よ
る
合
同
会

議
や
消
防
団
員
、
婦
人
消
防
隊
員
ら
の

各
家
庭
へ
防
火
査
察
な
ど
を
行
い
、
防

火
意
識
の
高
揚
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

蒼
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
お
と
な
り
に
あ
げ
る
安
心

火
の
始
末
」

卍
火
の
用
心
、
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
②
子
ど
も
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
③
風
の
強
い
と
き



(3) 平成元年11 月 10 日 広 報 め い わ 第338号

金
婚
者
顕
彰

〔
敬
称
略
〕

0
佐
藤
敏
夫
⑫
・
節
子
闘
・
下
江
黒

0
蓮
見
軍
司
四
•
ま
ん
⑰
・
田
島

〇
奈
良
原
知
司
四
・
ト
ヨ
⑰
・
千
津
井

0
本
澤
利
三
郎
閻
・
八
五
闘
・
南
大
島

0
佐
山
茂
一
⑰
•
ま
つ
え
⑬
・
南
大
島

0
堀
口
節
閻
・
米
子
闘
・
新
里

0
野
中
金
次
郎
⑬
・
く
に
⑫
・
中
谷

0
荒
木
松
次
郎
四
・
ま
つ
⑪
・
須
賀

0
金
子
基
一
⑪
・
き
ん
⑪
・
入
ケ
谷

0
秋
野
重
太
郎
⑮
．
と
く
闘
・
矢
島

〇
折
原
貫
司
⑬
・
せ
ん
閻
・
大
佐
貫

0
神
田
富
造
閻
．
勝
子
⑮
・
大
佐
貫

社
会
福
祉
高
額
寄
付
者
惑
謝

2
0
万
円
以
上
〔
敬
称
略
〕

〇
奈
良
丑
松
（
田
島
）
5
0
万
円

〇
泉
田
広
（
須
賀
）
5
0
万
円

0
田
口
宏
一
（
大
輪
）
5
0
万
円

0
久
保
庭
丈
助
（
新
里
）
2
0
万
円

0
香
山
勝
利
（
南
大
島
）
2
0
万
円

0
和
田
紘
（
上
江
黒
）
2
0
万
円

〇
亡
田
部
井
ふ
ゆ
（
梅
原
）
2
0
万
円

〇
闊
興
隆
（
川
俣
）
2
0
万
円

0
明
和
村
商
工
会
2
6
万
2
2
6
0
円

0
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

1
4
1
万
3
7
8
5
円

一
般
高
額
寄
付
者
感
謝

2
0
万
円
以
上
〔
敬
称
略
〕

0
や
ま
う
の
漬
物
工
業
闊
（
須
賀
）

3
0
0
万
円

0
三
田
惣
三
郎
（
前
村
教
育
長
・
館
林

市
在
住
）
1
0
0
万
円

〇
昧
興
隆
（
川
俣
）
1
0
0
万
円

〇
社
会
福
祉
功
労
者

0
江
原
薫
・
千
津
井
（
前
村
社
会
福

祉
協
議
会
長
）
〔
敬
称
略
〕

五
社
協
会
長
感
謝
一

社
会
福
祉
高
額
寄
付
者
惑
謝

▼
多
田
浪
子
（
上
江
黒
）
▼
奈
良
源

蔵
（
田
島
）
▼
飯
島
茂
雄
（
斗
合
田
）

▼
柿
沼
釣
一
（
江
口
）
▼
本
沢
仁
一
（
大

佐
貫
）
▼
須
藤
隆
司
（
江
口
）
▼
佐
藤

竹
雄
（
梅
原
）
▼
福
田
操
（
梅
原
）

▼
岩
上
淳
（
大
輪
）
▼
薗
部
英
雄
（
大

輪
）
▼
島
田
叡
（
南
大
島
）
▼
木
村

錠
一
（
上
江
黒
）
▼
橋
本
亀
三
郎
（
斗

合
田
）
▼
石
川
清
彦
（
江
口
）
▼
関
口

久
（
新
里
）
▼
田
口
敏
子
（
大
輪
）
▼

清
水
亀
久
雄
（
矢
島
）
▼
吉
本
正
（
大

輪
）
▼
田
島
定
治
（
南
大
島
）
▼
松
本

功
（
大
輪
）
▼
塩
谷
幾
雄
（
川
俣
）
▼

早
川
久
美
（
大
輪
）
▼
篠
木
啓
吉
（
大

佐
貫
）
▼
井
上
昭
三
（
新
里
）
▼
石
村

主傭明和村

美
喜
雄
（
大
佐
貫
）
▼
田
村
作
治
（
斗

合
田
）
▼
矢
島
修
一
（
新
里
）
▼
大
野

茂
次
（
矢
島
）
▼
坂
上
茂
（
中
谷
）

▼
堀
口
菊
治
（
新
里
）
▼
坂
上
光
弘
（
南

大
島
）
▼
岡
田
清
（
江
口
）
▼
旧
佐

貫
村
婦
人
会
▼
日
本
民
謡
群
馬
梅
若
会

▼
菊
声
会
（
代
表
・
新
井
登
志
雄
）
▼

荻
野
後
援
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
▼
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

〔
敬
称
略
〕

五
社
協
会
長
表
彰
一

〇
民
生
委
員
功
労
者

0
荒
井
澄
子
（
江
口
）
0

小
菅

美
津
（
田
島
）
※
以
上
元
民
生
委
員

0
木
村
ト
ヨ
（
上
江
黒
）
0
関
本

宗
市
（
南
大
島
）
0
折
原
房
江
（
中

谷
）
※
以
上
現
民
生
委
員

卍
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

0
大
津
秀
雄
・
中
谷
（
前
中
谷
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
）
〔
敬
称
略
〕

大会風募

火
災
発
生
時
に
は
、
屋
外
緊
急
放
送

で
消
防
団
出
動
指
令
を
行
い
、
消
火
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
関
係

の
な
い
一
般
車
両
ま
で
も
が
火
災
現
場

付
近
に
野
次
馬
的
に
集
合
す
る
た
め
、

消
防
車
や
緊
急
自
動
車
の
現
場
到
着
に

大
変
支
障
を
生
じ
て
い
ま
す
。

一
刻
を
争
う
有
事
で
す
。
関
係
の
な

い
車
（
人
）
は
、
野
次
馬
的
行
動
は
厳

に
つ
つ
し
み
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
で

き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

円
滑
な
消
火
活
動
に
ご
協
力
を

9 9 

い
け
ま
せ
ん
“

野
次
馬
根
性
は

管内火災発生状況

市町村 火災件数 死者 傷者 焼失面積 損害額
m' 千円

明和村 12 

゜
1 45 5,761 

板倉町 8 

゜
3 695 45,149 

千代田町 3 

゜
1 

゜
189 

邑楽町 8 

゜
3 280 18,980 

館林市 25 3 2 2,219 376,981 

計 56 3 10 3,239 447,060 

管内火災原因別状況

※平元 8 月現在

※平元 8 月現在

市町村 たばこ たき火 火遊び
ガスコンロ 風呂

その他 計
ガスレンジ かまど

明和村 1 件 0件 0 件 6 件 2 件 3 件 12件

板倉町 2 

゜ ゜
1 1 4 8 

千代日町

゜
1 

゜ ゜ ゜
2 3 

邑楽町 1 3 

゜
1 1 2 8 

館林市

゜
3 1 5 1 15 25 

計 4 7 1 13 5 26 56 

は
、
た
き
火
を
し
な
い
④
天
ぷ
ら
を
揚

げ
る
と
き
は
そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
⑤

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
⑥
ふ
ろ
の
点
火
は
入
水
を
確
認

し
て
か
ら
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す

い
も
の
は
近
づ
け
な
い
。
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曰
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1
臼
l

一
万
人
の
輪
が
大
き
く
広
が
る
ふ
れ

あ
い
の
場
ー
、
第
三
十
四
回
村
民
体

育
祭
は
十
月
八
日
、
明
和
中
学
校
校
庭

で
開
か
れ
ま
し
た
。
十
四
種
目
の
区
対

抗
得
点
競
技
を
は
じ
め
、
二
十
七
種
目

に
「
ガ
ン
バ
レ
」
の
声
援
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
時
間
に
は
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
、
八
木
節
な
ど
、
そ
れ
に
今
回

初
め
て
東
小
児
童
に
よ
る
一
輪
車
乗
り

も
披
露
さ
れ
、
お
昼
の
ひ
と
と
き
に
花

を
そ
え
て
く
れ
ま
し
た
。
成
績
は
南
大

島
区
が
十
四
年
ぶ
り
に
優
勝
に
返
り
咲

き
、
二
位
1
1

上
江
黒
区
、
三
位
1
1

新
里

区
の
順
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

第34回

村民体育祭

選手宣誓をした

堀口葉子さん（新里）

9ーャ•

和
気
あ
い
あ
い
と
…
•
•

了

＇｀―干•I 
~--- I~] I 17• I 

競技終わった後のさわやか笑顔 東小児童の一輪車乗り
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得点成績表
区別南上新江梅

大江 佐津合
種目 島黒里口原輪俣貫島井谷島田賀黒

百足競走（女） 714131818121 5 I 7 I 6 I 4 131 5 I 6 1211 

1 0 0 m 競走 lOl14 I 12 I 12 I 12 I l6 I 10 I 13 I 3 I 9 I 5 I 7 I 7 I 9 I 3 

400m リレー（小・女） 317161815181 3 I 1 I 7 I 2 151 2 I 6 1411 

400m リレー（小・男） 416131814151 6 I 2 I 7 I 3 171 8 I 1 1512 

百足競走（男） 814171513121 6 I 5 I 6 I 7 111 3 I 4 1211 

玉入れ 816171718141 2 I 3 I 5 I 4 131 5 I 1 1216 

綱弓117111111I811 I 5.5 I 2.5 I 2.5 I 5.5 I 1 I 2.5 I 2.5 11 11 

たばこ火つけリレー 816171111171 5 I 6 I 2 I 2 181 3 I 4 1314 

400m リレー（中・女） 613171816181 3 I 2 I 5 I 4 Ill 7 I 4 1512 

800m リレー（中・男） 816161813151 4 I 5 I 7 I 7 141 2 I 1 1312 

400m リレー（一般女） 817161215141 8 I 6 I 3 I 7 151 2 I 4 131-

400m リレー（一般男） 718181616121 7 I 4 I 1 I 2 141 1 I 5 1313 

カクテルリレー 517161418151 11 8 I 7 I 2 161 1 I 3 1412 

得点合計 89l79l79l78l77l69l65.5l64.5l61.5l58.5l53l48.5l48.5l46l28

総合順位 1121314151617I8I9110111112 I 13114115 
南大皇ぼ↓含田

-

9

9
i

,
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ー

農
業
の
高
度
化
、
国
際
化
に
対
応
す

る
た
め
、
明
和
村
農
業
協
同
組
合
が
建

設
を
進
め
て
い
た
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
南
大
島
地
内
に

完
成
、
そ
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
上
明
和
農
協
長
、
村
長
、
村
議
会

議
長
、
県
関
係
者
、
農
業
者
ら
三
百
人

ほ
ど
が
出
席
し
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
新
農

業
構
造
改
善
事
業
後
期
対
策
の
一
環
と

し
て
導
入
し
た
事
業
で
す
。
六
億
一
千

三
百
万
円
余
の
巨
費
を
投
じ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
籾
の
乾

燥
調
整
な
ど
先
端
技
術
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
入
れ
た
、
正
に
都
市
近
郊
農
業
に
ふ

さ
わ
し
い
近
代
施
設
で
す
。

稼
働
時
に
は
、
数
人
の
職
員
が
勤
務
。

農
家
が
田
ん
ぼ
で
刈
取
っ
た
米
、
麦
を

直
接
こ
の
施
設
に
搬
入
す
る
だ
け
、
収

穫
量
は
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
表
示
、
あ
と

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
一
括
処
理
。

本
村
農
業
の
進
む
な
か
、
こ
れ
ま
で

望
ま
れ
る

余
暇
ラ
イ
フ
の
充
実

こ
う
し
た
労
働
時
間
の
差
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
、
国
で
は
昭
和
6
0
年
の

「
内
需
拡
大
に
関
す
る
対
策
」
を
手
初

施設の概要

0所在地南大島 1 番地

〇敷地面積 6721m' 

〇建物面積 2055. 93m' 

〇構 造鉄骨造長尺カラー鉄板. 
瓦棒葺

〇建設費 6 億13,685千円

〔内わけ、国・県補助金 2 億84,477千

円。村補助金 1 億45,102千円。自

己資金 1 億84,106千円〕

処理能力なと

気
に
省
力
化
（
明
和
農
協
）

農
家
が
個
々
に
乾
燥
機
な
ど
の
農
機
具

を
保
有
、
籾
す
り
、
乾
燥
な
ど
一
連
の

農
作
業
を
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
大

規
模
・
中
小
規
模
農
家
を
問
わ
ず
高
価

な
農
機
具
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ど
う
し
て
も
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
が
実
情
ー
。

こ
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
等
の
課

題
が
一
気
に
解
消
ー
、
低
コ
ス
ト
化
、

品
質
の
均
一
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
農
業

振
興
、
活
性
化
に
、
ま
た
農
業
の
拠
点

と
し
て
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
存
在
は
本
村
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠

な
も
の
、
大
き
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

種 類対象面積
総処理量

荷受期間
（乾籾換算）

米 250 ha 1500 t 17 日間

麦 200 ha 908 t 15 日間

•構造
鋼板主サイロ（籾） 250t X 5 基

サイロ 主サイロ（麦） 300t X 3 基
●容量

間隙サイロ（籾） 185t X 3 基

鉄骨造 長尺カラー鉄板

建 築●構造 瓦棒葺

壁 サイディングボード張

附属設置
籾穀庫、湿式集塵設備

消火栓、ポンプ小屋

労
働
時
間

欧
米
諸
国
と
の
差

日
本
の
労
働
者
は
、
残
業
も
含
め
て

年
間
に
一
人
平
均
ど
れ
く
ら
い
働
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
か
。
昭
和
6
3
年
を
み

て
み
る
と
、
二
千
百
十
一
時
間
と
い
う

数
字
が
出
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
欧
米
諸
国
の
一
人
平
均

の
年
間
総
実
労
働
時
間
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
が
千
九

百
四
十
九
時
間
、
イ
ギ
リ
ス
は
千
九
百

四
十
七
時
間
、
西
ド
イ
ツ
で
千
六
百
四

十
二
時
間
で
す
。

同
じ
先
進
国
と
い
っ
て
も
、
日
本
と

欧
米
諸
国
で
は
現
在
も
労
働
時
間
に
、

約
二
百
時
間
か
ら
四
百
時
間
程
度
の
差

が
あ
る
の
で
す
。

婁綸に

ゅとりと鵬いを

`‘ \ \ 

` ク
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熱
弁
を
ふ
る
う
今
井
先
生

村民文化大
明和村紋芦委日全

'

[

 

ス ポ ,'J 卜

「
今
年
は
だ
れ
が
来
る
の
だ
ろ
う
」

と
関
心
の
高
い
村
民
文
化
大
学
教
養
講

広報係では、みなさまからの話題を募集して

います。日常での出来事なと一ーなんでも結構

です。情報をお寄せください。

座
は
今
年
も
九
月
二
十
八
日
の
俳
優
、

南
原
宏
治
先
生
を
ト
ッ
プ
に
五
講
座
(
S
o
o

円
）
セ
ッ
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

は
村
商
工
会
も
共
催
と
な
り
例
年
よ
り

一
講
座
多
い
開
講
で
す
。

聴
講
生
五
百
人
は
、
十
月
七
日
T
B

S

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
榎
本
勝
起
・
十
月
十

七
日
女
性
登
山
家
今
井
通
子
・
十
月
二

十
七
旦
冗
N
H
K

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
金
子

辰
雄
・
十
一
月
九
日
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
海

老
名
香
葉
子
先
生
の
そ
れ
ぞ
れ
、
個
性

あ
る
逸
話
に
深
く
感
銘
し
て
い
ま
し
た
。

/ 

1
¥
 

、
,
~

東
保
育
園
児
が
秋
空
の
下
、
さ
つ
ま

イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
園
近
く

の
畑
で
「
よ
い
し
ょ
、
わ
あ
I

．
こ
ん
な

大
き
い
の
が
と
れ
た
」
、
・
ー
「
先
生
、
ぼ
く

の
は
三
つ
く
っ
つ
い
て
い
る
の
が
あ
っ

た
よ
ー
」
．
と
園
児
た
ち
は
、
ふ
だ
ん

味
わ
え
な
い
イ
モ
掘
り
に
大
は
し
ゃ
ぎ

゜一
時
間
ほ
ど
で
大
バ
ケ
ツ
に
十
パ
イ

ほ
ど
の
収
穫
。
園
に
持
ち
帰
り
み
ん
な

で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

こ
れ
は
千
津
井
の
江
原
薫
さ
ん
が
所

有
耕
作
し
て
い
る
野
菜
畑
の
一
角
。
江

原
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
実
現
し
た
も

の
で
す
。

交
通
安
全
、
マ
ナ
ー
向
上
は
、
ま
ず

公
務
員
の
私
た
ち
か
ら
ー
と
、
こ
の

ほ
ど
役
場
職
員
が
交
通
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
講
師
は
館
林
警
察
署
の
高
橋
正

則
交
通
係
長
に
お
願
い
し
、
二
時
間
ほ

ど
交
通
ル
ー
ル
、
特
に
事
故
の
多
い
交

差
点
、
T

字
路
で
の
正
し
い
走
行
方
法

な
ど
実
例
を
交
え
な
が
ら
勉
強
。

ま
た
、
十
月
に
は
緊
急
自
動
車
を
導

入
（
建
設
課
）
し
た
の
に
伴
い
、
緊
急

自
動
車
の
走
行
要
件
、
ど
ん
な
場
合
優

先
走
行
が
で
き
る
か
な
ど
の
説
明
も
受

け
、
知
識
を
高
め
ま
し
た
。

め
に
、
労
働
時
間
短
縮
へ
大
き
く
踏
み

出
し
ま
し
た
。

労
働
時
間
短
縮
は
、
現
在
大
別
し
て

次
の
三
つ
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
①
完
全
週
休
二
日
制
の
実
現
②
年

次
有
給
休
暇
の
完
全
取
得
・
連
続
休
暇

の
定
着
③
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
。

働
く
時
間
を
短
く
し
て
、
，
暮
ら
し
に

ゆ
と
り
を
ー
—
、
こ
れ
は
今
後

I
I余
暇

ラ
イ
フ
I
i
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
る
わ
た
し
た
ち
多
く
の
願
い
で
す
。

労
働
と
余
暇
の

バ
ラ
ン
ス
を

単
に
長
い
時
間
働
け
ば
よ
い
と
い
う

時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

働
く
と
き
は
し
っ
か
り
働
き
、
休
む
と

き
は
ゆ
っ
く
り
休
む
と
い
う
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
生
活
が
大
切
に
な
る
時
代
で

す
。働

く
こ
と
と
充
実
し
た
余
暇
を
楽
し

む
こ
と
ー
、
こ
の
ベ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス

が
、
こ
れ
か
ら
の
わ
た
し
た
ち
の
人
生

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
＂
特
効
薬
“

と
な
る
で
し
ょ
う
。
…
…
…
／
．
さ
て
、

あ
な
た
は
余
暇
を
ど
う
使
い
ま
す
か
。
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ハカキあて名

明
和
村
大
字
新
里

2
8
8

明
和
村
役
場
広
報
係

住
所

氏
名

年
齢

7
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1
1
9
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_
_
 
I
I
I
I
I
I
I
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ー
1
9
1
9
9
9
9
1
ー
ー
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1
,
ー
-

一
お
と
も
だ
ち
か
ら
、
こ
ん
な
に
一

た
く
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
届
き
ま
一

し
た
。
ほ
く
・
わ
た
し
た
ち
も
と
｝

ん
と
ん
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
送
つ
て
一

ね
。
r
_
l
,
 

ふれおい
アング‘,~

J重,, 

,, 

`‘ 

. 

多
田
奈
津
子
・
栗
小4

忍
ト、‘l 六゜＼ヽ‘`

- - ‘\ ヽヽ
ーミ

役
辞
し
て
肩
の
荷
お
り
し
心
地
な
れ
ど

心
に
穴
の
あ
き
し
想
い
に

山
形
ト
メ

わ
づ
ら
は
し
き
一
円
二
円
の
消
費
税
竹

下
首
相
の
息
の
根
止
め
る
か立

岡

「
明
和
歌
会
」

正
夫

こほろぎ

短歌会

●
ー

い
ま
は
の
際
「
桜
島
を
見
た
か
ら
い
い
」

磯
庭
園
に
亡
母
も
立
ち
し
と
ふ瀬下

一
江

何
事
も
な
か
り
し
色
と
夕
茜
し
み
じ
み

見
つ
つ
門
扉
を
閉
め
る

奈
良
原
き
く
の

老
い
二
人
手
押
車
に
す
が
り
つ
つ
急
死

の
嫁
の
墓
に
今
日
ま
た

柿
沼
ま
つ

「
打
ち
ひ
し
が
れ
ず
な
よ
な
よ
生
き
よ
」

・
・
・
・
・
こ
し

と
れ
ん
ぎ
ょ
う
の
垂
れ
枝
西
風
に
さ
か

ら
は
ず
揺
れ
る
江
森
政
美

「
か
ほ
や
が
沼
」

履
茶道教室

代表

市川ヨシ子

令
◇
令
◇
令
令
令

茶
道
に

魅
せ
ら
れ
て

私
た
ち
は
茶
道
を
愛
す
る
人
た
ち
で

集
ま
り
、
公
民
館
事
業
の
茶
道
教
室
と

併
せ
て
、
自
主
的
に
茶
道
に
取
組
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

講
師
の
角
野
先
生
の
熱
意
と
集
ま
っ

1-

た
受
講
生
た
ち
の
”
で
き
の
よ
さ

I
I

で
一
年
目
は
「
略
盆
点
前
」
を
、
と

も
か
く
、
ど
う
に
か
覚
え
る
こ
と
が

で
き
受
講
生
一
同
、
一
様
満
足
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
一
歩
進
ん
で
、
風
炉
を

使
っ
て
の
「
平
点
前
」
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
水
差
し
や
柄
杓
の
扱
い
等
も
あ

り
、
月
に
一
度
の
お
稽
古
だ
け
で
は

練
習
不
足
。
さ
す
が
の
受
講
生
も
チ

ン
プ
ン
、
カ
ン
プ
ン

|
|
0

そ
こ
で
九
月
か
ら
週
に
一
回
程
の
、

受
講
生
だ
け
の
自
主
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
「
大
日
本
茶
道
学
会
」
の

テ
キ
ス
ト
を
み
な
が
ら
、
「
あ
あ
じ

ゃ
な
い
、
こ
う
じ
ゃ
な
い
」
、
「
本
当

だ
ろ
う
か
？
」
と
お
ご
そ
か
な
う
ち

に
も
、
に
き
に
ぎ
し
く
練
習
を
積
ん

で
い
ま
す
。

来
月
に
は
、
先
生
の
「
ま
あ
／
．
み

な
さ
ん
、
よ
く
お
で
き
に
な
っ
た
こ

と
」
と
い
う
甘
い
願
望
を
い
だ
き
つ

つ
、
心
か
ら
な
る
お
言
葉
を
た
ま
わ

んさ皆
り
た
い
一
心
で
、
今
日
も
み
な
さ
ん

の生
熱
心
に
、
和
気
あ
い
あ
い
の
な
か
に

講受
も
真
剣
に
、
茶
道
に
魅
せ
ら
れ
、
心

を
和
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。

と却中
茶
道
に
関
心
の
お
持
ち
の
方
、
ぜ

,
1

、

ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

生先
い
ま
す
。
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卓
球
大
会

か
こ
う
“

参
加
者
募
集

玄
期
日

1
1
1
2
月
3

日
⑪

＊
会
場

1
1

社
会
体
育
館

＊
対
象

1
1

村
内
在
住
・
在
勤
の
方

〔
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
（
高
校
生
含
む
）
の
部
〕

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
1
月

2
5日
ま

で
に
社
会
体
育
館
へ

゜ m I
Iい
い
汗

問い合わせ先

社会体育館

合84-4626

始沢重信さん

大沢光則くん

ヽ村体
育
指
導
委
員
の
始
沢
重
信
さ
ん

に
、
こ
の
ほ
ど
、
長
年
（
三
十
三
年
）

体
育
指
導
委
員
と
し
て
勤
務
し
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て

社
団
法
人
全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
か

ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
大
沢
光
則
く
ん
（
新
里
）
は
、

先
の
国
民
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
少
年

男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
で
見
事
優
勝
。
そ

の
名
誉
に
対
し
て
村
と
村
体
育
協
会
の

連
名
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ニ

人
の
栄
誉
は
、
村
民
体
育
祭
開
会
式
の

席
上
で
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第 9 回事業所対抗ソフトボール大会結果

やまうの漬物 12 

江東プラスチック

東邦工業

ス
日
東

ナガボー

タイ

役

東
洋

卜

製

運輸

ホー産業

器

ゴ
ル
フ
大
会
結
果

第
1

回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

上
位
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す

奎
…
〈
5
0歳
未
満
の
部
〉

6

名
出
場

▼
1

位
1
1

大
沢
ま
ち
子
▼
2

位
1
1

関

口
芳
美
▼
3

位
1
1

川
田
千
鶴

〇
…
〈
5
0歳
以
上
の
部
〉

2
7名
出
場

▼
1

位
1
1

始
沢
一
彦
▼
2

位
1
1

立
木

茂
▼
3

位
1
1

江
森
育
▼

4

位
1
1

吉
永

静
江
▼
5

位
1
1

始
沢
す
え
み
▼
6

位
1
1

始
沢
き
み 匂

か
い
た
“

I
Iい
い
汗

〔
敬
称
略
〕

来
月
、
大
阪
で
開
か
れ
る
第
三
回
全

国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優勝した「スナガボート」チーム

場

第 9 回壮年ソフトボール大会結果

大
会
の
群
馬
県
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
に

明
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
飯
野
和
孝
＜

ん
（
元
文
さ
ん
の
長
男
．
3

年
・
上
江

黒
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

和
孝
く
ん
は
、
小
学
五
年
生
か
ら
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
練
習
熱
心
で

努
力
家
。
め
き
め
き
と
頭
角
を
あ
ら
わ

飯
野
和
孝
く
ん
（
明
中
バ
レ
ー
部
）

群
馬
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
に

27 15 

江 千
津
井

A

M 

s
 

ロ c
 

し
、
二
年
生
で
三
年
生
に
交
っ
て
ビ

ッ
ク
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
も
あ
る

数
少
な
い
実
力
選
手
。

現
在
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
部
の

ま
と
め
役
＇
~
。
練
習
後
の
あ
と
か

た
づ
け
な
ど
進
ん
で
行
い
、
同
僚
、

後
輩
か
ら
の
信
頼
は
厚
く
、
同
部
に

は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

身
長
百
七
十
六
セ
ン
チ
、
体
重
六

十
六
キ
ロ
と
恵
ま
れ
た
体
格
。
「
彼

の
ジ
ャ
ン
プ
カ
は
抜
群
、
恵
ま
れ
た

体
か
ら
く
り
出
す
重
み
の
あ
る
ス
パ

ィ
ク
は
正
に
大
砲
ク
ラ
ス
。
大
会
に

は
主
力
選
手
と
し
て
活
躍
が
大
い
に

期
待
で
き
ま
す
」
と
太
鼓
判
を
お
す
、

明
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
の
新
井

恒
夫
先
生
。

本
村
で
は
一
昨
年
の
奈
良
原
昌
樹

く
ん
（
千
津
井
）
に
次
．
い
で
二
人
目
の

代
表
選
手
で
す
。
ガ
ン
バ
レ
飯
野
和

孝
く
ん
。
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
里
ウ
ィ
ン
グ
ス

千
津
井

B

大
輪
・
矢
島
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ロ

年
金
に
関
す
る

相
談
は
お
気
軽
に

0

日
時

1
1

十
一
月
二
十
日
⑪
午
前

十
時
1

正
午
午
後
一
時

1

三
時

0

会
場

1
1

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

0

内
容

1
1

各
種
年
金
の
受
給
や
手
続

き
、
疑
問
点
な
ど
年
金
制
度
全
般
に

関
す
る
相
談
、
集
合
徴
収
（
追
納
や

過
年
度
保
険
料
の
納
付
）

0

相
談
員
1
1

保
険
事
務
所
の
相
談
官

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

母
子
・
父
子
家
庭
の

悩
み
ご
と
お
聞
き
し
ま
す

母
子
、
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
困
り
ご
と
や
、
悩
み
ご
と
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

0

日
時

1
1

十
一
月
十
八
日
出

滋
ョEi

(10) 

ロ

午
前

年
末
調
整
説
明
会

0

日
時

1
1

十
一
月
十
六
日
困

一
時
三
十
分

0

会
場

1
1

中
央
公
民
館

源
泉
徴
収
義
務
者
は
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署

(
6⑫
4

3
7
3
)
へ

ふ
る
さ
と
写
真
集

つ
く
り
に
ご
協
力
を

県
で
は
、
「
あ
な
た
が
つ
く
る
群
馬

ふ
る
さ
と
7
0
」
写
真
集
に
掲
載
す
る
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

0

対
象
者
1
1

県
内
に
在
住
・
在
勤
の
方

〇
応
募
内
容
1
1

▽
テ
ー
マ

I
Iま
つ
り

I
I

▽
規
格
1
1

サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
、

撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。
▽
写
真

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
な
ど
を
6
0
字
程

度
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

午
後

十
時
1

午
後
三
時

0

会
場

1
1

館
林
市
合
同
庁
舎
（
仲
町
）

0

相
談
員
1
1

母
子
相
談
員
や
児
童
相
談

所
の
方

〇
費
用

1
1

無
料

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

も
め
ご
と
の
相
談
は

お
気
軽
に
（
無
料
）

家
、
土
地
、
金
銭
の
貸
借
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

0

日
時

1
1

十
一
月
二
十
一
日
因
午

前
十
時
1

午
後
三
時

0

会
場

1
1

中
部
公
民
館
（
旧
市
役
所
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6

⑫
3
0
1
1
)
へ

保育園児を募集します
〈平成二年度》

0期日＝11 月 15 日（水）～ 11 月 30 日（木）

0 人員＝三園とも 90名

0対象児＝就学前の幼児

0入園資格＝村内の住民で、母親が働いていたり、

病気などで幼児の保育に当たれる人がなく、家庭

で保育にかけると認められる世帯の幼児等。

※詳しくは、住民課ヘ

〇
題 『

花
と
緑
』
の

写
真
を
募
集

材
1
1

熱
帯
花
き
、
草
花
な
ど

〇
締
切

1
1

十
一
月
三
十
日
困

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
へ

緑
化
講
座
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

0

日
時

1
1

十
二
月
十
四
日
困

十
時
1

正
午
（
雨
天
決
行
）

0

会
場

1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

0

テ
ー
マ
1
1

草
花
の
堆
肥
・
腐
葉
土
の

作
り
方
の
実
際

〇
募
集
人
員
1
1

三
十
五
名

0

参
加
費
1
1

無
料

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

1
8
8
)
へ

(6

(
7 午

前

0

対
象
者
1
1

ど
な
た
で
も

0

作
品
1
1
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
1
1
キ
ャ

ビ
ネ

(
2
L
)
1四
切

〇
応
募
規
定
1
1

一
人
5
点
ま
で

〇
締
切
1
1
十
二
月
十
日
凹
必
着

※
詳
し
く
は
、
県
立
つ
つ
じ
が
岡
公
園

温
室

(
6閻
5
2
3
3
)
へ

あ
な
た
も
青
年

海
外
協
力
隊
員
に

〇
資
格

1
1

二
十
歳
以
上
三
十
九
歳
ま

で
の
日
本
国
籍
を
も
つ
男
女

〇
派
遣
期
間
1
1
原
則
と
し
て
二
年
間

〇
募
集
規
模
1
1

農
林
水
産
、
保
健
衛
生
、

等
約
一
五
〇
職
種
、
約
一

0
0
0
名

〇
受
付
1
1
十
一
月
三
十
日
困

※
詳
し
く
は
、
県
国
際
交
流
課
（

6
0

2
7
2

闘
1
1
1
1
)
へ

0

毎
月
第
一
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

ー
午
後
3
時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
三
木
曜
日
の
午
前
1
0
時

＼
午
後
3
時

0

会
場
1
1
館
林
市
役
所

年
金
相
談

0

日
時
1
1
1
1
月
1
5
日
困
午
前

1
0
時
＼
午
後
3
時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

0

日
時
1
1
1
1
月
1
6
日
因
午
前

9
時
3
0
分
＼
1
0
時
3
0
分
受
付

認
月
5

日
囮
午
後

1

時
＼
2

時
受
付

0

会
場
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

0

毎
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
1

時

\
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
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年
末
資
金
は
お
早
め
に

国
民
金
融
公
陶

国
民
金
触
公
庫
で
は
、
年
末
資
金
の

申
し
込
み
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
経
営
改
善
貸
付
▽
雌
資
限
度
額
1
1

四

五
0
万
円
以
内
▽
期
間
1
1

運
転
資
金
三

年
以
内
・
設
備
資
金
五
年
以
内
▽
利
率
1
1

年
5
％
◇
国
の
事
業
ロ
ー
ン
▽
触
資
限

度
額
1
1

三
五
0
0
万
円
以
内
▽
期
間
1
1

運
転
資
金
五
年
以
内
・
設
備
資
金
十
年

以
内
▽
利
率
1
1

年
6
％
◇
経
営
多
角
化

◎標準小作料 (10アー

区

ル当り）

分 1 小作料の標準 百
只

士
タ
ロ

田の部A 1 7, 

ケ B
 
1 2, 

畑の部A

ク B
 

1 3, 

農地区分

明
和
村
農
業
委
員
会
は
、
標
準
小
作

料
の
三
年
ご
と
の
改
訂
に
伴
い
、
「
明

和
村
標
準
小
作
料
協
議
会
」
の
答
申
を

受
け
て
、
諸
条
件
を
勘
案
検
討
し
て
次

の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
明
和
村
農
業
委
員
会
（
役

場
内
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
受

給
中
に
就
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
ま
た
は
自

営
業
を
し
て
い
て
も
届
出
し
な
い
で
不

正
に
受
給
す
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

不
正
受
給
は
必
ず
発
見
さ
れ
、
支
給

停
止
や
倍
額
返
還
な
ど
の
ほ
か
刑
法
に

よ
り
処
罰
を
受
け
ま
す
の
で
失
業
給
付

を
受
け
て
い
る
方
は
正
し
く
申
告
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
も

被
保
険
者
に
な
れ
ま
す

十
月
一
日
よ
り
雇
用
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
二

十
二
時
間
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
も
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
加
入
し
て
い
る
方
で
、

一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
三
十
三
時

間
未
満
の
方
は
被
保
険
区
分
が
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
事
業
主
の
方
は
届
出
が

0

期
日

1
1

十
二
月
十
日
⑪
ま
で

曜
日
は
休
館
）

0

会
場

1
1

県
立
自
然
科
学
資
料
館

0

入
館
時
間
1
1

午
前
九
時
三
十
分
1

午

後
四
時
三
十
分

※
詳
し
く
は
、
当
館
（
6
0
2
7
4
認

2
0
4
2
)
へ

「
帰
化
植
物
展
j

（
月

1 6, 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

0 0 0 

確認しよう
最低賃金

最但賃金周知旬間

11 月 21 日～ 30 日

日額 3, 8 2 2 円

時間額 4 7 8 円

円 IB 地区以外

円 I 谷田川堤内地

円 IB 地区以外

円 I 谷田川堤内地

決
ま
る

標
準
小
作
料

ロ
ー
ン
▽
融
資
限
度
額
1
1

五
二
0
0
万
必
要
で
す
。

円
以
内
▽
期
間
1
1

二
十
年
以
内
▽
利
率
※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

1
1
年
6
％
◇
国
の
進
学
ロ
ー
ン
▽
融
資

(
6⑰
4
3
6
5
)

限
度
額
贔
学
者
一
人
あ
た
り
一

0
0
ご
そ
ん
じ
で
す
か

万
円
以
内
▽
期
間
1
1

五
年
以
内
▽
利
率

1
1年
5
％
（
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
検
察
審
査
会

※
詳
し
く
は
、
金
融
公
庫
前
橋
支
店

(
6

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

0
2
7
2
四
7
3
1
1
)
へ
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

失
業
給
付
の
申
告
は

正
し
く
し
ま
し
ょ
う
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

”
十
一
月
は
不
正
受
給
防
止
啓
発
月
会
が
あ
り
ま
す
。

間
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
労
働
者
が
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

失
業
し
た
時
に
、
再
就
職
ま
で
の
間
生
れ
ま
す
。

活
の
安
定
を
計
る
た
め
支
給
さ
れ
る
も
※
詳
し
く
は
、
太
田
検
察
審
査
会
事
務

の
で
す
。
局
（
⑮

7
7
5
1
)
へ

村 の ス
っ

‘
、こ き

11 月

12 日

13 日

16 日

19 日

20 日

ヶ

21 日

22 日

23 日

26 日

婦人消防隊防火査察

例月出納検査

婦人ふれあい学級

秋季バレーボール大会

歳末助け合い打合せ会議

国民年金委員研修会

農業委員会

健康体力づくり指導者講習

会

ボランティア福祉バザー

西小PTA スポーツ大会

※予定ですので変わる場合もあります

0

日
時

1
1

十
一
月
二
十
四
日
②

前
十
時
三
十
分
1

午
後
三
時

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
五
十
五
名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ン
タ
ー
（6
0
2
7
2

⑫
5
3
8
1
)
へ

公
開
講
演
会

源
氏
物
語
の
一
面

0

日
時

1
1

十
二
月
九
日
田

時
1

四
時
三
十
分

0

会
場

1
1

高
崎
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

〇
費
用

1
1

無
料
・
先
着
五
百
名

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

午
後

0

期
日

1
1

十
一
月
二
十
六
日
⑪
ま
で

（
月
曜
日
は
休
館
）

0

会
場

1
1

県
立
歴
史
博
物
館

0

入
館
時
間
1
1

午
前
九
時
三
十
分
1

午

後
四
時
三
十
分

※
詳
し
く
は
、
当
館

5
5
2
2
)
へ

(
6
0
2
7
3
⑬
 

沼
廣
一
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円

上
清
司
さ
ん
（
中
谷
）
は
五
万
円

條
富
子
さ
ん
（
新
里
）
は
五
万
円

十
矢
職
員
一
同
（
館
林
市
）
は
五
万

千
円
余

田
友
也
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円

毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
昧
（
足
利
市
）
は

八
千
円

蒼
田
中
林
蔵
さ
ん
（
矢
島
）
は
二
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0
北
條
富
子
さ
ん
（
新
里
）
は
、
五
万

円
（
図
書
購
入
費
と
し
て
）
を
中
央

公
民
館
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

亜屯 ＊卍＊〇
両吉五五北坂柿

限す個
ま納゜人固
期
限
は
十
一
月
―
二
十
日
で
す
。
期

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

事
業
税
、
国
民
年
金
、
水
道
料
で

「
中
国
唐
墓
壁
画
展
」

今
月
の
納
め
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口
在

2
7
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3
1
4
7
)
2
~

，
見

6
A

皇
心
き
亡
出
”

~
人
日

2
1
0
5
5
動
死
転
~

”
の
、
[
の
ー
数
数
中
人
人
[

'
月
怠
月

9
3
1

i

t
寸

1
1
帯
象
男
女

9

大
ロ

1
0
生
入
～

、
世
人
（
出
転
”

”m

— 、

r
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
t
i
‘
"
‘
"
t
‘
‘
‘
‘
‘
、
`
i

二
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

11 月 19 日
白沢医院後藤（康）医院 後藤（康）医院 n(72)3975 寺内医院 竹越医院

曜 ff (72) 1600 ff (72) 3975 ff (72) 3031 云（84)3137

11 月 26 日
落合医院小倉医院 大島診療所 ff (77) 1503 慶友整形外科 石山医院

当 云（72)3160 云（72)0606 大石医院ff(74) 2362 ff (72) 6000 云（82)0103

12 月 3 日
根岸医院大神医院 堀越医院云（73)4151 最上医院 橋本医院

番 云（72)3262 ff (62) 2200 増田医院合（72)1387 ff (74) 3763 云（82)1150

12 月 10 日
古屋（恒）医院川田（耳）医院 阿久津医院ff (72)3315 館林医院 小西医院

医 云（63)6161 ff(72)3314 田内医院ff(72) 3855 ff (74) 2112 云（86)2261

12月 17 日
真中医院原医院 須田医院ft(72) 0862 寺内医院 井上医院

云（72)1630 云（72)1936 云（72)3031 云（82)1131 

゜

三)oo゜

新
里
・
ニ
歳

永象

野の

り
よ
う良

v

ん

、
9
r

鯉沼さん

10月の

貪

一賣ク

救急車出動回数
•交通事故 6 件

•急病 4 件

•その他 3 件
●計 13 件

0 良くん……「ぼくネコのまねができるんだ

よ。ボールをけるのもとくいなんだ、でも、

シャンプーはにがてなの……」

〇お母さん…「いろんなことに興味をもって、

かたことでおしゃべりします。個性を伸し、

のびのび育ってほしいです。」

晃好・薫さんの三男

※広報係では、「わが家の華」の登場者を

募集しています。お気軽に応募ください。

行
政
相
談
委
員
の
鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

(
7
3
歳
・
大
佐
貫
）
は
、
こ
の
ほ
ど
総

務
庁
長
官
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

鯉
沼
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
行
政

相
談
委
員
と
し
て
活
躍
。
住
民
の
行
政

に
対
す
る
悩
み
、
苦
情
の
解
決
に
尽
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
今
度
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
庁
長
官
か
ら
表
彰

r広報めいわJ

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

が

一冊の本（縮刷版）に

変身します。

『11
購入申込み受付中

こ
の
ほ
ど
、
村
で
は
時
代
が
昭
和
か

ら
平
成
に
変
わ
っ
た
の
に
伴
い
、
―
つ
の

区
切
り
と
し
て
今
年
度
事
業
で
「
広
報

め
い
わ
」
縮
刷
版
第
二
集
を
発
刊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
、
そ
の
購
入
申
込
み
を
受

付
中
で
す
。
限
定
販
売
で
す
の
で
お
早

め
に
区
長
さ
ん
、
ま
た
は
役
場
広
報
係

ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

0

体
裁

I
I
B
5
判
、
本
文

6
9
2
ペ
ー
ジ

（
上
・
下
巻
）

0

内
容

1
1

昭
和
5
1年
4

月
1

平
成
元

年
3

月
ま
で

〇
価
格

1
1

一
セ
ッ
ト
三
五
0
0
円
（
七

1
0
0
円
の
内
約
半
額
村
負
担
）

0

発
刊
予
定
1
1

平
成
元
年
度
中

〇
申
込
み
1
1

区
長
さ
ん
ま
た
は
役
場
広

報
係
へ

※
そ
の
ほ
か
、
詳
細
は
広
報
係
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

(
6闘
3
1
1
1

へ
）

吉柿野北
田沼村條氏

ヨみ芳圭名
シつ雄介

80 82 55 58 畠

友廣 富世
誠帯

也一 子主

大大千新地
津

輪輪井里区

腐駕％究開

1
1

お
く
や
み
I
I

奈帆関栗丸石阿大島
良刈根原山村部木山氏
原
弘美歩知璃知亮隆祐討石名
子喜美也や花か介幸哉ゃ也

保
護
者
続
柄
地
区
閻

純
一
長
男
梅
原
％

清
二
長
男
須
賀
躁

金
四
郎
長
男
斗
合
田
党

正
二
男
大
佐
貫
％

一
雄
三
女
千
津
井
燦

正
美
二
男
南
大
島
燦

克
美
二
女
南
大
島
％

明
長
女
梅
原
光

孝
之
二
女
矢
島
光

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

《
口

｀
一
〖

お
く
や
み
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しめやかに戦没1遍悼式
--―`‘--/---‘‘-----―‘‘---一一――~·`----—一――‘‘-—-ク←――‘‘-—ー一―—-～．｀←-—-一、｀｀一

這悼式

菊花をそなえる参列者

式
風

景

(2) 

戦
後
、
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
繁
栄
と
平
和
の
か
げ

に
は
祖
国
の
た
め
、
若
く
し
て
命

を
捧
げ
ま
し
た
多
く
の
戦
没
者
の

尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
こ
れ

等
の
趣
旨
か
ら
毎
年
追
悼
式
を
行

い
英
霊
の
こ
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま

す
。

「
平
成
元
年
度
明
和
村
戦
没
者
追
悼

式
」
は
十
一
月
七
日
、
中
央
公
民
館
で

し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
若
き
命
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
、
三
百
余
名
の
村
内

戦
没
者
に
対
し
村
民
あ
げ
て
追
悼
の
誠

を
表
わ
す
た
め
、
例
年
こ
の
時
期
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

遺
族
や
関
係
者
お
よ
そ
三
百
人
が
参

列
。
会
場
に
は
「
戦
没
者
の
霊
」
と
記

さ
れ
た
墓
柱
、
式
壇
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
周
囲
は
菊
の
花
で
飾
ら
れ
、
し
ん
み

り
さ
を
保
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
静
ま
り
か
え
る
雰
囲
気
の
中
、

式
は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

館
林
地
区
消
防
組
合
音
楽
隊
の
演
奏
で

国
歌
斉
唱
、
そ
し
て
参
列
者
全
員
が
一

分
間
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
村
長
式
辞
、

知
事
、
村
議
会
議
長
、
村
遣
族
会
長
の

追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
大
戦
の

痛
手
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
、
一
人
ひ
と
り

式
壇
前
に
進
み
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
胸
に
菊
一
輪
を
そ
な
え
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

菊
一
輪
を
献
花

` ．
梅
沢
敏
雄
さ
ん
（
や
ま
う
漬
物
工
業

眈
社
長
）
、
村
に
三
百
万
円
寄
付

・
中
央
幼
稚
園
で
モ
チ
つ
き
大
会

: 
•
昭
和
天
皇
崩
御
、
四
百
六
名
が
記
帳

亡
き
陛
下
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
た

0
.

•
恒
例
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ー
、

~
 

ー

:
 

・
消
費
税
（
4
月
）
ス
タ
ー
ト

•
恒
例
老
人
芸
能
大
会
、
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
な
ど
自
慢
の
芸
、
花
ざ
か
り

` 
・
役
場
5
月
か
ら
第
二
•
第
四
土
曜
閉

庁
ス
タ
ー
ト

・
窓
口
業
務
電
算
化
、
住
民
票
な
ど
数

~ 

昭和天皇ご崩御: 
•
明
和
生
ま
れ
の

ゎ
に
ぐ
ち

「
鰐
口
」
、
長
野
県
川

\ 

ボーイスカウト発団

: 
・
村
政
功
労
で
四
人
表
彰

・
消
防
新
団
長
に
砂
賀
新
一
さ
ん

合
田
）
就
任

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
発
団
（
明
和
第
一

団
結
団
式
）

（
斗

明中のアイドル
青い目の人形

分
で
交
付
…
…
。

•
明
中
の
ア
イ
ド
ル
、
青
い
目
の
人
形
、

名
ま
え
「
メ
ア
リ
ー
ち
ゃ
ん
」
に
決

ま
る
。

【
広
報
閃
匹
←
る
平
成
元
年
…
．

l
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く横塚
税標語コンクール

税意識を高めてもらおうと、関東信越

国税局主催で行われた標語（中学生対象）

コンクールで、本村では次の二生徒が入

賞されました。

（応募総数

明中 1 年
横塚 敦くん

明中 3 年

石川真由美さん

敦くんら入賞＞

18 ,368点）

「
夢
の
あ
る

暮
ら
し
と
未
来
を築

く
税
」

「
健
康
と

住
み
よ
い
環
境守

る
税
」

館
林
地
区
消
防
組
合
団
長

感
謝
・
表
彰

〈
永
年
勤
続
退
団
感
謝
状
〉

群
馬
県
消
防
協
会
長

感
謝
・
表
彰

〈
永
年
勤
続
退
団
感
謝
状
〉

◎
前
明
和
消
防
団
本
部
、
団
長

石
村
和
男
（
新
里
）
団
員
歴

1
6年

〈
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
〉

◎
明
和
消
防
団
本
部
、
副
団
長

関
口
章
夫
（
江
口
）
団
員
歴

8

年

〔
敬
称
略
〕

◎
前
明
和
消
防
団
本
部
、
団
長

石
村
和
男
（
新
里
）
団
員
歴

1
6年

〈
優
良
団
員
表
彰
〉

松
本
和
雄
（
大
輪
）
団
員
歴
7
年

金
子
功
（
入
ケ
谷
）
団
員
歴

5

年

岡
安
信
男
（
南
大
島
）
団
員
歴
5

年

柴
崎
正
成
（
梅
原
）
団
員
歴

5

年

野
本
敏
夫
（
千
津
井
）
団
員
歴

5

年

梁
瀬
稚
弘
（
斗
合
田
）
団
員
歴
5

年

◎
下
江
黒
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
照
内

ト
ミ
）

◎
千
津
井
婦
入
消
防
隊
（
隊
長

川
幸
子
）

〔
敬
称
略
〕

◇
館
林
税
務
署
長
賞

長
谷

0
明
和
村
長
賞

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

次
の
方
々
は
、
永
年
、
各
種
の
農
林

統
計
調
査
に
協
力
さ
れ
、
こ
の
た
び
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま

し
た
。

◎
渡
辺

◎
山
田

◎
大
野

◎
大
野

茂
（
矢
島
）
協
力
年
数1
5年

正
樹
（
矢
島
）
協
力
年
数1
5年

茂
次
（
矢
島
）
協
力
年
数
1
5年

雄
吉
（
矢
島
）
協
力
年
数5
年

〔
敬
称
略
〕

/ 

上
村
に
所
蔵

・
東
保
育
園
に
木
製
遊
具
完
成
。
保
護

者
会
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

口
•
奈
良
丑
松
村
長
退
任
あ
い
さ
つ
。

2
1

年
間
村
政
発
展
に
尽
力

•
明
和
工
業
団
地
造
成
ス
タ
ー
ト

・
納
税
完
納
表
彰
式
、
梅
原
に
変
っ
て

入
ケ
谷
、

3
0回
連
続
で
ト
ッ
プ

丁•新
村
長
、
就
任
あ
い
さ
つ
、

職
員
ら
が
出
迎
え

・
参
院
選
結
果
、
角
田
氏
・
山
本
氏
当

選
（
群
馬
選
挙
区
）

・
広
報
め
い
わ
縮
刷
版
発
刊
P
R

: 
・
村
議
会
構
成
決
ま
る
。
議
長
に
栗
原

利
夫
さ
ん
、
副
議
長
に
始
沢
三
郎
さ

--- •安全—+．．．：第•一

，明面エ薔百冦冦成万
•T•• I. l l ｷｷ • •一

，発注芦群馬可歪
冦1 号～荒井ー違ぽ 分堕2 号＇―•河
一分割 3 亙ー原工業ー和4 号／j\-g
分をl5 号本田塁設 ‘ 

初
登
庁

明和工業団地造成 長野県川上村所蔵の
「鮨口」

田・し
め
や
か
に
戦
没
者
追
悼
式

•
金
子
博
さ
ん
（
西
邑
楽
高
校
教
員
）

は
国
体
連
続
2
0回
出
場
の
栄
誉
。 飯野和彦くん（右）

群馬代表選手に

閏•カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成
、

今
年
産
米
か
ら
稼
動
（
明
和
農
協
）

・
飯
野
和
彦
く
ん
（
明
中
バ
レ
ー
部
）

群
馬
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
に
選
抜

ん
当
選

・
足
尾
鉱
毒
、
明
和
村
に
も
関
係

向・ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
発
団
（
第
7
7団
明

和
）

・
館
林
商
工
高
校
カ
ヌ
ー
部
の
大
沢
光

則
•
島
田
英
和
ペ
ア
、
国
体
夏
季
カ

ヌ
ー
で
優
勝

•
明
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞

-
1
9
 .. 

n'’ 
i

l
'
 

ふ
i
 

大沢光則•島田英和組（館
林商工）国体夏季カヌーで
優勝

群
馬
吹
奏
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いろどりをそえる菊花展

村
民
こ
ぞ
っ
て
参
加
す
る
年
中
行
事
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
っ

で
あ
る
文
化
祭
が
十
一
月
三
、
四
、
五
日
の
三
日
間
、
中
央
公
民

館
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

手
芸
、
陶
芸
、
短
歌
、
刃
剣
、
茶
道
、
絵
画
な
ど
、
と
こ
ろ
狭

し
と
展
示
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
栄
え
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
、

「
わ
あ
！
す
ご
い
」
の
感
心
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
盛
上
り
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

初
日
の
三
日
に
は
、
商
工
祭
も
行
わ
れ
、
大
根
な
ど
の
野
菜
や

衣
料
品
、
焼
き
そ
ば
の
安
売
り
、
軽
飛
行
機
の
体
験
試
乗
（
地
上

滑
走
）
、
輪
投
げ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気I

゜

ま
た
、
並
行
し
て
菊
花
展
も
あ
り
、
会
場
の
随
所
に
丹
精
込
め

た
大
輪
の
菊
花
が
飾
ら
れ
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

文
化
祭
、

、
1

ま
す
、
自
分
に

勝
つ
こ
と

本
村
中
谷
在
住
の
金
子
博
さ
ん
は
、

先
の
九
月
、
北
海
道
で
開
か
れ
た
「
は

ま
な
す
国
体
秋
季
大
会
」
の
レ
ス
リ
ン

グ
成
年
フ
リ
ー
6
2
k
g
ク
ラ
ス
に
出
場
、

第
三
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
子
さ

ん
は
今
回
、
こ
の
大
会
で
国
体
二

0
回

連
続
出
場
と
い
う
、
全
国
で
も
め
っ
た

金子博さん
（中谷）

菊
か
お
る

＝金子博選手＝

国体連続20回出場

渭群馬に金子ありミ

全国にとどろく

に
な
い
名
誉
あ
る
記
録
を
達
成
ー
。

そ
の
祝
賀
会
が
十
一
月
五
日
、
群
馬

県
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
主
催

に
よ
り
館
林
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
ス

ポ
ー
ツ
、
教
育
、
政
・
財
界
関
係
者
な

ど
二
百
人
ほ
ど
が
出
席
、
金
子
選
手
の

偉
業
を
祝
福
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
は
昭
和
二
十
八
年
七
月
十

三
日
生
、
三
十
六
歳
。
明
和
中
学
校
時

代
は
柔
道
で
な
ら
し
、
群
馬
県
大
会
な

ど
ビ
ッ
ク
大
会
で
は
常
に
上
位
ク
ラ
ス
。

卒
業
後
、
レ
ス
リ
ン
グ
名
門
館
林
高
校

に
進
学
。
そ
こ
で
柔
道
か
ら
レ
ス
リ
ン

グ
に
転
向
、
自
分
の
体
格
か
ら
い
っ
て

も
レ
ス
リ
ン
グ
向
き
_
ー
‘
そ
う
決
心

し
て
レ
ス
リ
ン
グ
に
入
部
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
成
績
も
急
上
昇
、

め
き
め
き
腕
を
上
げ
て
、
関
係
者
を
ビ

ッ
ク
リ
さ
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。
入
部
二

年
目
に
し
て
国
体
初
出
場
、
少
年
フ
リ

ー
5
6
k
g
第
五
位
の
成
績
、
さ
ら
に
は
全

国
高
校
選
手
権
第
四
位
、
米
国
遠
征
、

ま
た
、
明
治
大
学
時
代
に
は
、
全
日
本

学
生
選
手
権
を
制
す
る
な
ど

I
I群
馬
に

金
子
あ
り
＂
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か

せ
た
の
で
し
た
。
以
来
、
こ
の
北
海
道

大
会
で
二
0
回
連
続
出
場
と
い
う
快
挙

を
と
げ
た
の
で
す
。

丈
夫
な
身
体

両
親
に
感
謝

ー
ロ
に
二
0
回
と
い
っ
て
も
大
変
な
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特選の
関本さん

菊
薫
る
秋
ー
、
村
文
化
協
会
主
催

に
よ
る
菊
花
展
が
文
化
祭
と
並
行
し
て

開
か
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
菊
花
展
の

表
彰
式
が
十
一
月
四
日
行
わ
れ
、
出
品

常
連
の
関
本
宗
市
さ
ん
が
特
選
に
薙
＜

な
ど
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
上
位
入
選
者
紹
介
）

出
品
者
4
6
名
1
6
1
点

0
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）
1
1

関
本
宗
市
0
最
優
等
（
村
長
賞
）
1
1

柴

崎
ふ
く
▼
同
（
村
議
長
賞
）
1
1

関
本
政

市
▼
同
（
明
和
農
協
長
賞
）
1
1

岡
安
長

吉
▼
同
（
千
江
田
農
協
長
賞
）
1
1

砂
賀

ふ
ぢ
▼
同
（
商
工
会
長
賞
）
1
1

柴
崎
信

義
▼
同
（
教
育
長
賞
）
1
1

門
間
と
よ

T

同
（
文
化
協
会
長
賞
）
1
1

森
尻
正
巳

T

同
（
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
）
1
1

小
菅

美
津0

優
等
1
1

関
本
宗
市
（
二
点
入
選
）
、

柴
崎
久
助
、
関
本
政
市
（
二
点
入
選
）
、

田
口
千
代
、
野
口
今
朝
雄

文
化
協
会
園
芸
部
の
部

関
本
宗
市
さ
ん
特
選

菊
花
展

刃剣も展示

園
芸
教
室
の
部

出
品
者
2
2
名
認
点

【
自
由
花
の
部I
】

0
特
選

1
1

阿
部
な
み

0
最
優
等
1
1

田
口
志
か

0
優
等

1
1

新
井
繁
二
郎

【
自
由
花
の
部I
l

】

0
特
選

1
1

新
井
繁
二
郎

屯
最
優
等
1
1

斎
藤
忠
直

0
優
等

1
1

砂
賀
ふ
ぢ

老
人
ク
ラ
ブ
の
部

出
品
者

9
5名

9
5点

【
大
輪
の
部
】

®
特
選

1
1

野
ロ
ミ
ツ
イ

0
最
優
等
1
1

福
島
高
三
、
高
沢
た
け

0
優
等

1
1

香
山
寅
雄
、
島
田
彦
一

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

0
特
選

1
1

石
崎
シ
ズ

0
最
優
等
1
1

田
部
井
み
ね
子
、
阿
部
な
み

＊
優
等

1
1

清
水
鯛
次
郎
、
坂
上
若
栄

顧杞Ut篠斑ぽ

江口の「ささら」初披露

「焼きそばはいかがですか」

金子選手 国体出場20年の足跡

＊少年フリー

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
・

年

4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
6
3

元

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

地
手
山
島
葉
城
重
賀
森
野
崎
木
賀
根
馬
良
取
梨
縄
都
道

催
歌
児
海

開
岩
和
鹿
千
茨
三
佐
青
長
宮
栃
滋
島
群
奈
鳥
山
沖
京
北

成

*56kg 
*,,, 

• 62kg 
•,,, 
◎ク

• 57kg 
• 62kg 
•,,, 
•,,, 
•,, 
◎ク

◎ケ

◎ク

◎ク

◎ヶ

◎ケ

•,, 
◎ク

◎ク

◎ク

◎成年フリー

績等

第 5 位

優勝

第 4 位

第 3 位

第 5 位

第 5 位

第 2 位

第 5 位

第 2 位

第 2 位

第 2 位

第 2 位

第 2 位

第 3 位

第 2 位

第 5 位

第 3 位

も
の
。
金
子
選
手
の
場
合
、
標
準

よ
り
多
く
の
減
量
が
必
要
、

6
2k
g
級
な

の
で
最
低
で
も
5

k
g
は
落
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
滅
量
と
の
戦
い

こ
ん
な
生
活
を
二
十
年
、
好
物
も
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
い
、
正
に
自
分
と

の
戦
い
で
も
あ
る
の
で
す
。

「
だ
か
ら
こ
そ
、
や
り
が
い
、
フ
ァ

イ
ト
が
わ
く
ん
で
す
」
と
力
強
い
金
子

さ
ん
。
さ
ら
に
、
「
減
量
は
自
分
と
の
戦

い
も
あ
る
が
家
族
の
協
力
が
不
可
欠
、

妻
を
は
じ
め
家
族
に
は
頭
が
上
が
り
ま

せ
ん
。
二
十
年
も
好
き
な
レ
ス
リ
ン
グ

が
で
き
る
よ
う
な
丈
夫
な
身
体
に
生
み

育
て
て
く
れ
た
両
親
に
は
感
謝
の
気
持

練習に汗を流す金子選手

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
や
さ
し
い
一

面
も
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
金
子
さ
ん
は
県
立
西
邑
楽
高

校
に
教
員
と
し
て
勤
務
、
自
ら
レ
ス
リ

ン
グ
部
を
創
立
。
赴
任
し
て
約
十
年
。

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
そ
れ
な
り
の

苦
労
は
あ
っ
た
が
、
昨
年
部
員
の
二
人

が
高
校
総
体
で
優
勝
す
る
な
ど
、
選
手

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
有
望
選

手
の
輩
出
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
二
五
回
、
三

0
回
を

め
ざ
し
選
手
と
し
て
、
ま
た
、
指
導
者

と
し
て
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※主な活躍……46年全国高校選手権優勝。 50年

全日本選手権 2 位。全国大学選手権優勝。 57
年全日本選手権優勝、アジア大会慢勝など。
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「
現
代
っ
子
は
外
で
遊
ば
な
い
ね
]

良
く
こ
ん
な
声
を
老
人
か
ら
耳
に
し
ま

す
。
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
、
「
石
け
り
」
な
ど

か
つ
て
の
遊
び
の
花
形
も
い
ま
で
は
ほ

ご―·・ー＝
`'  ―ずー 1 •一
9,..  -.—` ` •: `.... 

と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
子
と

大
き
い
子
が
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
こ
と
が

こ
の
ほ
ど
、
千
津
井
区
民
を
対
象
に

「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
と
題
し
た
ミ
ニ

講
演
会
が
区
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
同
区
の
昭
和
生
ま
れ
の
人
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
、
千
津
井
昭
和
会
（
代

表
、
薗
部
明
さ
ん
）
が
主
催
、
区
や
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
七
団
体
が
協
賛
、

後
援
で
開
か
れ
た
も
の
、
と
か
く
現
代

人
は
運
動
不
足
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
維

持
増
進
は
ス
ポ
ー
ツ
が
最
適
と
開
か
れ

夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
百
人
が
出
席
。

講
師
は
ス
ポ
ー
ツ
医
師
と
し
て
知
ら

れ
、
整
形
外
科
、
小
児
科
を
開
業
し
て

い
る
館
林
市
在
住
の
岡
田
明
彦
先
生
。

大
学
時
代
の
ラ
ク
ビ
ー
、
ス
キ
ー
部
当

時
の
体
験
を
交
え
、
年
に
適
し
た
一
日

の
運
動
量
な
ど
理
論
的
な
講
話
に
皆
さ

ん
感
心
、
約
二
時
間
う
な
ず
き
な
が
ら

知
識
を
高
め
ま
し
た
。

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
良
さ

を
と
り
戻
そ
う
、
体
験
し
て
み
よ
う
ー

と
、
西
小
学
校
で
は
高
学
年
児
童
が
十

一
月
十
五
日
、
「
お
年
寄
り
に
学
ぶ
」
を

開
き
ま
し
た
。
九
地
区
の
公
民
館
な
ど

の
会
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
お

年
寄
り
に
出
席
い
た
だ
き
、
か
つ
て
の

遊
具
、
竹
と
ん
ぼ
、
お
手
王
、
わ
ら
鉄

砲
、
竹
馬
な
ど
の
作
り
方
、
遊
び
方
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
、
め
っ
た
に
味
わ
え

な
い
、
か
つ
て
の
遊
び
の
良
さ
を
、
お

年
寄
り
と
い
っ
し
ょ
に
満
喫
、
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
も
恒
例
の
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
（
会
長
奈
良
原
宜
子
さ
ん
）

主
催
の
福
祉
バ
ザ
ー
が
十
一
月
二
十
三

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

よ
女
い
り
で
評
判
の
こ
の
バ
ザ
ー
、

ロ
コ
ミ
で
近
隣
市
町
村
に
も
伝
わ
り
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
「
今
年
の
バ
ザ
ー

は
い
つ
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
が
多
く

す
っ
か
り
定
着
ー
。

大
根
、
白
菜
な
ど
の
野
菜
か
ら
衣
料

ガ
ラ
ス
類
に
い
た
る
ま
で
の
日
用
品
、

約
二
千
五
百
点
が
展
示
、
こ
れ
は
皆
様

の
家
庭
な
ど
か
ら
無
料
提
供
さ
れ
た
も

の
ば
か
り
。
ど
っ
と
主
婦
ら
五
百
入
が

押
し
よ
せ
、
開
店
一
時
間
余
り
で
ほ
と

ん
ど
売
切
れ
、
昨
年
よ
り
八
万
七
千
円

余
り
多
く
、
し
め
て
八
十
一
万
五
千
三

百
十
七
円
の
売
上
げ
、
全
額
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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農
業
（
生
活
）
振
興
協
議
会
主
催
に

よ
る
、
家
庭
菜
園
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

が
、
十
一
月
十
七
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
村
内
一
円
か
ら
、

主
婦
層
中
心
に
五
十
名
ほ
ど
、
約
ニ
ー

五
ア
ー
ル
の
畑
に
、
大
根
、
白
菜
な
ど

の
野
菜
を
植
え
、
そ
の
出
来
ば
え
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
位
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

〇
協
議
会
長
賞
1
1

田
口
志
か
（
矢
島
）

本
沢
幸
子
（
南
大
島
）

0
優
秀
賞
1
1

石
川
そ
の
、
山
田
さ
だ

子
、
樽
見
よ
ね
（
以
上
矢
島
）
、
今
成
節

子
、
栗
原
し
ん
、
田
島
チ
イ
子
（
以
上

南
大
島
）
〔
敬
称
略
〕

明
和
中
学
校
で
一
年
生
全
員
を
対
象

に
、
よ
り
障
害
者
理
解
を
深
め
よ
う
と

十
一
月
十
日
、
手
話
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
講
師
は
館
林
聴
覚
障
害
者
福
祉
協

会
の
人
た
ち
五
人
。
通
訳
に
は
手
話
サ

ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
会
（
代
表
古
澤

宏
美
さ
ん
）
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
し
ま

し
た
。

五
つ
の
ク
ラ
ス
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ニ

名
が
担
当
、
あ
い
う
え
お
や
「
お
は
よ

う
」
な
ど
日
常
的
な
手
話
を
学
習
。
「
や

っ
て
み
る
と
以
外
と
で
き
ま
す
ね
」
と

笑
み
を
う
か
べ
る
生
徒
た
ち
。
「
で
も
、

障
害
者
の
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
ら

大
変
で
す
ね
…
…
」
と
複
雑
な
よ
う
す
。

講
師
と
し
て
出
席
し
た
、
石
川
栄
子

さ
ん
（
南
大
島
）
、
吉
田
昭
徳
さ
ん
（
新

里
）
ら
は
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
、
三
洋
電

機
、
富
士
通
な
ど
一
流
企
業
の
第
一
線

で
働
い
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
を
聞
い
た
生
徒
た
ち
「
わ
あ

I
.

す
ご
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ん

か
も
使
う
の
で
す
か
…
…
」
と
通
訳
を

介
し
て
質
疑
応
答
、
貴
重
な
二
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

団
員
間
の
交
流
を
深
め

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を

広
げ
よ
う
|
—
と
、
村
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
五
団

体
が
一
同
に
集
い
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。

親
も
参
加
し
て
、
青
空

の
下
、
「
大
な
わ
と
び
」
な

ど
＋
種
目
以
上
に
快
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。
出
場
団

体
は
サ
ッ
カ
ー
、
東
野
球
、

西
野
球
、
東
バ
レ
ー
、
西

ハ
レ
ー
の
五
団
体
で
し
た
。

(
1
1月3
日
利
根
川
総
合

運
動
場
）
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ハガキあて名

明
和
村
大
字
新
里

2
8
8

明
和
村
役
場
広
報
係

住
所

氏
名

年
齢

r
 一

お
と
も
だ
ち
か
ら
、
こ
ん
な
に
｛

た
く
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
届
き
ま
一

じ
た
。
ほ
く
・
わ
た
し
た
ち
も
と
一

ん
と
ん
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
送
つ
て
一

ね
。

ふれおい

アング‘'"

冴内か、文＇ 1．P) 。

江ロ・
須藤千奈津ちゃん(9 歳）

／
ジ
ロ

9
’
]い
一

下江黒
柿沼美絵ちゃん(10歳）

中
谷

立
川
ふ
さ

こ
ほ
ろ
ぎ
短
蓼
~
／

□
|
l
〈
田
芝
支
部
〉

「
わ
ん
わ
ん
」
も
「
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
」

も
覚
へ
て
帰
り
し
孫
忘
れ
て
ゆ
き
し
白

き
靴
撫
づ

石
村
艶
子

は
ら
か
ら
は
揃
ひ
て
詣
で
る
東
照
宮
鳴

き
竜
見
上
げ
共
に
手
を
打
つ始

沢
良
子

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
黄
金
の
針
舞
ふ
峠

道
落
葉
松
は
自
づ
眠
る
像
に

砂
賀
久
美
子

今
頃
は
答
辞
読
め
る
か
孫
陽
子
晴
れ
の

中
卒
旅
路
に
案
づ

立
川
ツ
ヤ
子

飛
び
建
る
燈
蛾
に
心
乱
さ
れ
る
落
ち
て

動
か
ず
病
む
友
想
ふ

砥
川
千
秋

立
川
文
子

片
肘
を
頬
に
幾
年
野
の
側
守
り
て
寂
び

か
に
け
ん
げ
の
あ
か
り

野
ロ
タ
カ

誉
め
合
ひ
つ
教
へ
合
ひ
つ
隣
り
畑
交
換

う
れ
し
く
野
菜
種
を
選
る

野
村
初
枝

忘
れ
草
昨
日
の
花
の
枯
れ
添
へ
て
忘
れ

ら
れ
ざ
る
人
な
ほ
想
ふ

後
退
を
続
け
る
と
ふ
華
厳
の
滝
細
く
人

も
岩
を
も
老
ゆ
る
現
世

関
西
は
一
個
一
個
の
丸
形

関
東
は
一
枚
の
の
し
角
形

お
正
月
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
お

せ
ち
料
理
と
お
も
ち
。
お
せ
ち
料
理

は
、
普
通
、
塗
り
の
重
箱
に
詰
め
ま

す
。
重
箱
は
上
級
段
か
ら
「
一
の
重

」
「
一
一
の
重
」
「
三
の
重
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
「
一
の
重
」
に
は
新
年
を
祝

っ
て
お
屠
蘇
を
飲
み
な
が
ら
食
べ
る

「
祝
い
肴
」
の
数
の
子
や
黒
豆
、
田

作
り
な
ど
の
ほ
か
、
お
雑
煮
と
一
緒

に
食
べ
る
「
口
取
り
」
の
き
ん
と
ん

か
ま
ぼ
こ
な
ど
を
詰
め
ま
す
。

「
二
の
重
」
「
三
の
重
」
に
は
、V

わ
い
、
や
つ
が
し
ら
な
ど
の
煮
物
、

た
い
ぶ
り

鯛
や
鰤
な
ど
の
焼
き
物
、
な
ま
す
な

ど
の
酢
の
物
を
中
心
に
詰
め
ま
す
。

お
せ
ち
料
理
は
日
持
ち
が
よ
く
、

日
本
人
の
食
生
活
の
知
恵
と
美
意
識

が
結
び
つ
い
た
料
理
で
す
。

お
も
ち
は
お
正
月
に
つ
き
も
の
で

す
が
、
関
西
で
は
一
個
一
個
を
丸
め

た
丸
い
も
ち
が
普
通
で
す
。
関
東
は

一
枚
の
の
し
も
ち
を
四
角
に
切
る
の

が
習
慣
の
よ
う
で
す
。

最
近
は
家
庭
の
暖
房
事
情
が
よ
く

お
も
ち
が
カ
ビ
や
す
い
で
す
が
、
お

,r’ 
. .

d
 

.‘ •3 .. ヽ
．

_‘ 

も
ち
の
表
面
を
よ
く
ふ
き
取
っ
た
後

酒
か
焼
酎
で
ふ
い
て
お
く
と
、
カ
ビ

防
止
に
役
立
ち
ま
す
。
カ
ラ
シ
に
も

カ
ビ
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

小
皿
か
お
ち
ょ
こ
に
、
大
さ
じ
二
杯

分
く
ら
い
の
練
り
カ
ラ
シ
を
入
れ
、

和
紙
で
フ
タ
を
し
て
、
も
ち
の
箱
に

入
れ
て
お
く
の
も
カ
ビ
防
止
の
工
夫

の
一
っ
。

の
し
も
ち
を
切
る
と
き
は
、
ぬ
れ

た
布
き
ん
で
包
丁
を
ふ
き
な
が
ら
切

る
と
、
も
ち
が
包
丁
に
く
っ
つ
か
ず

ス
ム
ー
ズ
に
切
れ
ま
す
。
ま
た
、
大

根
を
そ
ば
に
置
い
て
、
そ
の
つ
ど
包

丁
で
切
れ
目
を
入
れ
な
が
ら
も
ち
を

切
る
と
同
様
に
つ
か
ず
に
切
れ
ま
す
。

鏡
も
ち
は
、
重
な
り
合
っ
た
と
こ

ろ
に
カ
ビ
が
は
え
や
す
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
供
え
る
と
き
に

米
粒
を
五
つ
、
六
つ
、
も
ち
の
間
に

敷
い
て
お
く
と
、
通
気
性
が
よ
く
な

っ
て
効
果
的
で
す
。

臼
乞
乞
に
力
ロ
宣
彎
茫□
□
拿
い

お
正
月
料
理

三
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初汗は

新春マラソンで…

昨年のマラソン大会

＊
対
象

1
1

村
内
在
住
、
在
勤

＊
部
門
・
距
離

▽
小
学
生
1
.
2
年
…

□
k
m
▽
同3

4

年
…
心
k
m
▽5
.
6

年
…
5
k
m
▽
中

ー

学
生
卿
：
訊
k
m
▽
同
如
…
訊
k
m
▽
一
般

高
校
生
以
上
…
紅
k
m
▽
壮
年
(
3
0歳以

上
）
…
訊
k
m
▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗

戦
「
一
チ
ー
ム
五
名
（
一
般
男
）
に
よ

〈 B ブロック〉

1 位

2 位

リリーズ

チェリーズ

ム
ー
ン

リ
リ
ー
ズ

゜

江
口
新
生
ク
ラ
ブ
A

チ
ェ
リ
ー
ズ

か
こ
う
I
i

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
選
手
募
集

＊
と
き

1
1

平
成
2

年
1

月

1
4日
⑪

＊
と
こ
ろ
1
1

明
和
中
学
校
校
庭

m 
I
Iい
い
汗

キャッツ愛

る
団
体
戦
」
…
訊
k
m
▽
健
康
マ
ラ
ソ
ン

（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
）
一
般
男
女
…

〇

~
mk
 

3
 

＊
申
込
み
1
1

認
月
2
2日
ま
で

＊
問
合
せ
1
1
村
社
会
体
育
館

6
闘
4
6

2
6

ヘ

ウ
ィ
ン
グ
ス

江
口
新
生
ク
ラ
ブ
B

〈 A ブロック〉

ーー一幸
問い合わせ先

社会体育館

合84-4626

0
種
目
1
1

円
盤
投
げ

▼
成
績

1
1

第
4

位

▼
始
沢
重
信
（
梅
原
）

` 
〇
っ

キャッツ愛

西愛好会 X 

西愛好会

゜

国
際
マ
ス
タ
ー
ズ
、
全
日
本
マ

ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権

匂

か
い
た
“

1 位

2 位

3 位

I
Iい
い
汗

5
6歳

（
大
会
新
）

▼
記
録

1
1
3
2
m
9
2
c
m

0
種
目
1
1

四
百
ぃ
ぃ
障
害

▼
成
績
1
1

第
2

位

▼
久
保
口
敏
夫
（
南
大
島
）
•
4
0歳

▼
記
録

1
1
1

分
2

秒
2
8

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
開
催
地
1
1

和
歌
山
県
〔
敬
称
略
〕

第14回秋季バレーボール大会結果

明和クラブ

キャッツ愛

西愛好会

口

十
二
月
一
日
付
で
次
の
方
々
が
厚
生

大
臣
か
ら
民
生
児
童
委
員
を
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

氏
名
担
当
地
区
年
齢
再
新

・
蓮
見
由
雄
（
斗
合
田

•
6
5歳
）
再

・
ニ
十
里
功
（
下
江
黒

•
6
0歳
）
新

•
野
木
村
節
（
上
江
黒

•
5
7歳
）
新

．
薗
部
ア
イ
子
（
千
津
井
•
5
7歳
）
再

•
新
井
サ
エ
（
江
口

•
6
3歳
）
再

•
新
井
清
（
田
島

•
6
6歳
）
再

•
関
本
宗
市
（
南
大
島

•
6
7歳
）
再

•
本
沢
春
雄
（
南
大
島

•
6
3歳
）
再

・
瀬
下
一
江
（
新
里

•
5
9歳
）
再

・
奥
沢
一
三
（
新
里

•
5
4歳
）
新

・
折
原
房
江
（
中
谷

•
5
9歳
）
再

•
田
部
井
岩
雄
（
梅
原

•
6
1歳
）
新

•
藤
野
宗
次
（
川
俣

•
6
0歳
）
新

•
加
藤
幸
雄
（
須
賀

•
6
4歳
）
再

•
松
本
芳
雄
（
大
輪

•
6
1歳
）
再

•
原
口
美
津
子
（
大
輪

•
5
5歳
）
新

．
樽
見
千
次
（
矢
島
、
入
ケ
谷

.
6
4歳
）
再

よ
つ
（
大
佐
貫
•
6
5歳
）
再

〔
敬
称
略
〕

•
石
村 民生児童委員決まる
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む
し
歯
予
防
の

お
勉
強
し
ま
せ
ん
か

0

日
時

1
1

十
二
月
二
十
二
日
①
午
後

一
時
か
ら
一
時
二
十
分
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

対
象

1
1
-
―
歳
児
と
保
護
者

0

持
参
す
る
も
の
1
1

母
子
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、
コ
ッ
。
フ

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

ふ
り
か
え
り
ま
せ
ん
か

0

日
時

1
1

一
月
十
七
日
、
二
十
四
日

二
十
七
日
、
二
十
八
日
（
一
泊
二
日
）

午
後
六
時
三
十
分
＼
九
時
三
十
分

0

対
象

1
1

東
毛
地
区
在
住
の
青
年
及

び
成
人

0
人
員

1
1

五
0
名
（
先
着
順
）

〇
費
用

1
1

無
料
、
但
し
宿
泊
時
は
食

ロ

臣

(10) 

ロ

0
日

午
前
十

事
代
等
一
、
一
0
0
円
で
自
己
負
担

0

受
付

1
1

一
月
八
日
同

※
詳
し
く
は
、
県
立
金
山
青
年
の
家
（

C

~
7
9
5
6
)

へ
。

位

入
学
案
内看

護
学
院
生

0

人
員

1
1

三
十
名

〇
資
格

1
1

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
見

込
み
の
女
子
矯
正
視
力
鱈
以
上

0

受
付

1
1

二
年
一
月
五
日
②
ー
十
九

日
②

※
詳
し
く
は
、
館
林
高
等
看
護
学
院
（

6

閃

7
1
7
5
)

へ
。

nu 庭
木
の
管
理
の
仕
方

相
談
に
応
じ
ま
す

時
1
1

一
月
十
一
日
因

チャリティー

プロレぞ乞二三三三三ミミ
『谷津嘉章と村民の集い』

〖直｀｀．．
時
か
ら
正
午
（
雨
天
決
行
）

0

会
場

1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

0

人
員

1
1

三
十
五
名

〇
費
用

1
1

無
料

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

1
8
8
)

へ
。

土
地
取
り
引
き
の
前
に

必
ず
届
け
出
を
／
．

皆
さ
ん
が
土
地
の
売
買
な
ど
の
契
約

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
当
事
者
は
、

契
約
の
前
に
、
役
場
を
経
由
し
て
知
事

に
届
け
出
す
る
こ
と
が
、
国
土
利
用
計

画
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

届
け
出
を
必
要
と
す
る
取
り
引
き
は
、

売
買
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
な
ど
の

契
約
ま
た
は
予
約
で
、
そ
の
面
積
が
表

I

に
該
当
す
る
場
合
と
、
小
さ
い
土
地

茶の間に人気のプロレス。いまプロレスラーとし

て活躍している本村新里出身の谷津嘉章選手が、こ

れまでになれたのも関係者をはじめ村民皆様のおか

げと感謝の意をこめて「村民の集い」を下記のとお

り開きます。谷津選手とふれあい、語り合ってみま

せんか。入場は無料です。ぜひ、ご来場ください。

心日

6
闘
7

心会

◎主

都
市
訂
血
区
域
外

1
0
0
0
0

可
以
上

化
区
域
内

そ
の
他
の
都
市
町
画
区
域
5

、

0
o
o
"
m以
上

2
O
O
O
N
m
以
上

で
も
、
ま
と
め
て
売
買
さ
れ
、
そ
の
合

計
面
積
が
表
I

に
該
当
す
る
土
地
に
つ

い
て
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
の

取
り
引
き
を
し
た
り
、
届
け
出
を
し
て

も
審
査
結
果
を
待
た
ず
に
契
約
を
し
た

り
、
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
開
発
課
へ
。

表
ー市

街

時……12 月 16 日田午後 6 時～ 8時（開

場P.M. 5 時）

場……村社会体育館

催……プロレスラー

谷津嘉章（新里出身）

◎入場対象…明和村民、定員 1,000名。（満員

の際は入場をお断りすることが

あります）

◎イベント…司会元ずうとるび江藤博利

・ゲスト ニ葉百合子へ有名スポーツ選手

・サイン会（谷津選手）

・カラオケなど

※詳細は谷津進一宅（合(84)4532) へ。

0

日
時

1
1

認
月
2
1日
困

1

月

5

日
②
午
前
9
時

3
0分
1
1
0

時
3
0分
受
付

0
会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
3

木
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

妊
婦
健
診

0

日
時

1
1

認
月
2
1日
困
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

毎
月
第
1

木
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0

日
時

1
1

認
月
1
5日
②
午
前

1
0
時1
午
後
3

時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

健
康
相
談

0

毎
月
第
2

木
曜
日
の
午
後
1

時

1
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

恩
乳
児
健
診
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年末 ・年始の役場等業務

役場

役場の一般業務は、 12 月 29 日（金）から 1 月 3 日（火）

まで年末・年始の休みとなります。

届け出や手続き、出生届、死亡届の業務につい

ては平常どおりです。

中央公民館
社会体育館）休

中央公民館、社会体育館は、 12 月 29 日（金）から、

1 月 3 日（火）まで休みとなります。

老人福祉センター休館

老人福祉センターは、 12 月 28 日（木）から 1 月 4 日

（水）まで休みとなります。

生ゴ l
l
l
 

業 務

収集

館

年末・年始の生ゴミの収集は、 12 月 29 日（金）が最終

となり、 1 月 5 日（金）から開始します。

(1 月 1 日（月）は、休みとなります。）

巡回健康相談日程

日 時 該当地区 会 場

12 月 15 日 9 30~11 30 土江黒 東部児童館

僅） 1 30~3 30 千津井 ,, 

12 月 19 日 9 30~11 30 江 口江口集落センター

（火） 1 30~3 30 田 島田島公民館

12 月 20 日 9 30~11 30 /ii 俣 川俣公民館

（水） 1 30~3 30 須 賀須賀公民館

0

内
容

1
1
講
話
「
成
人
病
予
防
に
つ

い
て
」
減
塩
食
の
試
食
‘
健
康
相
談

…
希
望
者
の
み

0

対
象

I
I

一
般
村
民

※
詳
し
く
は
、
保
健
課
ヘ

農
業
委
員
会
委
員
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
明
和
村
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
入
名
簿
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
選
挙
権
を
有
す
る
人
は
来
年

一
月
十
日
ま
で
に
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ

二
つ〇

選
挙
権
を
有
す
る
人
1
1

村
内
に
住
所

が
あ
り
、
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
現

在
、
渦
二
十
歳
以
上
で
十
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
者
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
で
年
間
六

十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
者
。

®
登
録
申
請
1
1

登
録
申
請
書
は
各
地
区

の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の

で
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
（
総

務
課
内
）
へ
。

高
齢
者
か
ら
あ
な
た
ヘ

雑
誌
「
年
輪
」
販
売

0

大
き
さ
I
I
A
四
判

0

ペ
ー
ジ
1
1

約
4
0
0
ペ
ー
ジ

〇
価
格

1
1

一
冊
一
0
0
0
円

※
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
教
育

委
員
会
へ
。

農
業
所
得
の
雇
人
料

控
除
は
1
2月
2
2日
ま
で
に

元
年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は

十
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
役
場
税
務
課

『年麟』

村 の ス
っ

—‘‘ 
(_, き

12 月

12 日

13 日

13 日

14 日

20 日

21 日

22 日

28 日

28 日

歳末慰問（村内）

県消費生活センター移動教

室

金子博選手国体出場20回記

念祝賀会

歳末慰問（施設入所者）

農業者年金制度説明会

農業委員会

12月定例村議会

御用納め

消防団歳末警戒（31 日まで）

平成 2 年 1 月

御用始め

消防出初め式

4 日

7 日

※予定ですので変わる場合もあります。

に
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
ま
す
と
標
準
外
経
費
と
し
て

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

年
末
年
始
の
水
道
故
障
は

次
の
業
者
に
ご
連
絡
を
／
．

認
月
2
8日
因
高
田
水
道

6
闘
3
7
3
6

認
月
2
9日
②
富
塚
水
道
、
6
闘
3
2
4
7

認
月
3
0日
山
松
本
水
道

6
闘
2
8
3
9

認
月
3
1日
□
石
崎
水
道

6
闘
4
1
4
7

1

月
1

日
同
大
川
水
道

6
⑬
0
7
2
1

1

月
2

日
因
金
子
水
道

6
闘
2
1
4
8

1

月
3

日
因
島
田
水
道

6
闘
3
2
8
2

1

月
4

日
因
高
田
水
道

6
闘
3
7
3
6

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を

I
.

し
尿
く
み
取
り
業
務

最
終
2
9日
開
始

5

日

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
・
年
始

の
し
尿
く
み
取
り
業
務
は
、
十
二
月
二

十
九
日
②
午
後
か
ら
一
月
四
日
因
ま
で

休
み
と
な
り
ま
す
。

年
末
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

゜

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
付
を
十

二
月
十
五
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
二
十

日
ま
で
に
差
し
出
さ
な
い
と
元
旦
配
達

に
間
に
合
わ
な
く
な
り
ま
す
の
で
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
て
名
が
不
完
全
な
た
め
配

達
で
き
な
い
年
賀
状
が
毎
年
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
あ
て
名
、
郵
便
番
号
は
、

必
ず
ハ
ッ
キ
リ
書
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
め

村
刷
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
、
水
道
料
で
す
。

納
期
限
は
十
二
月
二
十
五
日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

゜

〇
中
島
幸
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円

社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕

銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

年
賀
状
は
お
早
め
に
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の
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数
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~

月
伶
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1
0
2
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1
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幣
叫
男
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1
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~
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～
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冒：
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

12 月 17 日 百‘` 関医院原 嘉 院 須田医院云（72)0862 寺 塁 ) 医院 井上医院

曜
ff)  1630 ff (1  936 云 3031 云（82) 1131 

横塁 医院川 （悶 医院 大塚医院云 { 72 } 0176 礫川堂医院 竹越医院
12月 24 日 云） 0255 云） 1337 ゆたか医院 ff 73 7308 云（74)0184 云（84)3137

当
12 月 31 日 浜 (野88 医院川開医院 神尾医院ff(75) 1288 永問医院 館林地区が

云）5678 云 3314 記念病院ff(72) 3155 ff 4469 担当します

番 1 月 1 日
内科系

外科系慶友病院云（72)6000記念病院云（72)3155
館林厚生

1 月 2 日
内科系

外科系横田医院云（72)0255 病院
医 ゆたか医院云（73)7308

1 月 3 日
内科系

外科系新橋病院云（75)3011 
云（72)3140

大石医院云（74)2362

三。00

11月の

｀デg

救急車出動回数
•交通事故 2 件
●急病 11 件

•その他 5 件

●計 18 件

矢
島
・
2

歳

9
}べ
，
一
、

、
．こ

J
-
ム3.
{
←
こ
三

1~`lA[rr,9

i-

.. 

2
 

・絵理ちゃん……「お人形、ぬいぐるみも好

きだけど、砂遊びいちばん好きなの。テレ

ビ見るのも好きなんだよ」

•お母さん……「やさしい子、テレビの悲し

い場面では涙ぐむこともあるんですよ。「女

の子らしく」というより「人間らしく」元

気に育ってほしいですね」

守・光代さんの長女

※広報係では、「わが家の華」の登場者を募集しています。

どしどし応募ご連絡ください。

泉〗

田だ

絵ぇ

り理
ち
ゃ
ん

＇年末、年始県民交通安全運動J
運動重点

►飲酒運転の防止 ►歩行者・自転車利用者の

交通事故防止 ►二輪車の交適事故防止 ►正し

い方法によるシートベルト着用の徹底

12月 10巳～平 2 年 1 月 9 日

年
末
、
年
始
を
迎
え
何
か
と
せ
わ
し

く
な
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
交
通
事
故
の

多
く
は
、
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
か
ら
、

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
る
だ
け
で

大
半
が
防
げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
、
こ
の
く
ら

い
だ
っ
た
ら
…
…
の
甘
え
、
油
断
は
絶

対
禁
物
で
す
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
十

二
月
十
日
か
ら
来
年
一
月
九
日
ま
で
の

二
十
一
日
間
、
年
末
年
始
県
民
交
通
安

全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
で
築
こ
う
、

群
馬
の
交
通
安
全
」
。

こ
れ
を
機
に
、
も
う
一
度
交
通
安
全

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
違

反
、
事
故
の
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
明
る
い

年
末
、
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

みんなで築こう

群馬の交通安全

• 

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区

福
田
幸
江

3
9
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佐
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南
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島
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、

-
3

午年生れの人は、気ーままでむら気な所があるが、世話

好きで、人望もあり、陽気な性格ゆえ、確実な仕事をす

れば、幸運は晩年にありとのこと。

現今、日本は「天馬空を行く」がごとく、イザナギ景

気と云う。このまま続くことを新年に祈ろう。

（切り絵・文…石川 照子）

毀
子
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
薙
か
し
い
平
成
二

年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
私
、
昨
年
七
月
皆
様
の
格

別
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
明
和
村
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
以
来
、
五
カ
月
余
の
短
期
間
で

は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
付
託
に
こ
た

え
る
べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
改
め
て
一
万
有
余
、
明
和
村
民

の
代
表
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
前
、
奈
良
村
長
の
卓
越
し

た
村
政
基
盤
を
継
承
し
、
ま
た
、
村
政

の
各
分
野
に
わ
た
り
村
民
皆
様
の
多
大

な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
本

村
の
振
興
、
発
展
に
微
力
を
尽
く
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

す
と
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
、
「
平
成
」
と

い
う
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
始
ま

っ
た
一
九
八
九
年
で
あ
り
ま
し
た
。
わ

が
国
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
内
外
と
も

に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の
の
、
政

府
の
内
需
拡
大
策
等
に
よ
り
国
内
は
、

全
般
に
好
景
気
を
示
し
、
そ
れ
を
反
映

し
消
費
者
の
高
級
志
向
が
進
み
、
史
上

最
長
舟
の

I
I

い
ざ
な
ぎ
景
気
I
Iに
せ
ま

る
経
済
成
長
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

反
面
、
景
気
過
熱
や
円
安
、
ド
ル
高

を
配
慮
し
、
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、

さ
ら
に
は
消
費
税
ス
タ
ー
ト
、
地
価
高

騰
地
方
へ
波
及
、
農
産
物
自
由
化
問
題
、

貿
易
不
均
衡
な
ど
変
動
の
日
本
経
済
で

あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
リ
ク
ル

ー
ト
事
件
、
竹
下
首
相
、
宇
野
内
閣
の

退
陣
、
参
院
選
与
野
党
逆
転
、
海
部
新

政
権
発
足
、
国
際
的
に
は
、
米
、
ブ
ッ

シ
ュ
政
権
発
足
、
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
、

I
I

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
I
Iな
ど
東

欧
諸
国
の
激
変
、
中
国
天
安
門
で
の
民

活村
力 民
と の
潤英
し‘ 知
の を
あ 結
る 集
郷 し
十

明和村長

斎藤 憲

年頭のあいさつ

主
化
要
求
運
動
、
あ
る
い
は
伊
藤
み
ど

り
選
手
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
世
界
選

手
権
で
金
メ
ダ
ル
、
近
代
科
学
技
術
を

結
集
し
た
横
浜
博
覧
会
な
ど
の
博
覧
会

ブ
ー
ム
等
々
、
明
暗
変
化
に
と
ん
だ
社

会
情
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
は
幸

い
議
会
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
大
輪
工

業
団
地
造
成
の
着
工
、
西
小
南
校
舎
大

規
模
改
造
工
事
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
完
成
、
さ
ら
に
は
村
道
改
良
、
用

排
水
路
改
修
、
防
災
・
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、
教
育
文
化
の
振
興
等
々
、
総
合

計
画
に
沿
っ
た
予
定
事
業
を
堅
実
に
執

行
し
、
次
代
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り

を
一
段
と
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
な
か

ん
ず
く
、
大
輪
工
業
団
地
造
成
工
事
完

了
に
伴
う
優
良
企
業
の
誘
致
、
ふ
る
さ

と
公
園
建
設
の
具
体
化
、
村
道
改
良
、

農
業
振
興
、
教
育
文
化
の
充
実
、
そ
れ

に
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
福
祉
の
向
上
な□]

さ
]
[
/
]
/

（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
八
議
案
（
村
長
提

出
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

る
条
例
の
一
部
改
正

国
の
要
綱
（
先
天
性
血
液
凝
固
因
子

障
害
医
療
給
付
実
施
要
綱
）
改
正
に
伴

う
本
村
条
例
の
改
正
で
す
。

主
な
内
容
と
し
て
、
先
天
性
血
液
凝

固
因
子
障
害
患
者
の
医
療
費
が
公
費
負

担
（
軽
滅
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
度

一
般
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
九
四
六
万
円
追
加
し
、
総
額

を
二
五
億
二
0
七
三
万
四
千
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

【
歳
入
】
（
）
は
補
正
後
の
総
額

▼
地
方
交
付
税
…
二
七
六
八
万
九
千

円
（
六
億
八
七
六
八
万
九
千
円
）
▼
分

担
金
及
び
負
担
金
…
六
七
二
万
四
千
円

（
五0
一
三
万
七
千
円
）
▼
国
庫
支
出

金
…
―
―
八
万
七
千
円
（
八
八
七
四
万

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務

職
員
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な

い
ず
れ
も
原

八
千
円
）
▼
県
支
出
金
…
三
八
0
万
九

千
円
（
二
億
八
四
ニ
―
万
一
千
円
）
▼

財
産
収
入
…
一
千
円
（
ニ
―

0
二
万
一

千
円
）
▼
寄
付
金
…
五
万
円

(
1
0五

万
一
千
円
）

【
歳
出
】

▼
議
会
費
…
一
六
三
万
円
減
（
五
三

―
二
万
五
千
円
）
▼
総
務
費
…
一
六
〇

三
万
四
千
円
（
三
億
二
九
八
八
万
一
千

円
）
▼
民
生
費
…
三
九
八
万
二
千
円
（
三

億
七
六
八
六
万
八
千
円
）
▼
衛
生
費
…

三
一
0
万
七
千
円
減
（
一
億
三
七
三
五

万
二
千
円
）
▼
農
林
水
産
業
費
…
五
一

二
万
五
千
円
（
三
億
八
九
三
五
万
一
千

円
）
▼
商
工
費
…
二
五
万
一
千
円
（
ニ

五
一
四
万
四
千
円
）
▼
土
木
費
…
五
五

0
万
八
千
円
（
五
億
一
三
七
一
万
五
千

円
）
▼
消
防
費
…
ニ
―
一
万
三
千
円
（
一

億
0
八
四
七
万
七
千
円
）
▼
教
育
費
…
一

―
―
八
万
四
千
円
）
（
三
億
八
九
九
五
万
円
）

日

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
二
十

第
四
回
村
議
会
定
例
会
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村議会議長

栗原

新年のあいさつ‘
利夫

員
の
給
与
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正
で

主
な
内
容
は
、
一
般
職
員
の
給
与
及
び

諸
手
当
の
改
定
で
す
。
平
均

3
.
1
1
%

の
ア
ッ
プ
（
元
年
4

月
1

日
実
施
）

こ
れ
に
よ
り
改
定
後
（
給
料
改
定
率

3
.
1
6
%
)の
初
任
給
は
、

マ
品
校
卒
：
·
…
十
一
万
円
▼
短
大
卒
…

…
十
一
万
七
千
三
百
円
▼
大
学
卒
…
…

十
二
万
六
千
三
百
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
元
年
度

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
0
五
五
万
円
を
追
加
し
、
総

額
を
四
億
四
、
七
五
四
万
円
に
し
ま
し

た
。
主
に
給
与
改
定
に
伴
う
も
の
で
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
議
員
一
同
謹
ん

で
心
よ
り
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま

す
。常

日
頃
議
会
に
対
し
格
別
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
農
作
物
は
全

般
に
豊
作
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
貿
易
赤
字
対
策
と
し
て
米
の
輸
入

給
与
改
定
に
伴
う
、
収
益
的
支
出
の

※
(
)
 

【
歳
入
】

▼
療
養
給
付
費
交
付
金
…
五
0
二
万

二
千
円
（
四
、
一
五
六
万
二
千
円
）
▼
繰

入
金
…
二
七
万
三
千
円
（
一
、

0
七
七

万
九
千
円
）
▼
繰
越
金
…
一
六
五
万
五
千

円
（
二
、
一
五
四
万
六
千
円
）
雑
入
…
三

六
0
万
円
（
三
七
0
万
四
千
円
）

【
歳
出
】

▼
総
務
費
…
五
五
万
円
（
一
、
八
〇

0
万
四
千
円
）
▼
保
険
給
付
費
…
一
、0

0
0
万
円
（
三
億
三
、
一
―
一
万
八
千
円
）

平
成
元
年
度

は
補
正
後
の
総
額

水
道
事
業
会
計
補
正

補
正
で
人
件
費
八
三
万
四
千
円
減
額
し

て
総
額
を
八
、
七
九
0
万
九
千
円
に
し
ま

し
た
。
減
額
の
理
由
は
人
事
異
動
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

減
債
韮
金

条
例
の
制
定

減
債
基
金
は
従
来
、
毎
年
度
財
源
対

策
債
の
償
還
費
と
し
て
、
地
方
交
付
税

に
算
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
元
年

度
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
五
十
五

年
度
ま
で
の
三
ヵ
年
分
が
地
方
交
付
税

に
一
括
算
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
将

来
の
健
全
財
政
運
営
を
図
る
た
め
条
例

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

自
由
化
が
叫
ば
れ
、
各
種
農
産
物
等
に

き
び
し
い
制
約
を
要
求
さ
れ
、
今
後
の

農
政
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
企
業
等
に
あ
っ
て
も
好
調
な
る

売
上
高
を
し
め
し
ま
し
た
。

昨
年
は
竹
下
内
閣
・
宇
野
総
理
の
退

陣
、
海
部
新
政
権
の
発
足
、
ま
た
参
議

院
の
与
野
党
逆
転
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し

い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
数
多
く
の
輝
か
し

い
業
積
を
の
こ
し
た
奈
良
村
長
の
勇
退
‘

若
さ
と
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
村
造
り

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
斎
藤
村
長
の
就

任
・
大
輪
の
工
業
団
地
の
造
成
も
着
工

さ
れ
、
明
和
農
協
に
よ
る
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
成
、
明
和
•
干
江

田
農
協
と
館
林
市
農
協
の
合
併
の
臨
時

総
会
の
開
催
等
数
多
く
の
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
六
議
員
か
ら
十
三

問
の
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
近

く
発
刊
さ
れ
る
予
定
の
議
会
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
年
は
ふ
る
さ
と
公
園
の
設
置
や
、

第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
農

商
工
一
体
の
調
和
の
と
れ
た
各
開
発

整
備
事
業
は
も
と
よ
り
教
育
施
設
の

充
実
・
道
路
・
用
排
水
の
改
良
•
生

活
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
村
民
の
付

託
に
こ
た
え
る
よ
う
努
力
い
た
す
つ

も
り
で
す
。

執
行
機
関
と
の
協
調
に
よ
り
全
議

員
一
致
協
力
適
正
な
る
予
算
審
議
に

よ
り
一
万
有
余
の
村
民
の
為
最
大
の

努
力
を
致
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で

昨
年
に
倍
す
る
温
か
い
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

す°つにさ 孟t 議議議議議議議議議副 晶棗 ］り
ヵ、 員員員員員員員員員議長 ぃ も 春
せぇさてつ i -石石島 閏 泉小 胄 小泉始明りょ
て、 崎村田 田松 平田沢和 責 ろ

し）悶 公原 塁 : した‘栄嘉誠一ー ご まくだまきのいぁ 議g―男司'市|頓郎好平喜章和作郎一 す



第340号 広 報 め い わ 平成 2 年 1 月 10 日 (4) 

゜年年年年年碕碕年砂碕年年年年
>

碕碕碕碕碕碕年年産5
 

年ヘ
心

伊憂呼企臼企岳
＊
か
き
ぬ
ま
て
る
あ
き

゜年碕碕砕碕碕碕年年年年年年年年年碕年年年砂碕碕碕碕年年碕年年年碕碕年
＊
し
ま
だ

し
ゅ
う
じ
が
う
ま
く
な
り
た
い
。
す

い
み
ん
ぐ
が
う
ま
く
な
り
た
い
。

か
け
あ
し
が
も
っ
と
は
や
く
な
り
た

い
。
力
も
ち
に
な
り
た
い
。

＊
あ
ら
い

＊
ふ
じ
の

て
つ
や

た
か
ゆ
き

か
ず
や

じ
こ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
り
ん

車
に
の
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
に
な
り

た
い
。
サ
ッ
カ
ー
う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
た
ち
お
か

け
ん
じ

（
江
口

（
千
津
井
）

（
千
津
井
）

（
南
大
島
）

字
が
う
ま
く
な
り
た
い
。

が
は
や
く
な
り
た
い
。

か
け
あ
し

＊
は
ぎ
わ
ら
か
ず
ゆ
き

べ
ん
き
ょ
う
が
、

に
な
り
た
い
。

よ
く
で
き
る
よ
う

＊
ぁ
ら
い

と
も
ひ
と
（
田
島
）

＊
い
ま
な
り
な
お
と
（
江
口

＊
は
ら
し
ま

（
上
江
黒
）

東
小
・
東
組
の
児
童
の
面
々

ま

V

ょ
、

'
,
、

゜

二
つ

べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
ろ

（
江
口

＊
ぉ
＜
ざ
わ

＊
た
き
ぐ
ち

し
ん
や
（
江

て
つ
や

一

ぼ
く
は
、
は
や
く
右
て
で
、

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

字
が
か

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
を
と
り

た
い
。
す
い
え
い
で
一
き
ゅ
う
を
と
る
。

（
千
津
井
）

マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん
ば
り
た
い
。

し
ゅ
う
字
を
が
ん
ば
り
た
い
。

あ
と

な
お
き
（
田
島
）

東
小
東
組

26名

ま

V

ま
、

,

1

,

1

 

た
い
ね
。

て
す
と
で
百
て
ん
を
と
り

ロ

．／十ちを十

ど二のふー望希

新んな人に 宝I らく 世紀に
こ‘ まに 巴 お年と 拿 ‘せ向
か 口 新かた めあなの しつ輝
: 蔓 のいてか でけ
: 担: 昌 し
゜ 目を 手しヽ し） と ま

でえ I[ う し
語すま゜

ごてっ°し 烹 迎
てそた え ざもこ 0. た

らで子, し• 
し‘いこど と

まのもので まし一た一し

た ] ち ] よ す
゜ は う゚
さ百私 畠
あ二た ニ



(5) 平成 2 年 1 月 10 日 広 報 め い わ 第340号

• 
森函碕碕疇碕碕碕碕遥望碕碕蝉芦翠極知西命令炉碕碕破疇遥碕碕羞望碕碕碕疇贅碕遥済望企·産遥望羞碕｛，尋尋尋命碕碕姦碕年碕芦碑釜望望碕疇碕碕望羞姿疇望

＊
す
な
が
ひ
ろ
み

＊
さ
と
う

（
斗
合
田
）

（
斗
合
田
）

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
を
、
と

り
た
い
。

か
お
る

か
ん
字
が
う
ま
く
、

な
り
た
い
。

か
け
る
よ
う
に

＊
き
む
ら
ち
え

も
っ
と
、

た
い
。

一
り
ん
車
が
う
ま
く
な
り

＊
な
か
じ
ま
み
か

（
千
津
井
）

（
南
大
島
）

東小 1 年生のみなさんへ

東組・伏島先生｝からの
西組・萩原先生 メッセージ

も
っ
と
、
か
ん
字
が
、
う
ま
く
な
る

よ
う
、
ま
い
に
ち
五
ふ
ん
か
く
。

＊
か
き
ぬ
ま
ゆ
み

（
下
江
黒
）

桜
の
花
が
舞
う
四
月
に
、
み
な
さ
ん
と
出
会
い
、

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
日

々
、
成
長
し
て
い
く
素
直
な
子
供
達
。
「
先
生
、
今

日
、
宿
題
を
い
っ
ぱ
い
出
し
て
。
だ
っ
て
、
新
し
い

机
が
く
る
ん
だ
も
の
。
」

―
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
、
行
動
が
新
鮮
で
師
き
が
あ

り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
と
出
会
い
別
れ
成
長
し
ま
す
。
い
つ
で
も
『
感
謝

の
心
』
を
忘
れ
ず
に
、
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
な
か
む
ら
み
か

（
下
江
黒
）

わ
た
し
は
、
し
ゅ
う
じ
で
字
が
き
れ

い
に
な
り
た
い
。

ま
た
二
ね
ん
生
で
一
い
を
と
り
た
い
。

じ
こ
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
。

ぴ
あ
の
の
、
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
う

ま
く
な
り
た
い
で
す
。

＊
あ
ら
い
か
よ
こ

（
江
口

＊
い
ま
な
り
あ
や
こ

（
江
口

＊
ふ
く
し
ま

ま
き

（
上
江
黒
）

わ
た
し
は
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
じ
ょ

う
ず
に
ひ
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

J
 

たれとんて百したわ生先r
 

し
ゅ
う
じ
が
う
ま
く
な

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
や
、

グ
を
が
ん
ば
り
た
い
。

ス
イ
ミ
ン

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
に
な
り

、
。
＊
あ
ら
い

た
し

さ
ち
え

＊
ま
ち
だ
す
み
こ

＊
さ
か
う
え
と
も
こ

＊
の
も
と
ゆ
り

＊
ほ
ん
ざ
わ
よ
し
こ

え
が
う
ま
く
な
り
た
い
。
べ
ん
き
ょ

う
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。（

南
大
島
）

も
っ
と
ピ
ア
ノ
が
、
う
ま
く
な
り
た

い
。
ま
い
に
ち
れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
す
。

（
千
津
井
）

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
の
は
っ
ぴ
ょ
う

が
と
っ
て
も
う
ま
く
な
り
た
い
。（

南
大
島
）

り 27 28 29 
たわ
いた
でし
すは
0 、

（
斗
合
田
）

（
千
津
井
）

＊
う
ち
だ

か
あ
い

（
上
江
黒
）

（
下
江
黒
）

（
斗
合
田
）

さ
ん
す
う
で
百
て
ん
と
り
た
い
。
一

り
ん
車
に
の
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。̀ 

＊
あ
ら
い

む
つ
み

こ
と
し
は
、
え
が
も
っ
と
も
っ
と
う

ま
く
な
り
た
い
。

＊
し
の
は
ら
ま
さ
し

こ
と
し
は
、

な
り
た
い
。

け
い
さ
ん
が
、
う
ま
く

＊
ゃ
じ
ま

や
す
と
も
（
田

島
）

ぼ
く
は
、
さ
ん
す
う
を
が
ん
ば
り
た

い
と
お
も
い
ま
す
。

＊
な
ら
と
く
ま
さ

田
島
）

こ
と
し
は
、
2
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た

ら
ほ
ん
を
い
っ
ぱ
い
よ
む
。

＊
あ
ら
い

と
し
や

田
島
）

こ
と
し
は
、

な
り
た
い
。

さ
ん
す
う
が
百
て
ん
に

＊
い
し
い

あ
き
ひ
ろ

け
い
す
け

（
斗
合
田
）

（
上
江
黒
）

J
 

だ汀
＊
は
す
み

ょち
こ
と
し
は
、
よ
み
か
き
た
い
か
い
と

そ
こ
く
ご
を
、
百
点
に
し
た
い
。

のヽい
＊
あ
ら
い

．
ぞまl

つ

.. 

9

r

 

け
い
さ
ん
た
い
か
い
と
よ
み
か
き
た

い
か
い
を
が
ん
ば
り
た
い
。

か
け
あ
し
が
、
し
ま
だ
て
つ
や
く
ん

よ
り
は
や
く
な
り
た
い
。

（
南
大
島
）

ひ
ろ
ゆ
き

名

東
小
西
組

72
 



第340号 広 報 め い わ 平成 2 年 1 月 10 日 (6) 

東小・西組の児童 ,’9,’ 

--ｷ -----------------------------------

＊
す
な
が

さ
と
し
（
江
口

ぼ
く
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
と
、

ま
く
な
り
た
い
。

字
が
う

＊
す
な
が
ち
づ
る

＊
た
だ
ま
さ
ひ
ろ
（
江
口

い
ち
り
ん
車
に
の
れ
る
よ
う
に
な
り

た
い
。

＊
し
ま
だ
よ
し
か
ず
（
南
大
島
）

え
が
じ
ょ
う
ず
に
か
け
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

＊
か
し
わ
ぎ
ひ
ろ
ゆ
き

ピ

（
上
江
黒
）

こ
と
し
は
、
た
こ
を
じ
ょ
う
ず
に
、

と
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

（
斗
合
田
）

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
で
、
こ
う
さ

と
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

よ
く
い
ち
り
ん
車
に
の
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
が
、

ず
に
な
り
た
い
で
す
。

じ
ょ
う

ぼ
く
は
、
ま
さ
ひ
ろ
く
ん
と
、
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

＊
そ
の
ベ

り
み

（
千
津
井
）

＊
も
り
た
よ
し
え

（
上
江
黒
）

＊
か
き
ぬ
ま

つ
ば
さ
（
新
里

さ
ん
す
う
で
い
い
て
ん
が
と
れ
る
よ
こ
と
し
は
、
一
り
ん
車
に
じ
ょ
う
ず
マ
ラ
ソ
ン
が
は
や
く
な
り
た
い
。
そ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
。
に
、
の
り
た
い
で
す
。
し
て
み
ん
な
を
ぬ
か
し
た
い
。

＊
ぁ
ら
い

ゅ
う
こ

（
江
口

＊
か
き
ぬ
ま
ゆ
き
（
江
口

＊
す
ず
き
じ
ゅ
ん
（
新
里

一
り
ん
車
と
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
一
り
ん
車
で
、

う
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

一
し
ゅ

＊
ま
る
や
ま

か
な
こ

（
千
津
井
）

＊
の
も
と
あ
り

（
千
津
井
）

マ
ラ
ソ
ン
が
、
は
や
く
な
り
た
い
。

う
ん
ど
う
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

＊
い
し
か
わ
や
す
ひ
ろ
（
矢
島
）

こ
と
し
は
、
け
い
さ
ん
た
い
か
い
で
わ
た
し
は
、
な
わ
と
び
で
二
じ
ゅ
う

が
ん
ば
り
た
い
。
と
び
が
う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
ぁ
ら
か
わ
ま
き
（
上
江
黒
）

＊
た
ぐ
ち
ゆ
か

田
島
）

西
小
A
組
侶

こ
と
し
は
、
え
と
じ
が
う
ま
く
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
と
、
一
り
ん

車
を
、
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
け
い
さ
ん
た
い
か
い
と

よ
み
か
き
た
い
か
い
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
ほ
あ
し
ま
き

（
南
大
島
）

＊
も
り
じ
り

さ
ち
こ

（
南
大
島
）

＊
た
べ
い

ち
え

さ
ん
す
う
で
、
百
て
ん
を
と
り
た
い

で
す
。

こ
と
し
は
、
い
ち
り
ん
車
パ
レ
ー
ド

に
、
で
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

＊
き
む
ら
く
み
こ

（
江
口

＊
こ
い
け
え
り

（
江
口

＊
い
し
ば
し
え
み

（
上
江
黒
）

こ
と
し
は
、
一
り
ん
車
に
の
り
た
い
。

た
い
や
と
び
が
は
や
く
と
び
た
い
で
す
。

（
千
津
井
）

「はい、みんなひろがって」

「いっちに、いっちにうまいぞ」

子どもは風の子、元気に遊ぶ児童たち



(7) 平成 2 年 1 月 10 日 広 報 め い わ 第340号

「みんな、あつまれ」 くりの一輪車のり」

ヽ
h‘‘‘人「卜弘9

「ぼくらのもくひょう」

＊
も
り
じ
り
か
ず
お
み

ま

V

ょ
、

,. 

す
。

か
ん
じ
が
、

で
す
。

じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い

＊
お
ん
だ
な
つ
き
（
中
谷
）

さ
ん
す
う
を
が
ん
ば
り
ま

＊
ぁ
ら
き
ま
こ
と
（
大
輪
）

＊
す
な
が
あ
さ
み
（
新
里
）

＊
は
し
も
と
な
お
あ
き
（
川
俣
）

う
ん
て
い
と
て
つ
ぼ
う
を
が
ん
ば
り

ま
す
。

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
じ
ょ

う
ず
に
な
り
た
い
で
す
。

＊
た
か
ざ
わ
ま
り
こ

（
梅
原
）

＊
あ
お
の
み
や
び
（
梅
原
）

＊
す
な
が
ゆ
か

（
新
里

＊
す
な
が
ま
さ
ひ
ろ
（
新
里

わ
た
し
は
、
さ
ん
す
う
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

＊
ふ
る
は
し
ゆ
り
こ

＊
し
み
ず
や
す
あ
き
（
矢
島
）

ぼ
く
は
、

い
で
す
。

＊
し
の
ぎ
あ
ゆ
み

ま
ら
そ
ん
を
が
ん
ば
り
た

＊
む
ら
た

ぼ
く
は
、
あ
し
を
き
た
え
て
か
け
あ

し
が
は
や
く
な
り
た
い
で
す
。

と
も
ひ
こ

ぼ
く
は
、
べ
ん
き
ょ
う
が
す
き
で
す
。

だ
か
ら
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
つ
ば
さ
く
ん
と
、
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
に
は
い
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

た
い
い
く
が
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
南
大
島
）

（
中
谷
）

＊
く
り
は
ら
き
み
か
（
新
里

＊
は
ら
ぐ
ち
か
ず
ひ
ろ
（
大
輪
）

（
大
佐
貫
）

ス
イ
ミ
ン
グ
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

あ
し
か
け
ま
わ
り
が
も
っ
と
す
ら
す

ら
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
大
佐
貫
）

か
け
あ
し
が
、
は
や
く
な
り
た
い
。

な
わ
と
び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

（
大
佐
貫
）

わ
た
し
は
、
う
ん
ど
う
か
い
の
と
き

一
い
に
な
り
た
い
で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
が
は
や
く
な
っ
て
、
マ
ラ

ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
に
な
り
た
い
。

＊
よ
し
だ
な
お
と
（
大
輪
）

ぱ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を
が
ん

ば
り
ま
す
。

＊
ま
と
ば
ま
さ
ゆ
き

ぼ
く
は
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い

に
な
り
た
い
。

ぼ
く
は
、
か
け
っ
こ
が
、

り
た
い
で
す
。

＊
な
が
の
ひ
ろ
し
（
新
里

は
や
く
な

＊
し
ざ
わ
よ
う
す
け
（
梅
原
）

さ
ん
す
う
と
、
こ
く
ご
を
、
が
ん
ば

り
た
い
。
せ
が
お
お
き
く
な
り
た
い
。

西
小
•
A
組
の
児
童
（
楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行
）



第340号 広 報 め い わ 平成 2 年 1 月 10 日 (8) 

＊
ま
つ
し
た

わ
た
し
は
、
し
ゃ
か
い
か
と
さ
ん
す

う
を
が
ん
ば
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

＊
こ
ま
み
や

し
ゃ
か
い
と
、
ど
う
と
く
を
が
ん
ば
り

り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

＊
よ
し
だ

い
く
よ
（
梅
原
）

ひ
ろ
み

（
大
佐
貫
）

か
け
あ
し
が
は
や
く
な
り
た
い
。
な

わ
と
び
も
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
う
ん
ど
う
か
い
で
一
い

に
な
り
た
い
で
す
。

＊
な
か
じ
ま

＊
あ
ら
い

わ
た
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

さ
や
か

（
大
佐
貫
）

（
新
里
）

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い
に
な
り

た
い
で
す
。

さ
ん
す
う
と
、
こ
く
ご
を
が
ん
ば
り

ま
す
。

べ
ん
き
ょ
う
を
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
も
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

し
かて
けつ
まぼ
ゎぅ
りが
がん
んば
iより
りた
まい
すで
゜す っ
。ジン’

ぁ＂
楽しい給食の時間

＊
え
も
り

こ
う
じ

ば
く
は
、
か
ん
じ
が
う
ま
く
な
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
大
佐
貫
）

す
い
み
ん
ぐ

1
9き
ゅ
う
に
な
れ
る
よ
う

う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
し
ま
だ
と
し
た
か

＊
さ
い
と
う
ち
あ
き
（
中
谷
）

ほ
ん
を
た
く
さ
ん
よ
み
た

い
で
す
。

＊
た
む
ら

（
新
里

＊
ね
ぎ
し
ひ
ろ
み
（
矢
島
）

ふ
み
え
（
大
輪
）

ゆ
う
た
く
ん
よ
り
、
さ
か
あ
が
り
が

う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

ぼ
く
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
る
。た

か
ひ
ろ
（
梅
原
）

＊
こ
い
ぬ
ま
き
よ
み

さ
っ
か
ー
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

＊
え
も
り

ゅ
う
じ
（
新
里

ち
え

（
梅
原
）

＊
す
ず
き
た
か
ひ
ろ
（
新
里

＊
さ
い
と
う
じ
ゅ
ん
こ

（
大
輪
）

サ
ッ
カ
ー
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

西
小
B

組
認

＊
は
ら
ぐ
ち
さ
と
る
（
大
輪
）

＊
い
い
づ
か
ら
ん
お
う
（
新
里

べ
ん
き
ょ
う
が
、

り
た
い
。

で
き
る
よ
う
に
な

わ
た
し
は
、

り
た
い
で
す
。

＊
せ
ん
だ
ま
さ
ふ
み
（
矢
島
）

わ
た
し
は
、
う
ん
て
い
が
じ
ょ
う
ず

に
な
り
た
い
。

＊
た
な
か

j
＜
ご
が
と
く
い
に
な

り
か

（
中
谷
）

＊
は
じ
め
さ
わ
ゆ
き
え
（
梅
原
）

あ
た
ま
が
よ
く
な
り
た
い
。

ょ
う
が
ん
ば
る
ぞ
。

べ
ん
き

＊
お
だ
い
ら
よ
し
ろ
う
（
新
里

風に向かって遊ぶ

給
食
の
あ
と
は
、
歯
を
み
が
き
ま
し
ょ
う

皿t
」
/

J->/

さ
っ
か
ー
の
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い

か
ら
、
さ
っ
か
ー
を
が
ん
ば
る
ぞ
。

＊
し
ぶ
さ
わ

ぼ
く
は
、
さ
っ
か
ー
の
せ
ん
し
ゅ
に

な
り
た
い
で
す
。
が
ん
ば
る
ぞ
。

ゆ
う
た
（
大
輪
）

＊
よ
し
だ
だ
い
ち
（
梅
原
）

さ
っ
か
ー
が
、
う
ま
く
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
る
。

＊
ふ
じ
の
あ
き
と

ま
V

ょ
、

9

9

.

,

'

 

、

T
O

た
し ま

く
よ
、

9

,

 

い
で
す
。

（
川
俣
）

か
け
あ
し
が
は
や
く
な
り

ひ
で
き
（
新
里

た
い
い
く
を
が
ん
ば
り
た

＊
わ
た
な
べ
ひ
ろ
あ
き

サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が

J
ん
ば
る
。

とつ～
＊
よ
し
な
が
た
い
ら
（
梅
原
）

l
つぃ

ぼ
く
は
、
さ
か
あ
が
り
が
は
や
く
で

こ江
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

か]
*
し
ま
だ

とr
 ＊

す
ど
う

ひ
ろ
ゆ
き

（
中
谷
）

（
矢
島
）

「できたぞ・・・・・・‘」
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西小 1 年生のみなさんへ

A組・石原先生｝からの
B 組•平先生メッセージ

一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
一
・
ニ
学
期
も
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
入
学
当
時
は
、

幼
か
っ
た
き
み
た
ち
も
、
今
で
は
と
っ
て
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
ね
。

と
く
に
、
こ
こ
数
力
月
間
の
成
長
は
、
め
を
み
は

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
心
も
体
も
本
当
に
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
先
生
は
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ

の
四
月
か
ら
は
二
年
生
で
す
ね
。
新
し
い
一
年
生
を

迎
え
、
心
豊
か
な
や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち

ゃ
ん
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

し
ゅ
う
じ
が
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。え

つ
こ

d
o
J
＊
さ
か
う
え

てし
ピ
ア
ノ
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が
ん

ゎま
ば
る
。

< 
汀
＊
た
か
は
し
あ
や
こ
（
南
大
島
）

をゎ
え
れ
く
と
お
ん
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な

な，
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

な
わ
と
び
の
に
じ
ゅ
う
と
び
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
。え

つ
こ

さ
ち
こ

（
川

（
中

（
中

俣
）

谷
）

J
 

て
J
げぁ
＊
い
し
か
わ

を手
え
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う
に
が

人
ん
ば
り
た
い
で
す
。

るかゎ
＊
さ
か
う
え

ヽ

しヽま' r
 
ぴ
あ
の
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

＊
さ
い
と
う
ま
な
み
（
中
谷
）

谷
）

＊
し
ざ
わ
ま
す
み
（
梅
原
）

西小 •B組の児童 ,9/ 

--------------------------------------------

＊
た
な
か

り
ぇ

み
な
こ

し
ゅ
う
じ
の
字
が
、

り
た
い
で
す
。

（
中
谷
）

（
梅
原
）

じ
ょ
う
ず
に
な

い
ろ
ん
な
、
べ
ん
き
ょ
う
が
、
も
っ

と
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

＊
く
ろ
さ
わ

＊
む
ら
こ
そ

お
し
ゅ
う
じ
の
じ
が
、
じ
ょ
う
ず
に

か
け
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
る
。

て
す
と
で
、
い
い
て
ん
を
と
る
よ
う
に
｀

に
が
ん
ば
り
ま
す
。 ひ

ろ
み
（
梅
原
）

べ
ん
き
ょ
う
が
も
っ
と
で
き
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
い
し
む
ら
ち
え

（
大
佐
貫
）

＊
い
い
だ
あ
き
こ

（
新
里

あ
や
と
び
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
。

＊
な
か
じ
ま
み
ほ

（
大
佐
貫
）

ピ
ア
ノ
が
、
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
か
わ
し
ま
る
み
（
新
里

わ
た
し
は
、
う
ん
ど
う
を
も
っ
と
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

ま
ゆ
（
大
輪
）

ピ
ア
ノ
が
い
っ
ぺ
ん
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

＊
ぃ
し
づ
か

ち
な
つ
（
川
俣
）

わ
た
し
は
、
じ
が
じ
ょ
う
ず
に
な
り

た
い
で
す
。

＊
し
の
ぎ
あ
や

（
大
佐
貫
）

し
ゅ
う
じ
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
。

＊
た
な
べ

し
ゅ
う
じ
の
か
ん
字
が
う
ま
く
な
り

た
い
。

＊
さ
い
と
う
み
え
こ

（
大
輪
）

み
ゆ
き
（
新
里

い
ち
り
ん
し
ゃ
が
、

が
ん
ば
り
ま
す
。

の
れ
る
よ
う
に

＊
ま
つ
も
と

＊
お
ん
だ
ま
み

＊
た
か
せ

（
梅
原
）

す
い
み
ん
ぐ
で
、

1

き
ゅ
う
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

こ
と
み
（
新
里
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左から、田ロ・斎藤・篠木さん

昨
年
十
二
月
、
第
一
回
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
カ
ラ
オ
ケ
」
大
会
が
行
わ
れ

四
十
四
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま

し
た
。
入
賞
は
次
の
と
お
り
。
一
位

1
1

斎
藤
忠
直
▼
2
位
1
1

篠
木
は
つ
▼
3
位

1
1

田
口
千
代
▼
優
秀
賞
1
1

村
田
ヒ
サ
、

泉
田
せ
つ
、
金
子
伊
勢
次
（
敬
称
略
）

こ
の
ほ
ど
、
長
野
県
川
上
村
の
郷
土

史
研
究
家
三
十
人
ほ
ど
が
南
大
島
地
内

の
厳
島
神
社
を
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
戦
国
時
代
、
厳
島
神
社
に
奉
納

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
鰐
口
が
ど

う
い
う
わ
け
か
、
川
上
村
の
金
峯
山
神

社
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
鰐
口
に
は
、
「
上
州
佐
貫
庄
大
島

郷
厳
島
鰐
口
也
」
と
刻
名
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
研
究
家
の
ロ
マ
ン
が
か
き
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
双
方
が
情
報
交

換
し
ま
し
ょ
う
と
文
通
。

以
前
、
本
村
の
福
島
明
さ
ん
ら
郷
土

史
研
究
家
の
人
た
ち
が
川
上
村
を
訪
ね

た
こ
と
か
ら
顔
見
知
り
も
多
く
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
を
巡
ら
し
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
迎
え

ま
し
ょ
う
」
と
村
で
は
独
居
老
人
や
重

度
障
害
者
を
対
象
に
恒
例
の
歳
末
慰
問

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
対
象
者
は
百

二
十
四
人
。
村
長
、
助
役
ら
が
二
班
で
、

そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
慰
問
品
を
贈
り
激
励

し
ま
し
た
。

訪
問
先
々
で
は
「
も
う
、
こ
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
か
。
一
年
た
つ
の
は
早

い
も
の
で
す
ね
、
こ
れ
を
い
た
だ
く
と

師
走
を
実
感
し
ま
す
。
毎
年
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
、
「
お
元
気
で
す
か
、

ぉ
互
い
良
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
」

な
ど
会
話
を
弾
ま
せ
、
せ
わ
し
さ
を
漂

わ
せ
な
が
ら
、
年
末
、
年
始
談
義
に
花

を
さ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

.'ｷ. 
`—·· ,; ̂  •.'. -.  

ヽ・，． '. 

·.·.」、

ミ

,, 
:_,,.、;..

．，．．ご、

ゎ．心心が9；己＇ふ送彰ぷ心五丸ぇ占

新
里
出
身
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
谷
津

嘉
章
選
手
が
十
二
月
十
六
日
、
社
会
体

育
館
で
「
村
民
の
集
い
」
を
開
き
ま
し

た
。
入
場
無
料
と
あ
っ
て
九
百
人
ほ
ど

が
参
加
。
谷
津
選
手
が
こ
れ
ま
で
に
な

れ
た
の
も
村
民
皆
様
の
お
か
げ
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
と
開
催
し
た
も
の
。

谷
津
選
手
の
サ
イ
ン
会
や
レ
ス
ラ
ー

に
な
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
談
な
ど
観

客
と
交
歓
。
司
会
は
元
ず
う
と
る
び
の

江
藤
博
利
さ
ん
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
進
行
に
観
客
は
大
満
足
、
終
始
歓
声

と
笑
い
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
れ
に
歌
手
の
二
葉
百
合
子
さ
ん
ら

が
ゲ
ス
ト
出
演
、
「
岩
壁
の
母
」
な
ど
十

数
曲
を
熱
唱
、
ま
た
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
富

山
選
手
が
友
情
出
演
、
カ
ラ
オ
ケ
の
審

査
員
を
務
め
る
な
ど
花
を
そ
え
て
く
れ

ま
し
た
。

観
客
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
資
金
、

十
六
万
円
余
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

チャリティー資金を手渡す（寄付）
谷津選手（左）

カメラ
スポット

谷津選手のプロフィール

昭和31 年 7 月 19 日生、 33歳。明和中学

校時代柔道で活躍。足利工業大学付属高

校に進学、レスリング部に所属、千葉国

体レスリングフリー75kg級で優勝、世界

ジュニア選手権出場、インターハイなど

で活躍。日本大学に進み、アジア大会で

金メダル、全日本選手権で優勝、モント

リオールオリンピック 8 位、モスクワオ

リンピック出場権獲得（日本不参加）など

めざましい活躍、その後プロレス界に入

門。
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
農
林
業
調
査
）

が
二
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
農
家
・
林

家
を
対
象
と
す
る
「
農
林
業
に
関
す
る

国
勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
農

業
・
林
業
経
営
の
実
情
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果

は
、
国
や
地
方
自
治
体
が
各
種
施
策
を

行
っ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

統
計
調
査
員
が
、
二
月
一
日
前
後
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
ろ
よ
し
く
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

村
営
住
宅
入
居
ご
案
内

希
望
者
は
1

月
2
0
日
ま
で
に

〇
募
集
団
地
1
1

南
大
島
新
田
団
地
二
戸

0

家
賃

1
1

月
額
8

、

0
0
0

円
（
一
戸
）

1
0

、

0
0
0

円
（
一
戸
）

〇
募
集
締
切
1
1
1

月

2
0日
田

一
九
九
0
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
／
．

ロ

匝
田
i

函
国

ロ

1

月
1

日
か
ら
国
際
結
婚
の

こ
ん
な
点
が
変
わ
り
ま
し
た

〇
協
議
離
婚
が
可
能
に

日
本
人
女
性
と
外
国
人
男
性
の
カ
ッ

プ
ル
の
場
合
、
男
性
の
本
国
法
に
よ
っ

て
は
離
婚
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
女
性
が
日
本
に
住
所
が

あ
れ
ば
、
話
し
合
い
に
よ
り
協
議
離
婚

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〇
親
権
者
も
平
等
に

父
が
外
国
人
で
母
が
日
本
人
の
場
合

外
国
法
に
よ
っ
て
は
、
母
が
親
権
者
に

な
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

し
た
が
、
「
子
の
本
国
法
」
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
人
の
子
に
つ
い

て
は
、
日
本
の
法
律
が
適
用
さ
れ
、
親

権
者
の
話
し
合
い
か
、
裁
判
で
争
う
こ

と
で
き
ま
す
。

〇
養
子
縁
組
は
よ
り
簡
単
に

養
親
の
本
国
法
の
一
本
化
に
よ
り
、

分
か
り
や
す
く
、
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
を
守
る

1
1
0

番

l
l
o
番
は
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
緊
急

電
話
で
す
。
事
件
事
故
を
見
た
り
聞
い

た
り
、
不
審
者
や
事
件
に
関
す
る
情
報

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
素
早
く
l
l
o
番

し
て
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

0
と
き

1
1
1

月

2
5日
⑥
午
前

1
0時

3
0分
1

午
後
3

時

0
と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
5
5名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

発
課
へ
。

企
画
開

タ
コ
あ
げ
は

タ
コ
あ
げ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た

タ
コ
あ
げ
や

U

コ
ン
遊
び
は
電
線
か

ら
離
れ
た
場
所
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

自
分
で
と
ら
ず
に
東
京
電
力
昧
(
6⑰

4
3
4
0
)
へ
ご
連
絡
を
I
.

0

毎
月
第
2

木
曜
日
の
午
後
1

時
1
2

時
受
付

0
と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

0
と
き

1
1
1

月

1
8日
困
午
前

9

時

3
0分
＼
1
0時
3
0分
受
付

2

月
6

日

因
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0
と
こ
ろ

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

年
金
相
談

0
1

月

1
1日
困
、
2

月
1

日
困
午
前
1
0

時
1

午
後
3

時

0
と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
3

木
曜
日
の
午
前

1
0時
1

午

後
3
時

0
と
こ
ろ

1
1

館
林
市
役
所

今
月
の
納
め

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
、
1

月

3
1日
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

乳
児
健
診

昨
年
十
一
月
、
矢
島
地
内
で
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
地
区

が
東
京
電
力
昧
の
送
電
経
路
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
発
掘
面
積

は
鉄
塔
敷
地
部
分
の
ニ
ア
ー
ル
ほ
ど
。

▲発掘する人たち

東
電
か
ら
委
託
を
受
け
た
、
村
教
育

委
員
会
で
は
矢
島
地
区
の
皆
さ
ん
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
約
五
十
日
間
、
常
時

十
人
前
後
で
発
掘
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
地
周
辺
は
、
数
年
前
に
も
千
葉
大

考
古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
「
や
じ
り
」
な
ど
の
遺
品
が
出

土
、
縄
文
晩
期
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
地
域
で
す
。

今
回
、
万
単
位
の
耳
飾
り
や
土
偶
、

土
器
な
ど
が
出
土
、
こ
の
発
掘
面
積
に

し
て
は
出
土
数
、
種
類
が
他
と
比
べ
て

豊
富
、
「
学
術
調
査
を
し
て
み
な
い
と
く

わ
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
期
待
で
き
る

の
で
は
」
と
関
係
者
。
発
掘
に
あ
た
っ
．

た
人
た
ち
も
古
代
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
ま
し
た
。

,.{ 

‘
ヽ
『9
f

ト
L

►

説
明
会
に
た
く
さ
ん
の
人
出
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〈
明
和
俳
句
会
〉

館林邑楽地区 館

産婦人科耳鼻科 内

落合医院大神医院森下医院
1 月 14 日 1 六（72)3160 云（62)2200 清河堂医院

根岸医院川田閣医院安楽岡医院
1 月 21 日 1s(72)3262S(72)3314 横田闇医院

古屋病院原医院
番 1 月 28 日口（63)6161 云 (72)1936 大石医院

浜野病院川村医院増田医院
医 2 月 4 日合 (88)5678e(72)1337 阿久津医院

2 月 11 日
横田医院小倉医院田内医院

合 (72) 0255 合 (72) 0606 須田医院

日

曜

当

金子博さん

地区 千代田 ※◎◎ 
て変耳祝

科 外 科明和地区か更鼻日
＇らに科は

云（73)7776 津久井医院小西医院受なに館
診る限林

云（72)3070 I ff (72) 3316 I ff (86) 2261 し場り厚
て合診生

云（72)0572 岡田医院浜野医院下が療病

云（72)4970 云 (72)3163 云 (88)5678 古存悶9

云（74)2362 慶友病院竹越医院がi悶
ff (72) 6000 I ff (84) 3137 万｀ーの後し

で 1：こ，ま

云（72)1387 最上医院館林地区が 電時す
云（72)3315 合 (74) 3763 担当します でで

．』・．話ま

ニ確で
合 (72) 3855 館林医院館林地区が 認す
云（72)0862 云（74)2112 担当します r "し

林

^ ▲祝福を受ける金子選手

‘
‘
、
鼻

12月の

責ー―-=--ゴ、I.I •Y- 0 

救急車出動回数
•交通事故 3 件

●急病 10件

•その他 2 件

•計 15件

金
子
博
選
手
の
祝
賀
会

レ
ス
リ
ン
グ
で
国
体
連
続
二

0
回
出
場
を
達
成
し
た
金
子

博
選
手
（
中
谷
•
3
6歳
）
の
祝
賀
会
が
十
二
月
十
三
日
、
村

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
村
長
、
村
議
会
議
長
、
区
長
、
体

育
協
会
長
ら
六
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
栄
誉
を
祝
い
ま
し
た
。

村
長
、
村
議
会
議
長
ら
多
く
が
「
記
録
は
偉
大
、
簡
単
に

は
破
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
金
子
選
手
の
努
力
に
敬
意
と
祝

福
を
申
し
上
げ
今
後
も
名
誉
あ
る
記
録
を
更
新
し
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
。

金
子
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年
の
岩
手
国
体
を
皮
切
り
に
、

昨
年
の
北
海
道
大
会
ま
で
の
連
続
二

0
回
と
い
う
、
全
国
で

も
ま
れ
に
み
る
記
録
を
達
成
、
し
か
も
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
。

二
0
回
の
う
ち
十
七
回
が
優
勝
を
含
め
五
位
圏
内
と
い
う
す

ば
ら
し
い
成
績
で
す
。

「
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の
も
丈
夫
に
育
て
て
く
れ
た
両
親
を

は
じ
め
、
妻
の
理
解
な
く
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
。
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
、
ご
理
解
に
さ
さ
え
ら
れ
た
お
か
げ
で
す
。

本
村
に
も
レ
ス
リ
ン
グ
の
有
望
選
手
が
多
数
い
る
の
で
温
か

く
見
守
っ
て
ほ
し
い
。
身
体
が
続
く
限
り
、
選
手
、
後
輩
育

成
に
と
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
金
子
選
手
に
祝

福
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

初
写
真
母
系
の
眉
の
や
や
薄
き

初
鏡
六
十
路
に
ゆ
れ
る
胸
の
裡

縫
い
初
め
や
役
に
立
た
ざ
る
糸
切
り
歯

気
ま
づ
さ
の
心
を
癒
す
寒
椿

初
詣
祈
願
十
指
を
数
え
け
り

真
直
ぐ
に
見
詰
め
る
瞳
初
写
真

初
春
や
年
に
一
度
の
電
話
声

冬
の
日
に
枝
折
る
音
の
寒
さ
か
な

初
詣
漠
然
と
念
じ
頭
を
下
げ
り

国
体
連
続

2
0回
出
場

松
本
夜
詩
夫

山
下
ふ
で

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

江
原
さ
い

森
戸
ひ
ろ

山
下
富
治

゜。 0..

゜ . 

氏
名

江
森
小
市
郎

堀
口
は
つ

奈
良
隆
二

江
森
武
治

砂
賀

マ
ス

隆

斗
合
田

％光房府尻開喜

1
1

お
く
や
み

1
1

清金森穀氏
水田田澤

英ぇ

郷哲安詞理り名
也ゃ也宣謬食な

保
護
者
続
柄
地
区
騨
韮

忠
長
女
南
大
島
漏

藤
康
二
男
上
江
黒
％

達
也
二
男
大
佐
貫
％

一
雄
二
男
矢
島
況

年
齢
世
帯
主
地
区

7
7
洋
上
江
黒

6
6
三
四
須
賀

8
9
晴
雄
田
島

6
5
マ
キ
下
江
黒

6
 7
 

1
1

お
め
で
た

1
1

お
め
で
た

C
□
 

`<
お
く
や
み



⑤ 
広 輯

〇衆院選、最高裁国民審査… 2 p 

0 村民マラソン大会・•…••・・・.. 4 p~ 
0 カメラスポッ ト・・・・・・・・・・・・・.. 6 p~ 
0 お知らせ・申告納税相談… 8 p~ 

発
編
印

行
集
刷

明和村役場

総務課広報係
（株）イシカワデザイン

マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
村
民

「
ガ
ン
バ
レ
」
を
背
に
力
走
す
る
チ
ビ

ッ
コ
|
|
、
本
格
マ
ラ
ソ
ン
の
青
年
ー
、

ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
完
走
を
期
す
中
・
高
年
ー
_

|
、
さ
ま
ざ
ま
に
マ
ラ
ソ
ン
を
愛
す
る
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
、
新
春
の
明
和
路
で
快
汗
を

味
わ
い
ま
し
た
。
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殺
愚
日

し）

衆議院議員総選挙喜高岱判所：判芯

ー
I
I
I
I
I

_
_
_
 
1
1
1
1
1
1

ー

1
1
1
1
~

―
二
月
十
八
日
⑪
は
、
衆
議
院
議
一

一
員
総
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
同
時
一

ー
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
固
民
審
査
一

一
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。

―
―
九
九

0
年
代
初
の
国
政
選
挙
一

ー
で
す
。
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
い
て
、
一

ー
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
一

r
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
_
1

ー

1
1
1
1
1
1

_
_
_
 1
1
1
1
1
1
1
 _

_

 
1

ー

1
1
1
1
1
1
1
1

ー

L

投票所（表一①）
第

、弟• 9 9 ｷ, 第
ｷ 弟• • 9.. • ｷ 弟•.. •. ,弟書” •• 9 弟••• • ̀  投

7 6 5 4 3 2 1 示華

百翡 冑 , [ ' ' 
岱示区 区

名

入 JI I 心 >
新 上 斗

ケ 俣 里 閾 合
公ロ

喜
の

雲ロ
田 投

羹 贔 の

』井
下

の 贔 悶
江

t 
区 黒 示茜

域 の
の 江

鳳贔 口 区
の 田

贔 島
域の

鳳
大 西

i ｢ 
戻呻 商 東 下

佐
構

江 投4ヽ 改 工
4ヽ

貫 善 黒
体 体 示宰

東 セ 集

こ円
研f ン

会
コ円

光 ; 夕 荷 所

寺 館 l 館 館 所

投
票
所

1
1

（
表
—
①
）

投
票
時
間
1
1

午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま
て

開
票
所

1
1

一
カ
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7
時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基

準
日
は
、
平
成
2
年
2
月
2
日
。
た
だ

し
年
齢
は
選
挙
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
5
年
2
月
1
9

日
以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
元
年

1
1
月
2
日
以
前
(
1
1
月
2
日
付
で
転
入

届
を
し
た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1
各
地
区
の
区
長
を
通

じ
て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

資
格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か
な
い

人
は
早
め
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
役

場
内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

投
票

1
1

衆
院
選
は
個
人
名
を
、
最
高

裁
国
民
審
査
は
罷
免
さ
せ
た
い
裁
判
官

に
X

印
を
記
載
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
口
↓
入
場
券
提
出
（
受
付
）
↓
衆
院

選
投
票
用
紙
を
受
け
る
↓
記
載
↓
投
票

↓
最
高
裁
国
民
審
査
投
票
用
紙
を
受
け

る
↓
記
載
↓
投
票
↓
出
口

投

票

順
序

r----------------------7 
9 1 

' I 

霞
I 
I 

I 
L ______________________ _J 

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外

で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

り
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

め
、
投
票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不

在
に
な
る
予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
自

分
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
不
在
者
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

が
で
き
る
期
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
期
間
1
1
2
月3
日
か
ら
2
月
1
7
日
。

（
た
だ
し
、
国
民
審
査
は
2
月
1
0
日
か

ら

2

月

1
7
日
）

い
ず
れ
も
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
。

0
場
所
1
1
明
和
村
役
場
（
特
設
不
在
者

投
票
所
）

雀
も
ち
も
の
1
1

入
場
券
、
印
か
ん

代
理
投
票

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

不
在
者

投

票

投
・
開
票

投
票
午
前
7

時
か
ら

〔選挙人名簿登録者数〕平． 2. 2. 2 現

地区名
有 権 者 数

男 女 計

斗合田 151 146 297 

下江黒 133 120 253 

上江黒 195 205 400 

千津井 223 229 452 

江 口 237 241 478 

田 島 217 207 424 

新里 368 389 757 

中 公ロ 278 273 551 

梅原 315 335 650 

南大島 449 458 907 

大輪 333 338 671 

JI I 俣 153 155 308 

須 カ只ロ 180 197 377 

入ケ谷 44 48 92 

矢島 253 262 515 

大佐貫 213 222 435 

合計 3,742 3,825 7,567 

郵便による投票ができる人（表ー A)

口両下肢、体幹、
心臓、じん臓、呼吸

移動機能の障害
器、ぼうこう、直腸

小腸の機能の障害

身体障害者福祉法

による身体障害者
1 級または 2 級 1 級または 3 級

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

は
投
票
所
で
係
員
に
申
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
代
理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は

身
体
障
害
者
手
脹
が
交
付
さ
れ
て
い
る

人
、
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
傷
害
の
程
度
が
一

定
の
基
準
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま

す
。
（
表
I
A
)

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、

1
1

郵
便
投
票
証
明
書
“
の
交
付
を
受
け

て
お
き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
期

間
も
考
慮
し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
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有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に

自
動
車
を
何
台
も
つ
ら
ね
た
り
、
隊

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票

を
依
頼
し
た
り
、
又
は
投
票
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為

は
、
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
「
戸
別
」
と
は
、
必
ず

し
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工

場
も
含
ま
れ
ま
す
。

＊
気
勢
を
張
る
行
為

＊
戸
別
訪
問

[
こ
ん
な
選
挙
運
動
は
一

違
反
と
な
り
ま
す

列
を
組
ん
で
往
来
し
た
り
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
チ
ン
ド

ン
屋
を
雇
う
な
ど
、
選
挙
運
動
の
た

め
の
気
勢
を
張
る
行
為
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
人
気
投
票
の
公
表

当
選
人
を
予
想
す
る
人
気
投
票
の

途
中
経
過
や
結
果
に
つ
い
て
、
公
表

す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
聞
、
雑
誌
は
も
と
よ
り
、

ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
な
ど
、
公
表
の
方

法
が
な
ん
で
あ
れ
、
い
っ
さ
い
禁
止

で
す
。

こ
ん
な
投
票
は
]

〔
無
効
で
す

◎
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え

ば
、
入
場
券
や
普
通
の
紙
や
名
剌
な

ど
に
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票

し
た
も
の

◎
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計

な
こ
と
を
書
い
た
も
の
。
▼
た
と
え

ば
氏
名
を
、
0

や
「
」
（
）
印
な
ど
で
囲

ん
だ
も
の
▼
氏
名
の
下
に
「
へ
」
「
え
」

「
さ
ん
へ
」
な
ど
と
書
い
た
も
の

◎
候
補
者
の
氏
名
を
自
書
し
な
い
も

の
。
た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た

も
の

選
挙
あ
れ
、

こ
れ

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や
親
族

に
対
す
る
も
の
お
よ
び
政
治
教
育
集
会

に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の

※
 補
償
は
除
か
れ
ま
す
。
）
は
、
い
か
な
る

名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
次
の
も
の
を
除
き

す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚

披
露
宴
で
の
祝
儀
。

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式

や
通
夜
で
の
香
典
。

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し

て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の
社
交

は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ
う

に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
て
あ
る

い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権

を
失
わ
せ
る
目
的
で
寄
附
の
勧
誘
や
要

求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄

有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ

金のかからない政治

選挙の公正…

層置a
第
1
1
6
回
国
会
で
、
「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
十
二
月
十
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
改

正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の
か
か
ら
な
い
政
治

の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
の
た
め
寄
附
の
禁
止

規
定
な
と
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
二
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰

則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
隼
会
に
関
す
る
実
費
の
補

償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供

は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ
の
ほ
か

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、

後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
行

事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附
以
外
の
寄
附

を
す
る
と
、
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

す
。
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝

ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
状
な

ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後

援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
、

有
料
の
広
岩
（
い
わ
ゆ
る
名
刺
広
告
な

ど
）
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰

政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ

政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
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「
疲
れ
た
ね
」
、
「
や
っ
た
ね
」
、
「
年

に
は
勝
て
な
い
ね
」
…
…
健
康
マ
ラ
ソ

ン
ゴ
ー
ル
で
の
会
話
…
…
。
で
も
、
ど

の
顔
も
完
走
し
た
満
足
感
を
た
だ
よ
わ

せ
、
さ
わ
や
か
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

第
1
1
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
一

月
十
四
日
、
中
央
公
民
館
周
辺
を
ス
タ

ー
ト
（
い
ず
れ
も
ゴ
ー
ル
は
明
中
校
庭
）

に
行
わ
れ
、
チ
ビ
ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で

老
若
男
女
の
四
百
人
ほ
ど
が
一
k
m
か
ら

五
k
m
の
コ
ー
ス
、
十
四
部
門
で
健
脚
を

競
い
合
い
、
会
場
、
コ
ー
ス
沿
道
に
は

家
族
連
れ
が
く
り
出
し
、
知
人
や
選
手

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

走り初め………：：：今年も健康”

(4) 

|
 l_

i
 , 

各部門の優勝者たち（個人）

マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
村
民

入賞おめでとう

：
り
:
五
]

初
汗

皆さん、

お疲れさま

完走の気分は

いかがですか。

ここで、上位入賞者

を紹介しますので
よろしく・・・・..。

◎小学生低学年女子 1 • 2 年 1.0km 
1 位町田聡子 4 分24秒93 東小 2

2 位堀口理恵 4 • 27 • 01 西小 2
3 位加藤早苗 4 • 35 • 18 東小 2

◎同上 男子 1 • 2 年 1.0km
1 位田中智史 3 分55秒32 西小 2

2 位岩崎浩ー 3 • 56 • 12 西小 2
3 位金田賢一 3 • 56 • 51 西小 2

◎小学生中学年女子 3 • 4 年 1.2km 
1 位 田ロカヨ子 5 分02秒36 東小 3

2 位鎌田さとみ 5 • 05 • 32 西小 4
3 位田端優子 5 • 08 • 25 東小 3

◎同上 男子 3 • 4 年 1.2km
1 位恩田綾人 4 分31秒55 西小 4

2 位奈良真行 4 • 32 • 98 東小 4
3 位関本卓磨 4 • 34 • 70 東小 3

◎小学生高学年女子 5 • 6 年 1. 5km 
1 位今成奈津子 6 分07秒58 西小 6

2 位和田洋枝 6 • 23 • 96 東小 6
3 位岡田真佐子 6 • 25 • 92 西小 5

◎同 上男子 5 • 6 年 1.5km
1 ｛立石崎陽一 5 分26秒19 西小 6

2 位村田和宏 5 • 29 • 50 西小 5
3 位鯉沼寛之 5 • 35 • 04 西小 6

◎中学生女子 1 • 2 • 3 年 3.0km 
1 位岡安由貴子 11分59秒25

2 位塩野清美 12 • 19 • 75 
3 位横塚祐子 12 • 40 • 89 

◎中学生男子 1 • 2 • 3 年 5.0km 

明中 1
明中 1
明中 2

1 位松本貴之 19分13秒31 明中 1
2 位今成 穣 19 • 14 • 93 明中 2
3 位簗瀬友克 19 • 48 • 47 明中 2

◎学生の部（高校～大学生） 5.0km 
1 位香山裕一 17分29秒85 館商工高 3

2 位吉永政幸 22 • 05 • 52 ヶ 3 

◎一般 5.0km 
1 位荒木 博 18分59秒85 大佐貫

2 位庄條英樹 19 • 26 • 00 南大島
3 位酒井 健 20 • 07 • 63 矢島

◎スポーツクラフ対抗昏人30歳未満 3.0km 
1 位須藤征幸 11分16秒88 江口

2 位森尻富雄 12 • 06 • 09 南大島
3 位 野村 浩二 13 • 19 • 44 日祐ャンパJク

◎同上昏人30歳以上（壮年の部兼） 3.0km
1 位 奈良原勇三郎 9 分32秒52 千津井

2 位飯塚 忠 10 • 00 • 64 千津井
3 位田口範幸 10 • 39 • 37 大輪

◎同上団体戦 3.0km
1 位 緑親会（農業後継者グループ） 45点
2 位 千津井スポーツクラブ 20点

3 位 日本キャンパック群馬工場 13点

◎健暇マラソン（タイムトライアル）一般3.0km
1 位堀口 優十 0 秒85差新里
2位清水信行ー 1 秒差 矢島
3位田口博重ー 2 秒差 矢島

※自分の所要タイムを申告しておき、そ
のタイム差を競い合う。

〔敬称略〕
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I
Iみ
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ

い
い
汗
か
こ
う
“

問い合わせ先

社会体育館

ff84-4626 

剣
道
大
会

参
加
者
募
集

唸
期
日

1
1
3

月

2
1日
因
・
祝
日

玄
会
場

1
1

社
会
体
育
館

玄
対
象

1
1

小
学
生
（
低
学
年
・
高
学

年
）
、
中
学
生
（
男
・
女
）
の
四
部
門

玄
参
加
費
1
1

無
料

玄
申
込
み
1
1
3

月
7

日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

玄
期
日

1
1
2

月

2
5日
⑪
日
帰
り

＊
会
場

1
1

尾
瀬
岩
鞍
ス
キ
ー
場

＊
参
加
費
1
1

大
人
5
5
0
0

円
、
小
人

3
5
0
0

円
（
小
・
中
学
生
）

＊
申
込
み
1
1
2

月

1
5日
ま
で
に
社
会
体

育
館
へ

幸

第10回無事故無違反コンクール最終結果

交通安全運動の一環で、三市町村（館林・板倉・明

和）合同で実施された第10回「行政区別無事故・無違

反コンクール（平元 1 月～12月）」の結果がまとまりま

したのでお知らせします。違反・事故ゼロをめざして

交通安全に努めましょう。

（）は前回

交通事故種別 悪質違反行為 村
行政 事故率

事死亡故 重傷事故 傷軽事故 物損事故: 酒面 [ 皿'‘‘ 内

区名 (%) 酔 km 免 順

ぃ上以 反許 位

件（牛 件件 件 件件 件

斗合田 4 89 1 1 (15) 

上江黒 18 42 1 4 2 (16) 

須 カ只ロ 19.34 2 2 3 (2) 

下江黒 23 53 4 4(8) 

田 島 26 89 2 1 1 5 (3) 

大佐貫 34.04 3 2 1 6 (10) 

JI I 俣 36 32 1 1 7 (7) 

新里 37 93 2 5 2 1 8 (6) 

江 口 37 99 5 5 9 (4), 

矢島 50.21 3 3 6 10(5)1 

中 谷 54 86 6 6 1 1 11(14)1 

梅原 56 69 1 3 7 2 13(1)1 

入ケ谷 57 85 1 2 12(12) 

大輪 65.79 6 6 2 1 1 14(11) 

南大島 68 16 6 8 5 1 15(9) 

千津井 86 42 1 4 5 2 1 1 16(13) 

計 46 28 1 4 41 65 16 5 6¥¥  

~; 

▲スポーツクラブ団体部門優勝の緑親会チーム

ｷ,,..ii 1 ...-:'I曇． ~I ：：こ«
り、

I 春季全国火災予防運動悶悶～ 1 

ぷ
災

か
史

重点目標

q
J
 

▲「あれ．／おれたち最後のグループかな」

『
お
と
な
り
に

あ
げ
る
安
心

火
の
始
末
』

•高齢者、身体不自由者等を中心とした防火安全対策の徹底

•地域における防火対策の推進

•家庭における防火対策の推進

•百貨店、旅館、飲食店等不特定多数の者が出入りする防火

対象物等に係る防火安全の確保

•高層建築物等における防火安全の確保

•乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
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一
月
十
九
日
、
西
幼
稚
園
で
コ
マ
回
し
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ニ
カ
月
か
け
て
全
員
が
回
せ
る
よ
う
に
ー
。
最
初
は
苦
労
の
連

続
、
ひ
も
を
巻
く
の
も
一
苦
労
ー
。
反
復
練
習
を
重
ね
る
う
ち

に
一
人
、
二
人
と
回
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
び
に
「
O
O
ち

ゃ
ん
す
ご
い
」
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

最
後
の
一
人
ま
で
「
0
0
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
れ
」
と
激
励
し
合

っ
て
の
全
員
野
球
な
ら
ぬ
全
員
コ
マ
回
し
。
そ
の
成
果
を
た
め
そ

う
と
、
八
人
一
組
で
回
る
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
長
い
子

で
一
分
、
短
い
子
で
も
3
0
秒
は
回
せ
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な
り
ま
し

こ
。t
 大半

が
コ
マ
回
し
経
験
の
な
い
園
児
た
ち
、
個
性
豊
か
な
か
っ

こ
う
で
、
夢
中
で
額
に
汗
し
な
が
ら
コ
マ
を
投
げ
あ
っ
て
い
ま
し

た
。
「
で
き
た
喜
び
、
連
帯
感
が
高
ま
り
ま
し
た
」
と
先
生
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。

ヵ メ ラ

石村 和男さん

前
、
明
和
消
防
団
長
の
石
村
和
男
さ

ん
は
、
こ
の
ほ
ど
消
防
庁
長
官
か
ら
、

団
員
と
し
て
多
年
、
そ
の
職
務
に
精
励

さ
れ
た
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

石
村
さ
ん
は
昭
和
四
十
八
年
四
月
、

団
員
就
任
以
来
、
平
成
元
年
三
月
ま
で

の
十
六
年
間
、
消
防
一
筋
に
尽
力
さ
れ
、

そ
の
間
、
六
十
年
四
月
か
ら
団
長
を
歴

任
す
る
な
ど
地
域
の
安
全
確
保
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

スポッ 卜

一
月
十
六
日
、
区
長
さ
ん
方
が
村
内

企
業
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
降

雪
の
な
か
村
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
。

や
ま
う
の
漬
物
工
業
昧
（
須
賀
地
内
）

や
明
和
ア
ペ
ッ
ク
ス
昧
（
大
輪
地
内
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
関
係
部
品
製
造
）
、
昧
日
本
キ
ャ
ン
パ

ッ
ク
群
馬
工
場
（
矢
島
地
内
・
飲
料
水

長区
製
造
）
を
み
て
ま
わ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

、
こ0
タ
ー
を
導
入
し
た
近
代
設
備
に
感
心
、

す察
「
製
品
が
海
外
へ
も
…
…
」
な
ど
の
説

ぃ
・
明
に
一
様
に
う
な
ず
き
、
「
灯
台
下
暗

卸
し
で
以
外
と
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
ね
」

スク
と
顔
を
見
合
せ
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

ッペア

\ \ 

館
林
地
区
消
防
組
合
に
よ
る
新
春
恒
例
の
出
初
め
式
が
、

月
七
日
、
館
林
市
三
の
丸
南
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

f
明
和
村
、
館
林
市
な
ど
の
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
署
員
、

館
林
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
、
と
び

職
組
合
ら
約
千
人
が
参
加
。

各
市
町
村
長
、
議
員
ら
の
来
賓
を
前
に
、
と
び
職
組
合
に
よ

る
名
演
技
「
は
し
ご
乗
り
」
や
少
年
ク
ラ
ブ
に
よ
る
鼓
笛
隊
演

奏
が
披
露
さ
れ
観
客
を
魅
了
。
最
後
に
、
集
っ
た
消
防
車
、
は

し
ご
車
の
一
斉
放
水
が
さ
れ
る
と
見
物
人
か
ら
ひ
と
き
わ
高
い

歓
声
が
上
が
る
な
ど
新
春
行
事
に
よ
い
し
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

団
員
、
消
防
署
員
ら
に
よ
る
市
中
の
分
列
行
進
も
行
わ
れ
、
雄

姿
を
披
露
し
な
が
ら
防
火
意
識
の
高
揚
を
う
っ
た
え
ま
し
た
。
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一
月
七
日
、
村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
、
上
毛
か
る
た
大
会
が
社
会
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
生
二
百
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
個

人
、
団
体
に
熱
戦
を
展
開
。

父
母
ら
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
地
区
別
対
抗
と
あ
っ

て
、
に
ぎ
や
か
な
応
援
合
載
も
み
ら
れ
、
一
喜
一
憂
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
個
人
、
団
体
と
も
優

勝
者
は
邑
楽
郡
大
会
に
も
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

村
大
会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）
敬
称
略

〇
小
学
生
の
部
…
▼
男
子
個
人
①
岡

安
宏
治
（
南
大
島
）
②
橋
本
裕
司
（
千

津
井
）
③
田
中
勇
作
（
矢
島
）
▼
女
子

個
人
①
松
本
典
子
（
新
里
）
②
青
木
沙

織
（
田
島
）
③
本
沢
真
琴
（
南
大
島
）

〇
同
…
▼
男
子
団
体
①
上
江
黒
（
森

原
剛
、
牛
久
保
盛
規
、
薗
部
亮
生
、
飯

野
剛
志
）
②
斗
合
田
（
小
暮
淳
司
、
砂

賀
大
輔
、
新
井
康
晃
、
新
井
隆
弘
）
③

下
江
黒
（
佐
藤
裕
之
、
青
木
伸
彦
、
飯

塚
徳
重
）
▼
女
子
団
体
①
新
里
（
今
成

奈
津
子
、
瀬
下
珠
代
、
江
森
智
子
、
栗

原
千
佳
）
②
南
大
島
（
永
吉
理
沙
、
香

山
悦
子
、
坂
本
臭
由
美
）
③
大
佐
貫

（
石
川
陽
子
、
蓮
見
幸
子
、
張
谷
今
日
子
、

折
原
礼
子
）

〇
中
学
生
の
部
…
▼
男
子
個
人
①
新

井
真
介
（
矢
島
）
②
田
子
孝
仁
（
江
口
）

③
横
塚
敦
（
千
津
井
）
▼
女
子
個
人
①

島
田
徳
子
（
須
賀
）
②
張
谷
朋
実
（
大

佐
貫
）
③
石
川
美
和
（
矢
島
）

I
l
l
同
…
て
男
子
団
体
①
矢
島
（
真
下

信
行
、
泉
田
剛
志
、
橋
本
和
宏
、
田
口

吉
政
）
②
新
里
（
小
林
康
浩
、
角
田
茂

春
、
小
島
隆
行
、
高
瀬
陽
司
）
③
江
口

（
飯
塚
誠
、
鈴
木
久
智
、
新
井
清
隆
）

▼
女
子
団
体
①
大
佐
貫
（
石
村
由
記
、

中
山
祐
希
、
荻
野
清
子
、
塩
野
清
美
）

②
矢
島
（
小
堀
慶
子
、
石
崎
好
子
、
渋

沢
瑞
紀
）
③
梅
原
（
立
川
佳
代
、
吉
田

真
澄
、
木
島
由
布
子
）

郡
大
会
結
果

（
明
和
の
み
）

敬
称
略

〇
小
学
生
の
部
…
▼
男
子
個
人
⑤
岡

安
宏
治
▼
女
子
個
人
⑥
江
森
智
子
▼
男

子
団
体
④
上
江
黒
▼
女
子
団
体
⑥
新
里

〇
中
学
生
の
部
…
▼
男
子
個
人
③
新

井
真
介
▼
女
子
個
人
④
島
田
徳
子
▼
男

子
団
体
②
矢
島
▼
女
子
団
体
③
大
佐
貫

愛 胃 土親吹数
L一- 冑 元き人め < 羹 だのし の の る 喜; 則乎 日りま

え 曜しi せ
り の 夏 てき ー打

と て 日つ
呉 賑 [ けi 

: 
冒 ひば
ゐ蝉

7 
の てし一の し一

塁 下房飼朝骸つ掛け ほ
と ののと声

ろ大書 ／よ向 汁なは
燃 にりし

短ぎえ 飲 きねてや ヘ麿、土
力 み 山きか 立里ぐ

蓼
ラ し や 畠 そ
力 亡 ま かの 士
ラ 母 見む音如

‘ 斎と は 責 た＜
北 遥 つ

風 か ゐ
に つ

奈良消ゆ 泉田 原 福田原野本
ロ

初江 子美津ロ みね子讐 翠 吝

一
月
十
六
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
初
の
降

雪
が
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
降
り
始

め
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
積
雪
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

喜
び
、
は
し
ゃ
い
だ
の
は
子
ど
も
た

ち
|
_
。
中
央
幼
稚
園
で
も
登
園
し
て

ま
も
な
く
園
庭
に
出
て
、
真
赤
な
手
で

「
冷
た
いI
.

」
を
連
発
し
な
が
ら
、
雪

ダ
ル
マ
、
お
山
か
ら
の
滑
走
、
雪
合
戦

な
ど
思
い
思
い
に
、
久
し
ぶ
り
の
雪
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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＊所得税申告納税相談日程（表ー 1)

午前
種 別 含畝ナ 当

会
相談

午後
区

場

2 月 午前 所得税申告 川俣・須賀・大輪
中--

21 日 午後 ,, 入ケ谷·矢島・大佐貫

2 月 午前 所得税申告 新里・梅原
央

公
22 日 午後 ,, 南大島・中谷

2 月 午前 所得税申告 上江黒・江口•田島
民

館
23 日 午後 ,, 斗合田・下江黒・千津井

) 申告（:::）は正しく、お早めに

(8) 

わからなかったら（合 (72)4373…館林税務署へ
合 (84)3111…役場税務課ヘ

/
V
¥
 

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

合住民税申告相談日程（表ー 2)

午前
種 別 該 当 区

会
相談

午後 場

2 月 午前 住民税申告 下江黒•田島 保---------

26 日 午後 ク 江口 健

2 月 午前 住民税申告 千津井 セ

27 日 午後 ク 斗合田・上江黒 ン

2 月 午前 住民税申告 入ケ谷・大佐貫 夕

矢島 ' 28 日 午後 ク

3 月 午前 住民税申告 川俣・須賀
中------

5 日 午後 ク 大輪
央

3 月 午前 住民税申告 新里
公

6 日 午後 ケ 梅原

午前 住民税申告 中谷・南大島（七軒・八軒）
民

3 月
館

7 日 午後 ク 南大島（七軒・八軒以外）

所
得
税
申

告

所
得
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
（
場
合
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
元
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
、
▼
事
業
所
得
が

所得税の確定申告と住民税の申告は、

2 月 16 日から 3 月 15 日までの 1 カ月間で

す。期間中は、必ず指定された場所で相

談し、申告をすませてください。昨年 1

年間の収入と支出を計算し、申告書に記

入のうえ、期間までに正しく、早目に申

告しましょう。所得税、住民税申告納税

相談は別表のとおりです。

あ
っ
た
人
▼
給
与
所
得
の
ほ
か
に
二
十

万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人
▼
給
与

の
収
入
金
額
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
▼
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
り
、
交
換

し
た
り
し
た
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財

産
の
価
額
を
合
計
し
、
六
十
万
円
を
超

え
る
と
き
は
贈
与
税
の
申
告
も
必
要
と

な
り
ま
す
。
（
※
相
談
日
程
表
ー
1
)

住
民
税
申

告

▽さ▽......さ日とこら
記い申相い程かと三住
載゜告談゜でらに月民
相 書留 開住な十税
談 は意 か民つ五の

※いすれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。 を 各、点 れ秒兌て日申
受 自ー ま申いま告

唸譲渡所得申告納税相談日程 け 記 す告までも

►対象者＝明和工業団地への譲渡者全員畠 り 塁！］す0 に一、
恥し―

► 日時＝ 3 月 9 日午前 9 時～午後 4 合 て ごもこて月
時（12時～13時まで昼休み） は 持 相表れい十

►会場＝村保健センタ― 卜、 9 9 ↓胃皇：
くわしくは税務課におたずねください。ラ だ だのこくか

く平成元年分農業所得の標準額決定(10アー）レ当り）〉

水
裏

稲

作

普通畑

陸 田

7 万 9,800 円

4 万 0,000 円

6 万 8,200 円

7 万 9,800 円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ （加温）

収入金 X75%-57万 2,000 円

ラ

収入金 X81%-15万 4,000 円

ナ ス （無加温）

収入金 X80%-29万 0,000 円

トマト （加温）

収入金 X82%-57万 2,000 円

イチゴ（無加温）

収入金 X82%-21万 8,000 円

その他野菜

収入金X75%-14万 7,000 円

梨

収入金 X76%- 7 万 1,000 円

ぶどう

収入金X76%- 6 万 4,000 円

総合販売野菜

収入金X76%- 2 万 7,600 円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1 千羽未満、 5 千羽未満、和牛、

乳牛については、いずれも実査

です。

ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
．
明
確

に
答
え
ら
れ
る
方
が
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保

険
料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
税
、
農
業
者
年
金
の
保

険
料
等
の
領
収
書
も
忘
れ
ず
に
。

▽
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は

必
ず
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
役
場
税
務
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理
士
会
に
よ
る

無
料
申
告
相
談

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告

納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

▽
日
時
1
1
2

月
2
0
日
因
、
2
1
日
困
、
2
2

日
困
午
前
9
時
か
ら
午
後

4

時

▽
会
場
1
1

館
林
文
化
会
館
会
議
室

▽
対
象
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事
業

所
得
者
な
ど
）

還
付
相
談
も
2
月
1

日
か
ら

3

月
認

日
ま
で
館
林
税
務
署
で
行
わ
れ
ま
す
。

土
曜
・
平
日
、
時
間
等
は
当
税
務
署
⑰

4
3
7
3

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
確
定
申
告

の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

お
忘
れ
な
く
／
．

税
金
の
申
告
に
は

保
険
料
の
届
出
も

自
分
の
資
産
を

縦
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

3

月
1

日
か
ら

2
0日
ま
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
で
す
。

台
帳
は
土
地
、
家
屋
な
ど
所
有
資
産

に
応
じ
て
賦
課
の
基
準
と
な
る
大
切
な

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
所
有

資
産
を
確
か
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す

゜

ヵ

そ
の
際
、
台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
3

月

3
1日
ま
で
に

明
和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税

務
課
）
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

ロ

り
ま
す
。

昨
年
の
1

月
か
ら
認
月
ま
で
に
納
め

る
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
納
保
険
料
を
納
付
し
た
場

合
や
追
納
し
た
場
合
も
対
象
に
な
り
ま

す
。確

定
申
告
時
に
は
、
領
収
書
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
。

環
境
と
文
化
に
関
す
る

意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い

環
境
庁
で
は
、
環
境
と
文
化
の
問
題

に
関
し
て
日
頃
感
じ
、
考
え
て
い
る
あ

な
た
の
意
見
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〇
送
付
先
1
1

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
で

〒

1
0
0千
代
田
区
霞
が
関
l
|
2
|

2

環
境
庁
「
環
境
と
文
化
」
係

〇
締
め
切
り
1
1
2

月

2
8日
因

※
詳
し
く
は
、
環
境
庁

(
6
0
3
ー

5
8
0
ー

1
3
7
3
)
へ
。

平成元年分の国民年金保険料

ヽ疋—L 額 保 険 料

( 1 月～ 3 月 l 力月 7,700円) 95,100円

4 月～ 12 月 1 カ月 8,000円

'疋- 額＋ 付加保険料

( 1 月～ 3 月 1 カ月 8,100円) 99,900円

4 月～12月 1 カ月 8,400円

村 の ろ
っ

—‘‘ 
し

き

14 日

17 日

ヶ

20 日

22 日

23 日

2 月

西小新入生 1 日入学

防災ママさん講習会閉講式

明中新入生 1 日入学

18 日｛衆院選•最高裁国民審査投

票日

体育館利用団体協議会

東小新入生 1 日入学

村議会臨時会

平成 2 年度予算内示

婦人健康大学終了式

28 日｛保育園卒園記念写真撮影

（東・中・西）

ヶ

ヶ

3 月

10 • 11 日 公民館まつり

館
林
高
等
技
術

専
門
校
生
徒
募
集

〇
募
集
科
目
1
1

機
械
科
3
0名
、
自
動
車

整
備
科
3
0名
、
板
金
科
2
0名

〇
応
募
資
格
1
1

中
学
校
を
卒
業
し
た
方

（
見
込
み
も
含
む
）

0

受
付
期
間
1
1
3

月
認
日
同
1
1
7日
田

※
詳
し
く
は
、
当
校

(
6
7
2
_
0
2
2

9
)
へ
。

当
館

(
6
5
2
|
2
2
1
 

お
い
で
く
だ
さ
い

「
東
毛
の
絵
馬
展
」
へ

0
と
き

1
1
2

月

1
7日
山
＼
3

月

1
1日
口

0
と
こ
ろ

1
1

東
毛
歴
史
資
料
館
（
尾
島

町
）

※
詳
し
く
は
、

5
)
へ
。

商
業
登
記
簿
等
の

閲
覧
が
有
料
に

登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿
及
び

各
種
の
法
人
の
登
記
簿
の
閲
覧
は
、

2

年
4

月
1

日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。

今
月

の
納
め

国
民
年
金
、
水
道
料
で
す
。

納
期
限
は
2

月

2
8日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※予定ですので変わる場合もあります

一
寄
付
あ
り
が
と
う
一

0
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
八
十
一
万
五
千
円
余

0
堀
口
三
四
さ
ん
（
須
賀
）
は
五
万
円

0
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
谷
津
嘉
章
さ
ん
は
十

六
万
円
余

〇
奈
良
晴
雄
さ
ん
（
田
島
）
は
十
万
円

蒼
江
森
洋
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
五
万
円

0
明
和
村
商
工
会
は
十
二
万
三
千
円

®
砂
賀
隆
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
十
万
円

0
野
本
孝
蔵
さ
ん
（
千
津
井
）
は
五
万
円

0
野
木
村
俊
一
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
五
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局
館
林

出
張
所

(
6
7
2
|
3
1
3
9
)へ
。

妊
健
診

0

日
時

1
1
2

月

1
5日
因
午
後

1

時
1
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

婦

0

毎
月
第
3

木
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0

日
時

1
1
2

月

1
5日
困

1
0時
1

午
後
3

時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

0

毎
月
第
1

木
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

午
前

口木

0

日
時

1
1
2

月

1
5日
困

3

月

6

日
因
午
前

9

時
3
0分
1
1
0

時
3
0分
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

健

康

吾火
咄

0

毎
月
第
2

木
曜
日
の
午
後
1

時

1
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

恩
乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ



第341号 広 報 め い わ 平成 2 年 2 月 10 日 (10) 

`
`
`
`
`
`
`
t
t
ヽ
t
t
t
`
‘
‘
、
日
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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`
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9

9

 

i
戸
人
人
人
人
人
～

)

3

6

,

 

”
口
在
，

5
5
0

き
ー

1
,

、

6
3
4
9
2
4
2
5

亡
出
一

~
人
瞑
広
直
5
5

謬
死
転
5

，
中~
の
町
数
ば
月
訊
以
t

~
村
2

帯
D
t
男
女
（
印
A
l
~

[
世
人
出
転
；

, 

, 

が
"
`
i
i

l
l
l

i

こ：
館林邑楽地区 館林地区 千代田

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

2 月 18 日
真中医院大神医院 大塚医院云（72)0176 寺内医院 小西医院

曜 云（72)1630 云（62)2200 ff (72) 3031 云（86)2261 

2 月 25 日
白沢医院川田（耳）医院 記念病院云（72)3155 礫川堂医院 館林地区が

当 云（72)1600 云（72)3314 神尾医院ff(75) 1288 云（74)0184 担当します

3 月 4 日
落合医院原医院 後藤内科ff(72) 0134 永寿堂医院 竹越医院

番 合 (72) 3160 云（72)1936 ゆたか医院 ff (73)7308 云（72)4469 云（84)3137

3 月 11 日
根岸医院小倉医院 上野医院云（72)3330 海宝医院 館林地区が

医
合 (72) 3262 云（72)0606 森下医院云（73)7776 云（74)0811 担当します ; でで; 

3 月 18 日
古屋病院川村医院 清河堂医院云（72)3070 津久井医院 館林地区が

ff (63) 6161 云（72)1337 安楽岡医院云（72) 0572 云（72)3316 担当します

三00°゜ 婁
鱚

`u-
— 

千
津
井
・
2

歳

今h‘

成合

文
ち
ゃ
ん

0文ちゃん……「お外がとっても好き 。
おひさまがでているときのブランコ乗りや

散歩が大好きなんだ」
0 お母さん……「日々におしゃまになります。
ときどきお兄ちゃんとケンカをしますが、
毎日楽しそうに良く遊びます。このまま素
直な優しい子に育ってほしいです」

茂美・孝子さんの長女

※広報係では「わが家の華」の登場者を募集しています。

どしどし応募、連絡ください。 (84-3111 へ）

1 月の

責

Zl 

救急車出動回数
•交通事故 1 件

●急病 12 件

•その他 3 件

●計 16 件

名てあキ
一
ー
＼

口
，
ぼ
く
た
ち
へ'
l
I
I
I
I
I
I
I
]

ガ
-

,

'

/

 

一
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
一

一
ゃ
ん
、
父
母
、
お
友
達
、
ま
ん
一

一
が
、
イ
ラ
ス
ト
、
風
景
な
ど
何
一

i
ん
で
も
い
い
よ
。
ハ
ガ
キ
に
書
i

一
い
て
役
場
広
報
係
に
送
っ
て
ね
。
一

口
庄
所
、
氏
名
、
年
齢
も
忘
れ
ず
一

一
書
い
て
ね
。
ま
っ
て
ま
ー
す
。
一

r
l
_
1

ー

1
9
1

ー

1

_
_
_
_
_
_
 
1

ー

1
1

ー

1
9
9
1

ー

1
9
1
9

_

_

_

 1
9
9
_
L
 

戸

もしふ芯万

の
も
と
あ
さ
こ
ち
ゃ
ん

(
5
歳
・
千
津
井
）

ù __ 

明
和
村
大
字
新
里

2
8
8

明
和
村
役
場
広
報
係

じ
ゅ
う
し
ょ

な
ま
え

と
し

81 82 76 90 77 71 89 60 73 64 60 61 7 4 儡

修好義良俊貴林歳 つ 一世
開ぎ猛 帯

三雄長典一義子松 子 雄主

川田梅江上下千大入須新下新地
江江津佐ケ 江

俣島原口黒黒井貫谷賀里黒里区

嬌汲妬妬％％％％％％％翠駕開

1
1

お
く
や
み
I
I

岡内関富田柳木折小峯北杉小
田山口塚口井村原松崎野田林氏

絵原
有麻 理愛も美純認騎 麻ま達歩点隼名
加実諒h恵実み子子こ澄汀捻衣也美み人

藤奈江飯船野野加岩関田福松
野良森塚田木本藤崎根村島原氏
虎村

た之邦卜 雅順茂ぅ利恒静 名
ま助雄ミ淳男蔵治た親次子清

清恵 範俊秀 政正裕保
博博 操晃 徹護

司司 幸男世 史男一者

長二長長二三長二長長長長長続
女女男女女女女男女女男女男柄

江新下中大川下大南千須梅南地
江 江佐大津 大

口里黒谷輪俣黒貫島井賀原島区

％％％％％翠峯因郊％％％％開普

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

^ 
`<

お
く
や
み
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大きく

成長

1 年の成長ぶり披露。園児が熱演「おゆうぎ会」

（記事 9 p) 
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スタ_ 
ト／

終

し----- 9-

〇
衆
議
院
議
員
選
挙

・
当
日
有
権
者
数
七
、
五
四
七
人

•
投
票
者
総
数
六
、
七
七
二
人

（
う
ち
▼
有
効
票
六
、
六
八
六
票
▼

無
効
票
八
六
票
）

．
棄
権
者
数
七
七
五
票

•
投
票
率
八
九
・
七
―
二
％

0
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

・
当
日
有
権
者
数
七
、
五
四
七
人

•
投
票
者
総
数
六
、
六
一
九
人

（
う
ち
▼
有
効
票
六
、
一
六
七
票
▼

無
効
票
四
五
一
票
▼
持
ち
帰
り
一

票
）

．
棄
権
者
数

•
投
票
率

九
二
八
票

八
七
・
七
0
%

ゎる

⑯
須
永
徹
（
社
新
）
八
九
、
三
五
二
票

⑮
中
島
源
太
郎
（
自
前
）
八
0
、
二
0
五
票

®
笹
川
亮
（
自
前
）
七
二
、
三
ニ
ニ
票

一
九
九
0
年
代
の
ス
タ
ー
ト
ー
ー
。
今
後
の
政
治
を
方

向
づ
け
る
第
三
十
九
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
二
月
十

八
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
で
は
一
、
二
、
三
区
と
も
そ
れ
ぞ
れ
定
数
よ
り
二

ー
三
人
を
超
え
る
立
候
補
者
が
あ
り
近
年
に
な
い
激
し
い

選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
投
票
率
は
、

厳
冬
の
季
節
に
し
て
は
朝
夕
や
や
冷
え
た
も
の
の
春
先
を

思
わ
せ
る
暖
か
さ
と
あ
っ
て
高
率
で
し
た
。
全
国
平
均
七

三
・
三
一
％
、
本
県
平
均
七
九
・
八
五
％
、
本
村
平
均
八

九
・
七
三
％
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
和
村
、
太
田
市
、
館
林
市
な
ど
選
挙
区

の
二
区
（
定
員
―
二
）
で
は
、
須
永
徹
・
中
島
源
太
郎
・
笹

川
甕
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）

®
谷
津
義
男
（
自
前
）
七
一
、
五
四
五
票

小
菅
啓
司
（
共
新
）
六
、
0
0
四
票

（
無
効
二
、
四0
九
票
、
不
受
理
、
持
ち

帰
り
六
票
）

明
和
村
の
投
票
結
果

2 月 27 日、村選挙管理委員会による衆院選投票成績優良地区の表彰式
が行われ、あと 3 人でパーフェクトだった 1 位の入ヶ谷をはじめ、下江

黒・斗合田を優良地区として、また、前回の投票率を上回った斗合田・

上江黒・千津井·江ロ・中谷・梅原地区を努力賞として表彰しました。

衆
院
選
結
果
（
群
馬
2

区
）

衆院選地区別投票調べ

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 297 人 274 人 23 , ¥ 92 26 % 3 位

下江黒 253 238 15 94.07 2 

上江黒 398 361 37 90.70 , 
千津井 452 415 37 91.81 4 

江 口 477 434 43 90.99 8 

田 島 422 386 36 91.47 5 

南大島 905 804 101 88.84 13 

新 里 750 650 100 86 67 15 

中 公ロ 551 454 97 82.40 16 

梅 原 646 589 57 91 18 7 

JI I 俣 308 269 39 87.34 14 

須 カ只ロ 376 338 38 89.89 12 

大 輪 671 608 63 90.61 11 

入ヶ谷 92 89 3 96 74 1 

矢 島 515 467 48 90 68 10 

大佐貫 434 396 38 91.24 6 

計 7,547 6,772 775 89.73 \ 

三
農
協
（
館
林
・
明
和
・
千
江
田
）

3

月
1

日
合
併

館
林
市
農
協
、
明
和
村
農
協
、
千
江

田
農
協
の
三
農
協
が
三
月
一
日
、
合
併

し
ま
し
た
。
国
際
化
、
金
融
自
由
化
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
段
と
厳

し
い
な
か
、
こ
れ
等
に
適
格
に
対
応
す

る
た
め
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

新
名
称
は
館
林
市
農
協
と
な
り
、
従

来
の
明
和
村
農
協
は
佐
貰
支
所
と
梅
島

支
所
に
、
千
江
田
農
協
は
千
江
田
支
所

に
な
り
ま
す
。

新
農
協
組
合
長
に
長
倉
孫
―
―
一
さ
ん

（
前
市
農
協
長
）
、
副
組
合
長
に
新
井
初

太
郎
さ
ん
（
前
千
江
田
農
協
長
）
、
専
務

に
坂
上
貞
雄
さ
ん
（
前
明
和
農
協
長
）

と
中
里
利
男
さ
ん
（
前
農
協
副
組
合
長
）

が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
レ
ベ
ル
で
は
、
部
制
を

採
用
し
大
幅
な
機
構
改
革
を
実
施
、
効

率
化
、
組
織
強
化
を
は
か
り
グ
ロ
ー
バ

ル
な
事
業
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

第
2

回
村
議
会
臨
時
会
]

：
主
な
内
容

保
育
料
徴
収
条
例
一
部
改
正

平
成
二
年
四
月
（
平
成
二
年
度
）
か

ら
保
育
園
の
保
育
料
が
口
座
振
替
え
と

な
り
ま
す
。

農
業
委
員
の
選
任

議
会
推
藤
に
よ
る
農
業
委
員
に
、
坂

上
貞
雄
さ
ん
（
中
谷
•
5
8
歳
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。



(3) 平成 2 年 3 月 10 日 広報めいわ 第342号

群馬二区候補者別得票状況

谷津義男
71.545票
(22.4%) 

笹川尭
72,322票
(22.6%) 

小菅啓司
6,004票
(1. 9%) 
\ 

須永徹
89.352票

総数

319.428票

(28.0%) 

中島源太郎
80,205票
(25.1 %) 

邑楽郡内候補者別得票状況

笹｝

小菅啓司
848票
(1.4%) 

谷津義男
26.847票
(44. 3%) 

＜衆院選群馬二区候補者別得票数＞

石 須永 徹 中島源太郎

明和村 1,265 栗 632 票

板倉町 1,193 632 

千代田町 1,576 1,274 

大泉町 6,901 6. 237 

邑楽町 4,004 3,.325 

小計 14,939 12,100 

尾島町 2,090 6,060 

新 田 町 5,374 6,846 

藪塚本町 2,771 1,848 

笠懸村 3,902 1,679 

小計 14,137 16,433 

大間々町 4,204 1,872 

館林市 9,139 2,956 

太田 市 25,559 39,572 

桐生市 21,374 7,272 

小計 56,072 49,800 

合計． 89,352 80,205 

90 年代

衆院選

〈最高裁国民審査結果（明和分）〉

罷免を可 罷免を可
裁判官氏名 とする としない

投票数 投票数

奥野久之 525 5,642 

貞 家克 己 505 5,662 

中 島敏次郎 504 5,663 

園部逸夫 501 5,666 

四ツ谷 厳 494 5,673 

橋元四郎平 452 5,715 

大堀誠一 442 5,725 

草場良八 423 5,744 

計 3,846 45,490 

小菅啓司 笹川 二幸 谷津義男 計 投票率

93 菜 750 票 3,946 架 6,686 票 89. 73 % 

106 1,573 7,083 10,587 90.28 

80 698 3,656 7,284 88.57 

351 1,840 5,167 20,496 77.52 

218 1,021 6,995 15,563 86.51 

848 5,882 26,847 60,616 84.39 

69 442 377 9,038 85.59 

170 1,772 1,728 15,890 82.98 

141 3,254 1,172 9,186 83.14 

244 5,424 876 12,125 81.52 

624 10,892 4,153 46,239 83.12 

285 6,124 1,176 13,661 79.89 

748 2,989 29,610 45,442 83.41 

1,163 5,287 5,639 77,220 79.90 

2,336 41,148 4,120 76,250 79.80 

4,247 49,424 39,369 198,912 80.64 

6,004 72,322 71,545 319,428 81,65 



第342号 広 報 め い わ 平成 2 年 3 月 10 日
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防
犯
灯
の
設
置
数

設
置
基
準
は

質
問
1
1

村
の
防
犯
灯
の
設
置
数
、
設
置

基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
寿
学
級
生
〕

村
全
域
で

二
0
九
ヵ
所
設
置

村
長
1
1

設
置
数
は
村
全
体
で

2
0
9
ヵ
所
。

村
長
1
1

地
域
を
中
心
に
か
な
り
の
反
対

が
あ
っ
た
。
署
名
運
動
で
約
五
千
二
百

名
の
署
名
が
あ
り
、
県
、
村
な
ど
関
係

機
関
に
反
対
陳
情
が
出
さ
れ
た
。
こ
う

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
申
請
が
取
り
下

げ
ら
れ
、
代
っ
て
貸
倉
庫
建
設
申
請
が

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
違
う
人
が

濃
再
申
請
す
る
よ
う
な
事
も
耳
に
し
て
い

木

る
る
の
で
、
慎
重
に
動
向
を
見
守
っ
て
い

，
え一
答
き
た
い
と
思
う
。

一
こ
名

村のトップを招いて、村の情勢等、ヒザを

交え話し合う「村長と語る」が昨年12月開か

れ例年好評で、この日も60人ほどが参加。終

始和やかに進められ有意義な半日を過ごしま

した。その要旨を紹介してみましょう。

(4) 

慎
重
に
動
向
を

見
守
っ
て
い
き
た
い

大
佐
貫
地
内
の
ゲ
—
ム
場

建
設
の
件
は
ど
う
な
っ
た
か

寿
学
級

ヒ
ザ
を
交
え
、
村
長
と
懇
談

・
婦
人
学
級
生

設
置
基
準
は
特
に
設
け
て
あ
り
ま
せ
ん
。

区
長
さ
ん
か
ら
申
請
さ
れ
た
も
の
を

調
査
検
討
し
設
置
し
て
い
る
。

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
相

当
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
管
理
運
営

（
電
球
取
替
え
、
電
気
料
等
）
が
役
場

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
区
、
地

域
で
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
含
め
、

近
隣
市
町
村
状
況
も
踏
え
検
討
し
た
い
。

質
問
1
1

大
佐
貫
の
ゲ
ー
ム
場
建
設
に
は
、

多
く
の
反
対
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
宅
地

の
大
木
の
処
置
は
ど
う
な
の
か
。

〔
寿
学
級
生
〕

一
方
、
当
地
は
、
長
期
間
住
人
が
不

在
の
た
め
立
木
等
が
繁
る
な
ど
荒
廃
宅

地
化
し
そ
の
た
め
近
隣
が
迷
惑
し
て
い

る
。
か
と
い
っ
て
、
こ
ち
ら
で
勝
手
に

切
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
地
権
者
と

連
絡
を
と
り
区
長
さ
ん
と
も
相
談
し
な

が
ら
善
処
し
た
い
。

雑
排
水
処
理

村
の
対
応
は
ど
う
な
の
か

質
問
1
1

生
活
雑
排
水
浄
化
処
理
の
村
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
寿
学
級
生
〕

浄
化
槽
設
置
者
に

補
助
金
を
交
付

村
長
1
1

方
法
と
し
て
①
流
域
下
水
道
処

理
②
集
落
排
水
処
理
③
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
補
助
が
あ
る
。

現
在
、
本
村
で
は
比
較
的
現
実
性
が

高
い
、
設
置
者
に
補
助
金
を
出
す
③
の

方
法
を
普
及
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
方

法
は
県
下
で
昭
和
6
3年
度
か
ら
開
始
さ

れ
、
本
村
で
は
平
成
元
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
す
で
に

1
1件
の
申
請
が
あ

っ
た
。
補
助
金
に
は
ラ
ン
ク
が
あ
り
、

5

人
槽
3
0万
円
、
6
\
7

人
槽
4
5万
円
、

8
1
1
0人
槽
6
0万
円
を
補
助
し
て
環
境

保
全
と
公
衆
衛
生
向
上
に
努
め
て
い
る
。

村
に
3
1基
の
放
送
塔

お
お
む
ね
全
域
カ
バ
ー

屋
外
放
送
が
闇
え
な
い

そ
の
対
策
は

質
問
1
1

屋
外
放
送
が
よ
く
聞
え
な
い
の

で
、
そ
の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

〔
舟
学
級
生
〕

村
長
1
1

村
全
体
で
3
1基
の
放
送
塔
が
あ

る
。
一
基
あ
た
り
半
径
四
百
ぃ
い
が
有
聴

範
囲
と
な
っ
て
お
り
、
理
論
的
に
は
お

お
む
ね
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
が
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
窓
等
の
普

及
に
よ
り
住
宅
の
良
さ
、
風
向
き
、
あ

る
い
は
立
木
等
で
、
屋
内
で
の
聞
え
は

必
ず
し
も
十
分
で
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

懇談に花が咲く

質
問
1
1

水
道
で
ア
イ
ロ
ン
の
噴
出
口
や

コ
ッ
プ
の
ふ
ち
に
白
い
粉
の
よ
う
な
も

の
が
付
着
す
る
が
ど
う
な
の
か
。
｀

〔
寿
学
級
生
〕

\ 

水
道
に
白
い
粉
が

心
配
な
い
か

ん
。
実
は
私
の
家
で
も
聞
え
は
良
い
方

で
は
な
い
。

か
と
い
っ
て
、
無
秩
序
、
無
計
画
に

建
て
た
の
で
は
、
逆
に
共
鳴
し
て
し
ま

う
な
ど
、
聞
こ
え
て
い
た
も
の
が
聞
き

ず
ら
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。



`””～べ—

わ

砂賀光男さん

第342号

多田よしさん
質問にたつ学級生

本沢神次さん

鯉沼せきさん

富塚文吉さん

村
長
1
1

ま
ず
、
順
序
と
し
て
道
路
浴
線

地
権
者
の
同
意
書
を
添
付
し
、
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
申
請
し
て
い
た
だ
く
、
村

で
は
そ
れ
を
ま
と
め
て
道
路
審
議
会
に

図
り
、
優
先
順
位
等
を
決
め
る
。

一
年
間
約
五
千
2
い
の
改
良
を
計
画
し

て
い
る
。
現
在
、
す
で
に
二
万
ぃ
ぃ
分
（
四

質
問
1
1

村
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
は
、

ど
ん
な
計
画
が
あ
る
の
か
。
応
募
さ
れ

た
ア
イ
デ
ア
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て

ほ
し
い
。
〔
寿
学
級
生
〕

村
の
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
は

/ 

水
が
梗
い
た
め
で
あ
る
が

心
配
な
い

村
長
1
1

殺
菌
は
塩
素
を
使
っ
て
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
明
和
で
も
塩

素
消
毒
を
し
て
い
る
。
法
に
基
づ
い
て

定
期
的
に
水
質
検
査
も
実
施
し
、
保
健

所
と
も
連
絡
を
と
っ
て
検
査
し
た
が
何

ん
ら
必
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
の
件
は
、
水
の
硬
度
が
幾
分
高

い
た
め
、
石
灰
質
が
付
着
す
る
が
、
健

康
上
ま
っ
た
＜
問
題
な
い
。
専
門
的
に

硬
水
と
い
っ
て
酒
造
に
適
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

質
問
1
1

道
路
の
改
修
補
修
計
画
を
、
村

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

〔
痔
学
級
生
〕

申
請
が
多
く

消
化
が
ま
に
あ
わ
な
い

道
路
の
改
修
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

年
分
）
の
申
請
が
あ
り
、
す
ぐ
申
請
い

た
だ
い
て
も
四
年
は
か
か
っ
て
し
ま
う

の
が
現
状
。

何
ん
と
か
ピ
ッ
チ
を
早
め
た
い
が
、

予
算
、
職
員
数
等
の
こ
と
も
あ
る
の
で

可
能
な
限
り
努
力
し
た
い
。

静
か
な
那
屋
が

ほ
し
い

質
問
1
1

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
静
か
な

部
屋
が
ほ
し
い
。
〔
婦
人
学
級
生
〕

村
長
1
1

老
人
の
健
康
増
進
、
教
養
向
上

を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
す

か
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
く
利
用
い
た
だ

』
く
の
が
よ
り
良
い
こ
と
。
カ
ラ
オ
ケ
を

遠
慮
し
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、
そ
う
い
う
時
は
談
話
室
な
ど
ほ

か
の
部
屋
を
使
っ
て
ほ
し
い
。
将
来
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
計
画
な
の
で
、

そ
の
際
検
討
し
た
い
。

み
ん
な
で
楽
し
く

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

村
長
1
1

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
区
民
あ
る

い
は
役
員
さ
ん
、
議
員
さ
ん
、
役
場
職

員
等
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
た
。
そ

の
結
果
、
1
1
9
件
の
応
募
が
あ
り
上
位
五

位
を
紹
介
す
る
と
1

位
…
公
園
（
ふ
れ

あ
い
広
場
、
運
動
公
園
な
ど
）
▼
2
位

…
遊
歩
道
（
桜
並
木
な
ど
）
▼
3
位
…

国
際
交
流
（
姉
妹
都
市
、
交
換
学
生
な

ど
）
▼
4
位
…
伝
統
文
化
の
育
成
（
祭
り
、

博
覧
会
な
ど
）
▼
5
位
…
健
康
体
力
づ

く
り
（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
）
で
し
た
。

ア
イ
デ
ア
審
議
委
員
会
で
検
討
の
結
果
、

最
多
の
ふ
る
さ
と
公
園
に
決
ま
っ
た
。

構
想
と
し
て
は
、
大
き
な
公
園
を
つ

く
り
、
そ
の
一
角
に
、
勤
労
会
館
、
図

書
館
と
か
を
併
用
で
き
る
大
き
な
建
物

を
つ
く
る
。
駐
車
場
、
維
持
管
理
費
等

を
考
え
た
場
合
、
個
々
に
つ
く
る
よ
り

効
率
的
で
あ
る
。
同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
施

設
も
備
え
、
老
若
男
女
が
一
日
中
、
楽

し
め
る
運
動
総
合
公
園
的
な
も
の
を
考

え
て
い
る
。

館
林
市
と
の

合
併
肉
題
は

質
問
1
1

明
和
村
、
千
江
田
、
館
林
市
の

三
農
協
が
合
併
す
る
が
、
館
林
市
と
明

＿
＿
九
件
の
応
募

総
合
運
動
公
園
を
計
画

〔
寿
学
級
生
〕

農
協
合
併
と
自
治
体
と
の

合
併
は
ち
が
う

村
長
1
1

館
林
市
と
の
合
併
問
題
は
、
静

か
な
う
ち
に
結
論
、
決
着
を
得
る
と
い

う
こ
と
で
前
村
長
さ
ん
当
時

(
6
3年4

月
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
僅
差
で
は
あ
る
が
賛
成

を
反
対
が
上
回
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は

住
民
が
五
年
以
上
も
の
間
、
考
え
て
き

た
結
果
が
こ
う
な
っ
た
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

館
林
市
、
明
和
村
、
千
江
田
の
三
農

協
の
合
併
が
三
月
一
日
に
決
ま
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
即
、
自
治
体
も
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
自
治
体
の
合
併
と
利
益
を
追
求
す
る

組
合
員
組
織
の
協
同
組
合
と
の
合
併
と

は
基
本
的
に
違
う
と
認
識
し
て
い
る
。

農
協
を
含
め
金
融
関
係
で
は
、
国
際

化
、
金
融
自
由
化
を
迎
え
一
段
と
厳
し

い
状
況
だ
。
大
手
都
市
銀
行
な
ど
で
も

合
併
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
等
に
対
応
す
る
に
は
組
織
の
強

化
、
ス
ケ
ー
ル
化
が
必
要
だ
。
本
県
で

は
、
最
終
的
に
県
下
1
1ぐ
ら
い
に
ま
と

ま
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
農
協
合
併
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
で
、
最

初
に
ま
と
ま
っ
た
の
が
今
回
の
合
併
と

い
え
る
。
で
す
か
ら
先
述
し
た
よ
う
に

農
協
が
合
併
し
た
か
ら
す
ぐ
自
治
体
も
｀

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て

館
林
市
と
の
合
併
問
題
は
、
一
応
、
白

紙
に
戻
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

和
村
の
合
併
問
題
は
ど
う
な
る
の
か
。

白
紙
に
戻
っ
た
の
か
。
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社
会
体
育
館
、
小
・
中
学
校
の
校

庭
、
利
根
川
総
合
運
動
場
を
利
用
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要

で
す
。

こ
れ
等
の
施
設
は
、
皆
様
に
公
平
、

円
滑
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
代
表

者
会
議
を
開
き
、
そ
の
席
上
で
登
録

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
日
時

1
1
3

月
2
0
日
因
午
後7
時

＊
会
場

1
1

中
央
公
民
館
会
議
室

＊
対
象

1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の

監
督
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
社
会
体
育
館
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

登
録
を

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

新
年
度

幸

先
館

2
6

せ
育

4
6

わ
体
一

合
会

8
4

い
社

6

問

5

人
以
上
で
O
K

〇
保
険
料
（
年
額
1
人
あ
た
り
）

▽
子
ど
も
会
な
ど
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
の
グ
ル
ー
プ

3
6
0

円

▽
文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
グ
ル
ー
プ
、

老
人
の
グ
ル
ー
プ

5
0
0

円

▽
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
な
ど
地
域
ス
ポ
ー

ッ
グ
ル
ー
プ
、
会
社
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
同
好
会
な
ど
1
、
1
0
0
円

〇
対
象
と
な
る
事
故

▽
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故
▽
往
復
途

上
の
事
故

〇
保
険
期
間

▽
平
成
2
年
4
月
1
日
1
3

年
3

月
3
1

日
ま
で
の
1

年
間

〇
補
償
の
内
容

最
高
1

、

4
0
0

万
円
、
入
院
1

日

に
つ
き
4
、
0
0
0

円
、
通
院
1
日
に

つ
き
1
、
3
0
0

円
…
…
な
ど
。

※
詳
し
く
は
社
会
体
育
館
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
を

登
録
（
更
新
）
を
し
ま
し
ょ
う

総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
現
在

登
録
利
用
し
て
い
る
者
で
、
4
月
以
降

続
け
て
利
用
し
た
い
者
は
更
新
手
続
き

を
、
ま
た
新
規
利
用
者
も
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
更
新
登
録
1
1
3

月
中

＊
新
規
登
録
1
1
3

月
か
ら
随
時

＊
利
用
会
費
1
1
2

、

0
0
0

円

＊
申
込
み
1
1

社
会
体
育
館
へ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は

大沢光則さん 金子

令
受

賞
〉

博さん

群
馬
隈
ス
ポ
ー
ツ
賞

｀
い
に
汀
[
)

表
彰
。

〇
功
労
賞

金
子
博
さ
ん
（
中
谷
）
、
県
立
西
邑
楽

高
校
教
員
。
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
で
国
体
連
続
二

0
回
出
場
、
優
勝

含
め
十
七
回
が
五
位
圏
内
入
賞
。
同
校

レ
ス
リ
ン
グ
部
監
督
と
し
て
後
輩
の
指

導
育
成
に
活
躍
。

0
優
秀
選
手
賞

大
沢
光
則
さ
ん
（
新
里
）
、
館
林
商
工

高
校
三
年
。
カ
ヌ
ー
部
。
昨
年
北
海
道

夏
季
国
体
で
カ
ヌ
ー
少
年
男
子
で
優
勝

を
は
じ
め
各
種
大
会
で
活
躍
。

桑
原
体
育
賞
・

シ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

い
す
れ
も
一
年
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
で

() 
活
躍
し
た
人
を
表
彰

0
桑
原
体
育
賞

大
沢
光
則
さ
ん
（
新
里
）
、
島
田
英
和

さ
ん
（
館
林
市
）
、
い
ず
れ
も
館
林
商
工

高
校
三
年
、
カ
ヌ
ー
部
。
国
体
に
出
場

活
躍
。

0
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

松
崎
浩
樹
さ
ん
（
南
大
島
）
、
青
木
博

史
さ
ん
（
太
田
市
）
、
い
ず
れ
も
館
林
商

工
高
校
三
年
、
カ
ヌ
ー
部
。
高
校
総
体

な
ど
で
活
躍
。

第
1
2回
太
田
市
近
接
少
年
サ
ッ
カ
ー
一

[
大
会
結
果
太
田
市
教
委
主
催

冷
3

位
入
賞
（
参
加
3
8チ
ー
ム
）

明
和
F
C

（
コ
ー
チ1
1

落
合
康
秀
、

主
将
1
1

鯉
沼
寛
之
「
西
小
6

」
部
員

1
1
3
7
人
）
。

▼
一
回
戦
…
明
和
F
C
3

_
_
 
〇

桐
生
北
少
年
F
C

マ
一
回
戦
…
明
和

F
C
2
|
0

桐
生
東
小
F
C

▼

三
回
戦
…
明
和
F
C
2
|
0

太

田
中
央
F
C

▼
四
回
戦
…
旭
小
F
C

3
|
0

明
和
F
C

平
成
元
年
度
村
内
バ
レ
ー

ホ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
大
会
結
果

*
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
参
加
4

チ
ー
ム
）

▼
一
位
…
江
口
新
生
B
（
代
表
、

高
橋
キ
ヨ
シ
）
マ
一
位
…
チ
ェ
リ
ー

ズ
（
代
表
、
田
ロ
セ
ッ
子
）
マ
ニ
位

ム
ー
ン
（
代
表
、
長
谷
川
幸
子
）
▼

四
位
…
ウ
ィ
ン
グ
ス
（
代
表
、
奈
良

明
子
）

O
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
参
加
5

チ
ー
ム
）

▼
一
位
…
明
和
ク
ラ
ブ
（
代
表
、

峯
崎
京
子
）
マ
一
位
…
つ
く
し
（
代

表
‘
蓮
見
良
子
）
マ
ニ
位
…
キ
ャ
ッ

ツ
愛
（
代
表
、
島
田
和
栄
）
▼
四
位

…
江
口
新
生
A
（
代
表
、
門
倉
セ
ッ
）

▼
五
位
…
愛
好
会
（
代
表
、
須
加
ミ

工
子
）
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関口与志男さん

全国←三2

霞
昨
年
、
四
月
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和

第
一
団
が
発
足
。
館
林
市
な
ど
近
隣
既

存
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
な
ど
多
数
が
出

席
、
発
団
を
祝
い
ま
し
た
。
以
来
、
村

民
体
育
祭
の
プ
ラ
カ
ー
ド
持
ち
、
村
文

化
祭
に
は
、
空
カ
ン
を
使
っ
て
干
支
の

馬
を
つ
く
り
、
環
境
美
化
、
ノ
ー
ポ
イ

運
動
の
啓
も
う
な
ど
の
活
動
を
続
け
て

関
口
さ
ん
は
長
年
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
邑
楽
郡
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡

協
議
会
々
長
の
要
職
に
あ
り
、
ま
と
め

役
と
し
て
活
躍
、
地
域
に
密
着
し
ふ
れ

あ
い
活
動
を
展
開
。

「
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
心
」
、

「
団
体
行
動
の
大
切
さ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
常
に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、

語
り
あ
い
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。「

勇
気
と
忍
耐
」
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
た
め
、
子
ど
も
会
活
動
に
「
野
外
キ

ャ
ン
プ
」
を
導
入
し
た
り
、
自
然
を
愛

し
環
境
美
化
意
識
の
向
上
を
I

と
、

サ
ケ
稚
魚
放
流
（
カ
ム
・
バ
ッ
ク
サ
ー

子
ど
も
へ
の
惜
熱

二
十
年
の
実
績

ヒニ
――呵-'~ 

' 

と
ー• • 

たとでは足に田林ほ い
°感有あしと洋東どこま
激効りて贈行口‘れす
‘にま日らさ l 明等゜
決使せもれん夕和の
意わん浅まーリボ実
をせ゜くしか I I 績
新て貴‘たらクイが
たい重ま゜四ラス認
にたなだ関十ブカめ
しだ資ま係万＾ウら
てき金だ者円会卜れ
いまで十はが長に‘
ますす分→活‘‘こ
し←ので発動鑓館の

館
林
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

明
和
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
4
0万
円
寄
贈

モ
ン
運
動
）
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

な
事
業
を
積
極
的
に
導
入
。

さ
ら
に
三
十
年
以
上
も
の
長
い
間
、

途
絶
え
て
い
た
江
口
地
域
の
「
し
し

舞
い
」
復
活
に
も
一
役
、
む
か
し
の

良
さ
を
現
代
っ
子
に
も
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
、
も
ち
前
の
行
動
力
と
情

熱
で
元
老
た
ち
を
説
得
、
つ
い
に
保

存
会
を
設
立
、
三
年
前
に
は
地
域
の

夏
祭
り
に
あ
わ
せ
自
ら
も
演
じ
「
し

し
舞
い
」
を
初
披
露
絶
賛
を
博
し
ま

し
た
。
郷
土
の
芸
能
、
文
化
に
も
情

熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
子
ど
も
は
国
の
宝
、
将
来
の
担

い
手
、
青
少
年
に
か
け
る
熱
意
は
だ

れ
に
も
負
け
ま
せ
ん
」
と
抱
負
を
語

る
関
口
さ
ん
。
こ
れ
等
一
連
の
熱
意
、

活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
栄

誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
つ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
た
ち

両
氏
は
長
年
村
統
計
調
査
員
と
し

て
貢
献
、
ま
た
、
昧
大
成
は
「
勤
労

統
計
調
査
」
に
協
力

＊
田
部
井
政
雄
さ
ん
（
梅
原
•
5
1歳
）

▼
調
査
員
…
昭
和
5
3年
4

月
か
ら

元
年
三
月
。
調
査
従
事
回
数
8

回
。

0
高
田
啓
一
郎
さ
ん
（
江
口
•
5
5歳
）

▼
調
査
員
…
昭
和
5
4年
4

月
か
ら

現
在
。
調
査
従
事
回
数
5

回
。

〇
昧
大
成
群
馬
工
場

▼
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
協
力

◎
群
馬
県
統
計

協
議
会
長
感
謝
状

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

両
氏
と
も
、
長
年
村
統
計
調
査
員

と
し
て
活
躍

＊
関
口
与
志
男
さ
ん
（
江
口
•
6
3歳
）

▼
調
査
員
…
昭
和
4
2年
8

月
1

現

在
。
調
査
従
事
回
数

2
0回
以
上
▼

明
和
村
統
計
調
査
協
議
会
副
会
長

(
6
2年か
ら
現
在
）

®
薗
部
忠
雄
さ
ん
（
千
津
井
•
5
7歳
）

▼
調
査
員
…
昭
和
4
9年
4

月
1

現

在
。
調
査
従
事
回
数
2
0回
以
上
▼

明
和
村
統
計
調
査
協
議
会
副
会
長

(
6
3年か
ら
現
在
）

◎
群
馬
県
知
事
表
彰

長
年
、
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し

て
交
通
安
全
確
保
、
交
通
事
故
防
止

に
貢
献
。

屯
奈
良
原
昭
三
郎
さ
ん
（
矢
島•
6
1歳
）

▼
館
林
交
通
安
全
協
会
佐
貫
支
部

長
…
昭
和
5
4年
4

月
＼

5
8年
3

月

▼
館
林
交
通
安
全
協
会
明
和
地
区

協
議
会
長
…
昭
和
5
8年
4

月
＼
現

在
。

◎
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
連

合
会
長
・
群
馬
県
警
察
本

部
長
感
謝
状

長
年
、
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し

て
交
通
安
全
確
保
、
交
通
事
故
防
止

に
貢
献
。

0
新
井
幹
一
さ
ん
（
田
島
•
5
9歳
）

▼
館
林
交
通
安
全
協
会
千
江
田
支

部
長
…
昭
和
6
0年
4

月
1

現
在
▼

館
林
交
通
安
全
協
会
明
和
地
区
協

議
会
副
会
長
…
昭
和
6
0年4
月
＼
現
在
。

一

• 
各
氏
と
も
長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
、
そ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
た
び
の
表
彰
、
感
謝
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第
九
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
が
二
月
三

日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
村
内
十

六
地
区
か
ら
一
地
区
三
1

四
人
の
名
手
が
、
カ

ラ
オ
ケ
、
舞
踊
、
民
謡
な
ど
自
慢
の
芸
を
披
露

し
ま
し
た
。

こ
の
日
ば
か
り
は
老
い
を
忘
れ
、
大
ハ
ッ
ス

ル
|
|
ー
°
出
し
物
一
っ
ひ
と
つ
に
盛
ん
な
拍
手

と
笑
い
が
い
っ
ぱ
い
。

「
こ
ん
な
リ
っ
ぱ
な
セ
ン
タ
ー
で
老
人
た
ち

が
一
同
に
会
し
、
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し
め
る

な
ん
て
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
、
幸
せ
で
す
」
と

見
物
人
の
某
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
、
ポ
カ
ポ
カ

の
風
呂
あ
が
り
で
上
機
嫌
で
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
村
で
は
毎
月
定
期
発
行

し
て
い
る
広
報
紙
、
「
広
報
め
い
わ
」
を

一
冊
の
縮
刷
版
に
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
が
変

わ
っ
た
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
の
区
切
り
、

記
録
誌
と
し
て
保
存
し
よ
う
と
編
集
し

た
も
の
で
す
。

大
き
さ
は
B
5

判
、
上
・
下
巻
で
一

セ
ッ
ト
。
五
百
セ
ッ
ト
を
印
刷
。
昭
和

五
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
元
年
三
月
ま

で
の
千
六
百
八
十
ペ
ー
ジ
が
収
録
し
て

あ
り
ま
す
。
頒
布
価
格
は
一
セ
ッ
ト
（
上

・
下
巻
）
で
三
千
五
百
円
で
す
。

ま
だ
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で

購
入
希
望
者
は
早
め
に
役
場
広
報
係

(
6闘
3
1
1
1
)に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

` 
" 

. 

.. 

地
表
十
キ
ロ
か
ら
五
十
キ
ロ
上
空
に

「
オ
ゾ
ン
層
」
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
か

ら
降
り
注
ぐ
有
害
な
紫
外
線
を
吸
収
し

地
球
上
の
生
物
の
命
を
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
オ
ゾ
ン
層
が

破
壊
さ
れ
る
と
、
地
上
に
届
く
有
害
な

紫
外
線
が
増
加
す
る
と
の
調
査
報
告
が

相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
は
有

害
な
紫
外
線
を
浴
び
る
と
、
皮
膚
ガ
ン

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
な
ど
の
小
さ
な
生
物
が
死
ん
で

し
ま
っ
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
て

い
け
ば
、
将
来
、
生
物
の
生
態
系
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
主
な
物
質
が
塩
素
で
こ
れ
を
オ

ゾ
ン
層
ま
で
運
ん
で
い
る
の
が
フ
ロ
ン

な
の
で
す
。

有
害
な
紫
外
線

か
ら
生
命
を
守
る

オ'.).`ン層の保護

フロンを

[]/[ 

ぅろ守を球地

減らし
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一
年
間
の
成
長
ぶ
り
を
披
露
す
る
、
各
保
育
園
（
東
・
中
・

西
）
の
「
お
ゆ
う
ぎ
会
」
が
二
月
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
そ
れ

に
近
在
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
見
物
に
訪
れ
、
園
児
の
り

り
し
い
芸
に
感
激
、
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

寸
劇
、
お
ど
り
、
体
操
な
ど
、
出
し
物
は
盛
た
く
さ
ん
。

顔
に
は
口
紅
、
お
し
ろ
い
で
本
格
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
。
見
物
人

か
ら
「
か
わ
い
い
ね
、
お
じ
ょ
う
ず
ね
」
の
声
が
随
所
で
聞

か
れ
、
見
る
側
も
、
演
ず
る
側
も
一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
月
五
日
、
昔
で
い
う
元
服
|
|
0

立
春
式
が
明
和
中
学
二
年
生
を
対
象
に

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
四

歳
と
い
う
の
は
成
人
へ
の
変
革
の
時
期
、

次
代
を
担
う
た
め
、
誇
り
と
責
任
を
自

覚
し
て
も
ら
お
う
と
村
教
育
委
員
会
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

村
長
、
村
議
会
議
長
、
館
林
警
察
署

長
ら
来
賓
多
数
が
出
席
し
そ
れ
ぞ
れ
、

「
十
四
歳
は
成
人
へ
の
第
一
歩
、
記
念

す
べ
き
日
で
す
。
誇
り
と
自
覚
を
忘
れ

ず
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
る
と
皆

さ
ん
、
真
剣
に
聞
入
り
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

商
品
を
使
お
う

に
フ
ロ
ン
使
用
量

フ
ロ
ン
は
、
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
や
カ

ー
ク
ー
ラ
、
冷
蔵
庫
の
冷
媒
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
集
積
回
路
の
洗
浄
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
フ
ロ
ン
使
用

量
は
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二
位
。

日
本
だ
け
で
世
界
の
フ
ロ
ン
の
一
割
以

上
を
使
い
、
塩
素
を
合
ん
だ
フ
ロ
ン
が

オ
ゾ
ン
層
の
あ
た
り
ま
で
達
す
る
と
、

強
い
紫
外
線
を
浴
び
て
壊
れ
、
中
塩
素

が
飛
び
出
し
オ
ゾ
ン
層
を
壊
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
世
界
の
国
々
は
今
世
紀

末
ま
で
に
フ
ロ
ン
を
全
廃
し
よ
う
と
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ェ
コ
マ
ー
ク
の

日
本
で
は
フ
ロ
ン
が
使
わ
れ
て
い
な

い
ス
プ
レ
ー
に
、
平
成
元
年
四
月
か
ら

「
エ
コ
マ
ー
ク
」
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
商
品
を
日
常
使
う
こ
と
が
地

球
を
取
り
巻
く
オ
ゾ
ン
層
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
上
に
降
り
注
ぐ

有
害
な
紫
外
線
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
よ
う
に
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
が
世
界
第
―
一
位
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ロ ロ

ご
存
じ
で
す
か

扶
養
共
済
制
度

こ
の
制
度
は
心
身
に
障
害
が
あ
る

た
め
に
、
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
そ

の
生
存
中
に
毎
月
一
定
の
掛
金
を
納
め
、

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ

た
心
身
障
害
者
に
終
身
一
定
の
年
金
を
―

支
給
す
る
制
度
で
す
。

0
加
入
で
き
る
保
護
者

0

県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

0

特
別
な
疾
病
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

0

年
齢
が
6
5歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
特

に
今
年
4

月
1

日
で
6
5歳
に
な
る
大
正

1
3年
4

月
2

日
か
ら
大
正

1
4年
4

月
1

日
ま
で
の
方
は
3

月

3
1日
ま
で
に
加
入

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

屯
心
身
障
害
者
の
範
囲

①
精
神
薄
弱
者

②
身
体
障
害
者
の
一
級
か
ら
三
級
の
方

③
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害

◎掛金表

加入時の年齢 掛金月額

3 5 歳未満 1, 4 0 0 円

3 5 歳以上 4 0 歳未満 1, 9 0 0 円

4 0 歳以上 4 5 歳未満 2,600 円

4 5 歳以上 5 0 歳未満 3,200 円

5 0 歳以上 5 5 歳未満 4, 1 0 0 円

5 5 歳以上 6 0 歳未満 5,300 円

6 0 歳以上 6 5 歳未満 6,800 円

を
有
す
る
方
で
、
そ
の
障
害
程
度
が
①

ま
た
は
②
と
同
程
度
の
方

0
年
金
の
支
給

0

一
口
月
々
二
万
円

0

二
ロ
ヶ
四
万
円

〇
掛
金
1
1

別
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

年
金
受
給
者
へ

住
所
変
更
届
は
速
や
か
に

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を
受
け

て
い
る
方
が
、
引
っ
越
し
を
さ
れ
た
り
、

住
所
表
示
が
変
更
さ
れ
た
り
し
て
住
所

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
年
金
の
受
け

取
り
先
を
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
「
住

所
、
支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

届
出
が
遅
れ
る
と
、
各
種
の
通
知
が

届
か
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
の
支
払
が

遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
や
役
場

農
業
生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

優
良
農
地
を
守
る
た
め
に
、
違
反
転
用

ちょっと彗て•，
農地の転用については、
許可頃i出）が必要です。

盛土を行う場合は、

言霜匿轡腐

の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
申
し
出
は
、
受
付
ら
れ

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

有
利
で
便
利
な
前
納

国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
の
保
険
料
が
4

月
1

日
か

ら

1

カ
月

8
4
0
0

円
に
な
り
ま
す
。

「
毎
月
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
」

「
収
入
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
一
度

に
納
め
た
い
」
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

を
防
彦
、
毎
月
納
め
る
手
間
も
省
け
、

割
引
き
な
ど
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
。

前
納
し
た
人
が
国
民
年
金
を
や
め
た

場
合
は
や
め
た
月
以
降
の
相
当
分
は
返

っ
て
き
ま
す
。

の
未
然
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

屠
農
地
転
用
と
は

農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
、
建
築
物

の
施
設
用
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、

通
路
用
地
な
ど
（
一
時
的
に
農
業
用
の

耕
作
に
供
せ
な
い
よ
う
な
転
用
行
為
を

含
む
）
の
用
途
に
変
え
る
こ
と
。

卍
転
用
に
は
必
ず
許
可
を

市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
は
、
許
可
申
請
を
農
業
委
員

会
（
役
場
経
済
課
内
）
に
提
出
し
、
知

事
等
の
許
可
を
得
て
か
ら
工
事
を
着
手

す
る
。

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
へ
。

農
地
の
違
反
転
用
防
止
に
ご
協
力
を

I
.

◎保険料前納額

¥ 年間保
割弓 I 額 前納額

保険料

円 円 円
定額保険料 100,800 2,430 98,370 

円 円 円
定額＋付加保険料 105,600 2,550 103,050 

納
期
限
は
4

月

2
7日
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

0

毎
月
第
3

木
曜
日
の
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

毎
月
第
1

木
曜
日
の
午
前

1
0時

＼
午
後
3

時

0

会
場

1
1

館
林
市
役
所

年
金
相
談

0

日
時

1
1
3

月

1
5日
困
午
前

1
0
時1
午
後
3
時

0

会
場

1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

健
康
相
談

0

日
時

1
1
3

月

1
5日
困
午
前

9

時
3
0分
＼
1
0時
3
0分
受
付

4

月
3

日
因
午
後

1

時
＼
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

0

毎
月
第
2

木
曜
日
の
午
後
1

時

1
2

時
受
付

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診忍



(11) 平成 2 年 3 月 10 日 広 報 め い わ 第342号

地
価
公
示
は
役
場
で

閲
覧
で
き
ま
す

標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す
る

道
路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺

の
土
地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し

た
地
価
公
示
を
役
場
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
開
発
課
へ

国
の
進
学
ロ
ー
ン

た
だ
今
取
扱
中

〇
融
資
内
容
1
1

入
学
金
、
授
業
料
、
教

科
書
代
、
下
宿
代
等

〇
融
資
額
1
1
1

進
学
者
当
た
り
1
0
0

万
円
以
内

0

融
資
期
間
1
1
5

年
以
内

〇
利
率

1
1
年
6
.
2
%

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支

店
(
6
0
2
7
2
1
2
3
ー

7
3
1
1
)
へ
。

あ
な
た
の
ま
ご
こ
ろ
を

電
話
お
願
い
手
帳

耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
方
た
ち
が
、

0
と
き

1
1
3
月

2
5日
⑪

か
ら

0
と
こ
ろ

1
1

千
代
田
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
舞
木
）

0

入
場

1
1

無
料

◎
明
和
村
か
ら
は
、
明
和
八
木
節
保
存

会
、
江
口
さ
さ
ら
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
出
演
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
村
中
央
公
民
館
へ

郷
土
の
芸
能
で

郷
土
を

探
つ
て
み
ま
せ
ん
か

午
前
1
0時

緑
化
講
座
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

0
と
き

1
1
4

月
認
日
因

ー
正
午
（
雨
天
決
行
）

0
と
こ
ろ

1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

〇
募
集
人
員
1
1
3
5
名

〇
費
用

1
1

無
料

0

テ
ー
マ
1
1
大
輪
咲
き
ア
サ
ガ
オ
の
ラ

セ
ン
づ
く
り

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

7
1
8
8
)
へ
。

英
語
の
基
礎
を

学
び
ま
せ
ん
か

0
と
き

1
1
4

月

1
8日
か
ら

5

月

3
0日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日

(
6
8
8
|
 

午
前
1
0時

村 の ろ
っ

—: 
<- き

3 月

9 日

10 日11 日）
14 日

16 日

17 日

21 日

24 日

26 日

ヶ

ヶ

4 月

9 日

10 日

村議会定例会（17 日まで）

公民館まつり

邑楽郡ボランティアの集

し）

明中卒業式

村議会定例会（最終）

第17回剣道大会

東・中・西幼稚園卒園式

農業委員会

土地開発公社理事会

東・西小卒業式

東・西小、明中入学式

東・中・西幼稚園入園式

※予定ですので変わる場合もあります

忘
れ
す
に

予
防
注
射
と
登
録

平
成
2

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
、
お
近
く
の
会
場

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
よ
り
料
金
が
次
の
よ
う

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

0

登
録
手
数
料
…
…

2
、

1
0
0

円

〇
済
票
交
付
手
数
料
…
…

4
6
0

円

地
価
評
価
の

無
料
相
談
会

•\ 

実施月日 時 間 場 所

午前 9:00~10:00 斗合田集落センター

4 月 3 日伏）
午前10:30~11:30 東 部 児 童 館

午後 1:00~2:00 江 口 集 会 所

午後 2:30~3:30 田 島 出 イ9可『 所

午前 9:00~10:00 館林農協佐貫支所

4 月 4 日（水） 午前10:30~11:30 大輪転作促進研修施設

午後 1:00~3:00 矢 島 公 民 館

午前 9:00~10:00 梅原集落センター

4 月 5 日（木） 午前10:30~11:30 中 公ロ 教 学 院

午後 1:00~3:00 南大島農構改善センター

4 月 6 日僅）
午前 9:00~11:30 役 場 裏 庭

午後 1:00~3:00 役 場 裏 庭

電
話
を
か
け
た
い
時
に
利
用
す
る
「
電

話
お
願
い
手
帳
」
を
み
た
ら
、
あ
な
た

が
か
わ
っ
て
電
話
を
か
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

0

注
射
料
…
…
…
…
…
2
4
4
0

円

合
計

5
、
0
0
0
円

※
生
後
3

カ
月
以
上
の
犬
は
、
毎
年

1

回
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

0
と
こ
ろ

1
1

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
）

0

対
象

1
1
6
0
歳
以
上
の
県
民
一
般

3
0名

〇
費
用

1
1

無
料

〇
募
集
期
間
1
1
3

月

2
8日
1
4

月

1
1日

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2

7
2
1
2
4
 __
 5
7
0
0
)
へ
。

0
と
き

1
1
4
月
4

日
因

ー
午
後
4

時

0
と
こ
ろ

1
1

太
田
市
民
会
館

※
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
対
策
課
（

6

0
2
7
2
1
2
3
|
'
1
1
1
1
内
線
2

3
3
4
)
へ

平
成
2

年
度
の

視
能
訓
練
士
募
集

〇
募
集
人
員
1
1
1

名
（
パ
ー
ト
も
可
）

〇
応
募
資
格
1
1

視
能
訓
練
士
の
免
許
を

有
す
る
方

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
庶
務
課

人
事
係

(
6
7
2
|
,
3
1
4
0
)
へ
。

午
前
1
0
時

0
と
き

1
1
3
月
1
6
日
②

3
0分
＼
午
後
3

時

0
と
こ
ろ

1
1

村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
5
4名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

今
月
の
納
め

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
、
3

月

3
0日
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

奎
岩
崎
歳
松
さ
ん
（
入
ケ
谷
）
は
三
万
円

卍
藤
野
和
子
さ
ん
（
蕨
市
在
中
）
は
五
万
円

〇
船
田
良
典
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
五
万
円

蒼
福
島
猛
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
五
万
円

〇
奈
良
修
三
さ
ん
（
田
島
）
は
五
万
円

〇
小
平
勇
さ
ん
（
新
里
）
は
一
~
五
十
万
円

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
1
0時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



第342号 広 報 め い わ 平成 2 年 3 月 10 日 (12) 

犀，： 館林邑楽地区 館林地区
千代田 て 塁※ 言t g 

日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区 か日

古屋病院川村医院 清河堂医院云（72)3070 津久井医院 館林地区が : になに は
3 月 18 日 る限i 曜 云 (63) 6161 云（72)1337 安楽岡医院 ff (72) 0572 ff (72) 3316 担当します し ; り
3 月 25 日

真中医院大神医院 横田（善）医院云（72)4970 岡田医院 小西医院 下て 療診

当 合 (72)1630 云（62)2200 大石医院云（74)2362 合（72)3163 ff (86) 2261 しさヽ あり 円

4 月 1 日
浜野病院川田国医院 堀越医院云（73) 4151 慶友病院 館林地区が ゜ すのま 午後 担当し

番 云 (88) 5678 云（72)3314 増田医院云 (72) 1387 云（72)6000 担当します
で時1 ま

4 月 8 日
横田医院原医院 阿久津医院云（72)3315 最上医院 竹越医院 電話ます゚

区
云（72)0255 云（72)1936 田内医院云（72)3855 云（74)3763 云 (84)3137 でで

4 月 15 日
白沢医院川村医院 館林医院 館林地区が 確認 すで

云（72)1600 云（72)1337 須田医院云（72)0862 云（74)2112 担当します し゜

ふ
き
の
と
う

新
里

2 月の

｀亨乞也°
救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 5 件

●その他 4 件

●計 1 3 件
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x
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な
か
っ
た
よ
。
も
っ
と

も
っ
と
送
っ
て
く
だ
さ
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し

残
雪
の
片
隅
に
、
そ
っ
と
の
ぞ
く

小
さ
な
緑
、
ふ
き
の
と
う
で
す
。
手

を
触
れ
て
み
る
と
、
周
り
の
土
の
ほ

の
か
な
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

る

I
I使
者
1
1で
す
。

土
手
の
枯
れ
草
の
間
や
野
原
の
日

だ
ま
り
に
顔
を
出
す
ふ
き
の
と
う
ー

き
ざ
ん
で
ミ
ソ
汁
に
浮
か
べ
た
り
す

る
と
春
が
来
た
喜
び
で
心
が
は
ず
み

ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
最
近
は
年
が
明

け
な
い
う
ち
か
ら
、
ふ
き
の
と
う
を

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
売
場
で
見
か
け
ま

〈
明
和
歌
会
〉

憎
め
ざ
る
人
と
想
へ
ど
と
き
な
り
に
言
葉
は
人
の
心
を
害
す

幾
千
の
星
と
輝
く
庭
木
の
梢
唐
傘
さ
し
て
風
呂
に
仰
げ
ば

〈
か
ほ
や
が
沼
〉
―

逝
く
雲
の
重
々
垂
れ
し
荒
海
に
遷
流
の
船
の
幾
日
と
ど
ま
る
（
寺
泊
）
江
森

日
溜
り
に
赤
々
燃
ゆ
る
寒
椿
霜
を
蹴
散
ら
す
小
雀
の
見
ゆ
瀬
下

朝
夢
に
も
の
う
い
こ
の
日
ひ
か
へ
め
に
ひ
か
へ
め
に
し
て
静
か
に
暮
る
る柿

沼

い
と
ま
な
く
除
草
に
日
々
を
過
し
き
て
今
宵
き
く
雨
音
身
を
い
た
は
ら
む

奈
良
原
き
く
の

す
。
栽
培
も
の
で
す
。

山
菜
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、
旅

行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
昭
和
四
十
年
代

の
終
わ
り
ご
ろ
。
し
い
た
け
な
ど
の
ほ

か
に
、
ふ
き
、
た
ら
の
芽
、
わ
ら
び
な

ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
き
の
と
う
は
、
ふ
き
の
新
葉
に
先

駆
け
て
花
茎
が
出
て
く
る
も
の
で
、
ハ

ウ
ス
栽
培
の
ふ
き
が
出
回
る
前
に
、
ま
ず

ふ
き
の
と
う
が
出
荷
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

ふ
き
の
と
う
の
食
べ
方
は
、
天
ぷ
ら

酢
の
も
の
、
ふ
き
の
と
う
ミ
ソ
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ふ
き
の
と
う
ミ
ソ

を
つ
け
た
焼
き
お
む
す
び
な
ど
は
、
お

ふ
く
ろ
の
味
で
も
あ
り
、
ひ
な
び
た
郷

土
料
理
と
し
て
、
観
光
客
に
も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
に
は
雄
花
と
雌
花
が
あ

っ
て
、
雌
花
が
咲
い
て
白
い
冠
毛
が
付

芸
い
た
も
の
を
”
ふ
き
の
姑

I
Iと
呼
ぶ

地
方
も
あ
り
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
を
皮
切
り
に
、
野
山

は
緑
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
春

は
植
樹
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
土
緑
化
を
推
進
す
る
た
め

に
三
ー
五
月
は
「
国
土
緑
化
運
動
強

調
期
間
」
と
な
っ
て
、
国
や
都
道
府

県
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
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立
岡

短
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会

こ
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ろ
ぎ

ま
つ

政
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江
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み

I
I

氏
名

鈴
木
愛
奈
良
冑

田
中
章
博

篠
原
舞

藤
野
麻
里

渥
美
和
樹

ぎ

1
1

お
め
で
た

1
1

保
護
者

昭
二勉義

文
和
浩

正
巳

賢
一

氏
名
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齢
世
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人
呼
‘

賣
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お
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で
た
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